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序文

財団法人千葉県教育振興財団(文化財センター)は，埋蔵文化財の

調査研究，文化財保護思想、の緬養と普及などを目的として昭和49年に

設立され，以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その結果として

多数の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県教育振興財団調査報告第591集として，独立行政

法人都市再生機構千葉地域支社の千葉北部地区新住宅市街地開発事業

関連に伴って実施した印西市南西ヶ作遺跡・本埜村弐ト込遺跡の発掘

調査報告書を刊行する運びとなりました。

両遺跡では，旧石器・縄文時代をはじめとして，奈良・平安時代竪

穴住居群が検出されるなど，この地域の歴史を知る上で貴重な成果が

得られております。

刊行に当たり，この報告書が学術資料として，また，埋蔵文化財の

保護に対する理解を深めるための資料として，広く活用されることを

願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の方々

を始めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで御苦労

をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成20年3月

財団法人千葉県教育振興財団

理事 長 福 島 義 弘



凡例

1 本書は，独立行政法人都市再生機構による千葉北部地区新市街地造成整備事業に伴う埋蔵文化財の発

掘調査報告書である。

2 本書に収録した遺跡は，千葉県印西市南西ヶ作172ほかに所在する南西ヶ作遺跡(遺跡コード CN702)

および，千葉県印膳郡本埜村角田字弐ト込117ほかに所在する弐ト込遺跡(遺跡コード328-003)であ

る。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は，独立行政法人都市再生機構(住宅・都市整備公団，さらに都

市基盤整備公団から名称変更)千葉地域支社の委託を受け，財団法人千葉県教育振興財団(旧財団法人

千葉県文化財センター)が実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当者及び実施期間は本文中に記載した。

5 本書の執筆は，第 1章の一部・第 2章の第 1-第5節・第 7節の一部・第 8節を上席研究員井上哲朗，

第2章第6節および第7節の一部を上席研究員糸川道行，第2章第4節 2および第3章第4節 3の一部

(グリッド出土縄文土器)を研究員大内千年，第 1章の一部・第3章第 1-3節，第4節 1・2・3の

一部，第 5-8節を主席研究員香取正彦が担当し，編集は香取・井上が行った。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで，千葉県教育庁教育振興部文化財課，独立行政法人都市再生機

構千葉地域支社千葉ニュータウン事業本部及び印西市教育委員会，本埜村教育委員会の御指導，御協力

を得た。

7 石材については，陶考古石材研究所 柴田徹氏の鑑定を得，文字資料の判読については，国立歴史民

俗博物館 平川南館長のご教示および当財団主席研究員栗田則久の協力を得た。

8 本書で使用した地形図は，下記のとおりである。

第1図 国土地理院発行 1/25，000地形図「白井J(N 1 -54 -19 -14 -3) (平成10年発行)

「小林J(N 1 -54-19-14-1) (平成12年発行)

第2図 参謀本部陸軍部測量局出版 1/20，000第1師管地方迅速測図

「取手騨」・「龍箇崎村」・「白井橋本村」・「白井村J (明治20年出版)

第3図 印西市都市整備課発行 1/2，500地形図18・22

第4・5図 千葉県企業庁千葉ニュータウン事業部(当時)

1/1，000千葉ニュータウン平面図56・57 (平成 2年測量 平成4年修正)

第59図 国土地理院発行 1/25，000地形図「小林J(N 1 -54 -19 -14 -1 ) 

第60図本埜村発行 1/2，500地形図13

9 周辺航空写真は，南西ヶ作遺跡は京葉測量株式会社による昭和42年3月，弐ト込遺跡は昭和48年撮影

のものを使用した。

10 本書で使用した座標値は，すべて日本測地系に基づく平面直角座標で，図面の方位はすべて座標北で

ある。



11 本書で使用したスクリーントーンは挿図で指示した以外は下記のとおりである。

巴ヨ カマド構築材粘土 側側 焼土

仁寸黒色処理 L2Jill 磨耗面 スス
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第 1章はじめに

財団法人千葉県文化財センター(現 財団法人千葉県教育振興財団)は，千葉北部地区新住宅市街地関

連事業関連の埋蔵文化財調査として住宅・都市整備公団(後 都市基盤整備公団，現独立行政法人都市

再生機構)の業務委託を受け，南西ヶ作遺跡・弐ト込遺跡の発掘調査を実施した。発掘調査年度は，南西

ヶ作遺跡は平成 4・5. 6年度，弐ト込遺跡は昭和61・63年度および平成元年度である。

南西ヶ作遺跡(第 1図・第 1表)

調査対象面積は，北総開発鉄道路線北側(I区)が16，000rrl，南側 (ll区)が1L200rrl，計27，200rrlで

ある。確認調査面積は，上層が I区1.620rrl， II区1，120rrl，下層が I区640rrl，II区496rrl，本調査面積は

上層がI区2，289rrl.II区9，500rrlである。下層の 1. II区は確認調査グリッドを若干拡張する形で本調査

に至らず終了した。

整理作業は，平成 9年度に基礎整理， 18年度に実測から原稿， 19年度に印刷・刊行を実施した。

なお，昭和48年度に，千葉ニュータウン造成に伴い，樹)千葉県都市公社(文化財調査班)が4，800凶 (ll

区中央部)を対象として上層確認・本調査(計2，104rrl) を実施しており，報告書が刊行されている 11。現

北総線部分については埋蔵文化財調査は実施されていない。

発掘調査から報告書刊行に至るまでの発掘調査・整理作業概要及び各年度の担当者等は，第 1表のとお

りである。

第1表南西ヶ作遺跡発掘調査・整理履歴表

年度 期間 地区
調査面積等 調査研究

所長 担当職員
対象 IIf 上層 H1 2 下層 nf 部長

昭和48 10/9~12/22 (II区) 4，800 2， 104 (財)千葉県都市公社
縄文時代土坑21，縄文土器包含層(早期~晩期)他

昭和51 4/30 (II区) 『千葉ーュータウン埋蔵文化財調査報告書NJ]

平成4 12/1 ~2/5 I区 16，000確認 1，620確認 640天野努田坂浩両国博
縄文時代陥穴・土坑

平成 5 4/1 ~6/10 I区 本調査 2，289 両木博彦田坂浩鈴木文雄
縄文時代陥穴15・土坑7・土器包含層，奈良・平安時代住居跡1他

1/17~3/24 H区 11，200 確至"君い、 1， 120 及川淳一

H区北側 本調査 7，650 井上哲朗

小笠原永隆
奈良・平安時代住居跡12・土坑26，中世土坑172他

平成6 4/5~5/18 E区南側 本調査 1，850 西山太郎 谷旬 及川淳一

E区 11，200 確認 496 鶴岡則幸

糸原清
縄文時代炉穴2・陥穴3，奈良・平安時代住居跡9・士坑1他

平成9 4/1~3/31 1 • II区 27，200 水洗・注記~復冗 西山太郎 折原繁 香取正彦

平成18 4/1 ~3/31 1 • II区 27，200 実測~原稿 矢戸二男 古内茂 雨宮龍太郎

糸川道行
井上哲朗

平成19 4/1 ~3/31 1 . II区 27，200 報告書印刷・刊行 矢戸二男 豊田佳伸 香取正彦
※ I区印西町多々羅田字南西ヶ作144他， II区印西町多々羅田字南西ヶ作172他
※調査研究部長の禰では，平成4年度以前及び平成9年度から18年度は調査部長。
※所長の欄では，平成4年度は第4班班長，平成5・6年度は印西調査事務所長，
平成9年度以降は北部調査事務所長。
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弐ト込遺跡の発掘調査は，鉄道および道路建設に先行する埋蔵文化財調査として，昭和61年度，昭和63

年度，および平成元年度の 3か年 4次にわたって実施された。

発掘調査開始から報告書刊行に至るまでの発掘調査・整理概要および各年度の調査担当者等は第 2表の

のとおりである。

注

1 ) 高木博彦ほか 1974 r千葉ニュータウン埋蔵文化財報告書N.l 千葉県企業庁 財団法人千葉県都市公社

第2表弐ト込遺跡発掘調査・整理履歴表

調査年度 発掘調査面積 期間 部長 所長(牢は班長) 担当職員

昭和61年度 確認調査 1，069/7，343rrf 12/10"-'3/26 鈴木道之助 *矢戸二男 田島新
本調査 4，206rrf 

昭和63年度 確 認調査上層 688/6，420rrf 7/1"-' 11/30 堀部昭夫 *大原正義 今泉潔

下層 286/6， 420 rrf 
本調査上層 2，340rrf 

平成元年度 確 認調査下層 200/4， 600 rrf 8/1"-'9/30 堀部昭夫 *上野純司 郷堀英司

本調査上層 4，600rrf 
確認調査下層 240/6，000rrf 10/1"-'12/22 同上 向上 井上哲朗

本調査上層 6，000 rrf 
下層 100rrf 

調査年度 整理作業内容 期間 部長 所長 担当職員

平成11年度 水洗・注目己 4/1"-' 3/31 沼津豊 折原繁

平成17年度 記録整理~挿図・図版 4/1 "-'3/31 矢戸二男 古内茂 香取正彦

平成18年度 原稿執筆・編集 4/1 "-'3/31 矢戸二男 古内茂 香取正彦

大内千年

平成19年度 報告書印刷・刊行 4/1"-' 3/31 矢戸二男 豊田佳伸 香取正彦
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第 2章南西ヶ作遺跡

第 1節遺跡の位置と環境

1.地理的環境(第 2・3図)

南西ヶ作遺跡は，北総線「千葉ニュータウン中央駅」から900m程東北東，印西クリーンセンターから

支谷を挟んで、400m程東に位置し，北総線の南北にまたがる，東西・南北とも300m程の範囲で、ある。地形

的には，現利根川側と印膳沼に挟まれて南北から支谷に開析された台地中央部に位置し現印膳沼から西

に延びる新川と神崎川の分岐点あたりから北に延びる支谷の2.5km程奥で，さらに四方に分岐する地点の

東側小舌状台地に立地する。台地の標高は22m~24m，支谷内底面との比高はllm~13mで、ある。明治時

代の印描沼治水事業以前には沼西端部はこの分岐点あたりまで達しており，支谷内には水田や湿地が存在

していた。

2.歴史的環境(第2・3図)

本項では，南西ヶ作遺跡で多く検出された縄文時代と奈良・平安時代を中心に，本遺跡、の昭和48年度調

査成果と周辺で調査された遺跡について概観する。

旧石器時代は，南西ヶ作遺跡(1)¥1の昭和48年度調査区では， m層中からナイフ形石器他，黒曜石・チャー

ト製の石器が若干出土している。周辺遺跡では，同一支谷で1.5km北側の泉北側第 3遺跡(4)でE層の大規

模環状ブロック群が，南側の船尾白幡遺跡 (21F で m~町層下部及び四層から 13ブロック・ 2 文化層が，

西側の木刈峠遺跡(7))1 で m~N層から，一本桜南遺跡 (9) JIで皿層~医層から31ブロック・ 10文化層が，榎

峠遺跡(12)51でE層から，高根北遺跡(13)111で皿~町層から 3ブロックが，北の台遺跡(17))1でE層から，

南東の松崎遺跡群 (24~30) 引で m~x層から45ブロックが検出されている。

縄文時代は，当地域周辺台地上では早期が主体となる様相で，大規模な集落は検出されていない。南西

ヶ作遺跡の昭和48年度調査区では，早期前半の縄文・撚糸文土器群(夏島式土器)を主体として，前後の

井草・大丸・茅山式，前期貝殻腹縁文(浮島式)・半裁竹管文(諸磯式)，中期下小野式・加曽利Em式，

後期加曽手IjB式，晩期姥山E・皿式土器と幅広い時期の土器の他に土製円盤・石器が出土し，遺構は早期

と推定される不定形士坑21基が検出されている。周辺遺跡では，西側の一本桜遺跡(8)リ)で前期竪穴住居や

早・前・中期土器が，一本桜南遺跡(9)で早期竪穴住居跡・炉穴・陥穴，石鍛製作跡が，榎峠遺跡(12)で

早期前半主体~前期土器が，高根北遺跡(13)で早期焼土・炉穴・前期住居が早期~中期土器と共に，北の

台遺跡(17)で中期住居が，南側の鳴神山遺跡(19)¥111で陥穴12基が，船尾白幡遺跡(20)で早期炉穴 3・陥穴

9，住居跡・竪穴状遺構等10軒(前期 2・中期 1・中期末~後期初 1・後期)が，西根遺跡(22)¥JIで多量

の後期加曽利B式土器が，南東の松崎遺跡群 (24~30) で、炉穴84 ・陥穴19 ・住居(早期 5 ・中期 2 )が早

期後葉条痕文期土器と共に検出されている。

弥生時代後期~古墳時代前期は，周辺では，西側の一本桜南遺跡(9)・南側の向新田遺跡(18)¥"・鳴神

山遺跡(20)・船尾白幡遺跡(21)・船尾町田遺跡(23)¥11，南東の松崎 I遺跡(24)・松崎H遺跡(25)，新川を

挟んだ八千代市道地遺跡(31)111 .間見穴遺跡(32)¥，でまとまった集落が検出されている。

F 
J 







古墳時代後期は，周辺では，南側の鳴神山遺跡(20)で2軒，船尾白幡遺跡(21)で11軒，船尾町田遺跡(23)

で古墳 3基が検出されている程度で，希薄な地域であるが， 7世紀後半は，北西3.5km程に山田寺系瓦が

使用された木下別所廃寺(3)16)及びその瓦窯である曽谷ノ窪瓦窯杜(2)17)が存在する。

奈良・平安時代は，南西ヶ作遺跡の昭和48年度調査区では，土師器・須恵器が少量出土しているが，遺

構は検出されていない。周辺遺跡では，南西ケ作遺跡の 1-1.5k畑m南に位置しし，同一支谷に面する台地上

の鳴神山遺跡(ω20)川(竪穴住居2お59.掘立柱建物跡4叫4棟他)ト.船尾白幡遺跡(ω21υ)(句53棟.掘立1口7他)ト.白井谷奥

遺跡(仕19引)1 

え以降減少する。墨書.線刻の文字.記号資料が大量に出土しし，船尾白幡遺跡下の西根遺跡(包22幻)では谷津

内水路跡から長文墨書土器(汀「舟穂郷生部直弟刀自女奉」ρ)他多数の土師器杯や木製人形・馬形等の祭記遺

物が出土した。また，南西ヶ作遺跡の西の支谷を挟んで 1km程西側の大塚前遺跡(11)19)では，下総国分寺

所用瓦窯産と考えられる瓦(宝相華文鐙瓦・均正唐草文字瓦)が屋根の一部に葺かれた村落内寺院と推定

される建物跡が検出され，南西側の北の台遺跡(17)では住居のカマド周囲から土製人形・馬形が出土する

等，同一支谷の周囲に祭記跡・仏教関連遺跡等精神性の高い古代印膳郡船穂郷の多様な村落が展開してい

たと推定されるへなお，南の新川を挟んだ対岸の八千代市上谷遺跡では，大型掘立柱建物跡群・竪穴住

居群が「村神郷」墨書土器と共に検出され，古代印膳郡村上郷の役所的な遺跡と推定されている。一方，

南東部の松崎遺跡群(24-30)では，当概期の集落は散漫な状況である。

中・近世は，当地域の台地上は，割野所在馬土手(5)等の存在や文献資料からも印西牧として荒野が広

がっていたO 鳴神山遺跡(20)・船尾白幡遺跡(21)では10世紀以降空白を経て15世紀の地下式坑・土坑・溝・

道路等が検出されているが，大規模な集落は検出されていない。ただ，並塚塚群(6)21)・大塚塚群(10)22)• 

猿塚(14)お)・大野庚申塚(15)24) ・庚申塚(16)25)等が調査され，当時の集落は小規模点在或いは現在集落下

に存在したものと考えられる。なお，南東の松崎E遺跡(26)では13-14世紀の館跡と墓域が検出されてい

る。

第 2節調査の概要

調査の開始にあたり，公共座標(日本測地系)に合わせて調査対象区域に40mx40mの大グリッドを設

定し，大グリッド内に 4mx4mの小グリッド100個を設定した。大グリッドは西から東へA-H，北か

ら南へ 1-8と記号を付け，小グリッドは北西隅のポイントを起点とし00-99と番号を付け，これらを組

み合わせて3D-45のように呼称することにした(第 4-8図)。 調査は，

基本的には上層確認調査→上層本調査→下層確認調査の順で実施した 4m 

が，上層確認調査で遺構・遺物が検出されなかった地区には，先行して

下層確認調査を実施した部分もある。

上層確認調査は，調査対象面積の10%について， 1区は 3mx4mの

グリッド及び幅 2-4mのトレンチ， II区は 2mx4m及び 1mx4m

のグリッドを設定した。また，下層確認調査は， 4%について， 1区は

2.5m x 2 m， II区は 2mx2mのグリッドを設定した。いずれも，東

西南北の公共座標軸に合わせて，後世の地形改改変や撹乱を除いて全体

をほぼ等間隔で設定して遺構・遺物の分布状況を把握し，本調査範囲を

-8一
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第3表南西ヶ作遺跡遺構一覧表

調年査度 地区 グリッド 遺構No 調査時 | 整理時変更
時代 車言語 1 特記事項

平成5I区(北) 2A，8 (旧石器 なし) ブロック 1 縄文包含層調査で出土。 2A66，76周辺。
平成5I区(北) 2A，8 縄文 包含層 1， 700rTI 
平成5I区(北) 3A-56 001 縄文 陥穴
平成5I区(北) 3A-24 002 時期不明 土績 縄文土坑
平成5I区(北) 2A-13 003 時期不明 土壌 奈良・平安土坑 土師器片多数出土。壁面一部被熱。
平成5I区(北) 2A-12 004 奈良・平安 竪穴住居跡 浅い主柱穴4。カマド肉鹿骨。墨書土師器杯「悌Jr長J。
平成5I区(北) 3A-23 005 時期不明 土績 縄文土坑
平成5I区(北) 2A-48 006 縄文 陥穴
平成5I区(北) 3A-07 007 縄文 陥穴
平成5I区(北) 2A-66 008 時期不明 土墳 縄文炉穴 焼土層あり。 2基重複。
平成5I区(北) 2A-69 009 縄文 陥穴
平成5I区(北) 2A-77 010 縄文 陥穴
平成5I区(北) 2C-92 011 時期不明 土績 縄文土坑
平成5I区(北) 2C-62 012 縄文 陥穴
平成5I区(北) 2C-78 013 縄文 陥穴
平成5I区(北) 2D-50 014 時期不明 土嬢 縄文土坑
平成5I区(北) 2C-08 015 縄文 陥穴
平成5I区(北) 1E-84 016 縄文 陥穴 縄文土坑
平成5I区(北) 2E-36 017 縄文 陥穴
平成5I区(北) 2E-08 018 縄文 陥穴 床面ピット 3。
平成5I区(北) 2A-68 019 縄文 陥穴
平成5I区(北) 2A-15 020 時期不明 土績 中・近世炭窯 方形・床面炭化物。
平成5I区(北) 2A-28 021 縄文 焔穴
平成5I区(北) 2A-39 022 縄文 陥穴
平成5I区(北) 3A-35 023 縄文 陥穴
平成5I区(北) 024 土坑ワ 欠番
平成5E区(南)北部 5D-96 024 奈良・平安 竪穴住居跡 貯蔵穴。土師器杯墨書。

平成5E区(南)北部 6E-60 025 奈良・平安 竪穴住居跡 土師器土坑杯番墨書号な・線刻。住居廃絶後， 中央1=土坑が掘り込まれ
るし→054。

平成5E区(南)北部 7E-13 026 奈良・平安 竪穴住居跡 貯蔵穴。土師器杯墨書 rOJ他。丸瓦。
平成6E区(南)南部 8D-94 027 奈良・平安 竪穴住居跡 床面柱穴なし。平瓦。

68・C.
平成6E区(南)南部 D. 7C. 028 奈良・平安 土坑 中・近世他土坑 Pl-P28 (埋没後の住居を切っているものあり) (28基)

D. E 
平成5E区(南)北部 78 028 中世 土績 中・近世他土坑 P29-P33 (5基)

平成6E区(南)南部 8C-57 029 平安 竪穴状遺構 奈良・平安土坑
平成6E区(南)南部 8C-64 030 平安 竪穴状遺構 中・近世他土坑
平成6E区(南)南部 8C-89 031 平安 竪穴状遺構 中・近世他炭窯 2基重復か。

平成6E区(南)南部 8C-56 032 奈良・平安 竪穴住居跡 皿床線面柱車IJ穴「干な』し。焼失住居か。墨書土師器杯「辰J r干口J， 

平成6E区(南)南部 8C-53 033 奈良・平安 竪穴住居跡
平成6E区(南)南部 8D-88 034 平安 土坑 中・近世他土坑

平成6E区(南)南部 8D-99 035 奈良・平安 竪穴住居跡 聾床面転柱用穴風字な硯し線。量車IJ書「土土師l器杯 「大加J， 線車IJr + J 。須恵器

平成6E区(南)南部 8C-73 036 奈良・平安 竪穴住居跡 床面柱穴なし。墨書土師器杯「併・蓮華」。

平成6E区(南)南部 8C-62 037 奈良・平安 竪穴住居跡
床面柱穴なし。墨書土師器杯『干正J，線~J r麻生奉」
r + 1。

平成6E区(南)南部 8C-72 038 奈良・平安 竪穴住居跡 床面柱穴なし。墨書土師器「儀」。

平成6E区(南)南部 8C-81 039A 奈良・平安 竪穴住居跡 (外側)古。

平成6E区(南)南部 8C-81 0398 奈良・平安 竪穴住居跡 (肉側)新。・壁再に(掘15)り込長み・1 新l。墨「書宴土l師器止杯l「大園玉代神
(代)

平成5E区(南)北部 7D-98 040 奈良・平安 竪穴住居跡
028-P16と番号外土坑(→055中近世)切り合い。近接土坑→
056 (中近世)

平成5E区(南)北部 7D-68 041 奈良・平安 竪穴住居跡 床面柱穴なし。
平成6E区(南)南部 8D-99 042 縄文 炉穴

平成5E区(南)北部 7D-46 043 奈良・平安 竪穴住居跡 番号外土坑切り合い。→057(中近世)

平成6E区(南)北部 6D-81 044 奈良・平安 竪穴住居跡 拡張。

平成5E区(南)北部 7C-06 045 奈良・平安 竪穴住居跡 床面1=土坑。→058(縄文か)。縁組陶器碗。

平成5E区(南)北部 6C-95 046A 奈良・平安 竪穴住居跡
北西カマド新。墨書土器「長・口・人J0 ~J書土器「奉つ.
継」。灰紬陶器碗。接する土坑→059(中・近世)

平成5E区(南)北部 6C-95 0468 奈良・平安 竪穴住居跡 北東または西カマド古。

平成5E区(南)北部 7C-47 047 奈良・平安 竪穴住居跡 カマド左1=ピット。
平成5E区(南)北部 6D-02辺 048 奈良・平安 竪穴住居跡 半分調査区外。床l、ピット。
平成6E区(南)南部 8D-98 049 縄文 炉穴
平成6E区(南)南部 8D-77 050 縄文 陥穴
平成6E区(南)南部 8C-79 051 縄文 陥穴
平成6E区(南)南部 8D-95 052 縄文 陥穴
平成5E区(南)北部 7D-16 番外 →053 炭窯 中・近世他炭窯
平成5E区(南)北部 6E-60辺 番外 →054 土坑 中・近世他土坑 025奈良・平安住居を切る。
平成5E区(南)北部 7D-97 番外 →055 土坑 中・近世他土坑 040と切り合い。

平成5E区(南)北部 7D-88 番外 →056 土坑 中・近世他土坑 040の近接土坑。

平成5E区(南)北部 7D-46 番外 →057 土坑 中・近世他土坑 043住居と切り合い。
平成5E区(甫)北部 7C-06 番外 →058 土坑 縄文土坑 045住居床面。

平成5E区(南)北部 6C-95 番外 →059 土坑 中・近世他土坑 0461=接する土坑。

平成5E区(南)北部 6C，6D，7C 番外 →060 溝 中・近世他

平成6E区(南) 旧石器 単独出土4 単独出土4 1点はマ縄イ文ナ時ス代草創期石器， 1点は上層調査時出土でブラ
ス ."<'-1'TA.O 
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時代
集つ中重遍曹扇覆面頭一

I区 E区 合計 備 考
旧石器 プロリ 1 単独4 プロリ 1.単独4 I区は縄文土器包含層調査で出土し，整理時に確認。

縄文 包含層 1.700m 1.700m 
縄文 炉穴 2基 2基 4基 I区の炉穴は2基重複。

縄文 陥穴 1 4基 3基 1 7基

縄文 土坑 5基 5基

奈良・平安 竪穴住居跡 1軒 23軒 24軒 2軒重複2箇所

奈良・平安 土坑 1基 1基 2基

中・近世他 土坑 1基 7基+173基 8基+173基 173基は番号外。内 1基は056とする。 172基は未掘か。

中・近世他 炭窯 1基 2基 3基
奈良・平安の可能性もあり。 1基は2基重複か。 1基は番号
外→0530

中・近世他 溝 1条 1条 番号外→060。

確定した。本書では，下層確認グリッド配置図(第 5図)は確認調査で終了したため掲載したが，上層確

認グリッド配置図については本調査時の遺構と重なるため，掲載しないこととする。なお，上下層調査図

(第 3-5図)の中の北区(1区)は，調査範囲南辺が道路により削平されているが，平成 2年測量後に

その工事部分が修正された地形図を使用したためである。

発掘調査終了時の遺構種類・数については，下層は， 1区では確認調査で遺物が出土せず， II区では 4

か所で遺物が検出されグリッドを拡張したが，それ以上の出土はなかった。また，上層は，北総線北側(I

区)では，縄文時代陥穴15基・早期土器包含層l，700m，奈良・平安時代竪穴住居跡 1棟，時期不明土坑

7基，北総線南側 (II区)では，縄文時代炉穴 2基・陥穴 3基，奈良・平安時代竪穴住居跡21棟・竪穴状

遺構 3基・士坑29基，中世土坑152基が検出された。

その後の整理作業の進捗に従い，下層は， 1区では整理作業の過程で縄文土器包含層中出土石器を旧石

器時代石器と判断してブロック 1か所， II区では単独出土4か所の内， 1か所を縄文時代石器，上層遺構

調査中出土の 1か所を旧石器と判断し，単独出土 3か所と判断した。上層は， 1区では縄文時代土坑 1基

を陥穴 1基に，時期不明土墳 7基を縄文時代重複炉穴 2基・土坑 5基・中・近世炭窯 1基と判断し， II区

では，重複する奈良・平安時代竪穴住居跡 2棟を 4棟，平安時代竪穴状遺構 3基を奈良・平安時代土坑・

中・近世士坑・中近世炭窯に，奈良・平安時代土坑29基を中・近世士坑に，番号外の遺構のうち，土坑 1

基を縄文時代，土坑 5基・炭窯 1基・溝 1条を中・近世他として判断した。

この結果，本書では， 1. II区合わせて，旧石器時代ブロック 1か所，単独出土3か所，縄文時代早期

~後期包含層l，700m・炉穴 4基・陥穴17基・土坑 5基，奈良・平安時代竪穴住居跡24棟・土坑 2基，中・

近世その他炭窯 3基・土坑181基(内173基は番号外)・溝 1条として報告する。

なお， II区の中央部分に該当する昭和48年度調査区では，遺構は縄文時代土坑21基，遺物は旧石器時代

石器，縄文土器(早期前半・中期初頭・中期末・後期中葉・晩期前半)，縄文時代石器，奈良・平安時代

土師器・須恵器が出土している。

南西ヶ作遺跡全体の概要としては，旧石器時代は西部を中心に小規模のブックまたは単独出土がみられ，

縄文時代は西部を中心に早期炉穴・陥穴が点在するが，早期を主体とした土器包含層が存在し，奈良・平

安時代は南部を中心に集落が展開し，中・近世は南部に炭窯・土坑群が展開する様相である。弥生時代は

土器片が少量出土したのみ，古墳時代は遺構・遺物とも検出されなかった。

注 1 高木博彦・中山吉秀ほか 1976 r千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告N.I (財)千葉県都市公社

2 糸川道行・小笠原永隆ほか 2004 r千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告XVI 一印西市船尾白幡遺跡-.1.香取

正彦・糸川道行ほか 2005 r千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告XW 印西市船尾白幡遺跡E一』 側)千葉
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県文化財センター

3 鈴木道之助・野村幸希・中山吉秀ほか 1975 r千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告mj 償却千葉県都市公社

4 落合章雄・雨宮龍太郎 1998 r千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告xn -一本桜南遺跡-j 働千葉県文化

財センター

5 中山吉秀・鈴木道之助・佐藤克巳ほか 1974 r千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告nj

肘千葉県都市公社

6 注 1に同じ。

7 注 3に同じ。

8 古内茂・西野雅人ほか 2003 r松崎地区内陸工業用地造成整備事業埋蔵文化財調査報告書 1 松崎E遺跡-j，

栗田則久・山岡磨由子ほか 2004 r松崎地区内陸工業用地造成整備事業埋蔵文化財調査報告書 2 一松崎 I遺跡

-j，小笠原永隆・矢本節朗 2004 r松崎地区内陸工業用地造成整備事業埋蔵文化財調査報告書 3 一松崎VI遺跡-

W遺跡 』 働千葉県文化財センター， 岡田誠造・渡遁高広ほか 2006 r松崎地区内陸工業用地造成整備事業

埋蔵文化財調査報告書 4 松崎E遺跡 j，大内千年・岡田誠造ほか 2006 r松崎地区内陸工業用地造成整備事

業埋蔵文化財調査報告書 5 -松崎W遺跡・ V遺跡-j 働千葉県教育振興財団

9 注 5に同じ。

10 鳴田浩司・図形孝一 1999 r千葉北部地区新市街地造成整備事業関連埋蔵文化財調査報告E 一印西市鳴神山遺

跡・白井谷奥遺跡-j，萩原恭一 2000 r千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告XN 一印西市鳴神山遺跡皿・白

井谷奥遺跡-j，岡田誠造・森本和男 2005 r印西市鳴神山遺跡W 戸神地区営農地造成関連埋蔵文化財調査報

告書 』 働千葉県文化財センター

11 小林信一・太田文雄ほか 2005 r印西市西根遺跡』 側千葉県文化財センター

12 金丸 誠ほか 2002 r千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告XV 一印西市向新田遺跡-j 倒千葉県文化財セ

ンター

13 古内 茂・清藤一順ほか 1984 r千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告四』 鮒)千葉県文化財センター

14 田中裕・西野雅人ほか 2004 r船橋印西線埋蔵文化財調査報告書 2 一八千代市道地遺跡-j (時千葉県文化財

センター

15 田中裕・岸本雅人ほか 2004 r船橋印西線埋蔵文化財調査報告書 3 一八千代市問見穴遺跡一』 側千葉県文化

財センター

16 市毛 勲ほか 1978 r木下別所廃寺 1次発掘調査概要j，同 1979 r木下別所廃寺 2次発掘調査概要』 千葉県

教育委員会

17 市毛 勲・安藤鴻基ほか 1980 r曽谷ノ窪瓦窯跡発掘調査概報』 千葉県教育委員会 曽谷ノ窪瓦窯跡調査会

18 注10に同じ。

19 注 5に同じ。

20 田形孝一 1997 r下総国印旗郡訟穂郷の歴史景観Jr千葉史学j31 千葉歴史学会

21-24 注 3に同じ。

25 雨宮龍太郎・落合章雄 1999 r千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告Xmj 肘千葉県文化財センター

-15一



第 3節旧石器時代

1.概要(第5図)

北区(I区)では，確認調査で旧石器時代石器は出土しなかったが，ソフトローム層 (III層)中層まで

掘り下げられた縄文土器包含層調査で縄文時代石器とされていたもの一部を整理作業の過程で旧石器時代

石器と判断した。調査時点で、旧石器時代石器の認識がなかったために，全てが取り上げられた可能性は低

い。出土地点は，調査区西部の 2A -66周辺の集中地点とその東側の 2A -69， 2 A -98， 2 B -81にみ

られる散漫な分布であり，西側の谷津への緩斜面部である。

南区 (II区)では，確認調査で調査区北部の 7B -18， 7 B -36， 6 D -41， 6 D -61に設定された確

認グリッドの 4か所で単独出土したが，四方 1mの拡張範囲で、出土せず，確認調査で終了した。なお，整

理作業の過程で， 6 D -41の確認グリッド出土石器はH層出土で有舌尖頭器であるため縄文時代草創期石

器とし， 7 B -37のE層で出土した石器 1点を新たに旧石器時代石器と判断した。その結果，本書では 7

B -18， 7 B -36， 7 B -37， 6 D -61の4地点を単独出土とする。 7Bグリッドは I区同様，西側の谷

津への緩斜面部であるが， 6 Dグリッドは舌状台地のやや内側である。なお，確認調査では，重機(クラ

ムシェル)による厚さ 5cm程度毎の一括取り上げを併用したため，グリッド内の石器の位置は不明である。

基本層序は，次のとおりである。 I区では縄文土器包含層調査段階で 1. II a層が除去されており， II 

区では図示した 7Bグリッドでは町・ V層がソフトローム化して確認されておらずX1層まで達していな

いが，図示されていない層も含めて記す。

I層:黒褐色土層 有機物蓄積層。

II a層:暗褐色土層 腐食土を多く含む。

IIb層:褐色土層 いわゆる新期テフラ層。

II c層:暗褐色土層 腐食土はやや少ない。

E層:黄褐色土層 ソフトローム層。町層との境はクラックが顕著。

町層:明褐色土層 赤色スコリア多く硬質。上部はソフトローム化。

V層:暗黄褐色士層 スコリア多く硬質。武蔵野台地第 1黒色帯に相当する。

VI層:明褐色土層 姶良Tn火山灰を集中的に包含し，周囲より白色で硬質。

四層:褐色士層 第2黒色帯上部相当。赤色・黒色スコリア多い。

lXa層:暗褐色土層 赤色・黒色・暗緑色スコリアを含む。以下E層は第 2黒色帯下部に相当するo

IXb層:褐色士層 lXa.lXb層に比べ若干軟質。

IXc層:暗褐色土層 暗緑色スコリアが顕著でlXa層より暗い。

X層:灰褐色土層 第2黒色帯最下層に相当。スコリア微量。

X 1層:灰褐色粘質土層 武蔵野ローム層最上層。

2.ブロック

I区で， 2 A -66グリッドを中心とした集中地点とその東側で分布が粗の範囲があり，両者は同一ブロ

ックと考えられる。集計した組成は，石核 4点・剥片16点・砕片 2点・製品 1点の計23点，重量計126.36

gである。
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2 A-66グリッド及び周辺(第 9・11図，第 4表，図版2・19)

I区北西部の直径 4m程の範囲で，黒曜石製剥片等がnc層から E層上部にかけて集中して出土した。

内訳は，石核 3点・剥片14点・砕片 2点・製品 1点の計20点であり，剥片の内 2点は調整痕が確認できる。

1は石核 1点と剥片 2点の接合状態を図示した。厚手の剥片を利用した石核を上からの打点で右側から

複数の剥片が取られているが，中間の剥片は確認できない。 2は外皮(自然面)を打面にして打ち欠いた

石核であるが，不純物が多く良好な素材ではない。 3は石核から上部打面の一部を切り取った石核打面調

整剥片 (CRF)である。 4は尾部(打点反対側)が欠損し， 5は頭部(打点側)が欠損しているが，い

ずれも整った縦長剥片である。 6は横広の剥片， 7は右側辺に， 8は左側辺に調整痕のある小剥片である。

9は台を置いて上から打撃され下にも打点が加わった模形石器とみられるものである。また， 2 A -66グ

リッドにかかる縄文時代陥穴 (008)覆土中から出土した黒曜石砕片 1点は，同一ブロック内のものと考

えられる。

2 A-66グリッド東側(第 9・11図，第 4表，図版2・19)

2 A -66グリッドから東へ20m程の範囲に点在する石器群である。 2A -69グリッドでは石核 1点と剥

片1点 (10)が接合した。剥片は石核を整えるために外皮(自然面)を剥ぎ取った側面調整剥片である。

2 A -98グリッドでは砕片 1点が出土した。 2B --81グリッドで出土した剥片 1点 (11) は下部に外皮

が残存する縦長剥片で，打点側が欠損している。

3.プロック外

E区で，黒曜石剥片 2点・チャート製砕片 1点・碧玉製掻器 1点，計4点がそれぞれ単独で出土した。

総重量は28.059gである。

78グリッド(第10・11図，第 4表，図版2・19)

E区西部では， 7 B -18グリッドのE層中から黒曜石製の幅広の剥片 1点 (12)が出土した。その南の

7 B -36グリッドでは下部及び左側面の一部を調整剥離した碧玉製掻器 (13)が出土した。しかしいず

れも周囲を拡張の結果，更なる出土はなかった。また，東に隣接する 7B -37グリッドの H層中から，熱

を受けた外皮が残存するチャート製砕片が 1点出土した。縄文時代所産の可能性も考えられるが，小片で

あるため不明である。

6Dグリッド(第10・11図，第 4表，図版19)

E区北東部では， 6 D -61グリッドのE層中から外皮が残存する黒曜石製剥片 1点(14)が出土したが，

周囲を拡張の結果，更なる出土はなかった。

17 
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第4表 旧石器時代石器観察表

挿図 出土 遺物
出土地区等 器 平重 石材

最大長 最大幅 最大厚 重量
備 考

番号 地点 番号 mm mm mm E 
2A-6o 11 1区北西部 |剥片 |黒曜石 22.80 10.00 5.00 1.38 |縦長剥片縦に半欠損

2A-66 11 小剥片 黒曜石 20.02 13.50 4.50 o. 76 左側辺I::U(使用痕)

9 112A-66 2 11 石核 黒曜石 52.30 38.90 21. 00 28.35 計測値は接合時

2A-66 3 11 剥片

2A-75 4 11 剥片

2A-66 5 11 剥片 黒曜石 15.50 7.50 3.00 o. 31 

9 412A-66 6 11 剥片 黒曜石 19.30 19.90 4.40 1. 70 尾部欠損・整った剥
片

9 312A-66 8 11 石核打面調 黒曜石 14.50 30. 70 10.70 3.00 CRF 
整剥片

2A-66 9 11 剥片 黒曜石 26.00 23.00 11.50 6.08 一次的自然面残存，
外郭部調整片

9 912A-66 10 11 棋形石器か 黒曜石 23.80 17.20 9.00 4.00 

9 612A-66 11 11 剥片 黒曜石 26. 70 33.40 7.20 3. 11 

9 512A-66 12 11 剥片 黒曜右 25.80 20.60 7.20 3.38 頭部欠損・整った剥
片

9 212A-66 13 11 石核 黒曜石 31. 40 76.60 25.20 44. 50 外皮残存

008 11 砕片 黒曜石 14.00 10.50 11.50 1. 06 2A-661::かかる縄文陥
穴(008)覆土

91 10 2A-69 6 11 剥片 黒曜石 側面調整片か

2A-69 8 11 石核 28. 90 35. 10 24.60 19.86 計測値は接合時

9 712A-76 5 11 調整疲のあ 黒曜石 21.60 12.00 3.30 0.66 右側辺にR(調整)
る小剥片

9 812A-76 4 11 調整痕のあ 黒曜石 27.60 19.60 5.40 1. 93 左側辺にR(調整)
る小剥片

2A-98 2 11 砕片 黒曜石 7.00 10.00 1. 50 0.12 

10 11 28-81 11 剥片 黒曜石 41.20 20.50 8.60 6.16 外皮残存

10 12 78-18 11 II区西部 剥片 黒曜石 33.50 25.80 7.80 5.01 

10 13 78-36 11 掻器 (rンドス 碧玉 39.80 19.30 9. 70 8.54 白滝層珪質頁岩とは
。レイ，，"-) 異なる。

78-37 11 砕片 チャート 16.00 14.50 2.00 0.53 外皮部。被熱

10 14 6D-61 21II区北東部 剥片 黒曜石 39.40 40. 50 13.00 13.97 外皮残存

L一一一 一一一総重量 154.41
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第4節縄文時代

1.遺構

炉穴4基・陥穴17基・土坑 6基が検出された。 I区が主体で，特に西側の縄文時代早期前葉撚糸文系土

器包含層調査範囲で集中がみられた。

(1 )炉穴

I区は西部で 2基が重複し， II区は南東部で 2基，計4基が検出された。

008 (第12図，図版3) 

I区西部 2A -65・66グリッドで検出された。 2c層上面からの掘り込みで，幅 1m前後・長さ3.2m・

深さ40cmほどであるが，東西 2基の炉穴が重複したものと考えられる。西側炉穴は，幅 1m程・長さ1.8

m程の卵形の長楕円形で，その西側は西側にすぽまる深さ20cmほどの段があり，東側の径 1m-1.3mの

不整円形部分は一段深くなり，茶褐色土を含む黒色土中に底部から覆土中層にかけて径30cmほど・厚さ30

cmほどの焼土がみられた。底面の被熱状況は不明である。東側の穴は炉本体，西側の段はたたずむ作業場

と考えられる。

東側炉穴は，東側にすぼまる幅 1m前後・推定長さ 2m余の東西に長い細円形で，東側は深さ20cmほど

で西側に緩やかに傾斜するが，更に西は段差を有し深さ40cmほどである。段差部分の覆土中層で、径20cmほ

ど焼土の堆積がみられたが，底部の被熱状況は不明である。西側の穴は炉本体，東側の浅い段はたたずむ

場作業場と考えられる。なお，東側炉穴の西端部が西側炉穴の炉本体と重複するが，西側炉穴の焼土が残

存することから，西側の炉穴が東側炉穴を切って造られたことが推測できる。遺物は，黒曜石砕片が出土

したが，周辺の旧石器時代ブロックの流れ込みと考えられる。

042 (第12・31図，図版 3)

E区南東部 8D-98グリッドで検出されたが，東側半分は035奈良・平安時代竪穴住居跡に切られてい

る。最大径1.2m・深さ50cmの円形で、あり，覆土は最下層でローム粒を多く含み，中層に厚さ10cmほどの

焼士層があり，焼土層より上層は黒褐色土層である。焼土層の上層で焼土を含む暗黄褐色土中から早期後

葉条痕文系土器片が出土した。焼土層下面が火床部で最下層は堀方の炉穴，または焼士が入れられた士坑

の可能性も考えられる。

049 (第12図，図版3) 

042の 1mほど東側の E区南東部 8D-99グリッドで検出された。全体は長軸90cm・短軸60cmほどの南

北に長い長楕円形で，北側壁は深さ10cmほどの中段を有し，南側は長軸70cm・短軸60cm余・深さ20cmの楕

円形である。南側の掘り込みの床面から東側壁にかけて焼土が堆積し，上層は焼土粒を含む暗黄褐色土で

ある。床面から壁面の比熱の状況は不明である。覆土中からは熱を受けて劣化した条痕文系縄文土器細片

が数点出土している。近接する042との関係が考えられ，両者共炉穴もしくは，いずれかが炉穴でいずれ

かがその灰等を廃棄した士坑の可能性が考えられる。
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A'- 21.ω!!!.t; 042土層
n b.黒褐色土層 ローム粒を含む
1.黒褐色土層 ローム粒を含む
2.暗黄褐色土層 焼土を含む
3.黒褐色土層 ローム粒を含む
4.暗黄褐色土層焼土をやや多く含む
5.焼土をやや多く含むソフトローム粒
6. ソフトローム粒多

第12図炉穴 (008・042・049)

008土層
n b.茶褐色土層 いわゆる新期テフラ層
n c.暗褐色土層
m.黄褐色土層 ソフトローム粧
1.黒褐色土層
2.黒色土層 径 3cm茶褐色土斑状に含む
3.赤褐色土層 焼土と黒色土の混合土
4.茶褐色土層 黒色土を斑状に含む

049 h
A
 

〈

一・B'

B'-

<( <( 

21.71伽!!'B

049土層
1.暗黄褐色土層焼土粒を若干含む
2.暗黄褐色土層焼土粒多

(2) 陥穴

I区は西部で9基・中央部で3基・東部で2基， 11区は南部で3基，計17基検出された。主軸は，座標

の北方向に対する床面の長軸方向の直角未満の角度である。

001 (第13図，図版3) 

I区西部3A-66グリッドで検出された。上面は長軸1.88m・短軸1.2mの長楕円形，床面は幅25cmほ

ど・長さ2.06mの溝状，深さは1.5mlまど，主軸はN-ll。ーEである。断面は，短軸方向がY字の下部の

高さが低いV字状，長軸方向は下方若干広がる。覆土は下層がローム粒主体でしまりが弱く，上層は暗褐

色土主体でローム粒を含む層である。覆土中から遺物の出土はなかった。

006 (第13・18図，図版3) 

I区西部2A-47・48グリッドで検出された。北東端部以外はE層上面まで削平後に確認された。上面

は長軸3.0m・短軸75c皿の長細長い楕円形，床面は幅数cm・長さ2.88mの溝状， m層上面からの深さは1.45

mほど，主軸はN-600-Eである。断面は，短軸方向が下半が幅25cm以下と細くなるV字状，長軸方向は

下方で大きく広がる。覆土は，最下層がしまりの弱い黒色土，中層がローム粒主体の黄褐色土，上層は黒

色土で，最上下層が自然埋没，中層が壁の崩落の可能性が想定される。覆土中から後期前葉の土器底部が

出土した(第18図 3)が，本遺構に伴うものではない。
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001土層
1.暗黄褐色土層 径 3c皿のローム粒多
2.暗褐色土層 径 3c皿のローム粒を含む
3.黒褐色土層 径 3c皿のローム粒を含む
4.黄褐色土層 ローム粒主体
5.精黄褐色土層 ローム粒+暗褐色土
6.黄褐色土層 ローム粒主体
7.暗黄褐色土層 ローム粒多
8.黄褐色土層 径 3c皿以下ローム粒主体，しまり弱
9.黄褐色土層 ローム粒主体
10.楕黄褐色土層 ローム粒主体
11.暗黄褐色土層 ローム粒主体，暗褐色土を含む
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006土層
1.黒色土層
2.暗褐色土層
3.黒色土層
4.暗黄褐色土層 ローム粒主体，しまり弱
5.黄褐色土層 ローム粒主体
6.暗黄褐色土層 径 1c皿のローム粒多.しまり弱
7.黒色土層

007土層
1.黒色土層
2.黒褐色土層
3.暗黄褐色土層 黒色土とソフトローム粒の混合土
4.黄褐色土層 ソフトローム粒
5.黄褐色土層 径 3c皿ロームプロック，しまり ijij
6.黒褐色土層 しまり弱

第13図 陥穴(1)(001・006・007)
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007 (第13図，図版 3) 

I区西部 2A -97・3A -07グリッドで検出された。上面は長軸2.3m・短軸1.88mの楕円形，床面は幅

56cmほどで、東端部が幅20cmと細くなり，長さ2.8mの溝状，深さは1.75m'まど，主軸はN-840 -Wである。

断面は，短軸方向が箱薬研状，長軸方向は下方で、広がる緩いフラスコ状。覆土は，最下層がしまりの弱い

黒褐色土，中層がローム粒主体の黄褐色土，上層は黒色土で，最上下層が自然埋没，中層が壁の崩落の可

能性が想定される。覆土中から遺物の出土はなかった。

009 (第14図，図版 3) 

I区西部 2A -69グリッドで検出された。上面は長軸2.8m・短軸1.38mの長楕円形，床面は幅38cmほ

ど・長さ1.63mのやや不整形，深さは1.95m，主軸はN-830 -Wである。断面は，短軸方向が箱薬研状，

長軸方向は西側端で若干広がる。南壁最上部でピット状の段が存在するが，後世の遺構または崩落の可能

性が考えられる。覆土は，下層がローム粒主体でしまりが弱く，中層は黒色土とローム粒が混在し，最上

層は黒色土である。覆土中から奈良・平安時代土師器聾片 1点が出土している。

010 (第14図)

I区西部 2A -77・78グリッドで検出された。上面は長軸1.8m・短軸1.18mの楕円形，床面は幅35cm

ほど・長さ1.3mの短い溝状， II c層上面からの掘り込みで，深さは1.63m，主軸はN-730 
-Wである。

断面は，短軸方向が箱薬研状，長軸方向は下方で若干広がる。覆土は，中層以下がローム粒主体の黄褐色

土，上層は黒色土主体の自然埋没層である。覆土中から遺物の出土はなかった。

012 (第14図，図版3) 

I区中央部 2C -62・63グリッドで検出された。上面は長軸2.5m'まど・短軸1.88mの楕円形，床面は

最大幅50cmで両端部は幅13cmと細くなる，長さ2.7mの不整形，深さは2.25m'まど，主軸はN-610 -Wで

ある。断面は，短軸方向が急勾配壁面をなす箱薬研状，長軸方向は床面の中央部が低く段を有しで両端部

に上がり，両端部は上面から 1~113cm下で、明確な段を有して外側に広がり，更に奥は下方に末広がりと

なる。覆土は，最下層がロームブロック層，中層がローム粒を含む暗褐色土，上層が黒褐色土である。覆

土中から遺物の出土はなかった。

013 (第14図，図版4) 

I区中央部 2C -78グリッドで検出された。上面は長軸2.25m・短軸1.15mの長楕円形，床面は幅50cm'

長さ1.63mの長方形，深さは80cmほどと浅く，主軸はN-670 
- Eである。断面は，短軸方向が箱薬研状，

長軸方向は逆台形である。覆土は，下層がローム粒主体の黄褐色土，上層は砂質の暗褐色土である。覆土

中から遺物の出土はなかった。
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II b.褐色土層 いわゆる新期テフラ層
II c.暗褐色土層
ill.黄褐色土層 ソフトローム層
1.黒色土層 径10c皿以下の褐色土プロ

ックを含む
2.黒褐色土層 黒色土とローム粒の混

合土
3.暗黄褐色土層 黒色土とローム粒の

混合土
4.黄褐色土層 ソフトローム粒
5.黄褐色土層 ソフトローム粒とハー

ドロームプロックの混合
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013土層
1.黒褐色土層砂質，しまり良
2.暗褐色土層 砂質，ローム粒少，しまり良
3.暗褐色土層 砂質，ローム粒を含む，しまり良
4.暗茶褐色土層 ローム粒主体、暗褐色土混入
5.黄褐色土層 ソフトローム粒主体
6.黄褐色土層 ソフトローム粒+ハードローム粒

第14図陥穴(2)(009・010・012・013)
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015 (第15図，図版4) 

I区中央部 2C -08グリッドで検出された。上面は長軸3.13m ・短軸50~60cmの細長い形状，床面は幅

25cmほど・長さ2.88mの溝状，深さは73cmほど，主軸はN-750 
-Wである。断面は，短軸方向が箱薬研状，

長軸方向は両端部で緩く上がり弧状となる。覆土は，下層がローム粒主体，上層は暗褐色土主体でローム

粒を含む層で，いずれもしまりは良好であった。覆土中から遺物の出土はなかった。

017 (第15図，図版4) 

I区東部 2E -35・36グリッドで検出された。上面は長軸3.18m'短軸56cmの細長い形状，床面は幅20

cmほど・長さ3.5mの溝状，深さは95cmほど，主軸はN-860 
- Eである。断面は，短軸方向が垂直に近い

壁となり，長軸方向は中央部がやや低く両側に緩やかに上がり，床から25cm~50cmから段を有して両端部

が突出する。覆土は，下層がローム粒主体でしまりが弱く，上層は暗褐色土主体でローム粒を含む層であ

る。覆土中から遺物の出土はなかった。

018 (第15図，図版4) 

I区東部 2E -08・18グリッドで検出された。上面は長軸1.75m・短軸95cmの長方形，床面は幅63cmほ

ど・長さ1.65mの不整長方形，深さは60cmほど，主軸はN-450 
- Eである。床面に径25cm余・深さ 6~10 

cmのピットが3基並ぶ。断面は，短軸方向が箱薬研状，長軸方向は長方形状である。覆土は，下層がロー

ム粒主体，上層は黒色土主体の自然埋没層である。覆土中から遺物の出土はなかった。

019 (第15図，図版4) 

I区西部 2A -68グリッドで検出された。上面は長軸1.9m・短軸1.2m'まどの長楕円形，床面は幅55cm

ほど・長さ1.7mで、長楕円形，深さは1.45m，主軸はN-810 -Wである。断面は，短軸方向が緩やかなV

字状，長軸方向は両壁がほぼ垂直・床面はほぼ平らである。覆土は，下層がローム粒主体で，上層はロー

ム粒を含む黒色土主体である。覆土中から遺物の出土はなかった。

021 (第15図，図版4) 

I区西部 2A -28グリッドで検出された。上面は長軸2.06m'まど・短軸1.7m'まどの楕円形，床面は幅

52cm・長さ80cmの隅丸方形，深さは2.75mと深く，主軸はN-740 -Eである。断面は，短軸・長軸方向と

も上方が漏斗状，下方で垂直に近く落ちる壁であるが，その段差は短軸方向で著しい。覆土は，下層と上

層の壁際がロームブロック主体，上層は黒色土主体である。覆土中から遺物の出土はなかった。

022 (第16図，図版4) 

I区西部 2A -38・39グリッドで検出された。上面は長軸1.6m・短軸90cmの隅丸長方形，床面は幅25

cm~38cm ・長さ 1.78mの溝状，深さは1.5mほど，主軸はN-680 
- Eである。断面は，短軸方向が壁面が

垂直に近く底部が下方に膨らむ弧状でV字状，長軸方向は底から63cmほどで外側に広がるフラスコ状であ

る。覆土は，最下層および中層がローム粒主体で，その中間に黒色士が混入する自然埋没層が入り上層は

黒色土である。覆土中から遺物の出土はなかった。
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018土層
1.黒色土層
2.黒褐色土層
3.黒褐色土層 2層よりやや明るい
4.褐色土層 径 2cmのローム粒を含む
5.暗褐色土層 径 2cmのローム粒を含む
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021土層
1.茶褐色土層
2.黒色土層 径 1-5 c皿の茶褐色土粒

を含む
3.黒色土層 径10個以下のロームブロ

ツク多， しまり弱
4.黄褐色土層 ローム粒主体，黒色土

を含む B._ 

5.黄褐色土層 ローム粒主体，黒色土
を含む

6.黒色土層
7.暗黄褐色土層 黒色土とローム粒の

混合土
8.暗褐色土層 径10c皿以下のロームプ

ロック多，しまり弱

23.lUI!!.B' 

2m 

019土層
1.黒色土層 径 2c皿のローム粒を含む
2.黒褐色土層 黒色土とローム粒の混合土
3.暗黄褐色土層 黒色土とローム粒の混合土
4.黄褐色土層 ローム粒
5.暗黄褐色土層 黒色土とローム粒の混合土
6.黄褐色土層 ローム粒

第15図陥穴(3)(015・017・018・019・021)
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023 (第16図，図版 5)

I区西部 3A -24・25・34・35グリッドで検出された。 上面は長軸2.2m・短軸1.13mほどの長楕円形，

床面は幅40cm-50cm・長さ2.25mで南西方向に狭くなり，深さは1.5m-1.6m，主軸はN-540 
- Eである。

断面は，短軸方向が急勾配の箱薬研状，長軸方向はほぼ垂直に落ちるが南西端では最下部で若干突出する。

覆土は， 022同様，最下層および中層がローム粒主体で，その中間に黒色土が混入する自然埋没層が入り

上層は黒色土である。覆土中から遺物の出土はなかった。

050 (第16図，図版 5) 

E区南東部 8D-67・77・78グリッドで検出された。上面は長軸2.88m・短軸45cmほどの細長い形状，

床面は幅 6cm-12cm・長さ2.8mの細い溝状，深さは72cm-80cm，主軸はN-820 -Wである。断面は，短

軸方向が急勾配のV字状，長軸方向は西側に緩やかに傾斜し両端部で若干突出する。覆土は下層がローム

粒を含む黒褐色土，中層がローム粒と黒褐色土の混合層，上層は黒褐色土である。覆土中から遺物の出土

はなかった。

051 (第16図，図版 5) 

H区南部 8C -78・79グリッドで検出された。上面は長軸2.4m・短軸38cm-45cmの細長い形状，床面

は幅 6cmほど・長さ2.45mの細い溝状，深さは75cm-88cm，主軸はN-580 -Wである。断面は，短軸方向

が急勾配のV字状，長軸方向は南西部で若干深く，両端部は下方で若干突出する。覆土は，全体にローム

粒・ブロック主体であるが，最上層は黒色土を多く含む。覆土中から遺物の出土はなかった。

052 (第16図，図版 5) 

E区南東部 8D-95グリッドで検出された。上面は長軸3.28m・短軸は 1m-1.38mで、東側にすぽまる

長楕円形，床面は幅13cm-25cm・長さ3.07mの溝状，深さは1.75mlまど，主軸はN-850 -Eである。断面

は，短軸方向が底が下方に弧状となる V字状，長軸方向は，両端部の北寄り方向に，床から50cm-1 m の

位置に25cmほどで若干突出する。覆土は，下層が黄灰色粘土主体で，中層はローム粒と黒色土の混合層，

上層は黒色土である。覆土中から条痕文系土器小片が数点出土した。

なお，第 8節で，陥穴の分類と分布傾向について若干まとめたので，参照されたい。

(3) 土坑

I区で 5基 .II区で 1基，計6基が検出された。いずれも規則的な掘り込みとはいえず，昭和48年度に

E区中央部で検出された土坑群に類似する。

002 (第17・18図)

I区西部 3A -24グリッドで検出された長楕円形の浅い土坑である。長軸1.95m・短軸70cm・深さ18cm

ほどで，床面は中央部でやや高い。主軸はN-420 
- Eである。覆土はローム粒を含む暗褐色土である。早

期前葉撚糸文系土器片が出土した。
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1.黒色土層 径 1cmのローム粒少
2.黄褐色土層 ローム粒を含む
3.暗黄褐色土層 黒色土とローム

粒の混合土
4.黄褐色土層 ローム粒多
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第16図陥穴(4)(022・023・050・051・052)

023土層
1.茶褐色土層
2.黒色土層 径 3cmの茶褐色土粒多
3.暗黄褐色土層 茶褐色土と黒色土と

ローム微粒の混合土
4.黄褐色士層 ローム粒を含む
5.黒褐色土層ローム粒少 寸ナナ-r
6.暗黄褐色土層 ローム粒を含む ¥' / 2 I 

051士層 し/
1.黄褐色土層 黒褐色土多 γ1 
2.黄褐色土層 ¥1 
3.黄褐色土層 ロームブロックを若干含む ー

30 



005 (第17図，図版 5) 

002に近接して， 1区西部 3A -23グリッドで検出された長楕円形士坑である。長軸2.75m・短軸95cm

ほど。深さ55cmほどで，主軸はN-240 -Wである。断面は短軸方向が逆台形，主軸方向は北側から段差で

下がり，南側寄りにレンズ状に深くなる。 nc層下から掘り込まれ，最下層はローム粒主体であるが，中

層以上黒褐色土とロームの混合層である。覆土中から遺物の出土はなかった。

011 (第17図，図版 5) 

I区中央部 2C -92グリッドで検出された楕円形土坑である。長軸1.45m・短軸1.02m・深さ38cmで，

床面は東側で上がっている。覆土は，下層がローム粒主体の黄褐色土，上層がローム粒を含む暗褐色土で

ある。覆土中から遺物の出土はなかった。

014 (第17図，図版 5) 

I区中央部 2C -59と2D-50にまたがって検出された不整円形土坑である。長軸1.42m・短軸1.2m'

深さ20cmで，床面の西側は鰻やかな傾斜がある。覆土は，下層がローム粒主体の黄褐色土，上層はローム

粒を含む暗褐色土である。覆土中から遺物の出土はなかった。

016 (第17図，図版 5) 

I区西部 1E -84グリッドで検出された不整長楕円形土坑である。長軸2.7m・短軸1.1mtまど・深さ80

cmで，底部は段差を有しながら中央部で最も窪み，西側壁は垂直に近い。主軸はN-50 -Eである。覆土

は，最下層はローム粒主体，中層はローム粒と黒褐色土の混合層，上層は黒褐色土である。覆土中から遺

物の出土はなかった。

058 (第35図，図版13)

E区中央部 7C -16グリッド， 045奈良・平安時代竪穴住居跡の床面から検出された，長楕円形土坑で

ある。長軸1.15m・短軸45cm・深さ70cmで，東側方向に段状に深くなる。主軸はN-710-Wである。覆土

中から遺物の出土はなかった。

2.遺物

(1) 遺構出土土器(第18図，第 4表，図版22)

ここでは，縄文時代の遺構出土土器を取り上げ，奈良・平安時代など他時代遺構出土のものは， (2) 

グリッド出土土器で提示するが，いずれにしても少量である。詳細は観察表(第 4表)を参照されたい。

1・2は， 042 (n区南東部炉穴)出土の土器片(小片18点， 242.7 g)の内，やや大きな破片を図化した

もので，同一個体の可能性がある早期後葉条痕文系土器である。 1は口縁部で，口唇部上面はヘラで溝を

施し，外面は縦位，内面は横位の条痕が施文きれる。 2は胴部であり，外面は縦位の条痕の間に斜位の，

内面は斜位の条痕文が施文される。この同一個体とみられる破片は他に 9点 (200.3g)あり，早期前葉

撚糸文系土器片も 1点含まれる。 3は006(1区西部陥穴)出土の後期前葉とみられる鉢形土器の底部で，

内面にヘラナデ，外面に指ナデ痕跡がある。陥穴という性格上，本遺構に伴うものではなく，埋没過程の
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流れ込みと考えられる。 4は002(1区西部土坑)出土の早期前葉撚糸文系土器で，右撚り (R)で施文

され，器厚はやや薄い。

他には， 009 (I区西部陥穴)から細片 2点， 049 (II区南東部炉穴)から二次焼成がみられる条痕文系

土器片 9点 (29.7g )， 052 (II区南東部陥穴)から条痕文系土器片 3点 (14.37g) が出土しているが，

いずれも小片で摩滅も著しく図化していない。

第5表遺構出土縄文土器観察表

図 No. 遺構 時期・型式名等 注記 部位 焼成 色調

18 I 1 042 早期後葉・条痕文系 042-1 r 良 黒褐~暗褐色

2 042 早期後葉・条痕文系 042-1 m 良

3 006 後期前葉 006-1 b 良

4 002 早期前葉・撚糸文系 002-1 m 良

※部位欄の記号は rが口縁部， mが胴部， bが底部を意味する。

※色調は外面の色調である。

暗褐色

明褐色

にぶい黄色

胎土 重量 (g)

白やや多・繊維少 35.07 
自やや多・繊維少 55. 84 

砂・赤少 114.87 

自・砂 11.40 

※胎土欄の記号は，自が白色粒子，砂が砂粒，赤が赤褐色粒子，黒が黒色粒子， (大)は大粒を意味する。

(2) グリッド出土土器(第20~22図・第 6 表・図版20 ・ 21)

備考

1と同一個体か。

遺構に伴わず包含層からグリッド扱いで出土した縄文土器と，他の時代の遺構覆土中で出土した縄文土

器を一括して扱う。南西ヶ作遺跡は，北側の I区と南側のH区で大きく地点が分かれるため，ここでも I

区 .II区に分けて資料を提示する。

出土した土器は早期から後期にわたり，時期比定が可能な文様のある土器を中心に図化した。第 7節ま

とめで出土量の集計をおこなったが，全体の出土量も少なく調査区全体で散発的に出土したようなので，40

m 四方の大グ、リッド毎の集計である。観察表中に，出土したグリッドがわかるものについては記載したの

で，参照していただきたい。

記載については， 1 区 .II 区それぞれ 1~の番号を付け，概ね古い時期のものから順におこなった。図

化した土器については観察表を作成した(第 6表)。胎土中に繊維を含む土器の断面図には，特に網掛け

等はおこなわなかった。土器拓影図で内面の拓本を示す場合は，向かつて左側に外面の拓本，中央に断面

図，右側に内面の拓本を置いた。縄文の表記については， r日本先史土器の縄紋j11を参考として， 1段右

撚りの縄をR，左撚りの縄を L，2段正撚りの縄はRL，LR， 3段正撚りの縄はRLR，LRLなどと，

簡略化して表記することとしたい。

I区(第20図・図版20)

I区西部では，縄文土器包含層として1，700凶が調査され，北北西 南南東方向に土層堆積状況が記録

された(第四図)。北部表土として，腐植土主体の黒褐色土層(I層)と褐色土層 (IIa)層を除去後，

褐色土のいわゆる新期テフラ層 (IIb)層から，厚さ20cmほどの暗褐色土層 (IIc層)，ソフトローム層

(III層)上面から20cmほど，一部は明褐色土層(ハードローム層上層 .N層)まで掘り下げた中で， II b 

層から IIc層を中心に出土した土器群である。 III層上面の標高は北部で26.5m，中央部で27.1m，南部で

27.0mほどで，地形は，ほほ平らであるが，中央部ややが高く，南北端がやや傾斜している。なお，この

地区で検出された陥穴等の遺構は， 010をはじめ，新期テフラ層と IIc層の境あたりから掘り込まれてい

る。
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第20図 I区グリッド出土縄文土器

1 ~ 6は早期前葉・撚糸文系土器である。1は図上で径が復元できた土器である。口唇部の肥厚は弱いo

RL単節縄文を，口唇直下から縦走させる。施文のタイミングが遅く，縄文があまり明瞭に見えない部分

もある。縄文施文の特徴からは，おそらく稲荷台式に相当させるのが妥当であろう 。2は外反する口縁部

をもつが，口唇上の施文は欠く 。口縁部下には横方向のナデの痕跡が残る。夏島式か。3は若干肥厚する

口縁部をもち，口唇直下から密な撚糸文を縦走させる。用いる原体は判然としない。夏島式であろう 。

4~6 は胴部破片で，細別時期は確定できないが，縄文などの様相からやはり撚糸文期前半の土器であ

ろう 。4はやや多くの接合しない同一個体破片が存在し，代表的なものを図化した。RL単節縄文を密に

施す土器で， 4 bは底部付近の破片である。 5は節の大きな RL単節縄文を施す土器である。6は器面の

状態が悪く明瞭で、ないが，おそらく撚糸文で，補修孔を有するものである。

7・8は中期の土器である。7は胴部の磨り消し懸垂文が残る土器片で，中期後葉・加曽利E式の新し

い部分に相当する。縄文はRL単節縄文である。8は 無文地に 2本一組の曲線的な隆線による文様が見

られる土器である。破片の状態からは，やや胴部が張る器形が想定できる。中期末葉の，瓢形の注目土器
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である可能性もある。

9 ~14は後期の土器である。 9 は沈線区画内に縄文が残されるもので，後期初頭・称名寺 I 式であろう。

判然としないが縄文はRL単節縄文か。 10は拓本でははっきり見えないが，細い工具による連続刺突が見

られる土器で，後期初頭・称名寺E式であろう。

11~13は，典型例を欠くものの，後期前葉後半の堀之内 2 式に伴う土器ではないかと思う。 11は無文の

土器である。明瞭な角頭状の口唇部断面をもち，特に口唇部の内側は，直下の器面調整によって，鋭角に

整えられている。外面はケズリ痕のような砂粒の移動痕跡がやや残り，内面は比較的丁寧なミガキが施さ

れる。 12はおそらく緩い波状口縁の土器で，口縁端部に紐線文をもっ。地文には LR縄文を施す。口縁部

内面には，内折する口唇部と一体化するように，雑な沈線が引かれる。 13はLR単節縄文?の地文上に，

横位の細い多条沈線をヲ|く。口縁部内面にはごく細い 1条の沈線をもっ。 12・13とも加曽利B式の粗製土

器と断じるには臆賭するもので，堀之内 2式の範障に留まるものと考えたい。

14は底部付近の破片で，縦方向の細かいミガキが顕著である。焼成等の特徴から後期の土器と判断した。

15は晩期前葉のいわゆる細密沈線の土器である。薄手で堅轍な土器であり，特徴的な半弧状の文様意匠の

一部が残る。

16・17は底部破片で，いずれも比較的丁寧な調整の痕跡が残るものである。おそらく後期の土器であろ

つ。

E区(第21・22図・図版21)

第21図1~57は早期前葉・撚糸文系土器である。 1 は肥厚する口唇部の外側に RL単節縄文を施し，口

唇直下には指頭圧痕をもっ。頚部は条が横走するように口唇部と同じ縄文が施文される。井草 I式に相当

する。

2 ~16は概ね井草 E 式に相当すると判断したものである。 2 は口唇部上面への縄文施文が，多帯化した

ものである。 3~7 は口唇部上面に縄文施文をおこなうものである。 3 . 4は口唇部の肥厚が顕著である

が， 7は外反するのみで口唇部の肥厚は認められない。 8~14は口唇部外側に縄文を施すものである。 9 ・

12・14などは口唇部の肥厚がやや顕著であるが， 10はほとんど肥厚しない。 15・16は薄手で，おそらく口

径も小さく，ミニチュア土器の可能性があるものである。用いる原体は， 5・9・12・13・15は判然とし

ないが，これ以外はRL単節縄文である。

17・18は撚糸文施文の大丸式である。 17は肥厚した口縁部をもち，口唇上から縦位に撚糸文を施す。 18

はほとんど肥厚しない口唇部の外側に横位の撚糸文を施す。いずれも R撚糸文である。

19~21は明瞭に肥厚した口縁部をもつが，口唇上に施文がなされないものである。 19は口唇部が若干外

反し，口唇直下に指頭圧痕をもっ。 20は幅広の口唇部で，口唇部直下には明瞭な指頭圧痕ではないが，軽

い押さえのような凹みが観察できる。用いる原体は19・20はRL単節縄文か。 21は不明瞭である。

22~50は概ね夏島式と判断できるものであり，一部稲荷台式的な土器を含む。縄文施文のものと撚糸文

施文のものがあるが，摩滅し原体が判然としないものも多い。 22~39は一応縄文施文と判断した。 22~32

は口唇部が強く肥厚・外反するものである。 32は肥厚する口唇部が外側に突出する。 23は口唇直下の輪積

痕が弱い段のようになっている。 25・26は口唇上面が平坦に近く， 31は補修孔の一部が残る。 33~36は口

唇部の肥厚が弱く，外反するものである。 37~39は口唇部断面が角頭状に近く，外反する。 40~48は撚糸

36 
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第 6表 グリッド出土縄文土器観察表

図 No. 枝番 時期・型式名等 注記(位置) 部位 焼成 色調 胎土 重量 (g) 備考

|早期前葉・輔荷台 Z1A.-2-A-I-74I-，Z1A，-26A-1-75-
r 艮 反貢褐色 日・砂 331. !lU 

1・2，2A-76-2・3，
2A-94-1 

2 早期前葉・井草E 28-60-1 r 良 灰黄褐色 白少・砂 4.88 

3 早期前業・夏島 2A-70--1 r 良 灰黄褐色 自少・砂 15.50 

41 a. b 早期前薬・燃糸文系 2A-79-4・5・7、2A m 良 にぶい褐色 白少・砂・赤少 190.86 重量石膏分含む。

99-1 ， 28-61-1・
2，28-71-1・4，28
80--1，28-8ト3，28-
90-1，28-91-2 

5 早期前葉・燃糸文系 2A-56-1 冊 良 灰黄褐色 砂 14.82 

6 早期前糞・撚糸文系 2A-79-8 m やや良 灰黄褐色 自・砂 9.36 補修孔あり。外面炭

化物付着。
20図

7 中期後葉・加曽利E328-91-3 ( 1区)
m 良 褐色 自少・砂 10.93 

8 中期後葉・加曽利E 2A-48-1・2，2A-69- m 良 褐色 砂-赤 80.41 
4・5・7

9 後期初頭・称名寺 I28-38-1 m やや良 灰黄褐色 自・砂少・赤 45.86 

10 後期初頭・称名寺E28-71-3 m やや良 褐色 白少・砂 8.26 

11 後期前葉 2A-59-10・11・19・20・ r 良 黒褐色 白少・砂・赤少 103.00 
25 

12 a.b 後期前菜・堀之内 2003-1，004-3・4・ r 良 l、ぶい黄鐙色 黒 63.98 
24・43(2A) 

13 後期前業・堀之内228-81-5 r 良 褐色 自 5.34 

14 後期 2A-17-1 m 良 暗赤褐色 自・砂少 89.36 

15 晩期前裳・細密沈線 004-43 (2A) m 良 暗褐色 白 17.55 内面炭化物付着。

16 後期 2A-59-8 b 良 褐色 自・砂少 44. 72 

17 後期 2A-17-1・2 b 良 縄色 白少・砂・赤少 118.11 重量石膏分含む。

早期前菜・弁草 I OOo(n区一括) r 良 暗灰黄色 白少・砂・赤少 17.59 

2 早期前菜・井草E 000--17 (68) r 良 黒褐色 自少 5.00 

3 早期前葉・井草E 000--3 (6C) r 良 黒褐色 白 5.80 

4 早期前葉・井草E 000--9 (78) r やや良 にぶい黄褐色 自 5.44 

5 早期前葉・井草E 000--9 (78) r 良 縄色 白 6.47 

6 早期前葉・井草E 000--2(68) r 良 暗赤褐色 自少・砂・赤 13.88 

7 早期前菜・井草E 000-10 (78) r 良 暗赤褐色 自-赤 13.60 

8 早期前業・井草E 044-12 (60) r 良 黒縄色 白・赤 (大) 13.60 

9 早期前菜・井草E 000--23 (78) r 良 黒褐色 白・砂・赤少 19.72 

10 早期前業・井草E 000 ( n区 括 ) r 良 灰黄褐色 白・砂少 12.51 

11 早期前菜・井草E 000-20 ( n区一括) r やや良 褐色 白・砂 8.67 

12 早期前葉・井草E 000--13 (70) 「 良 褐色 白・砂・赤少 5.53 

13 早期前葉・井草E 000-17 (68) r 良 にぶい黄褐色 白少・砂 4.47 

14 早期前葉・井草E 000-9 (78) r やや良 黒褐色 自-砂 14.66 

15 早期前葉・井草E 000-20 (n区一括) r 良 にぶい貧縄色 白少・砂 3.08 ミーチユア土器か。

16 早期前菜・井草E 033-4 (8C) r 良 灰貧褐色 白少 2.60 ミーチユア土器か。

17 早期前葉・大丸? 000-4 (6C) 「 良 にぶい黄纏色 白少・砂 11.27 

18 早期前葉・大丸 ooo(n区一括) r 良 黄灰色 白・砂少 12.21 

19 早期前菜・夏島? 000-17 (68) r 良 褐色 砂・赤 23.95 口唇部施文欠〈。

20 早期前葉・夏島? 000--23 (78) r やや良 黒縄色 自やや多 17.14 

21 早期前葉・夏島? 000--22 (7C) r 良 灰黄褐色 自・砂・赤 16.53 

22 早期前業・夏島 o∞-22 (7C) r 良 にぶい褐色 白-砂・赤少 11. 83 

23 早期前葉・夏島 036-2 (8C) r 良 黒褐色 自-砂・赤少 30.35 

24 早期前葉・夏島 OO(ト17(68) r やや良 にぶい黄櫨色 白 17.43 

25 早期前葉・夏島 000 ( n区一括) r 良 縄色 白・砂 11. 16 

26 早期前葉・夏島 000--10 (78) r 良 褐色 白・砂・赤少 12.05 

27 早期前菜・夏島 000--23 (78) r 良 1::ぶい縄色 砂・赤少 32.50 

28 早期前菜・夏島 000-23 (78) r 良 暗褐色 白・赤少 8. 73 

21図 29 早期前葉・夏島 000--12 (7C) r やや良 縄灰色 自 8.44 

(n区) 30 早期前菜・夏島 ooo(n区一括) r 良 褐灰色 自-赤少 10.94 

31 早期前葉・夏島 000-3 (6C) r やや且 明褐色 自・砂 15.94 繍修孔あり。

32 早期前菜・夏島 000-20 (n区一括) r 良 黒褐~晴褐色 白・砂赤 20.16 
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図 No. 枝番 時期・型式名等 注記(位置) 部位 焼成 色調 胎土 重量 (g) 備考

33 早期前葉・夏島 000-23 (78) r 良 にぶい貧糧色 砂-赤少 46.00 

34 早期前菜・夏島 000-2 (68) r 良 暗褐色 自・砂・雲母少 12.81 

35 早期前葉・夏島 000 (II区一括) r 良 黒褐~灰黄褐色 白-砂 39.83 

36 早期前葉・夏島 000-20 (II区一括) r 良 にぶい褐色 白・赤少 30.45 

37 早期前葉・夏島~稲 000 (II区一括) r 良 灰黄縄色 自やや多・砂 35.29 
荷台

38 皐期前菜・夏島~稲 000-4 (6C) r 良 灰黄褐-(、ぶい 白少・砂 28.80 
荷台 褐色

39 早期前葉・夏島 000-2 (68) r 良 灰黄褐色 白・砂少・赤少 14.94 

40 早期前菜・夏島 000 (II区一括) r 良 暗褐色 白やや多 30.14 

41 早期前葉・夏島 000-11 (7C) r 良 灰黄褐色 白やや多・砂少 17.06 

42 早期剛l葉・夏島 000 (II区括) r 良 にぶい黄櫨色 白・砂少 16.38 

43 早期前葉・夏島 000-9 (78) r やや良 にぶい黄櫨色 砂・赤少 13.26 

44 早期前葉・夏島 000-11 (78) r 良 灰黄褐色 白・砂 10.52 

45 早期前葉・夏島 000-10 (78) r 良 にぷい褐色 砂・赤少 5. 73 

46 早期前葉・夏島 000-10 (78) r 良 暗灰黄褐色 白・赤少 18.59 

47 早期前菜・夏島 000-3 (6C) r 良 灰貧褐色 自・赤少 19.62 

48 早期前葉・夏島 000-12 (7C) r 良 明褐色 砂・赤少 12.28 

49 早期前葉・夏島 000-1 (68) r 良 黒色 白やや多 10.87 

50 早期前葉・夏島 045-6(7C) r 良 暗褐色 白-赤少 9. 72 

51 早期前葉・撚糸文系 000 (II区一括) m 良 黒褐~灰黄褐色 白-砂 40.01 

52 早期前葉・撚糸文系 000-9 (78) m 良 (::ぶい黄褐色 自・赤少 50.51 

53 早期前葉・燃糸文系 000-17 (68) m やや良 黒褐色 白・赤 38. 78 

54 早期前葉・撚糸文系 000-17 (68) m 良 暗灰黄色 白-砂少・赤少 38.57 

55 早期前菜・撚糸文系 000-10(78) 冊 良 灰黄色 自少・砂 18.74 

56 早期前菜・撚糸文系 000 (II区一括) m 良 (::ぶい褐色 白・砂 27.96 

57 早期前菜・燃糸文系 000 (II区一括) m 良 褐色 自・砂・赤 58.33 

58 早期中葉・回戸下層 000 (II区一括) m 良 にぶい黄褐色 自・砂 11.73 

59 早期中葉・回戸下層 000 (II区一括) m 良 灰黄褐色 自・砂少 14.81 

60 早期中葉? 000-17 (68) r やや良 にぶい黄績色 砂・赤少 36.68 

61 早期中葉? 000 (II区一括) r 良 にぶい黄鐙色 白少・砂 32.16 

62 早期中葉? 000-9 (78) 「 やや昆 にぶい黄植色 白少砂 11.09 

63 早期中葉? 000-4 (6C) r 良 (::ぶい褐色 白・砂・繊維少 9.97 

64 早期中葉? 030-3 (8C) r 良 褐色 自-繊維少 7.89 

65 早期中葉? 000-15 (80) b 良 にぶい褐色 自(大)多 29.48 

66 早期後葉・条痕文系 035-1・2(80) r 良 にぷい黄櫨色 砂・赤少・繊維少 86.06 

67 早期後葉・条痕文系 034-1 (80) 間 良 にぶい黄櫨色 砂・赤少・繊維少 115.65 66と同一個体か。

68 早期後葉・条痕文系 000 (II区一括) r 良 にぶい褐色 砂・繊維少 27.27 

69 早期後葉・条痕文系 000 (II区一括) r やや良 暗褐色 白・砂・繊維少 9. 72 

70 早期後葉・条痕文系 000 (II区一括) m 良 暗褐色 白・繊維 29.94 

22図 71 早期後葉・条痕文系 000 (II区一括) 聞 良 にぶい褐色 砂・繊維少 27.09 
(II区) 72 前期前半・繊維土器 038-2 (8C) m 良 褐灰色 白・砂・赤・繊維 34.20 

73 前期前半・繊維土器 000-20 (II区一括) 問 良 褐色 白少・繊維少 19.44 

74 前期前半・繊維土器 000-20 (II区一括) m 良 暗褐色 白少・繊維 13.65 

75 前期後半・浮島 000-3 (6C) r 良 暗褐色 白少・砂・赤 67.78 

76 中期後葉・加曽利臼 000-2 (68) m 良 褐色 自・赤少 32.60 

77 後期初頭・称名寺E 000-14(7E)，000ー 「 良 灰黄縄-(、ぶい 白・砂・赤 145.67 
16 (8E) 褐色

78 後期初頭・称名寺E 000-12 (7C) m 良 赤褐色 白 38.82 外面炭化物付着。

79 後期初頭~前菜 000 (II区一括) r 良 にぶい褐色 白少・砂 28.38 

80 後期後葉・安行 000， 033-3 (8C) r 良 赤褐色 白・砂少赤少 34.83 

81 中~後期 000-12 (7C) b 良 灰褐色 白-砂・赤少 31.85 

82 後期前葉・縄之内 1000-6 (60) m 良 灰黄褐-(、ぶい 自少砂・赤少 413.30 内面スス付着。重量

黄櫨色 石膏分含む。

83 後期初頭~前葉 000-11 (7C) 「 良 黒褐~にぶい褐 砂・赤 342.23 外面スス付着。

色

※部位欄の記号(;1:， rが口縁部， mが胴部， bが底部を意味する。

※色調は外面の色調である。

※胎土欄の記号は，白が白色粒子，砂が砂粒，赤が赤褐色粒子，黒が黒色粒子， (大)は大粒を意味する。
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文施文のものである。 40・41は口唇部断面が丸頭状で，若干肥厚するものである。 42・43は口唇部の肥厚

が認められないものである。 44.45は口唇部が肥厚・外反するものである。 47・48は肥厚・外反が弱いも

のである。 49・50は無文のものである。

51-57は撚糸文系土器の胴部破片である。 51-54が縄文施文， 55-57が撚糸文施文である。

第22図58・59は早期中葉の田戸下層式である。いずれも沈線文聞に半裁竹管による連続刺突を施すもの

で，胎土も類似することから同一個体の可能性がある。 60-65は無文土器で，胎土等の特徴から概ね早期

中葉の可能性があるものである。 60-64は口縁部破片， 65はにぶい尖底の底部破片である。

66-71は早期後葉の条痕文系土器である。いずれも胎土に繊維を含む。 66・68-69は口縁部破片で， 66・

68は口唇部にキザミを有する。 66の外面には横方向の条痕と直行するように縦位の条痕が間隔を空けて施

されており，文様的な効果を狙ったものかもしれない。 67はおそらく 66の同一個体であろう。

72-74は胎土中に繊維を含む前期前半の繊維土器である。 72の原体は組紐のように見えるが判然としな

い。 73はRL単節縄文か。 74は地文を欠き，半裁竹管の内側を用いた並行沈線を斜位に施すものである。

75は前期後半の浮島式系の土器で，口縁部に 2段の凹凸文に近い円形の連続刺突を施す。 76は中期後葉

の加曽利E式新しい部分の土器で，胴部の懸垂文聞は磨り消される。

77-83は後期の土器である。 77・78は後期初頭のいわゆる称名寺E式の範障であろうが，いずれも典型

例とは言い難い。 77はごく狭い沈線開に，刺突と言うよりは短沈線に近いものを連続させる。 78はおそら

く櫛歯状工具による刺突を器面に広く配し，沈線聞を無文とするものでる。 79は口唇部に 1条の沈線をも

つもので堀之内 1式であろう。 80は後期安行式の瓢形土器で，隆起した帯状縄文聞に押し引き状の連続刺

突を施すものである。 81は無文の底部破片で，焼成等から後期以降と判断した。

復元個体の82は堀之内 1式で，地文に撚糸文を配し，単沈線により単位文的な文様を構成する。 83は無

文の土器で，器面全体にごく粗いミガキが施される。概ね後期前葉の土器であろう。

(3) 石器 (第23図，第 7表，図版20)

詳細は，縄文時代石器属性表 1 (第 7表)に記載したので，概要のみ記すこととする。縄文時代石器と

判断して図示したものは11点である。他には石器とは判断できない砕片が数点出土している。 1はE区北

東部6D -41グリッド出土のホルンヘルス製有舌尖頭器の完形品である。調査時に下層確認グリッドでE

層中から出土し，旧石器時代石器と判断されていたものであるが，縄文時代草創期とみられる。 2はH区

南部038奈良・平安時代竪穴住居跡覆土 (8Cグリッド)出土のチャート製石鎌の完形品である。基部の

扶りはわずかな三角形状である。 3はE区南東部027奈良・平安時代竪穴住居跡覆土 (8Dグリッド)出

土のホルンヘルス製石斧のほぼ完形品である。いわゆる 8の字型で，厚みがあり，土掘り具として使用さ

れたものと考えられる。 4はE区北端部024奈良・平安時代竪穴住居跡覆土 (5Dグリッド)出土の粘板

岩製磨製石器の破片である。片面が膨らみ片面がフラットで，膨らみの中心は図上でやや右寄りで，左側

がやや細くなる。使用痕もみられないことからも石剣の可能性が高いと考えられる。 5-8は擦石(磨

石)， 9-11は敵石である。 5はI区北西部 2A -49グリッド出土の石英班岩製擦石で上部と裏側が欠損

し，残存部は殆どの面が使用されている。 6はE区南部 8C -54グリッド出土の輝緑岩製擦石で，上部と

下部が欠損し，残存部は殆どの面が使用されている。 7はE区西部 7BグリッドE層中出土の砂岩製擦石

の破片で比熱がみられる。 8はE区西部 7BグリッドH層中出土の石英班岩製擦石で裏面が広く欠損し，
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第 7表縄文時代石器観察表

掃図番号 器種 石材
最大長 患大幅 最大厚 重量

出土地点等 遺物番号|
mm mm 冊間 g 

23 1有舌尖頭器 ホルンヘルス 64.2 18.5 9.1 8.05 E区北東部 6D41-1 

23 2石鎌 チャート 17.7 13.9 3.8 0.66 E区南部奈・平住居覆土 038-14 

23 3石斧 ホルンヘルス 112.3 59.6 29.6 240.18 E区南東部奈・平住居覆土 027-6 

23 4石剣 粘板岩 111. 1 38. 1 13.2 81. 18 E区北東部奈平住居覆土 024-5 

23 5嬢右(磨右) 石英斑岩 84.2 59.4 49.0 329.66 I区北西部 2A-49 

23 6擁石(磨石) 輝緑岩 49.2 53. 1 39.5 100.39 E区南部 8C-54 

23 7擦右(磨右) 砂岩 59.2 39. 7 16.3 45.11 E区中央部 7C一括.被熱 000-12 

23 8嬢石(磨石) 石英斑岩 87.4 77.0 42.0 309.04 E区西部 7B一括 000-18 

23 9敵右 石英斑岩 67.0 63.0 53.0 265.15 I区北西部 2A-48 

23 10 敵石 砂岩 71. 2 53.6 31. 2 149.04 E区西部 7B一括 000-9 

23 11 敵右 流紋岩 95. 1 55. 1 45.0 295.96 E区西部 7B一括 000-18 

図上で左側側面がフラットで最も使用された部分とみられる。 9はI区北西部 2A -48グリッド出土の石

英班岩製蔽石で上部が欠損し，下端は敵き痕跡が残る。 10はE区西部 7BグリッドE層中出土の砂岩製蔽

石で，上端部以外は蔽き痕跡が著しい。 11はE区西部 7BグリッドE層中出土の流紋岩製敵石で，上下端

部と脇の 3か所に敵き痕跡が残る。

出土地点は， 1区北西部， 11区北東部・西部・南部である。土器の様相では， 1. 11区とも早期主体で

あるが，石鎌・石斧・出土地点、は E区南部の 8C・8Dグリッド，石剣は E区北端部で，早期土器の少な

い地区であり，後期以降の可能性が考えられる。

注 1 山内清男 1979 r日本先史土器の縄紋』 先史考古学会 (1997再刊 示入社)
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第 5節弥生時代(第24図，第8表，図版22)

本遺跡では，弥生時代の遺構は検出されていないが，弥生土器片と判断できる破片が8点出土した。い

ずれも小片であるが，図化した 4点については，詳細を弥生土器観察表(第 8表)に記載したので，概観

のみ記すこととする。

1はE区北寄り046奈良・平安時代竪穴住居跡覆土 (6C・7Cグリッド)出土の壷胴部片である。 2

は6Bグリッド一括の査胴部片， 3はE区一括の壷胴部片， 4はE区一括の壷胴部から底部片で，底部に

は木葉痕がみられる。施文は，殆どが横位単節縄文 (LR)である。他は， 046から 2点， II区一括から

2点である。これらは，いわゆる弥生時代後期の北関東系土器と考えられる。なお，昭和48年度調査区で

は遺構・遺物とも確認されていない。

i融 U
2 

第8表弥生土器観察表

241 216B 壷 |胴部片

::::;z; 

九一 機密字J

第24図弥生土器

-44← 

。
(1/2) 5cm 

良好!横位単節縄文 (LR)

良好|横位単節縄文(山 1000

良好|横位単節縄文 (LR) 1000 

備考

3.4は同一
個体か。



第 6節奈良・平安時代

1.遺構

(1 ) 竪穴住居

奈良・平安時代の竪穴住居は22棟である。なお同一地点で継続的に建て替えたと推測されるものも，別々

に数えている。個々の遺構の記載前に，計測値等についての説明を行う。規模については主軸長×副軸長

の順で記述する。これは壁上端聞の数値であるが，カマドの突出部を含めない。主軸方向は，原則として

カマドに対面する辺から直交してカマド中心に向かう方向とし，副軸は主軸に直交する方向とする。座標

北からの方位を主軸方位とする。なおカマドの位置が不明で，出入口施設の柱穴の位置が判明している場

合，出入口側の辺から対面する辺への方向を主軸方位とする。壁上端，遺構検出面の面積はカマドの突出

部を含めている。また床面の面積は壁直下内を計測した。

004 (第25図，図版 6) 

北調査区(I区)北西端の 2A -12グリッドに位置する。西方向に谷を臨む台地の縁辺に立地する。確

認面は南から北に緩やかに下っている。 3.24mx 2.85mのやや縦長の方形をなす。遺構検出面からの深さ

は47cm-72cm前後で、ある。カマドを北辺にもつ。主軸方位はN-150 
- Eである。遺構検出面の面積は8.81

d，床面の面積は6.92rriである。重複する遺構はないが，平安時代の土坑003が東側すぐ近くに位置する。

南壁際中央に出入口部の柱穴をもっ。深さは35cmである。床面の四隅に小穴をもつが，深さが6cm-9 cm 

であり，いずれも浅い。 4本柱の主柱穴である場合と，露呈した掘りかた底面である場合の二通りの可能

性が考えられる。主柱穴とした場合，主柱穴聞の面積は2.99rriである。ただしカマドの前側が，若干この

空間の内側に入る。壁溝はカマド中央を除いて巡る。床面は西側が若干下がっている。中央に深さ14cm程

度のやや浅い窪みがある。撹乱とも思われるが，ほほ中央に位置するため，本竪穴に伴う可能性がある。

掘りかた掘削に際して中央もやや掘り込まれたものか，或いは，居住時に伴う可能性もある。竪穴が深い

ため，床面はハードローム層に達しており，全体に堅敏であるが，カマド前から中央がとくに硬化してい

る。

カマドは北辺中央に位置する。火床部の煙道側に土製支脚16が底部を 5cm程度埋めて立てられていた。

カマド使用時の位置と考えられる。火床部は被熱による硬化が著しい。煙道部の壁面もよく焼けて焼土化

している。カマド内底面上には，焼土が厚く堆積している。カマド左右袖部の下から，構築前に掘り込ま

れた小穴が検出された。床面からの深さは右袖下のものが10cm，左袖下のものが20cmである。壁溝は両袖

の下までみられるが，中央部は途切れている。

カマド内からは多くの遺物が出土した。焚き口部からは床面と同じ高さで，完形のロクロ土師器杯 3が

正位で出土した。口縁部には油煙が大きく 4箇所付着しており，灯明器として繰り返し使用された土器で

ある。その奥の火床部上からは，小型の土師器室12が口縁部を上にするが，かなり横に倒れた状態で下層

から出土した。口縁部から胴部にかけて 1/2弱を欠失するが，遺存部分は一部にひびが入る程度で割れ

ていなしミ。火床部奥の支脚上からは，ロクロ土師器杯 5が正位で出土した。口縁部をやや多く欠くが，体

部中位以下は遺存する。欠損部は打ち欠きされていると思われる。欠損部は大きく逆台形状の部分と，小

さく円弧状の部分である。その奥からも完形のロクロ土師器杯 1が下層から正位で出土した。さらに右袖
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004士層
L 黒褐色士層
2，黒色土層
3. 暗褐色土層
4.暗黄褐色土層 ローム粒少
5.黒褐色土層 ローム粒少
6.黄色土層 ローム粒・プロック多
7.黄褐色土層 黒褐色土とローム粒の混合土
8.黄褐色士層 ローム粒・プロック多
9.黄褐色土層 ローム粒多
10.黄色土層 ローム粒多
11.黒褐色土層
12，暗黄褐色土層 ローム粒少

004カマド士層
L 黒色土層
2，暗黄白色土層 山砂主体
3，暗赤褐色土層 焼土粒と暗褐色土の混合土
4.暗褐色土層焼土粒少
5.黒褐色土層焼土粒を含む
6.赤褐色士層焼士
7. i炎赤褐色土層 山砂+焼士
8.暗黄白色土層 山砂主体，褐色土を含む
9.黄白色土層 山砂主体，褐色土を含む

第25図 004
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際の下層からは，シカの骨が出土した1)。骨の種類は中手骨か中足骨，および前足か後ろ足かは不明であ

るが基節骨の一部である。また雌雄は不明であるが成獣である。なおカマド内からの出土であるが，肉眼

観察では骨が焼けているかどうか判然としない。その他，完形のロクロ土師器杯 2は平面位置が不明瞭で

あるが，おそらくはカマド内の遺物と思われる。出土の高さは 5と同じである。土器が重なり合った出土

状況なので，図中のいずれかの破片の下になると思われるが，判然としない。またロクロ土師器杯4の一

部破片はカマド内からの出土と思われるが，これも不明瞭である。その他に複数の土器が出土しているが，

遺存はあまりよくない。

以上の遺物群のうち，遺存のよい土器や獣骨はカマド祭杷に関わるものと思われる。なおシカの骨につ

いては，焼けているかどうか判然としない。また小型の土師器斐12の欠失部分は意図的に除去されたこと

も考えられる。破断面が焦げていることから火を使用する祭記に伴うものかもしれない。断定はしがたい

が，可能性のーっとしてあげておきたい。

厚い堆積土を上下に二分すると，その上層はやや暗い色調であり，下層はロームを多く含む。検出面が

若干の緩斜面であることから，ロームが流入しやすかったことも考えられるが，下層については埋め戻さ

れた可能性をやや高く考えておきたい。上層は自然堆積であろう。

カマド以外の遺物出土状況をみると，まずロクロ土師器杯 8が北西隅近くの下層から正位で出土してい

る。口縁部のほぼ半周が欠損しているが，それ以外は割れもなく遺存する。欠損部は打ち欠きされている

と思われる。またロクロ土師器杯11は東壁際北寄りで北東隅近くの下層から，かなり斜めに傾いた正位の

状態で出土した。その他の土器も概して下層からの出土であるが，遺存はあまりよくない。平面位置は図

示しない遺物を含めて，中央から北側が多い。

024 (第26図，図版 6) 

南調査区 (ll区)北端東寄りの 5D-96グリッド周辺に位置する。南方の谷からかなり奥に入る台地平

坦部に立地する。 3.04m~3.39m x 3.27mの方形をなす。カマドの左右で、主軸長にやや違いがある。遺構

検出面からの深さは33cm~43cm前後である。西辺にカマドをもっO 主軸方位はN -740 
- Wである。遺構

検出面の面積は11.42rrl，床面の面積は9.22凶である。床面はほぼ平坦で比較的堅轍である。中央が他よ

りもやや硬化している。壁溝及び出入口の柱穴は検出されなかったが，カマドに対面する東辺側中央が出

入口部と思われる。その東辺側を前側とすると，床面右前隅部に土坑が存在する。平面形は円形で，径は

62cm，床面からの深さは36cmである。また土坑上端の奥側から右壁にかけての床面が10cm程度低いが，土

坑の機能に関わるものかもしれない。この土坑の性格として考えられるのは，貯蔵穴である。貯蔵穴は下

総周辺の平安時代の竪穴にはあまりみられないものである。しかしこの土坑と竪穴プランと位置関係は整

然としており，深さ的にも十分である。ただし古墳時代後期半ばから奈良時代前半頃までの貯蔵穴はカマ

ド脇に位置するものが多いのに対して，本竪穴では出入口側の壁の隅部に位置する。そのため前者の貯蔵

穴とまったく同様のものと断定しがたいが，時期の違いがあり，ひとまず貯蔵穴的な性格を考えておく。

カマドは西辺中央からやや右(北)寄りに位置する。方形プランから大きく突出している。両袖の遺存

は悪い。火床部は焼土が比較的厚く堆積している。焼土上の堆積士は，構築材の遺存が悪いため，暗褐色

土・黒褐色土を主体とする。火床部底面は床面よりもかなり低い。カマド部分の掘りかたがもともと深く

掘り込まれているか，そうでなければカマド使用に伴う灰のかき出し等によって深くなったものである。
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024 第26図

自然堆積と考えられる。ローム粒をやや多く含むが，色調は黒褐色・暗褐色であり，竪穴の堆積土は，

カマド内からは，須恵器聾 6・土師器甑4・片口をもっ土師器蓋 5・ロクロ土師器杯 1が出土している。

6は左前側まで広く散っている。その他，1はやや遺存がよいが，他はあまりよくない。いずれも破片で，

カマド内の遺物の出土層位は下層であり，竪穴ロクロ土師器杯 2が竪穴内からやや広く散って出土した。

の遺物も床面・下層から出土した。

図版6・7) 

南調査区北東側の 6E -60グリッド周辺に位置する。ゃゃなかに入った台地平坦部に立地する。 3.26m

X3.43mの方形をなす。遺構検出面からの深さは44cm-49cm前後である。北東辺にカマドをもっ。主軸方

025 (第27図，

位はN -390 
- Eである。遺構検出面の面積は11.40m，床面の面積は9.31mである。壁溝及び出入口ピッ

カマドに対面する南西辺側中央が出入口部と考えられる。本竪穴の中央部は，

054が存在するた

トは見つからなかったが，

中・近世士坑054によって大きく切られている。床面は平坦である。硬化面については，
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025土層
1.暗褐色土層 ローム粒やや少
2.暗褐色土層 ローム粒・ローム小プロック多
3.黒褐色土層 ローム粒多
4.黒褐色土層 ローム粒多、焼土粒・山砂少
5.黄褐色土層

054土層
6.黒色土層 ローム粒・焼土小ブロック少
7.暗褐色士層 ローム粒・ロームプロック多
8.暗褐色士層 ローム粒・ロームプロック 7層より多

025カマド土層
1.黒褐色士層 山砂多
2.黒褐色土層 山砂多，焼土少
3.暗褐色土層 山砂・焼士多
4. 暗褐色土層 山砂・焼土多
5.褐色土層 山砂多
6.灰黄褐色山砂(袖)
7.暗褐色土層 山砂少~中、焼土少
8.暗褐色山砂層 焼土・灰多
9.暗赤褐色土層焼土多
10.褐色土層焼土少

第27図 025・054

め判然としない。

カマドは北東辺中央に位置する。方形プランから大きく突出している。両袖構築材の遺存はあまりよく

ないが，下部は遺存している。火床部の煙道側から土製支脚15が出土した。 3片に割れているが，同一個

体であろう。中央に位置する15cが基部をもち，若干埋めて立てられていたことから，カマド使用時の位

置と考えられる。火床部は焼土が比較的厚く堆積している。火床部底面は床面よりも低く，窪んでいる。

灰のかき出し等，使用に伴い深くなったものと思われる。竪穴の堆積土は， 054のため中央部が不明瞭で

ある。中層にローム粒をやや多く含むが，全体に暗褐色土・黒褐色土主体であり，自然堆積と思われる。

カマド内からは，支脚の他にロクロ土師器杯 6・7が出土している。ともに，あまり遺存がよくない。

6は底面・中層， 7は底面からの出土である。その他に，図示した遺物としては，鉄製万子16が054際の

中央床面から出土している。
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第28図 026

24.70~'E' 

026土層
1.黒褐色土層
2.黒褐色土層 ローム粒多
3.精褐色土層 粘土粒、 -粘土ブロック多
4.暗褐色土層
5.黒褐色士層 ローム粒を若干含む

P 1士層
1.黒褐色土層焼土粒少
2.暗褐色土層 焼土粒・ローム粒少
3.暗褐色士層 ローム粒をやや多く含む
4.黒褐色士層 ローム粒少
5.褐色土層 焼土少，ローム粒多

026カマド土層
1.黒褐色土層 山砂少
2.黒褐色土層 山砂微，焼土多
3.暗褐色土層焼土粒微
4.暗褐色土層
5.暗褐色土層 ローム粒多
6.黒褐色土層 山砂多
7.暗褐色土層 山砂多，焼士微
8.黒褐色土層 山砂少
9.褐色土層 ソフトローム粒多，焼士粒少
10.暗褐色土層焼土少~中

026 (第28図，図版7)

南調査区東側の 7E-03グリッド周辺に位置する。ゃゃなかに入った台地平坦部に立地する。 3.17mx

3.73mのやや横長の方形をなす。遺構検出面からの深さは43cmで、ある。北西辺にカマドをもっ。主軸方位

はN-520 
- Wである。遺構検出面の面積は11.62rri，床面の面積は9.20ばである。出入口の柱穴は検出き

れなかったが，カマドに対面する南東辺側中央が出入口部と思われる。壁溝はカマド部分を除いて巡る。

床面はほぼ平坦で、ある。カマド前から中央にかけてやや硬化しているが，周囲との差はあまり顕著で、ない。

床面東(右前)隅に，土坑がある。上端での径は80cmx 65cm，深さは57cmである。底面は丸みをもち，壁

との境がやや不明瞭であるが，径はおよそ45cm-50cmである。この土坑部分で，プランが張り出している

ことから，土坑は本竪穴に伴うものといえる。性格については， 024同様貯蔵穴的なものとしておく。
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カマドは北西辺中央に位置する。方形プランから大きく突出している。左袖の遺存は比較的よいが，右

袖は遺存しない。火床部の奥側で，土製支脚14が底部を若干埋めて立てられており，カマド使用時の位置

を留めるものである。火床部は焼士がやや厚く堆積している。火床部底面は床面よりもやや低い。また火

床部の前方がより深く窪んで、いる。それらは使用や灰のかき出し等に伴い深くなったものと思われる。竪

穴の堆積土は，ローム粒を多く含む土層もあるが，概して黒褐色土主体であり，自然堆積と思われる。

カマド内からは，支脚の他にロクロ土師器杯 1・2，小型の土師器聾12，須恵器甑13が出土している。

それらは，底面からやや高い位置での出土である。 1はかなり遺存がよく， 12もやや遺存がよい。 13は小

片である。カマド以外では，完形の丸瓦15が南東(前)壁際右寄り下層から，凹面を斜め上にして横に倒

れた状態で出土した。竪穴内の遺物はあまり偏りなく出土し，層位は床面から下層のものが多い。

027 (第29図，図版7・8) 

南調査区南側東寄りの 8D-84グリッド周辺に位置する。南方に谷を臨む台地の縁辺に立地する。確認

面は北から南に緩やかに下っている。推定3.1mx 3.17mの方形をなす。遺構検出面からの深さは51cm~

87cm前後で、ある。西辺にカマドをもっ。主軸方位はN -880 
- Wである。遺構検出面の面積は推定9.4m，

床面の面積は7.36mである。カマドのある西辺側のプランが不明瞭で、ある。西辺側の過分な精査によるも

のと考えられ，内側に図示した太い破線が本来のプランと思われる。一方でカマドの両脇に棚状施設が存

在する可能性もあるが，棚状部分が深すぎると思われる。また西辺の拡張とも思われるが，カマドの様相

から可能性は低いと考える。不明瞭であるが，当初に記述したとおり，四辺が方形的なプランに，カマド

が大きく突出する形態を考えておきたい。前述した規模等の数値は，この想定のもとに呈示したものであ

る。

出入口の柱穴は検出されなかったが，カマドに対面する東辺側中央が出入口部と思われる。壁溝はカマ

ド部分を除いて巡る。床面は北西(右奥)側から南東(左前)側へ緩やかに下っている。竪穴が深いため，

床面はハードローム層に達しており，全体に堅轍である。中央と周囲の硬化の差は不明瞭で、ある。

カマドは西辺中央に位置する。両袖の遺存はあまりよくないが，前側の下部が遺存している。火床部の

奥側で，土製支脚が立った状態で出土したが，カマド使用時の位置を留めるものであろう。なお土製支脚

は非常にもろい状態のため，基部周辺については取り上げることができず，遺構図面での記録のみとした。

火床部は平面図のスクリーントーンで示した範囲から支脚の位置まで広がり，むしろ燃焼の中心は支脚側

にあるといえよう。竪穴の堆積土については，上層が黒褐色土主体である。下層はローム粒をやや多く含

む。 1. 2層は自然堆積と思われる。 3層以下は自然堆積か埋め戻されているか，不明瞭で、ある。なお焼

土がカマド前から中央及びやや南寄りの中・下層にみられる。

出土遺物はカマド前方周辺に多く，次いで前(東)側中央周辺に多い。土師器聾 9は出入口と思われる

位置から倒位で出土した。口縁部から胴部上位までは割れもなく遺存するが，胴部下位以下の遺存が悪い。

底部の破片が数点あるが，その中に 9の底部が含まれるか不明瞭である。出土層位はかなり高い位置であ

る。カマド前方周辺からは，図示した遺物の多くが出土した。そのうち平瓦片11はカマド右袖の外脇下層

から出土した。またカマド左袖前方の床面から出土したロクロ土師器杯 4は，口縁部の全周が打ち欠きさ

れた可能性がある。遺存する体部下位・底部は割れていなし、。正位，倒位等の状況は不明である。出土層

位をみると，カマド前方周辺のものは，床面・下層が多いが，前側周辺のものは中層が多い。
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027土層
1.黒褐色土層 ローム粒を若干含む
2. ローム粒と黒褐色土の混合土
3.暗黄褐色土層粘土質
4.暗褐色士層粘土質
5.黄褐色土層粘土質
6.焼土粒がブロック状に堆積
7.明黄褐色土層 粘土質
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027カマド土層
1.暗褐色土層
2.暗褐色土層
3.暗褐色土層
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027 第29図

図版 8)

南調査区南側中央の 8C -84グリッド周辺に位置する。南方の支谷を臨む台地縁辺に立地する。確認面

は北から南に緩やかに下っている。 2.77mx2.88mの方形をなす。遺構検出面からの深さは41cm-66cm前

後である。北辺にカマドをもっ。主軸方位はN-50 -Eである。遺構検出面の面積は7.32m，床面の面

032 (第30図，

積は5.80mである。重複する遺構はないが，西方にいくつかの竪穴住居が存在する。出入口の柱穴は検出

きれなかったが，カマドに対面する南辺側中央が出入口部と思われる。壁溝はカマドのある北辺を除いて，

また南側中央の硬化がやや顕著である。東西南の三壁に巡る。床面は平坦である。全体に堅轍であるが，

出入口周辺はあまり硬化していない。

カマドは北辺中央に位置する。方形プランからの突出はかなり大きいが，北壁中央も外側にふくらんで

いる。両袖の遺存はあまりよくない。火床部上には，焼土が比較的厚く堆積している。火床部底面が床面

-52一



N
F

申
・
オ

:
!
 

i
E
g
N
N
 

ー
・

υ
、
υ・ECE.NN 

、
υ・1

ー
・

υ
、
υ・

032 

A 

22.90.a.A' 

-'A' 

u 

O 

:
1
 

4
E
8
1
N
N
 

1m 

む金口ノ、多ややを粒ムロむ含

多

多
を
多
粒

粒
土
粒
ム

ム
色
ム
一

一
褐
一
ロ

ロ
里
…
ロ

層

層

層

層

層

土

層

土
土
士
土
色
層
土

色
色
色
色
褐
土
色

ヨ
褐
褐
褐
縄
黄
色
褐

卦
黒
暗
暗
暗
暗
褐
暗

9
-
-

ω
1
2
3
4
5
6
7
 

ローム粒多焼土粒・

032カマド土層

1.暗褐色土層 山砂少
2.暗褐色土層 山砂をやや多く含む
3. 暗黄褐色土層 山砂多
4. 暗赤褐色土層 焼土粒多， 山砂少量混入
5. 暗褐色土層 焼土粒・ソフトローム粒多

ハードロームプロック少

033土層
1.黒褐色土層 ローム粒少
2.暗褐色土層 ローム粒多
3. 陪黄褐色土層 ソフトローム粒多，
4.黒褐色土層 ローム粒・焼土粒多
5.暗褐色土層 ソフトローム粒多
6.暗黄褐色土層 ソフトローム粒多
7.黄褐色土層 山砂多
8.黄褐色土層 ソフトローム粒多
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よりも低く窪んでいるが，灰のかき出し等に伴い深くなったものであろう。床面上には焼士と炭化材が多

くみられ，とくに東側半分に顕著である。炭化材は多くが平行状態で出土した。廃材の焼却または火災が

考えられるが，遺物出土状況からは焼却の可能性の方が高いと考えられる。焼土上部の竪穴の堆積土は，

下層にロームが多いが，上層は黒褐色士主体である。焼却後にある程度埋め戻されたと想像できるが，そ

の後は自然堆積であろう。

出土遺物はカマド周辺と南壁側に多い。カマド左袖前の下層から，遺存のよいロクロ土師器高台付皿4

が正位で出土した。口縁の欠損部と180度対向する位置にある接合箇所は，打ち欠きされた可能性が考え

られる。またその間に線刻をもっ。カマド左袖脇の床面からも 須恵器甑12が正位で出土した。口縁部か

ら胴部中位まで欠損するが 胴部下位以下をよく遺存する土器である。カマド内からは別個体の須恵器甑

11，土師器斐 8・9の破片が出土している。また墨書のあるロクロ土師器杯片 6もみられる。 8はカマド

のかなり前方まで、散っている。中央カマド寄りの下層からは完形の須恵器杯 5が出土したが，正位・倒位

等の状況は不明である。中央やや南西寄りの床面からほぼ完形のロクロ土師器杯 2が正位で出土した。ま

た壁際東寄りの中層からロクロ土師器杯 3がやや斜めに傾いた正位で出土し，その近くの下層からは砥石

13が出土した。そのほか，ロクロ土師器杯 7は北東隅下層から正位で出土した。 3. 7も遺存のよい土器

で， 3は墨書をもち， 7は口縁・体部の一部が打ち欠きされていると思われる。

以上の土器群のうち， 4はカマド廃棄の祭杷に関わる土器と思われ， 12もその可能性が高い。さらにカ

マド内の遺物群や 5もその可能性がある。また遺存のよい杯群は竪穴廃棄の祭杷に関わることが考えられ

る。遺存のよい土器群については火災のために持ち出せなかったこともあり得るが， 4 . 7やカマド周辺

の遺物出土状況から，不慮の火災にあった可能性は低いと考える。

033 (第30図，図版8) 

南調査区南側中央の 8C -53グリッド周辺に位置する。南方の支谷に近い台地縁辺側のやゃなかに入っ

た場所に立地する。 3.40mx 2.91mのやや縦長の方形をなす。遺構検出面からの深さは35cm~53cm前後で、

ある。北辺にカマドをもっ。主軸方位はN-50 -Wである。遺構検出面の面積は9.44rri，床面の面積は

7.97rriである。重複する遺構はないが，南方に数棟の竪穴住居が存在する。本竪穴は新期テフラ面で確認

したものの，床面がソフトローム層中であるため，堆積土と壁・床の識別が困難であった。そのため壁際

を除いて広範囲に過分な精査となっている。土層断面図に示した太い線が本来の壁・床の断面であり，そ

の下の細い線のほとんどは地山のソフトローム層とハードローム層の境である。東西壁の大部分が不明瞭

であるが，壁際で確認した床面やカマドの様相等から，規模等の計測値に大きな誤差はないと思われる。

なお確認面は南北の高低差が少なく，ほほ平坦である。出入口の柱穴は検出されなかったが，カマドに対

面する南辺側中央が出入口部と思われる。壁溝も検出されなかった。遺存する床面は全体に軟質である。

現状では硬化面はみられない。中央が硬化している可能性があるが，硬化は弱いと思われる。

カマドは北辺中央に位置する。床面までやや浅いため，下部の遺存である。また右袖は内壁側を掘削し

てしまった。しかし両袖内側には被熱により赤色化した部分がみられる。竪穴の堆積士は下層にローム粒

を多く含むが，全体としては黒褐色土・暗褐色土主体であり，自然堆積と思われる。

出土遺物は少量で，図示した遺物はロクロ土師器杯 1と腰帯と思われる金銅製品の 2点である。出土位

置は不明で、ある。
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035 (第31図，図版 9) 

南調査区南東端の 8D-99グリッド周辺に位置する。南方の支谷を臨む台地縁辺に立地する。確認面は

北から南に下っている。 2.90m-3.13mx 2.84m-3.15mのやや台形的な方形をなす。遺構検出面からの

深さは34cm-73cm前後で、ある。北辺にカマドをもっ。主軸方位はN-80 -Eである。遺構検出面の面積

は8.98ni，床面の面積は7.82niである。出入口の柱穴は検出されなかったが，カマドに対面する南辺側中

央が出入口部と思われる。壁溝も検出されなかった。床面内に図示した 4箇所の小穴は，掘りかたの調査

中に検出したものである。北東側のものから右回りに P1-P4とすると，径は25cm-31cm，深さは， P 

1 . P 2が27cm，P 3 . P 4は30cmで、ある。深さが比較的あるが，南東側のものがやや内に入札対称的

な位置関係でないことから， 4本柱の主柱穴か断定しがたい。なお小穴間の面積は2.96niである。床面は

ほぼ平坦である。南壁側を除いてやや硬化しているが，あまり顕著ではない。

カマドは北辺中央に位置する。袖部の遺存はあまりよくないが，下部は遣存し，被熱により両袖とも赤

色化が顕著である。煙道部側は方形プランからやや突出するが，袖部前側はプラン内に位置する。火床部

上及び煙道側下層は，焼土が厚く堆積している。火床部底面は床面よりもやや低く窪むが，灰のかき出し

等によるものであろう。竪穴の床面上・堆積士最下層は一部に焼土を多く含み，炭化材も北東側に多くみ

られる。堆積土は最上層を除いて，概してローム粒を多く含む。埋め戻されたことも考えられるが，レン

ズ状に堆積し，緩斜面に位置することから，断定しがたい。

カマド内下層から，ロクロ土師器杯 3・4が出土した。双方とも完形で，破損もまったくない土器であ

る。 4は前側に位置し，ほぼ正位での出土である。 3は4の右後ろに位置し，倒位での出土である。カマ

ド内では，右袖奥からも比較的遺存のよいロクロ土師器杯 2が出土しているが，正位・倒位等の状況は不

明である。 3 • 4はカマド祭杷に関わる土器群であるが， 2もそのセットに加わる可能性がある。カマド

以外では，須恵器葺転用の硯 6が中央やや西側の床面から倒位で出土した。またロクロ土師器杯 lが南西

(右前)隅下層から，やや傾いた正位で出土した。 1は墨書をもっ土器である。そのほか須恵器甑(また

は聾) 7が，カマド前方周辺の床面・中層から出土した。以上のうち 1・6は竪穴住居廃棄の祭杷に関わ

って， 3 . 4とセットとなる可能性が考えられる。

036 (第31図，図版9・10)

南調査区南側中央の 8C -73グリッド周辺に位置する。南方の支谷を臨む台地縁辺に立地する。確認面

は北から南に緩やかに下っている。規模は3.28mx 3.04mで，やや不整な方形をなす。遺構検出面からの

深さは47cm-70cm前後である。西辺にカマドをもっ。主軸方位はN-790 
- Wである。遺構検出面の面積

は9.75ni，床面の面積は8.68niである。重複する遺構はないが，周囲に 5棟の竪穴住居が存在する。出入

口の柱穴は検出されなかったが，カマドに対面する東辺側中央が出入口部と考えられる。壁溝も検出され

なかった。床面は平坦である。全体に堅轍であるが，中央は壁際よりもやや強く硬化している。

カマドは西辺中央に位置する。袖部の遺存は比較的よい。両袖内壁は被熱により，かなり内部まで赤色

化している。煙道部側の方形プランからの突出はあまり大きくない。火床部上には，焼土が厚く堆積して

いる。火床部の奥側で，小型の土師器聾12が倒位で出土した。ほぼ完形で，被熱により強く赤色化してお

り，支脚の代用品としてよいものである。火床部底面は床面よりも低く窪むが，灰のかき出し等によるも

のであろう。竪穴の床面上・堆積士最下層には，焼士を多く含む部分があり，とくに中央から北(右)壁
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036士層
1.黒褐色土層 ローム粒少
2.暗褐色士層 ローム粒少
3.暗黄褐色土層 ロームブロック・ローム粒多，焼土粒少
4.目前局色土層 ソフトローム粒を含む
5.暗褐色土層 ソフトローム粒含む炭化物少
6.灰黄褐色土層 山砂(カマド)
7.暗褐色土層 ハードロームプロック・炭化物焼土粒多
8.暗褐色土層 ローム粒多
9.暗褐色土層 ローム粒少
10.暗褐色土層 ソフトローム粒多

036カマド土層
1 a . b . C. 暗褐色土層 焼土・砂をやや多く含む (1bやや暗い)
2.暗褐色士層砂・焼土多
3.暗褐色土層 焼土粒、プロック多
4.黒褐色土層焼士粒少
5.赤褐色土層 焼けたロームブロック多
6.陪褐色土層 ソフトローム粒多

035土層
1.黒褐色土層 ローム粒少
2.暗褐色土層 ローム粒多
3.暗褐色土層 ローム粒多
4.暗黄褐色土層 ソフトローム粒多，ハードローム

プロック少
5.暗褐色士層 ソフトローム粒多
6.暗褐色土層 ローム粒多
7.暗褐色土層 ローム粒多，焼土粒少
8.黄褐色士層 ソフトローム粒多
9.暗褐色土層焼土・ローム粒多

035カマド土層
1.暗褐色土層 山砂少
2.暗褐色土層 山砂・焼土粒・炭化物多
3. 暗褐色土層
4.暗褐色土層 山砂・焼土多
5.暗褐色土層焼土多
6.暗褐色土層 山砂・焼土少
7.暗黄褐色土層 山砂少，ソフトローム粒多

第31図 035. 036 
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際にかけて顕著である。堆積土全体をみると，中・下層はローム粒・ロームブロックを多く含むが，上層

はロームの含有が少ない。上層については自然堆積と思われる。中・下層は埋め戻されているかもしれな

いが，ロームが多い点はやや深いことと，台地縁辺に位置するためとも想像され，断定しがたい。

12以外の遺物の出土状況をみると，土師器杯 1・8・9がカマド右袖右脇の下層から並んだ状態で出土

した。カマドに向かつて，左から 9・1. 8の順である。 9は右袖に接し， 1は9のわずかに斜め前方， 8 

は1の斜め前から出土した。土器の状態は， 9 . 1が正位， 8が倒位である。 8はほぼ完形で，体部外面

に正位で「悌」の墨書，底部外面に蓮華の墨画がある。 9. 1は灯明器である。また 8も被熱痕跡がみら

れる。 1の欠損部は打ち欠きされたものと思われる。 9も欠損部があり，断定しがたいが，打ち欠きされ

た可能性も考えられる。以上の状況から， 9. 1・8はカマド祭記に関わる土器と理解できる。それら以

外では，土師器棄13が中央東(前)寄りの床面から，つぶれた状態で出土した。斐としては非常に遺存の

よい土器である。またロクロ土師器杯 2はカマド左袖前方の中央寄りからほぼ正位で出土したが，床面か

らはかなり高い位置である。

037 (第32図，図版10)

南調査区南側中央の 8C -61グリッド周辺に位置する。南方の支谷を臨む台地縁辺に立地する。確認面

は北から南にわずかに下っている。 2.94mx 3.3mのやや逆台形的な方形をなす。遺構検出面からの深さ

は67cm~92cm前後である。北辺にカマドをもっ。主軸方位はN-OO-W(E) である。遺構検出面の面

積は9.48m，床面の面積は7.22mである。重複する遺構はないが，北東から南方に 4棟の竪穴住居が存在

する。出入口の柱穴は検出されなかったが，カマドに対面する南辺側中央が出入口部と思われる。壁溝も

検出されなかった。床面と壁面の境には，低い段がある。そのため床平坦面の面積が，確認面の規模に比

して小さくなる。その面積は5.49mである。その部分に細かな凹凸はあるが，傾斜はない。床面は全体に

硬化しているが，南側の硬化度がやや弱い。

カマドは北辺中央に位置する。袖部の遺存は比較的よい。両袖内壁は被熱により，赤色化している。火

床部上には，焼土が堆積するが，黒褐色土も混じっており，若干暗い色調である。火床部のやや奥側で，

小型の土師器蓋15が倒位で出土した。被熱により器面の摩耗が著しく，また部分的に赤色化しており，支

脚の代用品としてよいものである。火床部底面は床面よりも低く窪んでいる。灰のかき出し等によって深

くなったものと思われるが，カマド部分の掘りかたがもともと深いのかもしれない。竪穴の掘りかたは全

体的に床面よりもやや低く，とくに隅部は北東隅を除いてやや深い。隅部のなかでも南東隅は径60cm前後

の浅い窪みの中央に，径15cm，深さ44cmの小穴がある。この小穴を含む浅い窪みの性格についてはやや判

然としないが，貯蔵穴とした024・026の土坑と同じ位置であることから，同様の性格をもっ可能性がある

と考える。竪穴の堆積土は，下層にローム粒が比較的多く，上層に少ない。上層については自然堆積と思

われる。下層はおおむねレンズ状に堆積しているが，ロームの含有が多いため，自然堆積か埋め戻されて

いるかは不明瞭で、ある。
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037土層 5 0 

1.黒褐色土層
2.暗褐色土層 ソフトローム粒を含む
3.暗褐色土層 ソフトローム粒多
4.暗黄褐色土層 ソフトローム粒多
5.暗褐色土層 ハードロームプロック少，ローム粒多
6.暗黄褐色土層 ソフトローム粒多
7.暗褐色土層 ローム粒多
8.暗褐色土層 ソフトローム粒多
9.暗褐色土層 ソフトローム粒多，ハードロームプロック多
10.黒褐色土層焼土粒・炭化物多
11.暗黄褐色土層 ソフトローム粒多
12.黒褐色土 ソフトローム粒を少量含む
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037カマド土層
1.暗黄灰褐色土層焼土少
2.暗赤褐色土層焼土多
3.暗褐色土層焼土多
4.黒褐色土層
5.暗褐色土層 山砂多
6.黄灰褐色土 山砂主体
7.暗褐色土層焼土やや多

2 
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038土層
1.黒褐色土層
2.黒褐色土層 ローム粒少
3.暗褐色土層 ソフトローム粒多
4.黒褐色土層 ローム粒少
5.暗褐色土層 ソフトローム粒多
6.暗褐色土層 砂粒・ローム粒少~中，焼土粒微
7.暗褐色土層 ローム粒少
8.暗黄褐色土層 砂・焼土・ローム粒少
9.暗黄褐色土層 ソフトローム粒多

038カマド土層
1.黒褐色土層 山砂多，焼土粒少
2.黒褐色土層 山砂多，焼土粒少
3.暗褐色土層 山砂多，焼土粒少
4.暗褐色土層 山砂多，焼土粒少
5.暗褐色土層 山砂多，焼土粒少
6.暗黄褐色土層 山砂多，焼士多
7.暗褐色土層 ロームプロック・焼土粒多

第32図 037・038
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15以外の遺物の出土状況をみると，ほほ完形のロクロ土師器杯 3が南壁際南西隅部寄りの下層から正位

で出土した。カマド左脇・北西隅部周辺からは比較的多くの遺物が出土しているが，遺存のよいものはな

く，床面からもやや浮いている。出土遺物は概して多く，図示した遺物も多い。しかし位置のわかるもの

で，遺存がよく，床面・下層から出土したものは 3のみである。

038 (第32図，図版10・11)

南調査区南側中央の 8C -83グリッド周辺に位置する。南方の支谷を臨む台地縁辺に立地する。確認面

は北から南に鰻やかに下っている。 2.61mx2.63mのやや逆台形的な方形をなす。遺構検出面からの深さ

は50cm~66cm前後で、ある。北辺にカマドをもっ。主軸方位はN-6 0 -E である。遺構検出面の面積は6.46

m，床面の面積は5.31凶である。重複する遺構はないが，南方を除く周囲に 5棟の竪穴住居が存在する。

出入口の柱穴は検出されなかったが，カマドに対面する南辺側が出入口部と考えられる。壁溝も検出され

なかった。床面はほぼ平坦で，中央が硬化している。

カマドは北辺の西(左)寄りに位置する。方形プランからの突出はあまり大きくない。袖部の遺存はよ

い。また天井部の構築材は崩落しているが，よく残っている。両袖内壁は被熱により，かなり内部まで赤

色化している。火床部上には，焼土が厚く堆積し，その一部はブロック状に固まっている。カマド部分の

底面は全体的に床面よりも窪んでいる。両袖は底面上の堆積土(7層)の上に構築されているので，作り

直されたことがわかる。竪穴の堆積土は暗褐色士・黒褐色土主体である。一部にローム粒を多く含む土層

もあるが，自然堆積と思われる。

カマド内及びその周辺からは，遺物が多く出土している。ロクロ土師器杯 3は，カマド左袖斜め前方の

ほほ床面から正位で出土した。完形でまったく割れていない土器である。ロクロ土師器杯 2は接合して完

形となる土器であるが，カマド火床部上及び右袖周辺から出土した。火床部上のものは底部周辺の破片で，

かなり斜めに傾いた倒位で出土した。そのほかにロクロ土師器杯5・6. 7が出土しているが，遺存状況

は不良である。東壁際中央やや南寄りの床面からは，ロクロ土師器杯 1の主要部分が正位で出土したO ま

たこの土器に接して 6の破片が出土している。逆に 1の破片がカマド右袖脇の下層から出土した。墨書「儀」

をもっロクロ土師器杯4は北半部から出土したが，それ以上の状況は不明である。

3 . 1はカマド・竪穴廃棄の祭記に関わる可能性のある土器である。また 2もその可能性があると思わ

れる。その他の土器がセットに加わるかどうかは不明瞭である。

039A・0398 (第33図，図版11)

2棟の竪穴住居が同一地点で重複しているため，合わせて記述する。外側の大きい竪穴を039A，平面

的に039Aの中にほぼ完全に含まれる竪穴を039Bとする。切り合い等の状況から039Aが古く， 039Bが新

しい竪穴と思われる。南調査区南側中央の 8C -81グリッド周辺に位置する。南方の支谷を臨む台地縁辺

に立地する。確認面は北から南に緩やかに下っている。北方から東方にかけて 5棟の竪穴住居があり，近

い位置に 3棟，やや離れて 2棟存在する。

039Aは3.0mx3.15mの方形をなす。遺構検出面からの深さは70cm前後で、ある。東辺にカマドをもっ。

主軸方位はN-980 
- Eである。遺構検出面の面積は9.07mである。床面の面積は039Bとの重複のために

不明瞭で、あるが， 7m前後と思われる。出入口の柱穴は039Bの存在もあって，検出されなかったが，カ
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039A' B土層
1.黒褐色士層 ローム粒少
2. 黒褐色土層 ローム粒少
3.暗褐色土層 ローム粒・ロームブロック少
4.暗黄褐色土層 ローム粒多
5.暗褐色土層 ソフトローム粒を含む，焼土粒少
6.暗褐色士層 ソフトローム粒を含む，焼土粒少
7.暗黄褐色土層 ソフトローム粒多
8.褐色土層 ソフトローム粒多
9.暗褐色土層 ソフトローム粒をやや多く含む
10.暗褐色土層 ソフトローム粒をやや多く含む，

j焼土粒少
11.暗褐色士層 ソフトローム粒多，ハードローム

粒少
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第33図 039A. 039B 

マドに対面する西辺側が出入口部と思われる。壁溝も検出きれなかった。壁は東西北の三方は垂直的であ

るが，南壁はやや傾斜している。床面の詳細な様相は不明で、あるが，竪穴が深く，床面がハードローム層

中に造られたため，全体的に堅轍であったと考えられる。

039Aのカマドは東辺中央に位置する。煙道側は方形プランから長く突出している。袖部は039Bに切ら

れて前側が遺存しないが，奥側の遺存は比較的よい。崩落した天井部構築材の山砂もみられる(3層)。

左袖内壁は被熱により赤色化している。火床部上は，焼士を多く含む土層が厚く堆積している。 039Aの

壁際床面上には焼土がみられ，とくに東西の壁際に顕著で、ある。焼土範囲は039Bの範囲にはあまり及ん

でいないため， 039Aの焼却または焼失後に， 039Bを構築したものと思われる。焼土上の竪穴堆積土は壁
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際のみの遺存であるが，概してローム粒をやや多く含む暗褐色土である。堆積状態からは，埋め戻されて

いるか自然堆積か判然としないが， 039Bの構築に際して，少なくとも壁際は埋め戻されたと思われる。

039B範囲外の039Aの堆積土中には， 039B構築以前の遺物が含まれるとみられるが，両者の区分は調

査の進捗上，不可能で、あった。そのため遺物の大半が， 039A出土として取り上げられている。しかし図

示した遺物はすべて039B範囲内のものであるため，本報告では039Bの遺物として呈示した。ただし遺物

の注記は調査時の039Aのままであり，変更していない。 039Aに帰属する遺物は不明瞭で、あるが，全体の

出土遺物にとくに古いものはみられないため，図示した遺物群の年代と039Aの廃棄年代には，それほど

大きな隔たりがないと考える。

039Bは2.55mx 2.46mの方形をなす。遺構検出面からの深さは84cm-1.23m前後であり，非常に深い

竪穴である。北東隅にカマドをもつため，主軸方位の把握が難しい。しかしやや北辺に寄っているため，

南北方向を主軸方向とする。主軸方位はN-70 -Eである。遺構検出面の面積は5.90rri，床面の面積は

4.17rriである。出入口の柱穴は検出されなかったO 南辺側が出入口部と思われるが，西辺側の可能性も考

えられる。壁溝も検出されなかった。床面は平坦で、， 039Aの床面よりも20cm前後深い。とくに顕著に硬

化した面はみられず，全体に堅織である。南壁東寄り壁面下部に横方向にえぐった掘り込みがある。開口

部の幅は75cm，高さ・奥行きはともに60cmで、ある。開口部の下端は床面よりもやや高く， 039Aの床面と

同等の深さになると思われる。そのため，この掘り込みは039Aに伴う可能性がある。性格は貯蔵穴であ

ろうか。あるいは後述する長文墨書をもっ土師器杯 8と関連性があるならば，祭最E的なものの可能性もあ

る。なお当初は実用の貯蔵穴であったが，竪穴廃棄にあたって祭杷対象となったことも考えられる。

039Bのカマドの遺存は不良で、ある。 039A床面から上部が遺存しないためこれまでの記述とは逆に039

Bの方が039Aよりも古い可能性も考えられる。竪穴の土層断面をみると， 5層と 6層の境の一部が039A

床面とほぼ同じ高さであり， 039Aの床面に相当するかもしれない。しかし硬化面等の顕著な痕跡はな

く， 039Aのカマドや竪穴内の焼士の様相からも， 039Bの方が新しい可能性を高く考える。 039Bの竪穴

の堆積土は黒褐色土・暗褐色土主体である。中・下層にローム粒を多く含む土層もあるが，自然堆積と考

えられる。

039Bの遺物は，カマド内・前方から西側にかけて，比較的まとまって出土した。カマド内の同一地点

からロクロ土師器杯30の一部・須恵器杯31の一部が出土している。 30・31はやや遺存がよく，調査時点か

ら039B出土遺物とされたものである。また同一位置で，ロクロ士師器杯 1の一部，土師器斐19の一部も

出土しており，ややまとまった出土状況である。カマド祭把に関わることも考えられるが，断定しがたい。

カマド前方から西側では，ロクロ土師器杯 2・4・7など，遺存のよい遺物もあるが，遺存の不良な遺物

の方が多い。竪穴が深いため，出土層位は概して中層である。それらとはやや離れて， 8が南壁際北寄り

の下層から倒位で出土した。長文墨書は体部外面に書かれているので，上から見ることができる。ただし

口縁・体部の 2/3以上を欠損している。欠損部は打ち欠きされたものと思われるが，非ロクロの土器で

あり，底部と体部との接合箇所ではずれたことも考えられる。この土器は南壁への掘り込みの前に位置し

ており，両者になんらかの関連がある可能性がある。
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040 (第34図，図版11・12)

南調査区東側中央の 7D-98グリッド周辺に位置する。ゃゃなかに入った台地平坦部に立地する。 3.01

m~3.28m x 3.94mの横長の長方形をなす。西辺が東辺よりもやや長い。遺構検出面からの深さは25cm~

31cm前後である。北辺にカマドをもっ。主軸方位はN 四 220
- Eである。遺構検出面の面積は12.44rri，床

面の面積は10.93rriである。周囲に中・近世以降と考えられる土坑がいくつか存在する。そのうちの055に

南西側を切られ， 028-P16にはカマド煙道部を切られている。また重複しないが， 056は東至近に位置す

る。出入口の柱穴は検出されなかったが，カマドに対面する南辺側が出入口部と考えられる。壁溝はカマ

ド中央部を除いて全周する。床面はほぼ平坦である。全体に硬化しているが，損なっている部分を除くと，

とくにカマド前方周辺から南側中央が強く，南東隅はやや弱い。

カマドは北辺中央に位置する。煙道部側は方形プランからかなり突出している。袖部の遺存はやや不良

であるが，両袖内壁は若干赤色化している。火床部上の焼土の堆積は少ない。カマド前方の床面がやや窪

んでおり，焼土が堆積している。これは，その位置からカマドに直接関係しないと思われる。竪穴の形態

が長方形であることから，小鍛治との関わりがある可能性がある。しかし鉄淳等は出土していない。その

上部周囲にも焼土が散布している。床面の焼土から連続的に続くものではないとみられ，起因するものが

同じか断定しがたい。焼土以外の竪穴の堆積土は，上層が暗褐色土，下層が主として暗黄褐色土である。

やや判然としないが自然堆積と思われる。

遺物はカマド内及びその周辺左右から多く出土した。火床部中央から出土した土製支脚18は短いが，立

った状態で出土しており，使用時の位置であろう。その周囲・近辺から出土したものには，ロクロ土師器

杯 1・3，土師器棄11・13，土師器甑15，須恵器斐17がある。このうち 1は支脚の近くの下層から，何片

かに割れて出土したものである。また 3は左袖前方の下層から何片かに割れて出土している。 1は正位・

倒位等の状況が不明であるが， 3の底部片はやや傾いた正位の出土である。カマド周辺のその他の遺物は

概して遺存が少なく，左右北側の遺物も同様である。一方，中央東寄りの床面から出土したロクロ士師器

皿10は遺存がよく，正位での出土である。しかし 1・3・10等，遺存のよいものをみても，カマド・竪穴

廃棄の祭杷に関わるものか断定しがたく，単なる廃棄以上のことはいえないと考えられる。

041 (第34図，図版12)

南調査区東側中央の 7D-68グリッド周辺に位置する。なかに入った台地平坦部に立地する。 3.48mx 

3.65mの方形をなす。遺構検出面からの深さは40cm前後で、ある。やや南に傾く東辺にカマドをもっ。主軸

方位はN-1140 
- Eである。遺構検出面の面積は12.11rri，床面の面積は10.29rriである。カマドの一部が

中・近世以降とみられる土坑に切られている。出入口の柱穴は不明瞭であるが，全景写真の様相から，カ

マドに対面する西辺側中央に存在すると考えられる。壁溝も不明瞭であるが，南壁下に存在するようにも

思われる。しかしカマド両脇は巡らないか，非常に浅いものと推測できる。全体的に壁溝が巡るとしても

かなり浅いものであろう。床面は平坦で，カマド前から西辺際中央まで，顕著に硬化している。西辺際中

央の床面をみると，硬化しないでやや黒ずむ部分を，硬化面が馬蹄形状に囲んで、いる。この固まれた部分

が出入口部の小穴の位置と考えられる。

カマドは東辺中央に位置する。カマド右側の壁の一部が，士坑により切られている。煙道部側は方形プ

ランからかなり突出している。両袖とも遺存が悪い。火床部奥側に土製支脚 8が立った状態で遺存してお
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040・055土層
1.黒褐色士層 ローム粒を若干含む
2 a. ローム粒と黒褐色土の混合土，しまりなし
2 b. ローム粒と黒褐色土の混合土 (2aよりややしまる)
3.黒褐色土を若干含むローム粒層
4.暗褐色土層
5.暗黄褐色土層
6.黒褐色土層 ローム粒多
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041土層
1.黒褐色土層 テフラ粒を若干含む
2.黒褐色土層 テフラ粒多
3.黒褐色土層 粘土粒・炭化粒・焼土
粒を若干含む

4.黒褐色土層 テフラ粒多
5.黒褐色土層焼土粒多
6.黒褐色土層粘土粒多
7.黄褐色士層
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041カマド土層
1.暗黄褐色土層焼土粒多
2.黒褐色土層 テフラ粒多
3. 褐色士層焼土粒多
4.暗褐色土層 焼士粒を若干含む
5.暗褐色土層 焼士粒・砂粒少

第34図 040・041・055・056
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り，使用時の位置を留めるものであろう。火床部は焼けてやや赤色化した面がみられる。火床部底面は床

面よりも低く窪んでいるが，灰のかき出し等によって深くなったものと思われる。カマド前方周辺や中央

右(北)側の床面上には焼士がみられる。特に大きな範囲ではなく，炭化材も見られないが，床面も焼け

ている部分があり，ごみ等が焼却されたのであろう。焼土上の竪穴の堆積土は黒褐色土主体であり，自然

堆積と考えられる。

図示した遺物はやや少なく，カマドのある東側に分布している。とくに遺存のよいものはみられないが，

ロクロ土師器の杯 1・皿4・高台付杯 5は下層からの出土である。カマド前方から出土したロクロ土師器

杯3は灯明器であるが，上層からの出土である。鉄鉱9・10は出土位置が不明である。

043 (第35図，図版12)

南調査区東側中央の 7D-46グリッド周辺に位置する。なかに入った台地平坦部に立地する。 2.98mx 

2.99mの規模で，南辺がやや短いが正方形的な形態である。遺構検出面からの深さは24cm-32cm前後で、あ

る。東辺にカマドをもっ。主軸方位はN-750 
- Eである。遺構検出面の面積は8.35rri，床面の面積は7.66

dである。南辺北側(右辺奥側)を中・近世以降と思われる土坑057に切られている。出入口の柱穴は検

出されなかったが，カマドに対面する西辺側に出入口部があると思われる。壁溝も検出されなかった。床

面は若干の凹凸があるが，おおむね平坦で、，中央部が硬化している。

カマドは東辺右(南)寄りで，南東隅近くに位置する。構築材はまったく遺存しない。煙道部側は方形

プランからあまり大きく突出していない。火床部は遺存しており 底面中央に赤色化した面がみられる。

底面は床面よりも低く窪んでいるが，灰のかき出し等によって深くなったものであろう。竪穴の堆積士は

概して暗褐色土・黒褐色土主体であり，自然堆積と思われる。ただし焼土・炭化物が部分的に多く含まれ，

左奥側と前やや右寄りにややまとまってみられる。なお焼土は床面からはやや浮いている。

図示した遺物は少なく，カマドのある東壁側に分布している。遺存のよいものはみられないが，ロクロ

土師器高台付杯 2・土師器蔓4・7は下層からの出土である。

044 (第35図，図版12)

南調査区やや北側の 6D-81グリッド周辺に位置する。かなりなかに入った台地平坦部に立地する。 3.16

m x3.73mのやや横長の方形をなす。遺構検出面からの深さは24cm-28cm前後で、ある。北西辺にカマドを

もっ。主軸方位はN-560 
- Wである。遺構検出面の面積は11.64rri，床面の面積は10.29rriである。撹乱

により南隅付近が切られている。出入口の柱穴は検出きれなかったが，カマドに対面する南東辺側に出入

口部があると思われる。こちらを前側とする。壁溝は右奥隅から右壁側で検出されなかったが，左奥隅か

ら左壁・前壁でみられる。その様相から左壁側・前壁側を拡張したものと思われる。壁溝はかなり浅く，

やや不明瞭であるが，右壁及び拡張後の左壁・前壁では検出きれなかった。拡張前の床面の面積は8.06ば

である。床面は細かい凹凸があるが，おおむね平坦で、ある。全体的にやや硬化しているが，中央が若干強

く硬化している。

カマドは，拡張前のプランでは北西辺中央に，拡張後のプランでは北西辺右(北)寄りに位置する。竪

穴のプランから大きく突出している。左袖は遺存しない。右袖は構築材の山砂がみられるが，遺存は不良

である。幅広く図示しているが，山砂が右側に流れているのであろう。火床部はやや赤色化している。火
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043土層
1.黒褐色土層
2.暗褐色土層 ソフトローム粒少
3.暗黄褐色土層 ソフトローム粒多
4. 暗褐色土層 焼土・炭化物やや多
5.暗褐色土層 ソフトローム粒やや多

ローム粒微
ソフトローム粒・焼土粒少
ソフトローム粒やや多
焼土多

044土層
1.黒褐色土層
2.暗褐色士層
3.暗褐色土層
4.暗褐色士層

044カマド土層
1 a.黒褐色土層
1 b.黒褐色士層(1 aよりやや明るい)
2.黒褐色土層 山砂多
3.暗褐色土層 山砂・焼土少
4.暗褐色土層 焼土粒多
5. 山砂プロック
6.黒褐色土層 ローム粒多
7. 暗褐色土層 焼土小プロックやや少、山砂多
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床部の奥やや右側に，天井部等の構築材が崩落した山砂のブロックがある。火床部底面は床面よりも低く

窪んでいるが，灰のかき出し等によって深くなったものであろう。竪穴の堆積土は黒褐色土主体で，ロー

ム粒の包含が壁際を除いて少ない。自然堆積と考えられる。

図示した遺物は少なく，遺存のよいものもみられない。位置のわかるものは土師器聾4・6の2点で，

前(南東)壁際左寄り床面から近接して出土した。

045 (第35図，図版13)

南調査区中央やや北寄りの 7C -16グリッド周辺に位置する。かなり奥に入った台地平坦部に立地する。

3.1mx3.15mの方形をなす。遺構検出面からの深さは16cm-20cm前後である。確認面から床面まで，浅

い竪穴である。やや南に傾く東辺にカマドをもっ。主軸方位はN-1010 ・ Eである。遺構検出面の面積は

9.58ni，床面の面積は8.39ばである。カマド前方から中央にかけて，中・近世以降とみられる土坑058に

切られている。出入口の柱穴は検出きれなかったが，カマドに対面する西辺側に出入口部があると思われ

る。壁溝も検出されなかった。床面は平坦である。ハードローム層に達していないため，あまり堅轍では

ないが，全体的にやや硬化している。また058のためやや不明瞭であるが，中央の硬化が若干強い。

カマドは，束辺やや右(南)寄りに位置する。煙道部側は方形プランからやや長く突出している。左袖

は遺存しない。右袖は構築材の山砂が遺存するが，前側は右前方に流れている。火床部際の内壁からかな

り内側まで，赤色化している。また煙道部壁側に山砂がみられる。構築材の崩落とみられるが，壁に貼り

付けられたものの遺存の可能性もある。火床上は焼土が若干堆積している。底面は床面よりもやや低いが，

灰のかき出し等によるものであろう。竪穴の堆積土の様相は不明瞭であるが，黒褐色土・暗褐色土主体と

考えられる。

堆積土が薄いため遺物量は少量である。図示した遺物のなかに，遺存のよいものはない。

046A・0468 (第36図，図版13)

2棟の竪穴住居が同一地点で重複しているため，合わせて記述する。遺存のよい方が046Aで， 046Bを

大きく切っていると思われる。南調査区中央やや北寄りの 6C -95グリッド周辺に位置する。かなり奥に

入った台地平坦部に立地する。

046A は3.39mX3.2mの方形をなす。右辺が短く，左辺が長い形態である。なお046Bと重複する影響

で，西隅付近の壁を過分に精査していると思われる。また中・近世以降とみられる土坑059により，煙道

部の壁がわずかに切られている。遺構検出面からの深さは31cm-37cm前後である。北西辺にカマドをもっ。

主軸方位はN-480 
- Wである。壁上端での面積は10.07niで，西隅付近の壁が本来はより垂直的であるこ

とを想定した数値である。また重複がなければ，より高い位置で検出されるため，数値は最小限のもので

ある。床面の面積は8.9niである。出入口の柱穴は検出きれなかったが，カマドに対面する南東辺側中央

が出入口部と思われる。壁溝はカマド部分を除いて全周する。床面は平坦で，中央が硬化している。中央

にくぼみがあり，焼土ブロックがみられる。その位置から炉とも推定できるが，竪穴廃棄後の床面で，焼

却等の行為があったことも考えられる。その周囲が焼土範囲の際まで硬化していることから，炉の場合，

当初設置されていなかったと推測できる。その点を考慮すると後者の可能性の方が高いと考えられる。

046Aのカマドは北西辺やや右寄りに位置する。左袖の遺存は悪く，壁側に構築材がみられない。前側
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第36図

山砂が若干みられる。右袖は前側の遺存がやや悪いが，奥側は比較的よく遺存している。右袖内壁には，

土師器聾18の胴部下位から底部が倒位で出土しカマド内右袖奥脇の底面から，は焼けて赤色化している。

た。被熱痕跡がみられることから，支脚に転用されたものであろう。平面位置がカマドの主軸からややず

この位置で支脚として使用されてもよ

完形に近いロクロ土師器杯 3が倒位で出土して

カマド祭記に伴い，据え直されたことも考えられるが，

この土器の前方の底面近くから，

67 

いと思われる。ただし，

れている。



いる。 3は体部外面と底部内面に線刻をもつことからも， 18の位置が当初のままかどうかは別として，カ

マド祭杷自体は行われていると考える。火床部底面は床面よりもやや低く窪んでいるが，灰のかき出し等

によるものであろう。竪穴の堆積土は黒褐色土・暗褐色土主体である。ローム粒の包含は床面上を除いて

少なく，自然堆積と推定される。最下層は部分的に焼土粒を多く含む。なお046Aと046Bの切り合いを，

堆積土でみることはできない。しかし046Bのカマドが遺存していないことから， 046Aが新しく， 046B 

が古い竪穴でよいと考えられる。

046Bはカマドの位置が不明瞭なため，主軸方向も不明瞭である。北側にある壁のふくらみが，カマド

煙道部とも思われるが，断定しがたい。この部分の堆積土は焼土粒を含むが，竪穴の堆積土にも焼土粒が

含まれるため，カマドが存在した証拠にならない。位置的にもかなり疑問である。壁についても，南側は

明瞭であるが，北側は046Aとの重複のために不明瞭である。現状の規模は，南北方向が3.82m，東西方

向が3.18mであるが，南北方向の数値は不確実である。形態は，図では逆台形的であるが，長方形的な形

態かどうかとともに不明瞭である。北側の壁は046Aの内側であるかもしれない。遺構検出面からの深さ

は30cm前後である。主軸方位は，北辺にカマドをもつならばN-130 
- E，西辺にカマドをもつならばN

-730 
- Wである。遺構検出面の面積も不明瞭であるが 10rrl-12rrl前後と推定される。出入口の柱穴・

壁溝は検出きれなかった。床面は遺存が少ないが，比較的平坦である。硬化面については観察できない。

堆積土は046A同様，暗褐色土主体で，ローム粒の包含が少ない。

図示した遺物のうち，ロクロ土師器高台付皿12・土師器室21は046Bに入っているため，両者の帰属遺

構を便宜的に046Bとする。他の遺物はすべて046Aに帰属するものとする。しかし12は046A内の一括遺

物とも接合している。小破片は動植物等の自然的営為，耕作等の人的営為により移動しやすいことが考え

られるため，ここでの厳密な区分はあまり意味がないと思われる。したがって046A・046Bの遺物につい

ては図示したとおりの順とし，とくに区分しないこととする。

出土遺物は竪穴全体にみられるが，とくにカマド内・カマド周辺に多い。支脚転用の土師器室18は破片

が周囲に散っている。ロクロ土師器杯2は右袖脇の床面から倒位で出土した。灯明器で，口縁・体部の一

部が打ち欠きされたと思われる土器である。 18・3・2の他は，あまり遺存がよくないが， 4点の土師器

蓋・杯が出土している。カマド周辺以外では，完形のロクロ土師器杯 1が046A右辺際やや前寄りの床面

から出土した。やや不明瞭であるが倒位と思われる。また比較的遺存のよいロクロ土師器杯 5が046A左

辺際やや前寄りの床面から出土した。正位・倒位等の状況は不明である。そのほか， 12の一部が046B側

の下層から出土したが，これも正位・倒位等の状況は不明である。

出土遺物のうち， 2・3はカマド祭杷に関わる土器と思われる。 18その他の土器がそれらに加わるかど

うかは不明瞭である。 1は3と同じ内容の線刻をもち，完形であることから，竪穴廃棄の祭杷に関わる土

器と思われる。また 5もその可能性が考えられるが，断定しがたい。

047 (第37図，図版13)

南調査区中央の 7C -47グリッド周辺に位置する。なかに入った台地平坦部に立地する。南壁側は昭和

48 (1973)年度調査区境で既に削平されており，遺存しない。副軸方向の長さは3.9mである。形態は方

形であるが，長方形的であるか正方形的であるか不明である。遺構検出面からの深さは37cm-41cm前後で

ある。やや東に傾く北辺にカマドをもっ。主軸方位はN-290 
- Eである。面積は不明であるが，正方形
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第37図 047・048・060

的な形態であるならば，検出面での推定面積が15m，床面の推定面積が13.5mである。出入口の柱穴は検

出されていないが，削平された南辺側が出入口側と思われる。壁溝も検出されなかった。床面はおおむね

平坦で、，中央が硬化している。カマド左側前方の床面に土坑がある。径70cm-87cm，深さ57cmの規模で，

後世の撹乱と考えられる。
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カマドは，北辺中央に位置する。方形プランから大きく突出している。遺存は悪く，左袖構築材の山砂

が壁側にわずかにみられる程度である。右袖の山砂は外側に流れ，カマド中央前方の床面にも山砂がみら

れる。また焼士範囲がこれらの山砂にかかって前方にみられるが，カマドから流出したものであろう。カ

マド内堆積土最下層(8層)には，焼土があまり含まれないが，流出したためかもしれない。火床部底面

は床面よりもやや低いが，灰のかき出しによるものと考えられる。土製支脚11が火床部の奥から横に倒れ

た状態で出土したが，出土層位は中層である。竪穴の堆積土はやや少量の新期テフラ・ローム粒を含む黒

褐色土で，自然堆積と考えられる。

図示した遺物はカマド内に集中するが，とくに遺存のよいものはない。出土層位は中・上層である。

048 (第37図，図版13)

南調査区北端東寄りの 5D-92グリッド周辺に位置する。南方の谷からかなり奥に入る台地平坦部に立

地する。北方は北総線が東西に通っているが，本竪穴の北側は北総線の線路に下る斜面となっており，削

平されている。この範囲は本遺跡南北調査区の中間にあたるが，北総線開発当時は遺跡範囲の対象外とな

っていたため，調査が行われていなし、。本竪穴の形態は方形で，副軸方向の長さは2.97mである。形態が

長方形的か正方形的か不明瞭である。遺構検出面からの深さは24cm~37cm前後で、ある。カマドは削平され

た北西辺に位置すると考えられる。主軸方位はN-440 
- Wである。面積は不明であるが，正方形的な形

態であるならば，検出面での面積は 9rri弱程度と推定される。本竪穴の南東に溝状遺構060がある。確認

面では重複していないが，より上方で重複する可能性が考えられる。出入口の柱穴は南東辺際中央に検出

された。径は36cm，床面からの深さは61cmで、ある。かなり深さがあり，掘り過ぎているようにも思われる

が不明瞭である。壁溝は右(北東)辺・前(南東)辺から左(南西)辺の一部に明瞭である。左辺の一部

が不明瞭なため図示していないが，この部分も浅いが存在すると思われる。カマド部分を除いて全周する

可能性が考えられる。床面は西側が東側よりもやや低い。中央が硬化している。床面上には，焼土と若干

の炭化材がみられる。焼土の集中範囲は広く，廃材等が焼却されたのであろう。焼士上の堆積土は少量の

ローム粒を含む黒褐色土が主体であり，自然堆積と考えられる。

図示した遺物に遺存のよいものはない。右前(東)隅付近から出土したロクロ土師器杯 5は床面出土で

ある。他のものは位置を特定できない。

(2) 土坑

遺構の数は003・029の2基である。他の土坑のなかに，奈良・平安時代のものが存在するかもしれない

が，断定しがたいため，ここでは掲載しない。また明らかに掘立柱建物となる遺構はみられない。

003 (第38図，図版13)

平安時代の土坑である。北調査区北西端の 2A -13グリッドに位置する。西方向に谷を臨む台地の縁辺

に立地する。確認面は南から北にわずかに下っている。重複する遺構はないが，平安時代の竪穴住居004

が西側すぐ近くに位置する。 003の形態は，主要部分が東西に長い楕円形であるが，南側中央が突出して

いる。突出部を通る中央南北の長さは2.03rnで、ある。突出部を除く中央寄り南北の長さは1.58rnで，短径

側の数値である。長径は1.8mで、ある。 004が至近に位置する影響で，西側壁上端が不明瞭であるが，計測

値には影響がない。遺構検出面からの深さは66cm~86cmで、ある。底面の規模は，長径が1.34m，短径が1. 08

~70一



判弘必

以

'A' 

029 

受

hi 

コぜ

003 

B'-

23.40!!!. A' Aー

〈

22.90!!!. B' 

司

B'-

ローム粒微
ローム粒微
ソフトローム粒を含む
ソフトローム粒多
ソフトローム粒多

029土層
1.黒褐色土層
2.黒褐色土層
3.黒褐色土層
4. 暗褐色土層
5.階褐色土層

1m (1/40) 
。

003士層
1.黒褐色土層
2.暗褐色土層
3.黄褐色土層
4.黒褐色土層
5.暗黄褐色土層 ローム粒多
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ローム粒を含む

003・029第38図

mで、ある。底面の主要部分は凹凸があるが顕著な高低差はなく，壁との境は明瞭である。突出部分の底面

は若干高く，検出面からの深さは60cm前後で、ある。また底面主要部との差は15cm前後で、ある。底面主要部

そこに至る階段状の掘り込みと思われる。突出部については，底面まで深いため，掘削上必が深いため，

出入口部と考える。しかし後述する焼土範囲，遺物やその出土状況から，要であったとも思われる。

そこでいったん傾斜が緩や東側中央付近の壁は，底面から15cm前後の高さまで急角度で立ち上がるが，

かとなる。そしてその上部はまた垂直的な急角度で確認面に至る。その傾斜の緩やかな部分に，被熱によ

り赤色硬化した範囲がみられる。また東側ほど顕著な壁の傾斜の違いはないが，北側の壁の下部にも同様

の状況がみられる。一方，西側の壁にはとくに段差がみられず，底面から急傾斜で立ち上がる。

ロクロ土師器杯 1が正位で出土した。出土の高さも被熱範囲とほぼ同じ東側壁の被熱範囲の南脇から，

口縁・体部の欠損部以外は破損していない。欠損部は意図的な打ち欠きとこの土器は灯明器で，である。

みられる。また土師器棄 2が多くの破片に割れた状態で，集中的に出土した。出土の高さは 1と同じであ

1とともに火を使用する何らる。器面は二次的に火を受けており，被熱範囲と関わることが明瞭で、ある。

口縁部と底部は遺存しない。そのさい意図的に破壊されたものと考える。かの行為に使用され，

4層は黒色士を多く

含むが，少なくとも 5層から 3層までは埋め戻されていると思われる。遺物群の出土層位は 4層に相当す
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ローム粒を主体とする士層である。中層の 3層は黄褐色士であり，堆積土のうち，



る。 1・2層は黒褐色土・暗褐色土であり，自然堆積か埋め戻されているか不明瞭である。しかしローム

粒の含有も比較的多いので，埋め戻された土層としてもよいかもしれない。

本土坑の性格については，祭杷的なものと土坑墓のどちらかが考えられる。奈良・平安時代の土坑墓に

は不明瞭な点が多く，火を使う行為や土器を破損・破壊する行為があったとしても，それを否定する根拠

にはならないかもしれない。しかし同様の遺構が群集しないことから，どちらかといえば祭記的な性格が

強いと考えておきたい。

029 (第38図，図版13)

平安時代の土坑である。南調査区南側中央の 8C -57・67グリッドに位置する。南方の支谷に近い台地

縁辺側のやゃなかに入った場所に立地する。形態は楕円形的な長方形である。北側短辺が直線的であるが，

南側は丸みが強い。長辺は中央がやや外にふくらんでいる。長さは2.27m，幅は1.95m，確認面からの深

さは31cm-38cmで、ある。底面も同様の形態で，長さは2.02m，幅は1.72mである。底面はほぼ平坦で，壁

は垂直的に立ち上がる。とくに硬化した面はみられない。カマドや出入口の柱穴もみられないことから，

竪穴住居ではないと思われる。なお長軸方向の向きは， N -170 
- EまたはN-1630 

- Wである。北東側

の底面から，ほほ完形のロクロ土師器杯 1が出土したが，正位か倒位かは不明である。内面に油煙が付着

しており，灯明用の土器である。口縁・体部の接合箇所は，意図的に打ち割られたものと思われる。堆積

土は黒褐色士・暗褐色土主体で，下層はローム粒を多く含むが，中・上層はローム粒をあまり多く含まな

い。自然堆積と考えられる。

本土坑についても，出土遺物の様相と堆積土が埋め戻されていないと思われることから，墓よりも祭紀

的な性格の可能性の方が高いと考える O

注 1 獣骨の同定は，当財団小宮孟管理普及部長(平成18年度現在)による。

2.遺物

奈良・平安時代の遺構出土土器及び土製品については，観察表を作成した(第 9表)。そのためそれら

の詳細については観察表に譲り，ここでは簡略的及び補足的な記述にとどめる。

(1) 竪穴住居

004 (第39図，図版22・23・30・31・32・33)

図示した遺物は16点である。内訳は，ロクロ土師器杯11点(1-11)，土師器蓋 2点 (12・13)，須恵器

棄2点 (14・15)，土製支脚 1点 (16)である。 3. 9の体部外面に正位の墨書がある。 3は「悌J，9は

「長」である。 2 • 3は灯明器である。 5・8は口縁部が打ち欠きされていると思われる。杯類は遺存の

よい遺物が多く， 1-3は完形である。 5-8も比較的遺存がよい。須恵器蓋は鹿島川・高崎川流域等の

千葉市域およびその周辺で焼成されたものである(以下，千葉産と記述する)。図示しない遺物はやや少

量で，重さは850gである。
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024 (第39・40図，図版23・31・32)

図示した遺物は 7 点である。内訳は，ロクロ土師器杯 3 点(l ~3) ，土師器蓋 1 点( 5 )，土師器甑 1

点(4 )，須恵器斐 1点(6 )，鉄製の鎚 1点である。 3の体部外面に横位と思われる墨書があるが判読で

きない。 4はわずかに遺存する底部から五孔の甑と思われ，須恵器的な土器である。しかし須恵器窯での

焼成と断定しがたい。 5は口縁部が 1/2強遺存するが，注ぎ口が 1箇所みられる。これも須恵器の影響

を受けた形態といえよう。 6は格子目のタタキをもつが，瓦製作の影響と思われる。須恵器窯での焼成で

あれば千葉産であるが，土師器的な焼成かもしれない。 7は切先側が遺存するが，茎側は遺存しない。先

端は反り返り，中央に鏑がみられる。現存長は37凹であるが，反り返っている部分を伸ばすと42.5凹で、あ

る。最大幅は 9皿，厚さは先端側で 2皿，茎側で 4凹で、ある。重さは5.18gである。遺物の遺存は， 1が

ややよい程度であり，概してあまりよくない。本竪穴の蓋・甑は土師器と須恵器の手法が混在しており，

本集落のなかでももっとも新しい土器群に含まれる。 4・5を土師器， 6を須恵器としたが，区別が難し

い。図示しない遺物は多量で，重さは2.75kgで、ある。

025 (第40図，図版23・30・31・32)

図示した遺物は16点である。内訳は，ロクロ土師器杯13点 (1~1O・ 12~14) ，須恵器杯 1点 (11)，土

製支脚 1点 (15a ~ c)，鉄製の万子 1点 (16)である。土師器杯のうち， 9と10は色調でやや不違和感

があるが，同一個体の可能性が高いとみられる。小片の13と14は他の土器と別個体であり， 12も同様と思

われる。 4. 12は口縁・体部外面に墨書があるが判読できない。向きは不明である。 13は底部内面に線刻

がある。記号と思われるが，文字の可能性も考えられる。また底部内面ではなく底部外面かもしれない。

小片のため，内外面が判然としない。 7は底部内面の体部側に線刻とみられるものがあるが，形態が不明

瞭で，刻みも浅いために図化していなしミ。製作時・使用時または廃棄後の傷とも考えられる。またその近

くに ixJ状の痕跡もみられるが，非常に弱く，偶然の傷かもしれない。 11は千葉産の須恵器である。万

子16は切先側を欠損するが，それ以外は茎尻まで遺存している。刃側は研ぎ減りしている。背関は直角に

作り出されている。刃関は刃部から茎へ斜めに幅を減らすが，ごく浅く直角に作り出されているようにも

みられる。茎部の長さは63皿で、確定値で、あるが，刃部は現存長47凹で、あり，合わせて現存長110凹で、ある。

刃部の幅は，切先側が8mm，茎際が12.5凹で、ある。茎部の幅は刃部寄りが8醐，茎尻側が3凹で、ある。刃

部背側の厚さは2.5凹-'--4皿，茎部背側の厚さは刃部寄りで 3皿で、ある。重きは11.18gである。図示した

遺物で，遺存のよいものはない。図示しない遺物は多量で、，重さは3.3kgである。

026 (第41図，図版23・30・31・32・巻頭)

図示した遺物は17点である。内訳は，ロクロ土師器杯10点 (1~10) ，ロクロ土師器高台付杯 1 点 (11) ，

土師器聾 1点 (12)，須恵器甑 1点 (13)，瓦 1点 (15)，土製支脚 1点 (14)，砥石 2点 (16・17)，鉄製

品1点 (18)である。土師器杯類のうち， 9と11は被熱の様相から同一個体となる可能性が考えられる。

そのほかの土器は判然としない。 4・5は体部外面に墨書がある。 4は iOJで，記号か則天文字の「星J

の意味と思われる。ただし仮に iOJの出発点が則天文字にたどれるとしても， 4の iOJが「星」と理

解されていたか不明であり，記号とした方が無難で、あろう。 5の墨書は遺存が少なく，判読できない。 9

は被熱痕跡が顕著である。口縁・体部外面にみられる黒色部分は口縁端部までかかっていることから，墨
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書ではなく，煤の付着と考える。土器類で遺存がよいものは 1で， 2' 12も比較的よいが，そのほかはあ

まりよくない。 15は完形の丸瓦である。色調がやや黄色みを帯びる灰白色であり，須恵質の焼成である。

千葉産須恵器的な質感であるが，より近隣の瓦窯で焼成されたことが考えられる。 16・17はともに流紋岩

製の砥石である。 16の現存長は5.25cm，最大幅は3.7cm，最大厚は1.35cm，重さは26.99gである。板状の

形状で，本来はより長い製品であったと思われるが，両小口側が欠損している。研ぎ減りにより，長側縁

の片側が薄くなっており，破損している。図示した上下面および残りのよい方の側面は平滑である。 17は

方柱状の形態で，懸垂用の孔をもっ提砥である。完形品で，最大長は5.8cm，最大幅は3.3cm，最大厚は2.6

cm，孔径は 8凹-9.5mm，重さは82.14gである。携帯用で小型のため，両小口面は粗く研がれただけで，

提砥としての加工程度の磨り減りである。他の 4面はよく使用され，平滑で、ある。片側の側面はやや波打

っている。 18は棒状の鉄製品の先端部で製品名が不明であるが，釘，鉄鉱の茎，紡錘車の紡軸等が考えら

れる。遺存する先端はやや尖る。図上部側は鋳膨れがいちじるしい。現存長は35皿で、ある。断面形は方形

で，厚さは 4凹-5凹で、ある。重さは3.05gである。図示しない遺物は多量で， 4.55kgである。

027 (第42・43図，図版23・24・31・巻頭)

図示した遺物は13点である。内訳は，ロクロ土師器杯 7点(1-7)，ロクロ土師器高台付杯 1点(8 )， 

土師器蓋 2点(9・10)，瓦 1点 (11)，土製支脚 1点(12a・12b)，鉄製の釘 1点 (13)である。 2は

灯明器である。 4は口縁部全周を打ち欠きされた可能性がある。 10は糸切り痕をもち， 9の口縁端部は内

側に肥厚するなど，新しい様相がうかがえる土器群である。土器類で遺存のよいものは 2・9で， 1 . 7 

もややよい。 11は平瓦で，隅部周辺の破片である。胎土に若干の白雲母がみられる。 12は土製支脚である。

非常にもろいため図示したのは 2片の破片である (a・b)。基部周辺は遺構図のみの記録である。 13は

2回折れ曲がっているが，本来は直線的な棒状の鉄製品であろう。厚みのない製品であり，釘と思われる。

先端は遺存し，かなり尖っている。頭部は遺存しない。伸ばした長さは58阻である。断面形は菱形的な方

形で，厚さは2.8凹-4凹で、ある。重さは3.5gである。図示しない遺物は多量で，重さは4.2kgで、ある。

032 (第42'43図，図版24・31・32)

図示した遺物は13点である。内訳は，非ロクロの土師器杯 1点(1 )，ロクロ士師器杯4点 (2・3・

6・7)，ロクロ土師器高台付皿 1点(4 )，土師器棄 2点 (8・9)，須恵器蓋または甑 1点 (10)，須恵

器甑2点 (11・12)，砥石 1点 (13)である。 3と6は墨書がある。 3は底部外面に「辰J，6は体部外面

に横位の「千口Jである。「千」の下の文字は判読できない。 6は小片のため 2文字の遺存であるが， 3 

文字以上の多文字となる可能性がある。杯・皿は遺存のよい遺物が多く， 1 . 5は完形， 3・4・7は口

縁・体部が若干欠損するのみである。 4の欠損部と口縁部の接合箇所及び7の欠損部は打ち欠きされたも

のと思われ， 3もその可能性がある。また 2の口縁・体部は 4/5程度を欠損するが，これも打ち欠きさ

れた可能性が考えられる。 7は小型の杯で，祭記用の土器である。黒色処理が施され，内外面から断面ま

で黒色の色調である。 1は灯明器で， 3もその可能性がある。また 2は被熱により内面に剥離が多く，外

面も一部に黒ずみがみられる。土師器棄は常総型，須恵器はすべて新治窯産である。 12は上半部が意図的

に除去されたと考えられる。 13は流紋岩製の砥石である。現存長は7.4cm，最大幅は4.35cm，最大厚は3.7

cm，重さは119.3gである。本来は縦長の方柱状の形態であるが，研ぎ減りして薄くなった部分で折損し
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ている。片側の小口面は遺存している。折損面には研ぎ痕がなく，小口面もあまり使用されていなしミ。他

の4面は平滑で、ある。図右側の長側面に筋状の研ぎ痕がみられる。図示しない遺物は多量で，重さは2.4

kgである。

033 (第43図，図版25・31)

図示した遺物は 2点と少ないが，竪穴の遺存が悪い点も影響していると考えられる。 1は千葉産の須恵

器の可能性も考えられるが，ロクロ土師器杯としておく。内面に黒色物が付着しているが，油煙ではなく，

漆と思われる。漆容器か土器片をパレットにしたものであろう。 2は金銅製品で，腰帯の裏地と思われる。

厚さ 1凹弱の板状の製品である。一部に金メッキがよく残っており，黄金色の輝きを放っている。鋲孔が

2箇所みられ，そのうち 1箇所は鋲が入ったまま遺存している。孔径は 1皿で、ある。孔を通る現存長は25

皿，重さは1.43gである。図示しない遺物も非常に少量で，重さは150gである。

035 (第43図，図版25・32・33)

図示した遺物は 7点である。内訳は，ロクロ土師器杯 5点 (1-5)，須恵器嚢または甑 1点(7 )，須

恵器室転用の硯 1点(6 )である。 6はその形態から，風字硯を意識して製作されたものと考えられる。

破断面の上部はていねいに磨られて丸みをもっ。内面中央には暗灰色に変色した墨痕の範囲が広くみられ

る。 1は体部外面に正位で「大加Jの墨書がある。 6も底部外面に「土」の線刻がある。また 3も底部外

面に rx(+)Jの線刻がある。弱い線で，やや不明瞭であるが，線刻としてよいと考えられる。 1. 3・

4はまったく割れていない完形の土器である。 2も比較的遺存がよい。転用硯としての 6は完形であるが，

右前側が小さく割れて接合している。「土」はその接合箇所近くに刻まれている。竪穴廃棄に際して一部

を打ち欠き，その後線刻を施したものと推測する。 2は口縁・体部の 2箇所の接合部分が円弧状の形態で

ある。また 5は口縁・体部の 3/4を欠くが，割れ口の一部が鋸歯状となっている。ともに打ち欠きされ

た可能性が考えられるが，ほかに破損・接合箇所があるので，やや不明瞭で、ある。しかし他の遺物の状況

から，打ち欠きの可能性が高いと考える。 3 • 4は被熱により，器面が荒れ，一部が赤色化している。器

面の摩耗はとくに 4に顕著である。 7は千葉産， 6は新治窯産の須恵器である。図示しない遺物は少量で、，

重さは370gである。

036 (第43・44図，図版25・26・32・巻頭)

図示した遺物は18点である。内訳は，非ロクロの土師器杯4点(1-3・6)，ロクロ土師器杯 5点(5・

8 -11)，須恵器杯 1点(4 )，土師器蓋 1点(7 )，土師器蓋4点 (12-14・18)，須恵器壷 1点 (17)， 

須恵器蓋または甑2点 (15・16)である。 8は体部外面に正位の墨書「悌」があり，底部外面に蓮の花の

墨画がある。土師器杯のなかには灯明器が5点ある(2・7・9-11)。また灯明器だけでなく，杯類は

概して火を受けている。被熱により 3・6・8の器面は荒れ， 3・4は若干の黒ずみがあり， 6' 8はや

や淡褐色化・暗赤褐色化した部分がみられる。また 1も内面に若干の剥離があるので，火を受けたと考え

られる。 8はまったく割れていない完形品である。また 1・9・10も比較的遺存のよい土器である。 1の

口縁・体部の欠損は逆台形状で，遺存部分は割れていないことから，欠損部は打ち欠きされていると考え

る。 1以外に意図的な破壊とみられるものに， 9 . 10がある。 9はかなり接合しているが，口縁・体部の
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2/3が打ち欠きされたと推測される。また10は底部穿孔されたとみてよいものである。 10は細かく割れ

た破片が接合しているが，底部穿孔の後に破壊されていると考えられる。その他， 2は口縁・体部の 1/

2近くが欠損し，遺存部分は割れていない土器である。 2の欠損部も打ち欠きされた可能性があるが，断

定しがたい。

須恵器のうち， 4' 15・16は新治窯産である。 16は蓋であるが， 15は蓋か甑か区別が付かない。 17は東

海産と思われる。土師器蓋のうち， 12は支脚転用品でカマド内からの出土であり，本竪穴に遺棄されたも

のである。ひびが入る程度で，ほぽ完形の土器である。 13は破損しているが，完形に近い土器である。本

竪穴に遺棄または，竪穴廃棄からあまりときを置かずに廃棄されたものである。 12・14は小型品， 13・18

は常総型の歪である。図示しない遺物はやや少量で、，重さは850gである。

037 (第44・45図，図版26・31・32)

図示した遺物は22点である。内訳は，土師器杯9点(1~8 ・ 12) ，須恵器杯 1点 (10)，ロクロ土師器

皿 1点(9 )，ロクロ土師器高台付皿 2 点 (11 ・ 13) ，土師器棄 3 点 (14~16) ，須恵器棄・甑4点 (17・

18・20・21)，須恵器壷 1点 (19)，砥石 1点 (22)である。土師器杯のうち， 1は非ロクロの製品と考え

られる。その他はロクロ土師器である。 11の底部外面に「千正ヵ」の墨書がある。 12の体部外面にも墨書

があるが，判読できない。 13は底部内外面に線刻がある。内面の線刻は「麻生Jの「林Jの右側の木に横

棒 3条が加わり， I麻生奉jまたは「奉麻生」と読める。外面の線刻は IX (+)Jである。 1. 2・8は

灯明器である。 3は被熱により内面の剥離がいちじるしく，かなり黒ずむ部分がある。灯明器である可能

性も考えられる。内外面の剥離を除けば完形で，まったく割れていない土器である。須恵器杯10は南比企

産とみられる。 14・15は小型の聾である。 16は小型品と大型品の中間的な大きさである。須恵器聾・甑は

すべて新治窯産である。 17・18は胴部片であり，棄と甑の区別が付かない。査19は東海産とみられる。 22

は流紋岩製の砥石で，懸垂孔をもっ提砥である。現存長は6.85cm，最大幅は5.7cm，最大厚は2.25cm，孔

径は 5 凹~5.5阻，重さは70.91 gである。本来は縦長の方柱状で，両端を欠損していると推測されるが，

やや不整な形態である。薄くなった部分に穿孔されているが，懸垂孔は片側に寄っている。折損面には研

ぎ痕がないが，他の面はよく使用されている。また各面に筋状の研ぎ痕がみられる。とくに左図上面の懸

垂孔側に顕著である。図示しない遺物はやや少量で，重さは800gである。

038 (第45図，図版26・32)

図示した遺物は 8点である。内訳は，ロクロ土師器杯 6点 (1~ 5・7)，須恵器杯 1点(6 )，須恵器

甑 1点(8 )である。 4の体部外面に横位の墨書「儀jがある。油煙が口縁部内外面に周囲して付着して

おり，灯明に使われた土器である。また口縁部に 4箇所の欠損部があるが，打ち欠きとみてよいものであ

る。墨書はそのうちのー箇所のすぐ近くに書かれており，打ち欠き後に記載されたものと考えられる。 4

箇所の欠損部以外には割れていない遺存のよい土器である。 1~3 も遺存がよく，とくに 3 はほぼ欠損の

ない完形である。また 2は接合して完形の土器である。 7はかなり大型の杯で，鉢的な大きさである。内

面に黒色処理が施されている。 6・8は新治窯産の須恵器である。図示しない遺物は少量で，重さは340

gである。

-82一



037 

ミ己竺官;

~ー》に

モ主ズ

ーョ
0398 

k土二ノ1

三ヨ

!亡コ
¥三璽瞳哩園圃圃'" 21 

20 

ミ斗ポ

。

17 

22 。

038 

(]/4) 20cm 

己記言ミ守番イ
第45図 037・038・039B出土遺物

-83 



0398 (第45-47図，図版26・27・31・32・33)

図示した遺物は31点であり，多量である。内訳は，非ロクロの土師器杯 2点(8・9)，ロクロ土師器

杯13点(1-7・10-14・30)，ロクロ土師器蓋 1点 (17)，須恵器杯2点 (15・31)，手握土器1点 (16)， 

土師器費5点 (18-21・23)，須恵器聾・甑6点 (22・24-28)，鉄製万子 1点 (29)である。 8は体部外

面を周囲して，横位の長文墨書が書かれている。口縁・体部に欠損部があるため，全周するか不明である

が，現状でも全周に近い状態である。ただし多くの墨書が欠損部にかかっており，その部分の判読ができ

ない。文字数も不明である。判読された文字は「大園玉神(代) [9字前後]召(呂)長 [2字前後JJと

なり，全部で17文字前後となる。大園玉神に対して何かを祈願している内容と推測される。なお欠損部は

打ち欠きされたものと思われるが， r大園玉代(神)J部分のみ接合したことは，そこの残された意味があ

る可能性がある。また底部外面にもヘラ書きがある。 1条の線が途中から 2条になり，その 2条部分の端

と別の 1条線の端が交差するものである。底部内面にも焼成前の擦痕があるが，ヘラ書きか不明瞭であり，

土器製作時の痕跡かもしれない。口縁部内外面の一部に油煙が付着しており，灯明に使われた土器である。

5・9・12も墨書がある。 5は体部外面に倒位で「来J，12は底部外面に「止」である。 9は底部外面に

みられるが，判読できない。 3・7・15は灯明器である。 8以外に打ち欠きされた可能性のあるものとし

て，須恵器杯15・31がある。両者の土器の状態はよく似ている。 15は口縁部の 2/5程度を占める欠損部

が比較的整った円弧状である。 31も口縁部の 1/4弱を占める欠損部が整った円弧状である。ただし，と

もに他の部分に欠損があり，また割れて接合する土器である。しかし15は灯明器であり，またともに039

Bのカマド内周辺から出土しているため，打ち欠きと思われる。 15は新治窯産で， 31は南比企産と推測さ

れる。

20-23は常総型の聾である。須恵器のうち， 25・26は東海産とみられる棄である。 22・24・27は新治窯

産の蓋， 28も新治窯産の蓋または甑である。 27の底部内面に墨痕状のものがみられるが，墨書ではなく，

焦げ等の炭化物の付着と思われる。 29は鉄製の万子である。刃部の茎側から茎尻まで遺存するが， 2片に

割れている。右の茎尻側の破片の破断面が鋳に覆われているため接合しないが，元はこの部分で接合して

いたと思われる。闘が不明瞭なため，刃部と茎の境が判然としない。あるいは茎部だけの破片かもしれな

いが，図左側破片の刃側が尖っており，また小さい製品であることを考慮すると，刃部が遺存すると思わ

れる。現存長は 2片合わせて74凹である。刃部の幅は 8皿，背の厚さは2.8mm，茎の幅は 3皿-7.5皿，背

側の厚きは1.3凹である。重さは 2片合わせて2.98gである。図示しない遺物は039A・039B合わせてや

や多量で，重さは1.8kgである。

040 (第47図，図版27・30)

図示した遺物は18点である。内訳は，ロクロ土師器杯9点 (1-9)，ロクロ土師器皿 1点 (10)，土師

器聾4点 (11-14)，土師器甑 1点 (15)，須恵器聾2点 (16・17)，土製支脚 1点 (18)である。 10は遺

存がよく， 1-3も比較的遺存がよい。 10の口縁部の小さな欠損部の断面は rvJ字状で，打ち欠きされ

た可能性があるが，断定しがたい。口縁・体部はほかに破損があるが，接合する。杯皿は概して二次的に

火を受けており，黒み・赤みを帯びる部分がある。器面は荒れ， 5・9には斑状の剥離がみられる。 16・

17はともに千葉産の須恵器である。色調が異なり，別個体である。 15-17は小片から復元したため，図示

した大きさに不安がある。 18はかなり大型の支脚である。面取りされて横断面形が隅丸方形的な形態であ

-84一



-S8-

喝減3t
# &一|撰静六

出OQZ

92 

172 

。 (マ
乞エユ

86EO 

人ヘノ

FF三

怒ら" 

一一級、後湯冷一一

¥ 駅8~_，p一円
9~戸巴

送一一一一一一

ァーミ庖
巨己
lと己

LJ己 6と三~込 戸豆匡三込



る。図示しない遺物はやや少量で，重さは 1kgで、ある。

041 (第47図，図版28・30・31)

図示した遺物は10点である。内訳は，ロクロ土師器杯3点(1-3)，ロクロ土師器高台付杯 1点(5 )， 

ロクロ土師器皿 1点(4 )，土師器棄 1点(6 )，須恵器聾 1点(7 )，土製支脚 1点 (8 )，鉄鉱2点 (9・

10)である。 3は灯明器である。内面は全体に黒褐色の色調を呈するが，灯明器としての使用では，均一

な色調とはならないように考えられる。祭記用の土器として意図的に焼成されたか，あるいは爆しによっ

て二次的に暗色化された可能性がある。なおヘラミガキが施されず，色調も一般的な黒色処理ほど，黒色

が強くない。 6は小片から復元したため，図示した大きさに不安がある。 7は千葉産の須恵器である。

8は立った状態での出土のため，最終的にはこの大きさで使用されていたが，本来は基部側がもう少し

あったものと考えられる。比較的しっかりした支脚である。 9• 10はともに広身の短頚鎌と思われるが，

箆被部分が遺存しないか不明瞭である。また双方とも 2片に割れ，その聞を欠損する。 9は刃部先端と棒

状部から茎の上部を欠くが，刃部の多くと茎尻を遺存する。刃部の形態は長三角形である。刃部と棒状部

の境は直角的で，逆刺をもたない。現存長は 2片合わせて83凹，刃部の現存長は27凹，最大幅は20mm，計

測部分中央の厚さは2.5凹，頚部・茎の現存長は56凹，茎計測部分の厚さは3.5皿X3.5皿，重さは9.53g

である。 10の刃部形態は長三角形で，先端をわずかに欠損する。棒状部の多くと茎尻を欠く。刃部は逆刺

をもつが，逆刺はそれほど深いものではない。柄の木質が茎上部に遺存している。また刃部の図示した面

にも木質が若干付着している。現存長は 2片合わせて96皿，刃部の現存長は37皿，最大幅は16.5mm，計測

部分中央の厚さは 3皿，頭部・茎の現存長は59.5凹，頭部計測部分の幅・厚さは 7皿x4凹，頚部計測部

分の幅・厚さは 5皿x3.5皿，重さは11.91 gである。図示しない遺物はやや少量で，重さは750gである。

043 (第48図，図版28)

図示した遺物は 7点である。内訳は，ロクロ土師器高台付杯 5点(1-3・5. 6)，土師器室 2点(4・

7 )である。 3は高台部が遺存しないが， 1 . 2・5・6の様相から有台の器種と思われる。これらの杯

部は丸みをもっ椀形の器形である。 2・4は小片から復元したため，図示した大きさに不安がある。 1と

2は器面の荒れ具合，色調に若干の違和感があるが，被熱状況の違いとみれば，同一個体の可能性も考え

られる。 1の高台は底部の中心寄りに付くもので，器形のわりに径の小さなものである。 5も杯部と接着

する部分の径は小さいが， rハ」の字状に聞き，やや足高高台的な雰囲気がうかがえる土器である。 3は

外面に油煙状の煤が付くが，灯明器と断定しがたい。 7は器壁が厚く，新しい様相がうかがえる土器であ

る。図示しない遺物は少量で，重さは400gである。
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044 (第48図，図版28)

図示した遺物は 7点である。内訳は，土師器聾6点 (1-4・6・7)，土師器甑 1点(5 )である。

なお 5は須恵器の可能性もあるが，不明瞭であり，土師器としておく。遺存のよい遺物はなく，とくに 4

は小片から復元したため，図示した大きさに不安がある。聾は 4を除いて概して小型品といえよう。 1-

4は底部を欠き， 6・7は底部周辺の破片である。質感から， 1と6は同一個体の可能性が考えられる。

?と同一個体になるものは存在しない。 6 • 7の底部外面には回転糸切り痕がみられる。 5は甑把手部分

の小片である。不整なボタン状の把手が雑に貼り付けられており，退化した様相がうかがえる。図示しな

い遺物はやや多量で，重さは1.2kgで、ある。土製支脚が出土したが，崩壊した細片状態であったため，図

示していなし、。

045 (第48図，図版28)

図示した遺物は 4点である。内訳は，ロクロ土師器杯 1点(1 ) ，緑軸陶器碗 1点(2 )，土師器蓋 2点

(3・4)である。 2は口縁部の小片で，猿投産と思われる。 1は中世のカワラケ的な土器である。器種

も杯としておくが，小皿的なものである。 4は底部周辺の小破片で，底部外面に回転糸切り痕がみられる。

口縁部周辺の破片である 3と同一個体になるかどうかは不明である。図示しない遺物は非常に少量で、，重

さは19u9である。

046A・0468 (第48・49図，図版28・29・31・32)

図示した遺物は26点で，かなり多い。内訳は，ロクロ土師器杯10点 (1-9・11)，ロクロ土師器高台

付皿 1点 (12)，灰軸陶器碗 1点 (10)，土師器聾11点 (13-23)，須恵器査 1点 (24) と，鉄製品 2点の

うち万子 1点 (25)，釘 1点 (26)である。 1. 3は同様の線刻をもっ。ともに「継jが体部外面に正位

でみられ，また「夫」とみえる文字が底部内面にある。「夫」は「奉」の省略形かもしれないが，断定し

がたい。 1はやや小振り， 3はやや大振りの土器である。 12の体部外面には， 2字の墨書がある。一つは

「長」で，倒位の墨書である。もう一つは「人jで，正位の墨書である。 2字の墨書は離れた位置にあり，

一語のものではない。なおこの土器は高台付皿であるため，倒位の墨書の方が記入に際して容易である。

「人」は画数が少ないため，正位の場合， r長」よりも記入しやすい。しかし記入のしやすさよりも， r人」
は正位， r長」は倒位で記入する必要があったと考える。 11の底部外面には，弱く，やや不明瞭で、あるが，

「キj状のヘラ書きがある。 2は顕著ではないが油煙状の物質が付着しており，灯明器と考えられる。 3

も内面の所々が黒ずんで、おり，灯明器とも推定できるが，断定しがたい。この他， 4 • 8も被熱痕跡が顕

著である。また 5も底部内面がやや黒ずむため，火を受けているかもしれない。

1 • 3は完形で， 2も完形に近い土器である。また 4・5・12も比較的遺存のよい土器である。 1はま

ったく割れていない土器であるが， 3は口縁・体部の 1/2弱が割れて接合している。接合箇所は円弧が

連続した形態で，比較的整っている。また 2も口縁・体部の一部に rVJ字状的な小さな破損箇所がある

が，この他には割れていなし、。 2・3はカマド内や脇からの出土であり，灯明や線刻をもっ土器である。

破損箇所の形態と以上の諸状況から，破損箇所は意図的に打ち割られたものと考えられる。 12は口縁・体

部の 1/2弱を欠き，遺存する口縁・体部もやや細かく割れて接合している。なお墨書はともに破損部分

にかかっている。この割れ方が意図的かどうかは不明である。
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7 . 9・10は遺存が少なく，図示した大きさに不安がある。 8は大型の杯である。

土師器棄のうち13-17は口縁部から胴部にかけての破片， 21-23は底部周辺の破片である。いずれも遺

存が悪く，図示した大きさに不安がある。 13・21は小型の蓋である。 21は被熱による内面の赤褐色化が下

位にとどまるならば， 13の底部となる可能性がある。また15と18は同一個体の可能性がある。その他に同

一個体になるものがあるかどうかは判然としない。 18は欠損部もあるが，口縁部から底部まで遺存する比

較的良好な状態の土師器棄である。 18・22は底部に回転糸切り痕がみられる。 21・23はヘラケズリのため

不明で、あるが， 21は底部が薄く， 23は底径のやや大きい形態から，回転糸切り離し手法である可能性も考

えられる。 19も底部周辺以外は，遺存良好で、ある。

須恵器壷24は胎土に白色針状物を多く含むことから，南比企産とみられる。

25は万子である。茎尻から刃部の根本まで遺存するが，刃部のほとんどを欠く。背関は直角に作り出さ

れているが，刃関は不明瞭で、ある。茎から刃部へ角張った関をもたずに移行すると推測される。茎部の長

さは100.5皿で確定値である。現存長は105D1IDある。遺存する刃部は茎際になるが，幅は11.5凹で、ある。茎

部の幅は刃部寄りが9.5D1ID，茎尻側が3凹である。刃部背側の厚さは 4皿，茎部背側の厚さは刃部寄りで

4皿弱，茎尻側で1.5阻で、ある。重さは11.04gである。 26は釘である。頭部は遺存するが，釘尻を欠損す

る。下部は折れた後に誘で付いたものとみられ，上部とずれている。上部も鋳膨れがいちじるしい箇所が

ある。現存長は41皿で，計測部分の厚さは3.3皿 x3 D1ID，重さは3.06gである。図示しない遺物は多量で，

重さは2.1kgで、ある。

047 (第49・50図，図版29・30・31)

図示した遺物は11点である。内訳は，ロクロ土師器杯 6点 (1-6)，土師器霊 2点(7・9)，土師器

甑 1点(8 )，須恵器甑 1点 (10)，土製支脚 1点 (11)，砥石 1点 (12)である。図示した遺物のなかに

遺存の良好なものはない。 7は胴部外面の色調が黒褐色で，須恵器の可能性もあるが，器形や底部外面全

面に手持ちヘラケズリが施される等の調整手法から，土師器とする。 8は把手が 1箇所遺存している。乳

頭状の形態で，やや雑に貼り付けられている。 10は被熱痕跡が顕著で、ある。 12は流紋岩製の砥石である。

現存長は4.35cm，最大幅は 6cm，最大厚は1.2cm，重さは44.96gである。板状の形状で，本来はより長い

製品である。両小口側を含まない一部の遺存であり，現状では本来の方向の長さよりも，幅の方が長い。

破断面はあまり使用されていないと思われるが，石材が軟質のため，やや不明瞭である。他の 4面はよく

使用されて，平滑である。図示しない遺物はやや少量で，重さは600gである。

048 (第50図)

図示した遺物は 6点である。内訳は，灰紬陶器碗 1点(1 ) ，ロクロ土師器杯 2点 (2・3)，土師器蓋

2点 (4・5)，須恵器棄 1点(6 )である。図示した遺物はいずれも小片である。 1. 2・4は図示し

た大きさに不安がある。 4. 5は底径が大きく，須恵器的な要素をもっ。聾としては最も新しい様相がう

かがえるものである。 4は糸切り痕をもっと思われるが，やや不明瞭である。また底部外面には，ヘラ書

き状にみえる部分があるが，手持ちヘラ削りによる可能性の方が高いと思われる。 6は白雲母を含み，新

治窯産に推定される。図示しない遺物は少量で，重さは360gである。
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(2) 土坑

003 (第50図，図版29)

図示した遺物は 2点である。 1はロクロ土師器杯である。被熱により器面全体が荒れ，とくに底部内面

は一部が剥離している。 2は土師器歪である。胴部中位から下位の破片である。下位の破断面はおおむね

水平である。粘土帯の継ぎ目ではずれたものと考えられる。

029 (第50図，図版13・29)

図示した遺物はロクロ土師器杯 1点である(1 )。口縁・体部の一部が円弧状に打ち欠きされていると

推測されるが，接合して完形の土器である。また灯明器であり，内面の一部に油煙が付着している。体部

外面もやや黒ずんでいる。

(3) 遺構外の遺物(第50図，図版31)

2点の鉄津を図示した。ともに椀形津である。 1の長さは 6cm，幅は4.6cm，最大厚は1.5cm，重さは66.24

gである。下面は暗緑灰色を呈し，若干銅を含むと考えられる。出土位置は不明である。 2の長さは6.1

cm，幅は 5cm，最大厚は1.5cm，重さは57.78gである。出土地点は 6Cグリッドであるが，それ以上の位

置を特定できない。
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第9表奈良・平安時代土器・土製品観察表

挿園番号
器種 器形 法量{聞) 遺存度 色 調 胎 土 焼成 成形・踊聾 備 考 遺物番号

遺 構

10胴 1 ヱ田署 骨
底口径径

136Z 6 
完形 岡田 直芭

量砂粒制， 骨量. 昆野
外肉画面 ロロヲヲロロナナデデ， 手持ちへラ剛り

司直感により器面荒れ. 52 

器商 3.8 外面 明赤褐色 庖蹄 全面手持ちへラ削り

|凋 !剛 z ヱ田署 砕
庖口径笹

IZ 
60 

完形 岡田 明部両芭
量砂制粒， 恒畏. 昆好 肉外画面 ロロヲヲロロナナチデ， 回転向ラ削り 底着部.か肉ら外面披体艶歯に車によ油煙付 64 

面， る斑状

器高 4.2 外面 明赤褐色，鳳色 底部 回転糸切り畿，全面回転ヘラ削り 剥睡.釘明畢.

004 3 主画書 軒
庭口径笹

EZ 
62 
1 9町 同由 |明帯帽包

|量砂粒且.碍
露骨

且軒
外肉画面 ロロヲヲロロナナ?デ. 回転へラ削り 外面悌体』留.に口正位の外墨書面に 55 『 縁部肉 油

器高 4.2 外面 明赤褐色 底部 回転糸切り後，外周回転へラ剛り 煙付着.釘明書.

凋肌向 • 工聞置 杯 底口径笹 I136..g9 1 制珊 肉面 順調色
|砂粒

昆野
外同画面 ロロヲヲロロナナナデ.手持ちへラ削り 庖が旬，舛キ箇にへ能ラ書性きもああるり

23.47. 
ズの可 . 63 

器商 4.4 舛面 橿色 摩郡 全面手持ちへラ削り

~9 田4 b ヱ固寄 軒
庖口径径 1ba' o 

ti~j‘ 同圃 |明露両包
|師砂粒.B石英

母
昆軒

舛同薗圃 ロロヲヲロロナナ7・へフへミガラ剤キり ロで鋸1/2・以体上部.の打欠ち損欠卸曹
2か箇.所 開

デ.回転

暑高 5.4-5.9 外面 明赤褐色 底陣 全面回転へラ削り

調 004 。ヱ田署 骨
庭口径笹 t136U5 J 凱昂 円圃 !明時帽包

|棚:
民計

|岡外面田 ロ目ヲ。ロロナナ?デ.手持ちへラ削り
23.41. 
43 

畢高 4.1 外面 にぷい種色 スコリア 底部 回転糸切り後，全面手持ちへラ削り

羽田胸 Z田署 砕
底口径径 Eb8U 1 

f.，. 円圃 |掴芭，置包 i砂H粒・骨量・ 且貯
|岡外面田 ロロヲヲロロナナ7・へラヘ豆ガラキ削り が肉面書属〈色付着処理_.外面に山砂

62.67 
デ，回転

畢高 5.7 外面 にぷい褐色 底郁 回転糸切り後，外周回転へラ嗣り

;191 UU4 • エ田署 神 底口径径 tES65 H ，.，. 阿国 |明胃帽芭 l砂H粒・骨量 且酎
|外Eロロヲヲロロナナデデ， ヘラへミガラキ削り

ロ緑留112欠損.打ち欠き 19 
回転 か.

器高 3.9-4.8 外面 明赤褐色 スコリ7 庖郁 回転糸切り後，外周回転へラ削り

391 0凪 ' エ師事 梓
|謹 lE{36U6J } 

1時 122 |置に包ぷい開担色聞 |砂師粒 碍 昆野 122 ロロヲヲロロナナγ
デ.手持ちへラ剛り 体『節長外面に正位の墨書

29 
J. 

橿高 4.0 にぷい褐色

羽目叫 10 主師器 梓
底口径笹 136.9 7 邸周 l肉画 |桓色

|砂粒
昆野

|舛Eロロヲヲロロナナテデ， 回転ヘラ削り
21.37 

器商 4.1-4.7 外面 檀色 底留 回転糸切り後，外周回転へラ剛り

39 由" 11 ヱ圃寄 梓
|底E I136b0 1 -四 |円圃

l橿m明赤色褐
E
色

|砂
m
粒

，恒畏， "' .. |外門田面 ロロヲヲロロナナナデ目 手持ちへラ剛り
27.58. 
66 

棒高 3.6 件面 底郵 回転糸切り畿，全面手持ちへラ剛り

四 0田 12 ヱ聞書 聾
底口径笹

IIZ 6b8 1 ~~， 
|外Eにゐ也い、褐褐色色 |師砂粒 碍 昆野

へ持ラナち7 破げ賓あ慢り.も智鵬.破断面に焦 54
にぷ 手 ，、ラ剛り後ナデ

器高 14.5 赤褐色 庖郁 全面手持ちへラ削り

39 皿胸 工聞置 聾 口径 113.2) 3四 |同由 に命、い寅褐色
|脚

昆野
|外Eへ持ラナち7 外面頭卸~瞳ロ寵.罰..鵬に

8.11. 
手 ヘラ閉り畿ナヂ よる斑状制 12.14-

外面 鳳縄色 庖郡 18 

S曽田向 現且置 軍 口径 【Z4.4} lU渦 |同圃 |明帽包
|量砂粒七 時 昆野

|外岡面田 へ行ヲナ書7 子化票・灰産.白複色艶化に.より暗赤色
制.45.

平 世キ.ナデ 51.57. 
外面 赤縄色 65 

.n'l UU4 現且置 E JIJ育 |岡田 |置芭
|帥砂粒 石英 昆野

|外阿面国 へララナ剛T 千瀧葉体塵貯蔵.肉iii.品司剥E鶴雌顕ま著たは
4.10. 

底笹 (15.8) へり によ . 31.32 
外面 にぷい貨褐色

調叫胸 lti ヱ襲晶 真脚
|最ま 1689 1 |再圃 にかい置色

|開植物桔館Z
纏 外面 へラ剛り 面取り |基存軸.拝 上面のー醐 71 

笹 胎土 赤褐色

調 1024 1 ヱ同署 軒
庭口径笹 13Sb 7 6冊 |同園 |に晶い橿色

|師砂粒.x石3英1}1. 
良好

|霜 回ロ転ヲへロナラ削チり， ロヲロナデ
32 

器高 4.2 外面 にぷい賞橿色 白色針状物 底部 回転糸切り後無闇聾

.JBI U.l4 ， 2こ回，置. 平唱ト
庭口径笹 UB 5U2 J |岡田 =晶い露両包

|阿スコリ菖7樟
昆野

|外岡田面 手ロ持ヲちロナへ?ラ削り.横ナデ
10.21. 
23 

器寓 5.0 外面 にぷい橿色 庖旬 回転糸切り後.再周手持ちへラ削り

四回4 3 エ聞書 再 口径 11~. 4) 
口磁縁片爾 |同面 にかい置色

|醐:
昆野

|外Eロロヲヲロロナナデデ 位外面か体.却に墨書 ロJ.慣 1.26 

外面 にぷい種色 スコリ7

~91 024 4 主爾楊 臨
底口径笹 l{Z185日m] Z吾首 |内面 |に省、い帯構包

|師スコリ開7 
昆野

|外Eヘララナ削T. 圃舗ナナγ 須1恵箇揖所温的.孔l主主孔.把手 3.4.18.19 
へ り 目 デ 存.左右にE笛所 30.35.39 

揖商 25.5 外面 にぷい赤褐色 か，

391 U"l4 
ー

ヱ岡寄 聾
最口径大 l{I1B8Z6J ) 1冊 |肉面 に命、い買橿包 昆野

ヘヘララナ嗣デり 積横ナナデデ
ロ穂郡に片口をもっ 2.21.29. 

36 
笹 外面 にぷい貧檀色

4U1 UZ4 • 調且署 量
畳口径大 は{2430町1 

10晴 |同圃 こ命、い葬褐色
|師スヨリ開7 

昆野 へ干ラナ白T.書慣キナ，ナ 須キ恵は密平なのら艦ば干畿藁で量は.な;~担 3.4.15.16 
格膏 損ナデ 行い.33 

笹 舛薗 にぷい赤縄色

401 D2~ 11.:1:師醤 梓
庭口径径 I13694 1 国高 |同画 |明帯帽芭

|m白色.針状物 "' .. 
|舛E舗ロナヲデロナ，? 回転へラ剛り |闘卸1条円盤の状へのラ高書台官風-.見込 3.11 

揖宿 4.4 外面 鳳褐色 底悔 回転換切り後，全面回転へラ削り

401 OZ~ z ヱ闘層 骨
底口径侵 I16842 1 都市 |同画 =晶い置色

|砂嗣粒， 石英
昆野 ロ田ヲ空ロロナナチデ目 へ持ラナちデへ， へヲ"刀寺 見込鶴=量円状の間聾. 1.4.11 

手 ラ削り
書高 5.0 外面 にぷい橿色 白色針状物 底侮 回転糸切り後外周回転へラ削り

401 U"l~ 3 ヱ田署 骨
庖口径笹 llb7B6 1 40l‘ |同画 にかい褐色

|醐
昆野

ロロヲヲロロナナ子デ.回転ヘラ剛り
2.4 

器商 4.8 外面 にぷい褐色 底旬 回転糸切り後.全面回転へラ削り

4U1 U2T 4 主回畢 事事
底口笹径 tEZ59 F1 3四 |岡画 にぷい貫褐色

|師砂粒 石英
.... 

|再円面圃 ロロタヲロロナナT. へフへミガラ剛キり 件面平体明留.彼に量自島書によ『ロJ.面剥岡 11 
デ，回転 .ヘラミガキ き り向

器高 3.9 持面 にぶい貨褐色 底旬 全面回転へラ削り 躍.

“JI UZ:J • ヱ田署 砕 車口径種 H36U5 J 調吊 |同圃 にb-い樟褐色
|師砂粒 吾轟

且軒
|舛Zロロヲヲロロナナナデ.手持ちへラ閉り

1.11 

揖高 4.0 舛面 にぷい審褐色 底旬 回転糸切り後，一旬手持ちへラ削り

咽 1D2~ 6 主田署 軒
庭口径笹 t136Z3 J 3冊 |同面 に品い買褐色 |目砂粒. 'tI~. E邑脅す

|外岡田面 ロロヲヲロロナナγデ.手持ちへラ剤り
20.25.29 

畢高 3.9 外面 にぶい褐色 底部 回転換切り後.外周手持ちへラ剛り

制 Iuz， ヱ同署 骨
庭口径径 0・8b6J .. 渦 |岡田 |脱帽包

|師砂粒， 吾喪
昆野

|外Eロロヲヲロロナナ?デ.回転へラ骨lり 底(傷蹄肉?面に線捌か 1-3.23 

畢高 6.1 舛面 民褐色 白色僻状鞠 底部 全面回転へラ剛り
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挿図番号
器種 器 形 法量 (cm) 遺存度 色 調 胎 土 焼 成 成形・調整 備 考 造物番号

遺構

025 8 土師器 杯 2侃 内面 |黒色 l長砂粒右 右英
昆野 ロロヲヲロナT，ヘフちミへガキラ剛 肉面黒色処理。 3 

底径 5，9 ロナデ手持 り
件直 賞褐色 底部 回転晶切り後，全面手持ちへラ削り

140 UZ:l 9 エ聞骨 軒 ZU判 向面 に"、い赤間包
|砂長粒石 雲石英母

良好
件同面面 ロロヲヲロロナナγデ。 回転ヘラ削り

39 
庖径 (6 4) 

外面 にぶい赤褐色 底部 全面回転へラ削り

|岨 UZ:J lU 工師畢 幹 O~ 肉面 にぶい挿褐色
|砂粒

民肘
外内面面 ロロヲヲ ロナT 1.2 

底径 (6 2) ロナデ
外面 にぷい赤褐色 底部 回転へラ削り

|柑 自25 11 現且寄 幹 4U' 同面 |脱帽芭 昆好
外肉面面 ロロヲウロロナナデデ 回転ヘラ削り

千葉産. 4 
底径 6，1 

外面 灰褐色 底部 全面回転ヘラ肖lり

|相 025 12 土師器 杯 ロ緯部細片 日首 同面 に.. S;い褐色 長砂石粒 石英! 良好
同叫面面 ロロヲウロロナT 外面体部に墨書口』。 5 

ナデ
外面 にぷい褐色 白色針状物 底部

020 13 主師器 杯
破底部片

同由 に品、い帯雨色 長砂粒石。 石英I
員野 底部肉面に線刻。 11 

外面 にぷい赤褐色 底部 回転晶切り

020 14 土師器 杯
底破部片

同由 I~，;:い赤帽色 長砂石粒f 右英! 昆野 件同面由 ロロヲヲロロナナナ ヘフヘミガラキ削り 底部内面に線刻 r+ 2 
底径 (6，6) デ。回転 由、 (x) J。

外面 にぷい赤褐色 白色針状物 底部 回転ヘラ商1)りか

401 025 主製品 王脚 現径画 9f6 0 |再由 にぶい檀色
惜植物買桔繊維工 不やや良

縦割れの 1片固 16 
外面 へラ削り

胎土 にぶい櫨色 底部 ヘラ削り

401 025 1'00 工盟晶 支脚
壇底径画 l Z 

92 
外面 にかい置色

植申物買栢繊維工 不や宇良
主脚3片は同個体的可能 18

外面 へラ削り 性。
胎土 にぶい櫨色 底都 ヘラ削り

判。25 15b 工盟品 ，.脚
現径高

10，3 外面 にぷい笹色
申植物買桔繊維エ 不甲や良

断面やや楕円。 17 
8，8 件面 へラ削り

胎土 にぶい鐙色 底部 ヘラ削り

4UI uz。 エ師骨 柄、
底口径径

1463 Z 
4 

'U施 |同国 にbい商包
長ス石コ，リ申ア桓! 民軒

阿舛面国 ロロヲヲロロナナナ ヘ持ヲ7
ち

7 
底部内面の部に種子状の 10，44，45 

デ!手 へラ削り 庄直書。
器高 3，7 外面 にぶい褐色 底部 回転品切り後，手持ちへラ削り

401 026 2 土師器 杯 底口径径 ?610 7 60弘 |内面 にかい置色
雲白母色針，砂状粒物

昆野 外同面面 ロロヲヲロロナナデデ! 回転ヘラ削り
被熱により向外面白一部剥 10，42 
離。

器高 4，2 件面 にぶい褐色 底部 回転品切り後。外周回転へラ削り

401 026 a 工間帯 砕
底口径径

(13624 ) 45世 |向薗 にぶい貫橿色
長ス石コリ砂ア粒 昆好

舛内面面
ロヲロナT，へヲナT 外面の部に黒ずみ。 2，25 
ロヲロナデ，回転へラ削り

器高 3，7 外面 にぷい黄櫨色 底部 回転晶切り後!外周回転ヘラ削り

401 026 4 土師器 杯 口径 12，4 10% |肉面 置色
砂長石粒 石英， 且好 l件内面薗 ロロヲヲ ロナγ 体部外面墨書rOJ. 2，4 

ロナデ手持ちへラ削り
件薗 笹色 スコリア

401 026 5 1 :t師器 杯
小惇破郡片

|内面 にぷい貫桓色
長砂石粒 石英 且肝

外円面面 ロロクヲ 口ナ7
外面体部に量書「口」。 3 

ロナデへラ削り
外面 にぷい黄櫨色 スコリア

401 026 6 主師器 杯 3侃 |内面 にぶい褐色
長ス石コ，リm

ア
粗I

昆野
|鼻内面面 ロロワヲロナ?

3，4 
底径 5，6 ロナデ，回転へラ削り

再面 にぷい赤褐色 底部 回転品切り後I 全面回転へラ剛り

401 026 工帥骨 骨
底口径笹 (1464 1) 

35也 |向薗 に品、い褐色
長ス石コ1リ砂ア粒。 良好 ロ

Eヲ勺 ロナ7 底部外面に 1条の焼成い前.舘
1-3，5 

ロナデ，回転へラ削り 疲あるが記号ではな

器高 3，9 舛面 にぷい褐色 底部 回転晶切り後I 全面回転ヘラ削り

401 026 8 主帥嵩 幹 ZU鳴 |岡由 にゐ、い貫橿色
雲長石母 申租 昆野

|件Eロロヲヲロロナナ7
デ， 回転ヘラ削り

外面底部の中央部品切り 1.30 
底笹 6，2 檀若干残存。

外面 にぶい赤縄色 スコリア 底部 回転品切り後 全面回転へラ削り

朝日26 9 エ岡署 軒 口径 3，8 
ロ破縁片部

|肉面 明赤褐色 lH砂粒
.石英I

良野
|件EナT，へ

T
ヲナT 観媒熱の顕著.外面の黒色物は 4

ロヲロナ 付着か。
外面 種色

4U1 UZti lU 工同署 幹 口径 U4.'l，J ZU弛 l肉面 にぷい赤褐色
長雲母石， 申租! 民野

ロロヲヴロロナナナ! ヘフナT，ヘラミガキ
1，2，7， 

デl 回転ヘラ削り 17 
外面 にぶい赤褐色

制 026 工岡署
晶首杯1" 庖ロ怪径

t l b 
80 

fJ Z!)~ |向面 帽肱芭 長石，申租 昆野
ロロヲヲロロナナ?デl 回転ヘラ削り

付け高台。被害書。山砂付 4，23 
着。

器高 4，9 外面 にぷい笹色 底部 全面回転ヘラ削り I ナデ

14UI UZb IZ 工帥嵩 霊 庖口径径 tt8347 J Fυ'. |岡田 にかい赤褐色 lHスコリ阿ア
且肘

|外円面圃 謂へナラT，へ繍ヲナナT， 闇ナγ
3，10， 

削り デ 40，41. 
器高 14，8 外面 にぷい赤褐色 底部 回転晶切り後!一部手持ちへラ削り 43，51， 

I UZD ，. 蝿且轟 田 』破島冒片， |同画 -.. ::，'、い赤褐色 |長石砂粗 昆野 |同面 ナチ 子葉産主孔式。 48 

外面 に，~い赤褐色 底部 手持ちへラ削り

411 026 141 :t製品 支開
|量買

1296 7 |胎Eにぷいい積糧色色， |惜買桔工 艮野
版へ状ラ粘削土りを積み重ねた成形か。 断面やや扇平. 53 

Iこ.. 5; 外面
径 赤褐色

1 UZb 10 且 見且
|霊上長幅 31010 7 

."' 
|下E肱灰日白芭色 [量砂粒告 石英 良野

|凹Eヘ布フ目剛息り継ぎ目晶り
54 

下幅 16，9 上面より黄色暗 端部 手持ちへラ骨lり

02 1 1 :t町署 幹
底口径径

13 10袖 内面 品包
|砂粒:

民肝
ロロヲヲロナT，へフちミへガキラ削

体部肉面に 3-4条の洗 4，21 
5，8 ロナデf 手持 り 線.内面黒色処理。外面最l

器高 5，8 外面 にぶい賞褐色 スコリア 底部 回転晶切り後，全面回転ヘラ削り 離事。

14'1 027 2 土師器 杯 底口径径
1259 8 

80% 同画 にゐ、い赤褐色 昆野
ロロヲヲロロナナ7

デI 回転ヘラ削り
ロ縁部油煙付着3箇所.灯 1，3，4 
明器。やや皿的な器形。

審高 3，4 外面 にぷい赤褐色 底卸 全面回転ヘラ剤り

11 02 3 エ町署 軒、
底口径径 (12735 ) JU'Ib 向面 にぶい買種包

|日スコリ石ア英
I 

量計 舛向面面 ロロクク ロナγ 3，11，13 
ロナデ.回転へラ削り

器高 3，4 外面 にぷい黄櫨色 白色針状物 底部 回転糸切り後 全面回転へラ削り

02 4 エ聞置 砕 4U， 向面 に""い褐色
|砂師粒

I

石英 量計 外円圃面 ロロヲヴロロナナナデ 回転へラ剛り
口緑・体部全周打ち欠吉 19 

底径 6，6 b'、.器函荒れ.
外面 にぷい褐色 白色針状物 底部 回転品切り後 全面回転へラ削り

14'1 027 5 土師器 杯
底口径笹 [15860 1 50% 同面 I~ぶい赤褐色 艮好

ロロヲヲロロナナデデ l
極〈熱l二.器面荒れ・事l離と

1-4， 
内面 53 

器高 5，3 外面 にぶい赤縄色 スコリア 底部 回転糸切り無調整 一
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目闘膏号
器種 器形 法量{叩) 造存度 色 調 胎 土 焼成 成形・調整 備 考 造物番号

遺構l
411021 6 工師器 再

底口径径 t1(6743J 1 制渦 |岡由 |明帯帽包
|砂粒:

昆野
|外Eロロヲヲ口ロ径ナデ三ガ!キ回転へラ削り 外面.器底部面付近昼寝か爆の付 1.3.4. 

着 荒れ・剥離，被熱 17.42 
器高 5.9 外面 明赤褐色 スコリア 底部 回転ヘラ削り か。

削 1UlI Z二町'署~ 砕 底口径径 IE754 3 。.U' [円圃 に命、い赤碕包
|砂粒:

量計 1:理ロロヲウロロナナナデ， 手持ちへラ剤り
被制鶴睡，器面荒れ・肉面 却 2.4.23. 

赤色化. 33.45 
器高 6.9 外面 にぷい赤褐色 スコリア 底部 回転車切り後，排周手持ちへラ削り

411 027 自 土師器 I高台杯付 3Dli !肉面 黒色 長砂粒石， 石英! 艮好 ロロヲヲ ロナT. へヲミガキ 肉面黒色処理画.被一聡部黒， 内面 36
底径 9.2 ロナデ 剥雄顕著.外 ず

外面 にぶい貴褐色 底部 回転へラ削り み。

削 1U2， ' 工同署 彊 口径 Zl. 4 
"'鳳 |向面 に品い誼包 長ス石コ。リ申ア租， 昆野

|外円圃面 へヲラナ削ナ， 輔績ナナナ 間部内面下半斑状剥離顕 3.40 
へ り . デ 善，

タキ面 にぷい檀色

11 02 。工田署 彊 3側 |肉面 にぷい寅褐色 日包町在朝 昆野
|外EへフナT.ラ直削面り持周掴ナT 27.53 

庖径 6.1 手持ちへ
舛面 にぷい補色 底部 静止糸切り後手持ちへラ削り・ナデ

1421 U21 且 平且 揖幅量 Z14B 8 S 
.，均 |よ由 灰こ褐品色い貢担色 量砂粒七 tl轟. 民軒

|凸E布縄藤闘担告書キ l被ずみ鰻.。 凹凸面とも 部に黒 5

下面 にぶい黄櫨色。 錨卸 手持ちへラ削り
灰褐色

1421 U21 1128 エ瞳晶 豆圃』
揖最大画 S9Z 3 |M 胎土 に命、いい程櫨色色，

申買栢工 小昆 支脚片2点は問個体. 52 
にぷ 外面 ヘラ削り

径 赤縄色

1421027 1l2b 土製品 支脚
現最高大 976 3 

砂賀桔主 不艮 表面残存していない. 43 
胎土 赤褐色

侵

142 U32 1 工師語 秤
底口径径 1Z66 2 完静 |同画 肱買禍包 量吾.申埴 昆野 碩績ナナT. へフちミへガキラ削 非ロヲロの土審.肉件直に 3

デ。手持 り 油煙付着。灯明器。
器高 4.2 外面 灰賞褐色 底部 全面手持ちへラ削り

1・z032 z エ師醤 軒
底口径径 1Z 7Z 6 以J略 肉面 に"、い赤褐色 石ス英コ.リ雲ア母1

昆野
|件E回ロ転ヲヘロナラ7削り 肉縁面複・体製部による斑状剥緯o 133 

ロ の欠損lま打ち欠
器高 3.8 外面 にぷい貧縄色 底部 回転晶切り後.全面回転ヘラ削り き ?

421 032 3 土師器 杯 口径 12.3 95% 肉面 にぷい賞褐色 長石。石英， 良好 肉面 ロヴロナデ 底部外面に正位の墨書 2 
底径 6.6 褐灰色 砂粒，雲母 件直 ロヲロナデ.回転へラ削り 『辰J0 被鶴器薗黒ずみ・

器高 3.9 外面 にぶい貴褐色 底卸 回転品切り後，舛周回転へラ削り 庖卸肉面劇躍.口縁郵打ち
欠き?

142 U3Z 4 工同署 晶血首供 底口径笹 E478 1 ••• 円圃 に_，.い橿色 長雲石母 申桓， 昆野
外円面由 ロロヲヲロロナナナデ ヘフミガキ 打ち欠曹位Z箇田所線.外語体師 7

外面に横 刻『干J0 

外面 にぷい赤褐色 スコリア 底師 回転糸切り後ロヲロナデ

i位 002 b 調庫番 骨 口径 12. • 完静 同由 |褐肱包
長白石雲母吾。

量野
再同面由 ロロクヲロロナナナデ

新治察産. 6 

外面 褐灰色 砂粒 底部 回転ヘラ切り後f 手持ちへラ削り

21 032 6 1 :t師署 骨
郁破郁片

肉面 に命、い橿色
l長砂石粒. 石英， 民肘

阿外面国 ロロヲヲロロナナァデf 回転へラ剛り
外面体部に横位の墨書，事 1
文字の肉「干ロ』か.

外面 にぷい黄橿色

421 032 7 土師器 'I、杯
底口径径 B44 4 "U. 岡田 |蝿芭 石Z英コリ雲ア母， 昆野

外岡田面 手ロ持ヲちロナへ子ラ. ヘフへミガラキミガ 肉件直属色処理.ロ縁・体 11
削り。 キ 卸打ち欠昔。

器高 2.7 舛面 黒色 底部 回転糸切り後，外周手持ちへラ削り!
ナデ

4Z1 UJZ • 工岡署 彊 口径 U/.~) -岡田 =ゐ、い褐色
|量白雲告母側

民軒
舛円圃面 へヲラア削す， 曹績ナナナ |常総型. 1.4.8. 

へり干 16.24. 
再面 にぷい褐色 底部 26.28 

421 032 g 主師器 聾 口径 22.0 内面 にぷい褐色
|醐:

昆野
外同画面 ヘヘララナ剛デり 積へナラチミガキ， 横ナデ

常総型. 1.8. 
12.13. 

外面 にぷい褐色 白雲母 15.17 

421 032 10 須恵器 聾 口径 27.7 向面 |尿色
|砂粒

昆野
同外面面 |平当て行具書寝骨キナ!横チナデ

新治罵.illo 1.14. 
18 

外面 灰色

431日32 11 須忌器 甑 3慨 l肉画 |阪貫色
|長白石雲母砂f 埴

昆野
内外面面 |平当行て具世鹿事キナ，へチラ削り目 ナデ

新治需産.五孔式. 1. 22 
底径 14.9 27.32. 

件直 にぷい黄褐色 スコリア 底部 砂目状，ナデ 35 

431 032 12 富良恵器 甑 30附 |肉面 こ命、い貫笹色
!日白書母砂，粗

昆野
l件肉面面 |ヘ当てラ具削僅り.ナ平行ナ聖書キ.ナデ 新の治一需部産媒.付五孔式.肉外面 5 

底径 14.0 着.上半郡富国
外面 にぷい鐙色 スコリア 底部 砂田状。ナデ 的に除去か.

n03i1
1:t 8.21 :官|::|:;:

|日開 聞|ーー底都 ロロナナナデ 回 一 り 見須込恵留器に由簿可付能着性.も千あ葉り産。の 4 

全面回転へラ削り

431 U3. 工岡署 骨 底口径径 1379 6 z形 |向面にぶい誼色
|長砂粒石， 雲石母英， 

昆野
|外EロロヲヲロロナナT. ヘヲへミガラキ削り 体部件置に正位の墨書大 3

デ，回転 加J0 

器高 4.4 外面にぶい橿色 スコリア 底部 全面回転ヘラ削り

431 035 z 工師寄 骨
庖口径径

13.4 以摘 |岡由 にぷい需葡包 昆野
ロロヲヲロロナナナデ， 手持ちへラ削り

器面荒れ. 2.6.11 
6.8 

器高 3.7 外面 にぶい赤褐色 底凱 回転糸切り後，手持ちへラ削り

相 1OO~ 3 主師器 再
庖口径径 1Z76 4 完形 |同画 に~、い赤褐色

|砂粒:
昆野

|件Eロロヲヲロロナナ子デ， ヘ転ラナへナ 底部外薗に線量1Ir+ 10 
固 ラ削り (x) J 0 

器高 3.9 件直 にぶい櫨色 スコリア 底部 企画回転へラ剛り

143 1 00• 4 工師器 再 庖口径径 1Z58 8 完惜 !岡由 に品い置包
|師スコリ側ア

昆野
|件EロロヲヲロロナナT. へ持ヲナちァ 器面荒れ. 9 

デ，手 へラ削り
外面 にぶい櫨色 底部 回転糸切り後。外周手持ちへラ削り

|柑閃5 白 コ巳町P曇聾 矛千 口径 (12.8 ..，.. |岡田 こ命、い買褐色
|師スコリ四ア

民計 i件同圃直 ロロクヲ ロ T 11 
ロナヂ

外面 にぷい賞縄色 底郁 手持ち全面へラ削り

|刷出。 。 現且唖
転'用E硯

同置 14.4 •• |阿国 "'''''官三 首砂粒恒 恒畏， 民町
舛同薗国 へ車ラζ高削田り.7ーナ 鳳産字.硯底部を怠舛膿面由、.新治環 4 

に線刻

件面 黄灰色 白書母 底鶴 同心円状白砂目鹿，ナデ 「土J0 

1431 03~ 7 額恩器
(甑聾) 

口径 (38.0) 1~~ |同画 賀原褐色 長石，砂種 昆野
|外E平当て行具骨寝事，キナ，γ， へラナT. 積ナナ 千葉産. 2.5.7 

輸ナデ 11 
外面 貴灰褐色
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図書-号
器種 器形 法量 (cm) 遺存度 色 調 胎 土 焼成 成形・闇整 備 考 造物番号|置糧

143 閃6 1 主師器 杯
底口径径

1266 6 
8側 同薗 に命、い誼色

|棚スコリ害ア時
且野

|外E慣績ナナナデ 手持ちへラ削り
非ロヲロ.欠損却は打ち欠 6
音。

器高 5.0 外面 にぷい笹色 白色針状物 底部 全面手持ちへラ削り

|伺 036 l 2二冒'寄. 秤
庖口径径 1156 6 

代用 |岡由 |商肱包
|砂量粒恒I 悦 民貯

叫岡面田 |積罰ナナT
デ，手持ちへラ聞り

非ロヲ目。ロ緯の都に油 B
煙付倉.肉面は斑状剥躍。

器高 4.9 外面 褐灰色 底部 全面手持ちへラ再IJり 灯明芯による被勲か。打ち
欠き。

I岨 036 3 I工田署 幹 口径 (11.4) "'" l向面 にぶい褐色 lmスコ.リア
.... 

舛門面田 |園績アナ7
デ，手持ちへラ削り

~~ロヲ目。 3.6.15 

舛面 にぷい種色 白色針状物

143 036 4 |現且寄 幹 口径 (12.4) 30略 |同面 |尿色
長砂粒石 石英 昆野

タ同ト面由 ロロヲヲロロナナァデ
新治窯産. 4 

件面 灰色

伺 036 5 土師器 杯
底口径径 (1(2830) ) 

20軸 |内面 |置包
長砂粒石 石英， 且肝 I外同圃面 ロロヲヲロロナナナデ， 手持ちへラ削り

1.11 

器高 3.9 舛面 鐙色 スコリア 底部 全面手持ちへラ削り

431 036 6 土師器 杯
底口径径 (12704 1 20事 |向面 |褐灰色

曇長石母 石英， 昆野 IRE |積積ナナ7
デI 手持ちへラ削り

非ロヲロ.黒色処理的な土 1.4 
審.灯明器.

畢高 3.9 外面 黄灰色 スコリア 底部 全面手持ちへラ削り

431 036 工師器 重 つまみ部
2

分
7 

l岡田 |彊芭 l甚時 且肝
ロロヲヲロロナナ7

デ
3 

径
高 1.9 舛面 糧色

判I000 H 工帥畢 骨 底口径径
••• |向面 |帽芭

|量砂粒恒 日石英1)7.
.. .. 

|阿外面国 ロロヲヲロロナナ7
デ

体部件面正位の墨書 7 
6.5 『傍』。底部舛面墨画『蓮

器高 3.4-3.8 外面 櫨色 白色針状物 底部 回転糸切り後，外周囲転ヘラ削り 花』

判 036 自 土師器 杯
底口径径 1715 1 

90% |向面 に，，，_い貫褐色
|長砂粒石， 石英 昆野

ロロクヲロロナナデチ， 手持ちへラ削り 見込合部箇油所煙付着.灯明器
1.4.5 

接 打ち欠きか.
器高 4.1 外面 にぶい鐙色 スコリア 底卸 全面手持ちへラ削り

i制1036 10 主廊器 梓
庖口径径

tlZ 7U2 j |岡由 にゐ、い赤褐色
|長砂石粒 石英 昆野

|碍 ロロヲヲロロナナナデ， 手持ちへラ則り |油明煙器ロ縁部内外に全そ周の.灯
1.2.4 

。底部穿孔， 後破

器高 4.6 外面 にぶい褐色 スコリア 底部 全面手持ちへラ削り 蟻晶、.

|制 036 1 主師寄 梓
底口径径

日(7143J ) 
|内面 にぷい褐色

|砂師粒。 雲石英母，
昆野

|外円面国 ロロヲヲロロナナナデ
内外面油健付着.灯明器。 3
内面。被鶴で斑状"1離.

器高 3.8 外面 にぷい褐色 スコリア 底部 回転晶切り後。外周回転ヘラ削り

|判 036 12 土師器 聾
底口径径 1250 9 

91l |肉面 に命、い赤褐色
|砂粒

昆肝
ヘ手持ヲナちナへ，ラ碩削ナりテ。績ナデ

支脚転用.被熱により赤色 14
化・黒色化・灰黄色化，山

器高 13.4 外面 にぶい赤褐色 底郁 全面手持ちへラ削り 砂付着.

|制 036 13 |土師器 聾
底口径径

20.8 95% 
9.0 

|向面 原褐色
|師白書母棚 昆野

ヘへララナミチガキ，積
1

ナナチデ， 繍ナデ
常総型. 4.10 

器高 34.0 舛面 灰褐色 底部 木薬痘

|制1036 14 |二土師器 壷 口径 (14.0) 1冊 |内面 にぷい赤褐色
|長砂粒石.石英 昆野

|蘭手ナ持T へフナT
1.3 

ちへラ削り，績ナデ
外面 にぷい赤褐色 スコリア

l刷 IUJO "1彊且署
(甑聾) 

胴即岨円 l円固 |串芭
|置砂恒粒 恒骨 良町

|外円国面|平当行て具9桓9キナ{縦7横帽で掴格祖子園状)
新治寝産.

外面 黒褐色 自冨母

l刷 l閃6 16 須恵器 置 周部破円 5% |同面 |褐灰色
!日白雲母石英 艮野

|平当行て具聖雇書キナ(績デ位) ナデ
新治窯産。 4 

外面 褐灰色

441 036 17 須恵器 壷 20唱 肉面 賞灰色 長石，石英 良好 向面 ロヲロナデ
|東部海肉産か.貼付底け高部外台。 底 9 

底径 12.7 砂粒 舛薗 ロヲロナ子。回転へラ削り 面自然軸。 薗は
舛薗 黄灰色 底部 積ナデ 胎土中ガラス成分藩解L.

斑状に紬が付着。

1441036 18 土師器 聾 胴母破門 |問画 に品い貫誼色
|長砂石粒 石英 昆野 へフナT 常総型. 1.3.13 

ヘラミガキ
舛面 にぷい褐色 自冨母

|制 037 1 1 :t町署 幹
底口径径 l(z 6o 7) 

.'" 向面 にかい桓色
長砂粒石，。 雲石母英

昆野
同外面面 信積事ナナナデ.手持ちへラ陶り 非ロヲロか.付ロ極着.・休部肉

2.3 
外面等に油煙 灯明 36-3 

器商 4.0 外面 にぷい赤褐色 スコリア， 底部 全面手持ちへラ削り 器。
白色針状物

|判 037 2 土師器 杯
底口径径 'Z60 3 

S師 同面 にゐ、い買担色
長砂粒石 石雲母英

昆野
外同面圃 ロロヲヲロロナナチデ， 手持ちへラ削り 斑ロ縁状郵剥肉厳薗に油煙付着L. 12 

若干.灯明器.
器高 4.2 舛面 にぶい賞笹色 スコリア 底郎 手持ちへラ削り

441 001 3 主師器 杯
庖口径径 1718 1 

1U"， 
|舛円面由|肱に寅ぶ帽い包黄褐色 砂量粒白， 石英， 昆野

再岡面田 ロロヲヲロロナナナデ. 回転ヘラ削り 斑肉面状剥。舛魅か顕著らの。被鱒による 12 

器高 3.6 にぶい質灰色 庖飾 回転糸切り後，回転ヘラ削り

441 037 • 2二宮'署. 骨
底口径径 t l 7l Z1 J .'" 向蘭 にぶい置包

砂長粒石 雲石英母，。
昆野

舛向面面 ロロヲヲロロナナγ
デ

7 

器高 4.0 外面 にぶい賞褐色 スコリ 7 庖郁 回転糸切り後，外周手持ちへラ削り
白色針状物

441 037 b 主廊器 梓
底口径径 111686 J ~ |岡由 |肱褐色

|長砂粒石 雲石英母
昆野

ロロヲヲ ロナナ 1-3.6 
ロナデ，回転ヘラ剛り 39A-4 

器高 3.9 再面 にぷい檀色 スコリア， 底部 回転糸切り後件周回転ヘラ剛り
白色針状物

441 037 6 土師器 杯 S噛 |同面 にみい貫褐色
砂長粒石 雲石英母， 艮野

|舛Eロロヲヲロロナナナデ， 回転ヘラ削り
3 

底径 (6.3) 
外面 にぶい黄褐色 底部 回転車切り後，舛周回転ヘラ削り

441 037 7 土師器 杯
底口径径 1618 4 

8師 |同画 にぶい買褐色
長砂粒石 石雲母英

昆野 l件内面箇 ロロヲヲロロナナγ
デI 回転へラ削り

2.4.14 

器高 3.5 外面 にぶい賞褐色 白色針状物 底卸 回転糸切り後。舛腐回転へラ削り

!判 037 8 主師器 杯
庭口径径 [1(z 7g5J ) 

2侃 |同画 にゐ、い赤褐色
砂長粒石 雲石母英

星野
|外内面面 ロロヲヲロロナナ7

デ， 回転へラ削り
内面下半油煙付着.灯明 2.3 
器.

器高 4.2 件直 にぶい赤褐色 スコリア 底却 回転品切り後。舛周回転ヘラ剛り
白色針状物

|判 U;JI • |工田署 皿
底口径径

t lb7U0 J J:J~ |岡田 こ4かい褐色
量砂粒骨， 露骨骨量

t 

且苛
外同面国 ロロヲウロロナナナデ， 回転ヘラ削り

1.2.14 

器高 1.5 外面 にぶい樟色 スコリア 庖郵 回転糸切り後，外周囲転ヘラ削り

|判 037 10 須恵器 杯
底口径径 t1Z642 J 間賞 同画 |尿色

長白石色針，状物
昆野

l同外函面 ロロヲヲロロナナγ
デ

南比企産. 2-4 
36-1. 

器高 3.8 再薗 灰色 底部 回転品切り無調整 39A-4 
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F園番号
器種 器形 法量 (cm) 遺存度 色 調 胎 土 焼成 成形・調整 備 考 遺物番号

|遺構

|判 U;S1 工田署
庖口径径 (14633 ) I~ 肉面 に，)'.い桓色

l砂長石粒 石雲母英 昆野
同外面由 へヲロミナガキデ 底部墨書『平正J. 1.3.4.14 

ロヲ
器高 3.7 外面 にぷい趨色 底割 ヘラナデ

|輔 U畠S II 工師醤 幹 "~ 円圃 にぷい貢橿色
砂長石粒 石雲英母

昆野
肉外面面 ロロヲヲロロナナナデ! 回転ヘラ削り

|体部外面墨書ロ』 2 
底径 (6 0) 

外面 にぷい櫨色 スコリア 底割 回転晶切り後，件周回転ヘラ削り

145 037 13 土師器
|凪 底口径径 1 4 749 J ロυ. 阿国 にゐ、い橿色

砂骨組骨 石雲英母 且軒 阿外面国 ロロヲヲロロナナナデ! へフミガキ 内外函.館底卸刻。 内面x『腐)生』 1， 2. 4 
事J.QUII r+ ( 

器高 3.1 外面 にぶい笹色 スコリア 底師 回転品切り後.高台貼り付け

14• 037 14 主師器 聾
庭口径笹 EZ54 6 75~ 内面 赤褐色 長ス石コ，リ砂ア聴， 昆野

同外面面 へへララナ削デり 積繍ナナデヂ 1.3.6 

器高 9.2 外面 赤褐色 底部 ヘラ削り

401 UJI ，. エ聞醤 軍
庭口径径 '464 0 1.. 肉面 にぷい種色 砂長粒石 石英. 昆軒

外阿面国 へフラナ削γ，輔横ナナ? 器面の摩耗顕著. 1.2.13. 
へり，デ 14 

器高 13.1 外面 にぶい橿色 スコリア 底部 へラ削り

401 UJI 10 エ聞害事 彊 庖口径径
21.1 凱品 肉面 にゐ、い褐色 砂長粒石 石英. 昆野

外円面国 ナへア， ヘ，ヲ横ナア，デ輔ナ? 1.2.4.9.14 
7.8 ラ削り ナ 398-2 

器高 17.7 件直 にぷい縄色 底部 全面手持ちへラ削り

451037 17 須恵器
( 聾甑) 

闘部砲片 向面 頁肌芭 長自石冨母， 申租， 民貯
阿外面国 平当て行具聖寝書，キナγ 新治窯産. 11， 14 

ナデ
件面 賞灰色

451 037 18 須恵器
( 聾甑) 

岡部碩片 内面 暴色
長白石雲母， 

昆好
向外面面 当へてラ具南~寝り， ナテ |新治需産. 8 

件面 黒色

451037 19 須属器 壷 胴部破片
外肉面面 i灰属褐色色 砂粒 且好

肉外面面 ロロヲヴロロナナデデ |軸東海の産付か着・書外面に暗縁色の 5 

紬色 暗オリーブ色

45υ.， lU 調島署 彊 IU' 内面 に品い貫担色
長白石書母.砂，粒 民計

外内面面 当へてラ具剤僅り ナナ， へキフ7，7 新治窮産。 1.2.4.10. 
底径 16.0 平行告書 ナデ 14.36-3.4 

外面 にぶい黄担色 スコリア 底部 繊維質の敷物痘，砂回復 38-14 

相 03 21 調且骨 亜 底割岨R 円由 |買蹴帽包
l長砂石粒 石英， 昆野

阿外面国 ナへァラ削り
新治需産. 14 

件面 にぷい褐色 白雲母 底部 繊維質の敷物痕，砂目痕

|柑 UJo エ聞置 幹
底口径径 12 62 

.，禍 向面 |麗買置芭 l長砂石粒， 石英。 昆野
件向面面 ロロクヲロロナナ7デ， 手持ちへラ削り |醐舗のー肉件直剥化脚.・口縁 2.7.15 

卸黒色
器高 4.1 外面 議賃値色 スコリア 底部 全面手持ちへラ削り

145 038 z 主師器 再
底口径径 1360 3 完形 同面 =ゐ、い赤褐色 砂ス施コ，リ富ア母_. 量計

内外面国 ロロヲヲロロナナ子デ， 回転へラ削り |被一鱒旬 輔荒れ向帽の 4.5.6. 
に黒ずみ. 9.12 

器高 4.0 外面 にぷい褐色 白色針状物 底翻 回転糸切り後!外周回転へラ削り

451 038 3 主師器 杯
底口径径 12 3S 7 z形 肉面 にa、い桓色

|砂ス阻コリ害7母. 
艮好

外肉面面 ロロヲヲロロナナデデ. 回転へラ削り
彼一熱部， 器面荒れ， 肉外面の 3

に属ずみ・赤み.

器高 3.9 外面 にぷい鐙色 白色針状物 底部 回転糸切り後f 外周回転へラ削り

~I UJo d専 工田署 骨 底u聖径霊 146EU 9 '" 岡田 |置包
|帥砂粒 骨雲母量

民計 外円園語 ロロヲヲロロナナ?デ， 回転へラ目~り 体節外面にロ積緑位郎の墨書 1 
『僧J. 肉外面に油

器高 4.4 持面 にぷい櫨色 スコリ7 底鶴 回転糸切り後。舛周回転へラ削り 煙付着.灯明器.打ち欠き
4箇所.後に墨書曲、.

451 038 b 主師器 梓
底口径径 1Z65 1 30也 肉面 にゐ、い赤碕包

|長砂粒石， 雲石英母，
昆野

件肉画面 ロロヲヲロロナγ 鍍拠器面最i醸番。 8.15 
ナデ.手持ちへラ削り

器高 4.1 舛面 にぶい赤褐色 スコリア 底部 回転糸切り後篠田整

4tJI UJ8 6 調且畢 骨
庖口径径 HZ 6U5 1 JU効 円由 |肱買包 |日砂粒， 石英

昆野
外円面曲 ロロヲヲロロナナァデ， 手持ちへラ削り

新り治.寵産由、.肉外面火栂あ 2.11. 
39A-l 

器高 5.1 舛面 灰黄色 白星母 底旬 全面手持ちへラ同日り

451 038 エ聞轟 骨
庖口径径 (2(9127) ) JI1袖 肉面 |晶芭

|師砂粒， 雲石英母，
民計

外肉圏面 へ回転ラヘミガラキ剛，り，ロヲロヲロナロナナデ
肉面黒色処理.外面平行法 2.3.13. 
線顕著。金属器模倣晶、. 14.16 

器高 7.6 舛面 にぷい賞褐色 スコリ 7. 底部 へラ削り
白色針状物

451 038 8 頭車器 甑 1怖 同面 |買灰色 |長石，砂班 昆野
舛同面面 ヘヘララナ削デりf 平行聖書キ

新治窯産自 2.14 
底径 (16.3) 

外面 貧灰色 底郁 砂目状

4::J IUJ~D Zこ留'寄~ 宇や
底口径径 6切8 

也U，阿国 |眠直帽芭
|四スコ，リ甚ア埠， 

量計 舛阿面国 ロロヲヲロロナナナデ， 回転へラ削りか 器ずみ面荒.れ，底部肉薗等に黒 39A-1， 2 

器高 3.9 件面 にぷい質鐙色 白色針状物 底郁 圃転糸切り後，舛周回転ヘラ削りか

451039 2 エ闘畢 幹
庖口径径

1.8 111泊 肉面 に.~、い橿色
|砂粒:

昆野
向外面面 ロロヲヲロロナナァデ 器若面干荒あれり 底部肉面に剥陸 39A-2.5 

6.3 
器高 3.9 外面 にぷい糧色 スコリア 底部 回転品切り後無闇聾

40IUJ!lt5 よ3 エ田署 骨
底口径径 l l(u7ft1SJ ) IU， 肉面 |届帽芭

|砂帥粒， 石雲母英. 
民計

内外面面 ロロヲヲロロナγ 肉面ー部油煙付着.灯明 39A-l.2 
ナヂ，回転ヘラ削り 器.

器高 4.0 外面 褐灰色 スコリア 底節 全面回転へラ削り

401 UJ9回 4 エ間帯 砕
底ロ擾径 1z6g 5 凱周 同圃 に品い橿色

|砂日粒. 石冨母英ι 

昆野
阿外面国 ロロヲヲロロナナ?ヂ， 回転へラ削り

39A-1.2.4 

器高 3.5 件彊 にぷい櫨色 スコリ7 底部 回転糸切り後I 外周囲転へラ削り

451 UJY魁 b ヱ闘嵩 砕
底口径径 tlZ 7S0 J ou蒲 外同面由 |属に包ぷLにかい笹色 |砂長粒石.石雲英母。

昆野
外円面圃 ヘフロミナガキデ. 体郎外面に倒位の処最書理. 39A-l.2 

、檀色 ロヲ 回転ヘラ削り 『来J.内面黒色
器高 4.8 暗褐色 スコリア， 底部 回転へラ削り

白色針状物

4:)1 UJ9lS 。ヱ田署 幹 底口径径 1470 9 以J渦 円圃 |属包
|砂長粒石.石冨英母。

民計
肉件面面 ロロヲヲロロナナT. ヘフちミへガキラ削 肉画展色処理. 39A-2.5 

デ手持 り
器高 5.1 外面 にぷい賛橿色 スコリア， 底部 全面手持ちへラ削り

白色針状物

610398 ヱ同署 骨
庖口径径 3 80鴨 |向薗 |褐灰色

|長砂粒石， 石雲母英， 
昆野 ロロクヲロロナT 向面油底煙部付積と体.部釘舛面白ー田 39A-4 

6.0 ナデ，手持ちへラ削り に 明器。

器高 4.0 舛面 にぷい褐色 スコリア 底部 全面手持ちへラ削り

|咽IU岬白 e 2二百'笹野 宇.

|誌
tt6ta7 り ... |外阿面国 に二必ぷいい宿笹包色， |量砂粒恒 恒畏， 民町

|外阿面国|幅横7ナ7デ.手持ちへラ削り 長一文召墨(書呂)『大長歯・・車』神体部(代外)面
39A-2.15 

器高 3.9 褐灰色 スコリア 底節 手持ちへラ削り 横位.庖節ヘラ書き.非ロ
ヲロの土器.

14"1山田 • 工同署 骨
底口径笹 【1(2742j) 21鳳 |円由 |に品い耳置包

|砂嗣粒， 桔
長野

|件E|積績ナナナデ. 手持ちへラ削り 底ロ部ヲ外ロ面の土に器墨書. 口J.非 39A-l.20 
36-3 

器高 3.2 件面 にぷい績色 スコリ7 底節 手持ちへラ削り
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F凶哩!号
器種 器 形 法量(叩) 遺存度 色 調 胎 土 焼 成 成形・調整 備 考 遺物番号

|潰舗

|輔 1039日 10 主師器 杯 内面 にぷい寅桓色
|踊砂粒， 石雲母英! 

昆野 ロロヲヴロナT. へフへミガラキ削り 39A-1. 2. 7. 
底径 7.1 ロナデ，回転 20. 

舛薗 にぷい檀色 スコリ 7 底部 全薗回転へラ骨jり 37-2 
白色針状物

1'. !出叩 コニ町宮窪蚕 平予
底口径径 1162 7 15% 同画 に"れい種色

|砂量石粒I 雲石英母，
艮肝

再同面面 ロロクヲロロナナナデ 回転へラ削り
39A-l 
37-2 

器高 (4.0) 外面 にぶい黄櫨色 スコリア 底部 回転ヘラ削り

IU3YH 12 主田署 再
底口径径 (1(6136) ) 35首 向直 にぷい買喧色

|砂日粒! 石英
昆野

外円面囲 ロロヲヲロロナナァデ! 手持ちへラ削り
底都墨書『止』。内面見込 39A-1. 11 
部被熱による斑状事l離。

器高 4.0 件面 にぷい橿色 スコリア 庭師 回転糸切り後.舛周手持ちへラ削り

610398 13 エ闘骨 砕
底口径径 1680 3 70百

外肉面面 |黒灰色縄色。にぶい種 |砂同粒。 雲石英母，
且好

再肉面面 ロロヲヲロロナナ子デ， ヘフヘミガラキ削り 内面黒色処理固 39A-1.2.7 
回転 37-3.4 

器高 5.3 Iこぶし、橿色 スコリ 7. 庖部 回転品切り後I 外周回転ヘラ削り
白色針状物

10398 14 主師器 再
庖口径笹 1260 4 20lも 向面 に".、い躍包 長砂粒石， 吾雲母英! 昆野

外同由面 ロロヲヲロロナナ7デ， 回転へラ削りヲ
39A-l.2 
38-2 

器高 (3 7) 件直 lニぷい檀色 スコリア 底部 回転ヘラ剛り?

14ti |山田 1~ 現且嵩 骨
庖口笹径 1363 4 '1Jj‘ 同面舟 に賞，灰s、色い種色 量砂粒告I 白石雲英母! 

sl軒
件円圃直 ロロヲヲロロナナナデ， 手持ちへラ再IJり

新治3窯箇産所.に油煙が口縁都内
面 付着灯明器. 22 

器高 4.5 スコリ 7 底部 手持ちへラ削り

103田 16 主師器
手土程器 底口径径 654 5 

8冊 円由 l肱買間色
長砂石粒! 石雲英母

昆軒
舛内面面I績指ナ頭ナ. 横ナデ

39A-2 

器高 4.1 外面 にぷい賞撞色 スコリア 底部 木葉痘

0398 1/ 工帥聾 量 つまみ3部0分 肉面 にぶい賀直包
砂ス粒コ。リ雲7母，

昆野
持同面面 ロロヲヲロロナナナデ

39A-12 
径
高 1.3 外面 にぶい櫨色

|山田 18 主帥器 聾 ~% 肉面 にぷい宿包
砂長粒石 雲石英母.。

良野
舛肉面面

へフナT 39A-l. 2. 20 
底径 (6.3) 手持ちへラ削り

外面 にぶい黄櫨色 スコリア 底部 全面手持ちへラ削り

461039也 19 土師器 聾 口径 (1ti.3) 併用 |同由 にbい事調包 長砂石粒 幅英! 昆軒
同外由面 へ持ヲナちT.ラ碩削ナり7 39A-2. 3.17. 

手 へ ，横ナデ 18.21 
件直 明赤褐色 398-1 

2.3 

461039日 20 主師器 聾 底口径径 t1{88b4J ) 
l肉面 灰黄褐色

長砂粒石白石書英母I 

昆野 外向画面 ヘラナT. 積戸、ナフT 常総型.向面下部 被害喜に 39A-l. 2. 20 
ヘラ南IJり， ミガキ よる斑状剥離あり。 36-3. 

器高 (29.9) 舛面 にぷい黄樟色 スコリ 7 底部 木業直晶、 手持ちへラ削り 37-2 

4610398 21 ヨ二回'署I 彊
底口径径 1B70 9 20% |向面 にゐ、い買桓色

長砂粒石白石雲英母t.
良好

外同画面 ヘへララナ再IJ子り。. 積ヘナラチミガキ， 横ナデ
常総型.肉面被鶴による 39A-l. 2. 4 
斑状IjIIJlII顕著。 36-3. 

器高 33.1 外面 医褐色 λコリア 底部 全面手持ちへラ骨11') 37-2. 
38-2. 

，.υ3.D l孟 温風寄 軍 』破墨田片 |肉面 灰褐色
砂長粒石，白石雲英母.

民貯
|持円面固 |手当持て異ち僅へラナ削?り ヘラナデ 新治状葉産事l直.撃肉面， 披露喜によ 39A-l 

庖径 (15 1) る斑 38-2 
外面 灰褐色 スコリア 底節 ナデ

4610398 23 土師器 聾 30怖 |同面 尿褐色 砂長石粒。.白石雲英母~. 艮野 ヘララナ削T. 積ヘナラテミ 常総型. 39A-l0.13 
底径 8.0 へ りI ガキ。績ナデ

外面 にぶい赤縄色 スコリア 底部 全面手持ちへラ剛り。ナデ

4610398 24 須恵器 聾
屑小都片 |円函 褐灰色

|長砂粒石白石雲英母! 

昆野
|件E|積平ナ行ナ~~ナキTナデ 新る治斑窯状産剥障。顕内面著 被熱によ

39A-l 

舛面 貨灰色 スコリア

4610398 25 調恵器 聾
胴小部片 |肉面 寅灰色

|長砂石粒。 石雲母英! 

昆野
|件E|同平心行円9文9キ当て臨 ナ7

湖西窯産由、。 39A-16 

件面 貴灰色 スコリア

4610398 26 積極器 聾 胴破師片
|外E肱オ包リーブ黒色

l申極 昆軒
|件E同平心行円事文9キ当て，具ナ痘デ. ナナ 湖軸西被窯り等。の東海産.自然灰 39A-l. 2. 6 

軸 オリーブ黄色

461 U3Y8 21 1lI嵐醤 聾 |肉薗 にぷい貫桓色
|砂長石粒! 石白英雲母

艮野
|外E平ヘ行ラ削宮告りキ。 ナナ 新治の寵農産色物.底部内面に墨書 39A-2 

底径 (15 2) 状 付着。媒晶、。

件面 にぷい黄櫨色 底部 網代痘砂目状値

4/1 UJ9ts 28 現且嵩 霊 口径 J3.l 0% |向面 にぷい寅種色
|砂長石粒.白石雲英母.

昆野
輔平ナ行ナ聖書キ 横ナデ

新治察産. 39A-2 

外面 にぶい櫨色 スコリア

4/1m冊目 .u ヱ同署 幹
庖口径径 1680 1 .，品 |岡田 晶両巴

|砂長石粒! 雲石英母。
昆野 122 ロロヲヲロロナナγ。ヘフヘξ 刀ラキ削り 肉面黒色処理。 1.2 

デl 回転 39A-21 
器高 5.1 件直 灰賞褐色 スコリ 7 一部へラミガキ

白色針状物 底部 全面回転ヘラ削り

4qUJ~ts 31 現且揖 幹
庖ロ怪径 126Z3 4 '''' |岡田 肱芭 民計

|件円圃面 ロロヲヲロロナナ?デ 南き比マ企産.欠損部打ち欠 1.2 
39A-21 

器高 3.5 外面 灰色 スコリア 底部 回転品切り無関盤

471 0柑 主師器 杯
底口径笹 1Z59 7 85鳴 |同面 褐灰色!鳳褐色

|師砂粒， 石雲母英I 

昆野
ロロヲヲロロナナ7デ， 手持ちへラ削り

46.47 
66 

器高 3.1-3.7 外面 灰褐色!黒縄色 スコリア 底部 回転品切り後f 一部手持ちへラ自IJり

471 040 2 土師器 杯
口底怪径 1364 6 回鴨 同面 に"、い担色

|長砂石粒I 石雲英母，
且好

同外画面 ロロヲヲロロナT 被剥告離書にあより.り向舛面のー部に 5.17 
ナデ，回転へラ削り

器高 4.1 外商 にぷい橿色 スコリア 底郁 回転糸切り後.舛周囲転ヘラ削り

|引|明。 a 工問書 幹
底口径径 lZ621 3 .Ul‘ 阿国 にゐ、い褐色

|量砂粒恒。 雲石英母，
毘貯

持阿面国 ロロヲヲロロナナ7デ， 回転へラ削り
底鶴肉舛面に黒ずむ部分あ 1.38. 
り。 39.40. 

器高 4.2 外面 灰褐色 スコリア 底郁 回転糸切り後.再周回転ヘラ削り 66.67 

14'1040 4 主師器 秤
底口径径 {12673 ) 40l‘ 同由 にぶい褐色 昆野

舛円面由 ロロヲヲロロナァ 1.7.33 
ナデ，手持ちへラ削り

器高 4.2 外面 灰褐色 スコリア 底部 回転糸切り後，件周手持ちへラ削り

14'1叫 b 主陣嵩 秤
口底径径 (13602 1 似品 肉面 |震直置包

|砂ス粒コリ雲ア母 良野 同件由面 ロロヲヲロロナナァデ。 回転ヘラ削り
被害事により肉再面の 郁に 9.66 
斑核融l離.

器高 4.0 外面 黄櫨色 底部 回転車切り後!外周回転へラ削り

U4U 。 エ同署 骨 慮口径笹 (1{36031 ) 
Jl1ヲb 向面 |直芭

石雲母英 申租 民肝 外円圏面 ロロクヲロロナγ 3.6 
ナデ回転ヘラ削り

器高 3.9 件面 にぶい櫨色 スコリア 底部 回転ヘラ剛り

1471 040 1 主師器 杯
底口径笹

(12 
65 
1J 3冊

外内面面 |褐に色ぶい褐醐色色， |砂ス粒コリ雲ア母， 
良野

外同園面 ロロヲヴロロナナ
1.25. 

ナデ，手持ちへラ削り 42 
器高 (3.0) 黒褐色 底部 回転晶切り後，外周手持ちへラ削り

1411 040 8 主師器 杯
鹿口径径 (1(3699} ) 

15~ 向面 |両氏色
石雲母英. 申粗， 昆野

舛肉面薗 ロロヲヲロロナナナデ， 回転へラ削り
1.23. 
66 

器高 4.4 舛面 にぷい赤褐色 スコ 'Jア 底部 回転ヘラ剛り

99一



目図書骨
器種 |榔 法量{聞) |遺存度 色調 胎土 |脚 成形周盤 舗 考 |遺物番号

|量制

141 |醐 ' ヱ師寄 軒

鹿径 (8.2) 外同圃面
南民・-肱縄P 包色a 、畠揖品 量砂ス魅画ヨリ雲画7母誕

昆野
叫底同卸圃薗 回ロロ転ヲヲ糸ロロナナ切すデり後目回，転へラ削り

|Z?聞によ柑醐 14

外周回転へラ削り

|削 開。 IU ヱ田署 JDl 

底畢日程径高
13Eb 3 .，j‘ 同圃 1二ゐもい帽芭

量砂ス粧告コIJ 雲曲7母轟
昆野

外底円却面圃 回日ロ転夕ヲ糸日ロナナ切7デり後無闇聾
軍鳳需ずみ，日・韓赤み・. 1'.18 

2.0 外面 灰褐色

|削 U4U エ田署 聾 凪憧 ¥1:1.1) IU‘ 岡田
量砂~粒幅コリ雲幅7提母

昆膏
外阿面国 圃重ナ量ナ士 、ラ削り， 横ナデ b6u7 .66. 

外面 種色

141 刷。 IZ ヱ師事 聾 日程 lZl.1I1 4冊 岡田 に£い帽包

晶砂3白t粒画色コ針，目リ露b7状轟骨物. 目

星野
外同面園 へ，、ヲラナ剛?り 薗横ナナ?デ

外面 |にぷい褐色

4/1 U・0 ，. エ田署 'lI! ....霊童 UD.tI} """ 問圃 |民情芭 l町砂ス粒コ，リ四雲7母，

且貯
阿外面国 |円へヲラア削り.圃績アナ?デ

外面 |にぷい褐色

4/1 U4U 14 エ田署 E 
底笹 """ 同圃

|脱ド帽ど包，、*..... l 嗣砂X粒コIJ 惜雲7母， 

且酎
外底岡面部田l手-回持転糸ちへ切ラり削?後り， ナデ

糸切'J痕か.6.4 
舛面 pぷい赤褐色

4/1 U4U ，. ヱ田署 圃
底笹 (15.4) 

•• 岡田 |脱帽芭 |量砂粒骨 骨量 昆野
外底円旬圃面f手ナ…持デちへラ剛剛りり 積ナ子

151 

外面 にぷい橿色

4/1 U4U 頭車置 聾
破胴圃片

同圃 |肱帽包
|開スコリ閉ア，

昆野
l同外面圃 |平由工行晶聖担書キナナ

子嘉雇. 問，凶

外薗 |醐色

4・F 開。 11 頭車寄 聾 l日程 lZII.81 b胃 同由 |に必い帽包 lH砂ス粒ヨ，リ雲時7 母.

良野 I同件面圃 |圃積ナナすヂ
子裏A. .3 

外面 にぷい赤褐色

4/1 U4U ，. 豆田 1'h1t 4 Z 仲田 |巳晶い置芭 l申買栢工
，、ラ削り

56 

胎土 にぷい橿色 へラ削り

4/1 U41 Z田署 砕 l 底M憧笹 uz7s4 J 凱局 |岡田 =ぶい置色
|砂田粒 恒提

且酎
|外Zロロヲヲロロナナ7デ目 回転ヘラ削り

見込状部剥の瞳 ー卸に叡需による 5
斑

愚直 3.9 外面 にぷい思褐色 スヨリ7 底部 回転糸切り後，外周囲伝へラ削り

4/1 U・l z エ師層 軒 庖口径径 1364 7 45首 |肉画 =晶い種色
|師砂粒 石英

昆野
|外Eロロヲウロロナナチデ， 回転へラ削り

積ず額み 接面荒れ目 ・部に鳳 1. 3. 4 

鑓高 3.9 外面 渇質密色 スコリ7 底師 回転へラ削り

47 刷1 3 主厨書 秤
底口径径 I1Z695 1 4碕 |肉面 |鳳褐色 |師砂粒 石英

昆野
|霜 ロロヲヲロロナナγデ，手持ち・回転へラ削り

書口語.翻外面油煙付着.釘明白

揖高 4.1 外面 にぷい笹色 スョリア 庖蹄 回転糸切り後.外周回転へラ削り

削 1041 4 主町署 皿
庭口径笹

IZ66 1 
柑.， |肉画 にb-い褐色

量砂石粒田.石冨英母
昆野

|外Eロロヲヲロロナナ7
デ， へラナデ

4.7 

器高 2.2 外面 にぷい褐色 スコリ7 庖甥 回転糸切り傭銅盤.

1471 041 ー 主師器
|拝

~ |岡画 属包
砂長粒吾. 石英. 昆野

|外Eヘラミロナガキデ
向面鳳色処理. 8.9 

底笹 7.5 目。
件面 にぷい黄橿色 スヨリ7 車鶴 ロヲロナデ

1471041 E 主聞書 聾 口径 (10.4) .，‘ |同画 に命、い買種色
長砂艦石.石英. 昆野

|舛Eへヲラナ削ナ
g 

へ り.績ナヂ
外面 にぶい赤縄色 スコリ7

141 田1 F 頭車寄 聾 b克 |岡画 明赤褐包 最砂粒画， 画栗田 昆野
|外E，、ララ削す7 干斑薬抹庫jll画.監蹟肉薗， 複棋による 4.9 

車笹 01.8) へ り，平行聖書キ 著.
外面 明春褐色 底部 銀関聾

148 叫1 自 玄関
|票

167.6 6 |野面 に晶い橿色 静買桔主 昆野
へへララ則剛りり

10 

径

|咽回a エ田署 1画杯官胃 底口径径 t『a64・J """ |外岡面田 幅属告褐書官色E，. 明膏帽芭 量砂粒恒目 恒畏. 且骨
問外面囲 ，ロ、フヲロミナ珂守ヂ， ヘラミガキ |棚事UIIIに.より 向外面に跡 5.10 

器高 5.9 にぷい橿色 車郁 ロヲロナデ

|柑|醐 z ヱ帥置 枠 口径 也 IU> 円圃 層面包目露両包 砂量告粒. 告轟， 昆野
外岡田薗 ロロヲヲロロナナγデ |醐制躍に.より，肉帽に融 2.8.9 

外面 にぷい賞褐色

|朝国語 • エ田署 |晶冒杯胃 口径 ¥UI.l} IUl・ 円圃
揖に帽ぷ芭い橿色 量砂粒恒， 恒員， 艮野 外肉薗薗 ロロヲヲロロナγ目へラミガキ 外面によ油る煙斑状付着jll圃11肉面， 軍 4 

ナデ 艶に

外面 にぷい審褐色 白色針状物

| 相聞 4 主師書 量 口径 (14.1) .1 肉函 明赤褐色 量砂艦画， 石英， 昆野
外同面由 へ手持ヲナち7へ・ラ削仏領ナデ 状日銀剥都躍内.面， 穫量豊による斑 2.7 

外面 明赤縄色 底師

|崎明S 。 ヱ聞画 2Di 肉薗 に晶い褐色 |量砂石粒・石英， や不や良 同外画面 へラロ亘ナガキデ 付け高台. 1.3 
底径 7.6 目。

件面 にぷい橿色 底侮 回転へラ切り後，外周ロヲロナデ

48叫3 6 ヱ師揚 高台杯供 ー‘ 同蘭 =ぶい赤褐色
|師砂粒 石英

昆野
外同画面 ヘラロミナガキデ

ロヲ
外面 にぷい貴橿色

相田昌 11.:1:.聞書 聾 口径 122.1) 1冊 同画 県に褐ぶ色い橿色 |嗣砂盤 石英
昆野 I岡外面田 ヘララナ削T.圃繍ナナナ 周織部に外よ面る斑・故口信事l樟瞳肉.面に軍

1.2.7 
へり，デ

外箇 にぶい鍾色

48IU・4 Z聞置 聾 ロ置 19.4} IU> 岡田
|帯属雨褐芭色 |目砂粒白骨量・ 島町

|岡外面田 手，、持ラナちデへ.ラ慣削ナりテ. 横ナデ 持崩薗落田あ鶴り 軍需による器薗 3

外面 暗赤褐色 スョリア

48 柵 4 z ヱ田署 量 口径 ¥13也J 101‘ |同圃 こぶい帯雨包 |砂量骨粒 骨量 昆野
|外同圃面 ，、持ヲ7ちT.ラ唖剛7り7 1.8 

手 へ .積ナデ
舛面 にぷい赤褐色 スコリ7

l柑|刷4 • エ田署 彊 口径 ¥13.4J ，.， |同圃
|帽鳳暗閉縄赤褐色包色

|長砂植石， 骨量・ .ot 
|外岡田面 へヲ T.ラ慣剛7り7 状回線剥留腫外.面， 檀需による斑 4

手持ちへ ，横ナヂ
件面 スヨリ7

|帽|剛 4 ヱ田署 量 口径 1l1l.4} .j‘ |岡圃 に晶い橿色 |師砂組・石英 昆野
|外同圃面 ，、フラナ削ナ.績圃ナナナ 目録郎外面に事官匝. 6 

へり.デ
外面 日?一子い橿色
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第 7節中・近世その他

1.遺構

遺構については，中・近世のものに加えて，時期不明のものも掲載した。報告する遺構は，炭窯が3基，

土坑が213基，溝状遺構が 1条である。

(1) 炭窯

020 (第51図，図版14)

北調査区(I区)北西端の 2A -15グリッドに位置する。西方向に谷を臨む台地の縁辺に立地する。形

態は長方形である。長さは1.90m，幅は1.51m，確認面からの深さは18cm-21cmで、ある。底面の長さは1.73 

m，幅は1.25mで、ある。底面はおおむね平坦であるが，細かくみると中央と南側がやや深い。炭化物が底

面上に薄いが全面に広がって堆積している。その上部の堆積土は黒褐色土で，自然堆積と考えられる。出

土遺物はない。

031 (第51図，図版14)

南調査区 (II区)南側中央の 8C -89グリッドに位置する。南方の支谷を臨む台地縁辺に立地する。確

認面は北から南に緩やかに下っている。調査所見では 2基の炭窯が重複した遺構であり，北側が新しく，

南側が古いとしている。しかし土層断面の切り合いで把握されていないため，新旧関係は不明とする。ま

た底面に段差をもっ 1基の遺構とも考えられる。

遺存のよい南側のものをみると，壁土端の平面形は楕円形であるが，底面は長方形である。長軸方向が

ほぼ正東西方向である。上面の長さは2.94mで、ある。幅は1.7m程度と推定されるが， 1基の遺構である

場合1.97mで、ある。確認面からの深さは57cm-63cm，底面の長さは1.65m，幅は86cmで、ある。底面は平坦

で，壁との境は明瞭である。壁は斜めに立ち上がる。底面上には，炭化物がかなりの密度で堆積している。

その上部の堆積土の様相は不明である。

北側のものは，長さ・幅とも不明で、ある。底面は北から南に下っているが，確認面からの深さは40cm前

後である。南側の底面よりも18cm程度高くなる。壁との境は不明瞭でやや緩やかに立ち上がり，上部で急

傾斜になる。

遺物は，縄文土器片(分類不明・ 32g) と土師器輩片 1点 (24g)が出土したのみである。

053 (第51図，図版14)

南調査区北東寄りの 7D -16グリッド周辺に位置する。なかに入った台地平坦部に立地する。形態は方

形である。検出面の形態はかなり丸みをもつが，底面は正方形に近い形態である。検出面の規模は2.05m

-2.25m，確認面からの深さは1.05m-1.17m，底面の規模は一辺が1.3mである。底面中央部が壁側よ

り5cm-10cm程度窪んで、いる。その部分の平面形は隅丸方形的で，規模は45cmx 50cmで、ある。底面から壁

の境はやや丸みをもっ。壁はやや斜めであるが，深い遺構のため，かなり急角度で立ち上がる。堆積土は

炭化物を多量に含むと思われるが，詳細は不明である。出土遺物はない。
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020土層
1.黒褐色土層
2 _黒色土層 炭化物主体，焼土多，床面全体

第51図炭窯 (020・031・053)

(2) 士坑

ここでは，中・近世の可能性の高い，性格不明の掘り込み遺構として， 028-P 1 -P 33・030・034・

整理時点で付した054-059・番号外土坑173基について説明する。全て E区検出の遺構である。

028-P 1 ~ P 33 (第52-54図，第11表，図版15-18)

028は，広域に分布する土坑群に P1-P33の枝番号が付された33基の土坑であるが，各土坑は便宜的

に付けられた番号であり，別個の遺構である。また，近接して位置するもののなかには直接関連するもの

もある可能性もあるが，それは028以外の土坑との関係においても同様である。

各土坑の位置，形状，規模等は，形状表(第11表)に記したので，各項目について全体をまとめたい。

形状:平面形は不整円形または楕円形と大差ないが， P23は長楕円形である。断面形は，台形または隅

丸逆台形が殆どであるが，底部と壁の段差が少なく底部もフラットではない半円形 (P11)や変形V字形

(P 30) もある。 P30は，穴の半ばから壁が段状を呈し底に至るものである。

規模:平面の径80cm-110cmにほぼ収まり大差ないが， P 16. P23は140cm前後と大型である。深さは，

ほぼ30cm-60cmに収まるが， P10・P29-P33は75cm-97cmと深い。

覆土・遺物:覆土は，断面土層の記録をみる限り，黒褐色土中にテフラやローム粒が混入し下層はロー

-104 



ム粒が多い，ほほ共通した内容で，土坑墓の様な一括埋土ではない。遺物は，縄文時代早期撚糸文土器片

がP18・P22・P23の3基に混入している他には出土していない。

分布:北東部・東部・中央部・西部の 4か所の大きな群が捉えられる。北東群は， P1~P3 ・ P19 ・

P25の5基が 6Dグリッド内に位置し，北西一南東方向12m・北東ー南西方向30mの帯状にまとまる。東

群は， P 4 ~ P 14 . P 16の12基が 7Dグリッド東側から 7Eグリッド西側に，東西・南北40mの範囲にま

とまる。中央群は， P 15 . P 17・P18' P20・P21・P23・P24' P 26~ P 28の10基が 7D-OOを中心と

して 6Cグリッド南東部・ 6Dグリッド南西部・ 7Cグリッド北東部・ 7Dグリッド西側に，東西30m・

南北30mの範囲にまとまる。西群は， P 22 . P 29~ P 33の6基が東西30m・南北15mの範囲にまとまる。

P23は中央群の中心から40mほど南に離れている。以下，各群の様相について述べる。

(北東群 :P1~P3 ・ P19 ・ P25 5基)

P 2・P3・P25は，ほぽ径 1m前後・深さ55cmほどの同規模・同形状であるが， P 1が径70cmほどと

小規模で， P19は深さ69cmとやや深い。

(東群:P 4~P14' P16 12基)

P4~P9 ・ P11~P14は径80cm~ 1 m余・深さ 30cm~50cm余で、ほぽ同規模・同形状であるが， P10は

深さ80c皿と深く， P 16は長径148cm・短径137cmと他土坑に比べ大型であるが，深さは60cmとやや深い。同

規模・同形状の P5~P8 は長さ 12m'まどにほぼ列状に並ぶこと， P11~P14も東西20m ・南北16mの範

囲にまとまることからも，それぞれ同様な機能が関係が考えられる。南側の P16は，規模・形状が他と異

なり，性格が異なるものと考えられる。しかし 040奈良・平安時代竪穴住居跡のカマドを切っているこ

とから住居廃絶以降の遺構であるが，覆土のしまりは良いことから近世・近代より前の可能性が考えられ

る程度である。

(中央群:P 15 • P 17 . P 18・P20・P21 . P 24 . P 26~ P 28 9基)

北側と南側の 2つの小群が捉えられる。北側では， P26~ P28は径 1前後・深さ60cm前後とほぼ同規模・

同形状であり，同様な機能が考えられる。しかし， P20は径69cm・深さ20cmと小規模， P21・P24は径90

cm前後であるが，深さはP21が50cmほど， P24が30cmほどとぱらつきがある。しかしながら，北側の群は

東西方向28mtまどの長さで並ぶことから，相互の関係が考えられる。一方，南側の P15'P17・P18は径

80~90cm ・深さ 40cm前後で、ほほ同規模・同形状で東西に列状に並ぶことから，それぞれ問機能で密接に関

係する土坑と考えられる。 P23は平面形が長楕円形で，長径139cm・短径103cmとやや大型で，床面の一部

に粘土が検出されていること等から，他の土坑と性格の異なるものと考えられる。

(西群:P 22 . P 29~ P 33 6基)

東西17m ・南北11mの範囲に入る P29~P33は径 1m前後・深さ 75~97cm と規模・形状に共通性が強

く，問機能が関係が考えられる。しかし， P30の断面形は変形V字形で，穴の半ばから壁が段状を呈し底

に至るものでやや特殊である。また，やや東側に離れた P22は，径90cmほど・深さ47cmとやや浅い士坑で，

性格が異なるものと考えられる。
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028-P16土層
1.黒褐色土層 ローム粒少，しまり良，粘性弱
2.暗褐色土層 ローム粒を斑状に含む，しまり

良，粘性弱
3.晴褐色土層 ローム粒多，しまり良，粘性中
4.暗褐色土層 ソフトローム粒多，しまり良，

粘性中
5.黒褐色土層 ソフトローム粒を含む，しまり

良，粘性中

028-P17土層
1.黒褐色土層 ソフトローム粒をプロック状に

若干含む
2. ソフトローム粒と黒褐色土の混合土

028-P 19土層
1.黒褐色土と暗褐色土の混合土
2.暗褐色土層
3.黒褐色土層
4.暗褐色土層 ローム粒多

A.一 23.60m 一._K

028-P21土層
1.黒褐色土層 ローム粒少
2.黒褐色土層 ローム粒をやや多

く含む
3.黒褐色土層 階褐色土を斑状に

含む
4.暗褐色土層 ローム粒多

028-P22土層
1.黒褐色土層褐色土を斑状に含

む，しまり良
2.黒褐色土層 1層より暗い，し

まり良
3.黒褐色土層 ローム粒少

028-P23土層
1.暗褐色土層 テフラ粒をプロッ

ク状に多く含む
2.黒褐色土層 テフラ粒をプロッ

ク状に若干含む
3.暗褐色土を若干含むローム粒層

第54図土坑028(P25-P33) 
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028-P24土層
1.黒褐色土層 テフラ粒をプロック状に若干合

む
2. 1層と類似するがやや暗い
3.テフラ粒と黒褐色土の混合土

028-P26土層
1.黒褐色土層 テフラ粒をプロック状に若干含

む
2.黒褐色土層 テフラ粒若干・小ロームプロッ

クを極少含む
3.黒褐色土層 ローム粒多

028-P27土層
1.黒褐色土層 下部にローム粒プロックを含む
2. ローム粒と黒褐色土の混合土
3.黄褐色土層
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第55図土坑030・034

030 (第55図，図版14)

南部の 8C -63グリッドに位置する。平面形は隅丸方形に近い楕円形で，長径140cm・短径132cm・深さ

30cmである。覆土は，最下層に焼土および焼土粒を多く含む暗褐色士が5cmほど堆積し，上層は黒褐色土

である。床面が比熱硬化等の状況は不明である。調査時に平安時代竪穴状遺構とされたものであるが，時

期は不明である。遺物は，撚糸文系縄文土器片 (5g)土師器杯・棄片 (39g)が出土している。

034 (第55図，図版14)

南東部の 8D-88・89グリッドに位置する。平面形は隅丸方形で，長径153cm・短径126cm・深さ70cmで、

ある。覆土は，全体にソフトローム粒を多く含む暗褐色土で，上層は木の根が入る。調査時に平安時代竪

穴状遺構とされたものであるが，時期は不明で、ある。

054 (第27図，図版6・14)

北東部の 6E-60グリッド周辺の025奈良・平安時代竪穴住居跡の覆土を切る形で検出された。住居跡

床面での平面形は楕円形，断面形は竪穴住居覆土上層部では2.9mと大きく，播鉢状に落ち込み，竪穴住

居覆土上から 1mほどで段を有して底は小さくなり，深さは1.6m!まどである。住居床面での長軸は1.7m.

短軸は1.3mである。覆土はロームブロックを多く含む暗褐色土であることから，人為的に埋め戻された

ものである。形状や覆土は中・近世土坑墓に類似するが，人骨や銭等の副葬品は検出きれなかったので，

性格不明な土坑である。

055 (第34図，図版11)

東部の 7D-97グリッド周辺の040奈良・平安時代竪穴住居跡の覆土を切る形で検出された。住居跡床
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2.遺物(第56図，図版31)

本節で扱った遺構覆土出土遺物は，縄文土器片と奈良・平安時代土師器・須恵器のほとんどが小片であ

る。土師器・須恵器片は，概して E区の北部から東部の土坑群から出土しているが，西部の土坑群からは

全く出土していなし」これは，前者の地区に奈良・平安時代竪穴住居跡が多いことから，流れ込んだ可能

性が高いことが考えられる。

中・近世遺物は，遺構外のE区東部の 7Dグリッドで銭貨(寛永通宝)が 1枚出土している。次の計測

値は，外縁・内郭の長さは上下・左右の，外縁厚は上下・左右の 4点の，肌厚は文字間 4点の平均値であ

る。外縁外径23.00凹，外縁内径18.90凹，内郭外径7.85mm，内郭内径6.15阻，外縁厚1.11凹，肌厚0.67皿

である。小型で薄く，裏面に文字・記号等はなく，内郭内側のひだが一部除去されていなし、。いわゆる新

寛永銭で， r永」字の跳びはね方の特徴等から，旧武蔵国江戸深川亀戸村で宝永 5年(1708)~正徳 2 年

(1712)に鋳造された粗悪銭，俗称「四ツ宝銭」と推測される九中・近世の遺物で取り上げられたもの

はこの 1点のみであるが，他に陶磁器類が出土したか否かは不明である。しかし， n区東部の 7Dグリッ

ドは炭窯や中・近世土坑の集中がみられる地区であり，これらの遺構と関係する可能性もある。

注 1)小川浩 1972年『寛永通賓銭譜』および静岡いづみ会編 1992年『穴銭入門 寛永通宝一新寛永銭の部-j 書信

館出版を参考とした。

(7D表採)

。
(!/l) 

5cm 
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第11表中・近世土坑形状表

遺構
掃図書号

位置 形状 規模 (cm)
覆土・遺物

番号 グリッド 地区 平面形 断面形 長径 短径 深さ

P1 第52園 60-48 北部 不聾円形 隅丸逆台形 81 69 24 土師・須恵100g

P2 11 60-47 北部 楕円形 隅丸逆台形 102 93 54 土師20g

P3 11 60-87 北部 不整円形 逆台形 104 101 59 
黒褐色土にロ ム粒。土
師・須恵47g。

P4 11 6E-99・7E-00 東部 楕円形 隅丸逆台形 84 73 32 土師10g

P5 11 7E-31 東部 楕円形 逆台形 89 79 37 土師・須恵32g

P6 11 7E-31 東部 楕円形 逆台形 106 85 53 土師7g

P7 11 7E-41 東部 不整円形 隔丸逆台形 80 78 40 土師2g

P8 11 7E-51 東部 不整円形 逆台形 78 78 47 土師54g

P9 11 7E-35 東部 不聾円形 逆台形 91 85 41 土師37g
黒褐色土にァフフ粒。床面

P10 11 70-28 東部 楕円形 隅丸逆台形 97 90 80 一部に粘土。土師・須恵
83g。

P11 11 70-38 東部 楕円形 半円形 96 90 38 土師16g

P12 11 70-57 東部 楕円形 隅丸逆台形 95 79 35 須恵2g

P13 第53図 70-35 東部 不聾円形 逆台形 97 97 56 土師20g

P14 11 70-66 東部 楕円形 逆台形 107 101 47 土師2g

P15 11 70-42 中央部 楕円形 半円形 77 72 43 土師10g

P16 11 70-88 東部 楕円形 逆台形 148 137 60 
黒褐色土にローム粒。 P19
接合土師聾計155g。

P17 11 70-42 中央部 不聾円形 逆台形 82 75 49 黒褐色土にローム粒。土師
8g。

P18 11 70-41 中央部 楕円形 逆台形 87 71 32 操糸文土器片。土師7g。

P19 11 60-13 北部 楕円形 逆台形 93 76 69 黒褐色土にローム粒。撚糸
文土器片。土師聾。

P20 11 60-72 中央部 楕円形 逆台形 69 68 20 土師10g

P21 11 6C-68 中央部 不聾円形 逆台形 86 84 51 
黒褐色土にローム粒。土師
4g。

P22 11 6B-98 西部 不聾円形 逆台形 90 89 47 
黒褐色土にローム粒。掛糸
文土器片。

P23 11 8C-09 中央部 長楕円形 隅丸逆台形 139 103 36 黒褐色土lこァフフ粒。床面
一部に粘土。

P24 11 7C-27 中央部 不整円形 隅丸逆台形 96 91 29 黒褐色土にナフフ粒
P25 第54図 60-35 北部 不整円形 逆台形 81 77 37 
P26 11 6C-79 中央部 不聾円形 逆台形 109 97 65 黒褐色土lこァフラ粒

P27 11 60-80 中央部 楕円形 逆台形 102 88 57 黒褐色土にローム粒

P28 11 6C-87 中央部 楕円形 逆台形 101 90 56 
P29 11 7B-01 西部 楕円形 逆台形 105 89 75 
P30 11 7B-11 西部 楕円形 変形V字形 110 98 88 
P31 11 7B-32 西部 不聾円形 逆台形 109 104 97 
P32 11 7B-16 西部 不聾円形 逆台形 93 86 96 
P33 11 7B-26 西部 椿円形 逆台形 87 71 72 
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第8節まとめ

1.旧石器時代

確認調査の結果，北調査区(I区)では遺物が出土せず，南調査区 (ll区)では 4か所の単独出土地点

が検出された。 I区で検出されたブロックは，縄文時代早期土器包含層調査でll-m層から出土した黒曜

石剥片群で，縄文土器片に紛れて旧石器時代石器と認識されていなかったため，ブロック内の全ての剥片

が取り上げられた訳ではない。なお，昭和48年度調査区 (ll区中央部)では，ナイフ形石器他黒曜石・チ

ャート製剥片が出土しているが，本格的な旧石器時代の調査は実施していないので，皿層中出土と推測さ

れる。資料的に不確実な点が多いが， 2万年前前後に，北部では西側の谷津にかかる緩斜面で小人数のグ

ループが黒曜石を材料とした石器製作を行ったこと，同じ頃に南部の台地中央寄りで少数の石器が残され

たことは，狩猟や移動等の過程の何らかの要因があったことが想像される。

2.縄文時代(第12・13表)

草創期の遺物としては， II区北部で有舌尖頭器が1点出土しており，旧石器時代に続いて僅かな痕跡が

残る。早期から晩期については，縄文土器の時期・地区別の破片重量を計測した(第12表)ので，参照さ

れたい。 40m四方の大グリッド単位での一括取り上げが多いため，詳細な分布は不明であるが，大きな分

布傾向がみられる。 I区では，包含層調査がされた北西部 (2A・3Aグリッド)で，早期撚糸文系土器

と中・後期土器が殆どを占め，晩期土器も若干出土した。 E区では，早期撚糸文系土器が56.6%を占め，

全体に分布するが，特に西部 (7Bグリッド)から中央部 (7Cグリッド)で顕著である。早期沈線文系

土器は2.5%で，西部 (7Eグリッド)と南部 (8C・Dグリッド)に少量みられる。早期条痕文系土器

は，東部 (7Eグリッド)から南東部 (8Dグリッド)で7.9%，前期繊維土器は北部 (6C . Dグリッ

ド)と南部 (8Cグリッド)で3.6%，中・後期は中央部 (7Cグリッド)に中心があり，ほほ全体に分

布する。昭和48年度調査区はE区のやや南側を横断するような形であり，主に 7B・7C . 8 C・8Dグ

リッドにかかり，早期撚糸文系夏島式土器が主体で，不定形な土坑が多く検出された。既調査範囲がかか

るにも係わらず，これらの地区に遺物量が多いことは，昭和48年度調査区は全面的な本調査ではなかった

こともあるだろうが，当地区は表に現れた以上の生活痕跡を示すと言えよう。

陥穴は，位置・主軸・主な規模・形状について，第13表にまとめた。形状については，次のように分類

した。上面の平面形を， A類:細長形， B類:長楕円形， C類:楕円形， D類:方形と大分類し，短軸断

面形を， 1類 :y字形， 2類 :v字形， 3類:箱薬研形， 4類 :U字形， 5類:他と再分類した。分布傾

向については，主軸方向についは，北東方向が17基中12基と大半を占める。規模については，上面長軸長

はE区が長く I区西部が短い傾向があるがぱらつきあり。深さについてもばらつきあり。分類についても，

地域で同一種類が集中するわけでなない。ただ，比較的に集中がみられる I区西部については， B類が3

基 (022・009・023)，C類が3基 (021・019・007)，1類が2基 (021・006)，3類が4基 (009・010・

007・023) と，それぞれある程度の距離をもって南北方向に並ぶ傾向がみられることから，南北方向に獣

道が存在し，陥穴の形状の差異は，時期あるいは獲物の種類による違いを示していることが想像できる。

炉穴は， 1区西部で 2基・ E区南東部で 2基の計4基と少数で， II区の 2基覆土中から早期後葉条痕文

系土器片が出土した。いずれも陥穴集中区に分布することから，陥穴の時期は不詳ながら，採取場と調理

9
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場が隣接するセット関係のものが存在した可能性も考えられる。

第12表縄文土器組成表(重量:g) 

地区朝撚糸疎開鴻文系開条町前期繊維土器 中後期 晩期講小計
椙量生椙劃計|椙量悲椙量計|椙量葬椙盤計椙盤|非椙輩計編韓悲椙盤許椙盤 国軍需 膏

I区 2A11 453 59 6|2 615 3161 9訂 18 1 I明白

2lfl1 1051 221 1271 1 1 1 1 1 1 1 1 701 451151 1 1611 258 
3.¥ 11 111 I 111 I I 1 I I 1 I I 1 I I 1 1 1L.....!..l 
11、割 5691 811 6501 1 1 1 1 1 J 1 6851 3611 1046181 531L 1767 

E区切 111 1 
6B11 1811 3361 5171 371 1 371 1 1 1 1 311 311 1 1631~ 
6C 11 811 3484291 101 101 1 1 1 681 1 681 181 181 1 861L___ill 
6if11 141 941 1081 1 1 1 1 1 91 1 91 1 191 191 1 251L____1&_! 
78 11 2941 7461 104011¥ 52¥ 631 ¥ ¥ 1 ¥ ¥ 1 ¥ 14¥ 141 1 2461~ 
7Cl1 76¥ 553¥ 6291 ¥ ¥ 1 ¥ ¥ 1 ¥ 1 413¥ 82¥ 4951 1 19111 1315 
7oi1 6¥ 253¥ 2591 ¥ ¥ 1 ¥ 1 ¥ 1 ¥ 36¥ 361 1 491U44 
7El1 ¥ 1 1 1 1 621 621 - 1 1 1 731 1 731 1 1L_____ill 
8Cl1 331 2791 3121 81 1 81 1 1 341 8111151 351 9441 1 11911 598 
80 11十一一一ー 56ト 一5一61'トー429 291 293トー 1541 447 532 
8E1si- T T 1 1 1 1 1 731 1 731 1 311 82 
一担 3751 8861 12611 591 1 591 941 411 1351 331 691 1021 281 2331 261 44411 2262 
小計 106013557146171 1541 521 206 3871 257644 1441 1501 2941 6221 44210641 01 133311 8158 

|合計 1629 36381 5267 1541 521 20613871 2571 6441 144 1501294 13071 80321101 18 1386 9925 
、.，‘ 4晶・・.. ，、 A ・a ・._...do.._....... ~Eヨ.....L .I. 岨岨ート H・-開咽晶・ ....・F ・冒 ・.ι ....."唱，、..L 晶壷ヨ晶司戸・主主u、『ー-......半、

第13表縄文時代陥穴形状表

遺構No.
位

遍置雇 主軸 上長面(長m軸) 深(mさ) 
平面形 断面形

分類
グリッド 上面 床面 短軸 長軸

001 3A-66 I区 西部 南 N-110 -E 1. 88 1. 50 長楕円 普通 V字 小突出フフスコ 8-2 
006 2A-48 I区 西部 北 N-600 -E 3.00 1. 45 細長 細長 Y字 大突出フフスコ A-1 
007 3Aー07 I区 西部 中 N-840 -w 2.30 1. 75 楕円 幅広・片端細 箱薬研大突出フフスコ C-3 
009 2A-69 I区 西部 中 N-830 -w 2.80 1. 95 長精円 幅広 箱薬研片側小突出フラスコ 8-3 
010 2A-77 I区 西部 中 N-730 -w 1. 80 1. 13 楕円 幅広 箱薬研片側小突出フフスコ C-3 
012 2C-62 I区 中央部 中 N-61・-E 2.50 2.25 楕円 幅広・端細 箱薬研変形大突出フフスコ C-3 
013 2C-78 I区 中央部 中 N-67・-E 2.25 0.80 長精円 幅広 箱薬研片仮1)小突出フフスコ 8-3 
015 2C-08 I区 中央部 北 N-750 -w 3.13 O. 73 細長 普通 籍薬研片側l小突出フフスコ A-3 
017 2E-35 I区 西部 中 N-860 -E 3.18 O. 95 細長 普通 箱薬研フラスコ A-3 
018 2E-18 I区 西部 ~t N-450 -E 1. 75 0.60 長方形 幅広・ピット 箱薬研逆台形 0-5 
019 2A-68 I区 西部 中 N-810 -E 1. 90 1. 45 楕円 幅広 U字 逆台形 C-4 
021 2A-28 I区 西部 ~t N-740 -E 2.06 2. 75 楕円 幅広長方形 Y字 Y字・逆台形 C-1 
022 2A-39 I区 西部 ~t N-680 -E 1. 60 1. 50 長楕円 幅広 U字 フラスコ 8-4 
023 3A-25 I区 西部 南 N-540 -E 2.20 1. 55 長楕円 幅広 箱薬研片側小突出フラスコ 8-3 
050 80-78 E区 南部 東 N-820 -E 2.88 O. 75 細長 細長 V字 片側小突出フフスコ A-2 
051 8C-79 E区 南部 中 N-580 -E 2.40 0.80 細長 細長 V字 小突出フフスコ A-2 
052 8D-95 E区 i南部 |東 N-85・-E 3.28 1. 75 長楕円 |普通 V字 小突出フフスコ 8-2 

※A類:上面平面形が細長形. B類:長楕円形. c類:橋円形. 0類:方形
1類・短軸断面がY字形. 2類 :V字形. 3類:箱薬研形. 4類 :U字形. 5類・他

3.弥生時代

遺構は検出されなかったが， II区北寄りで後期北関東系査形土器とみられる小片が数点出土している。

なお，昭和48年度調査区でも遺構・遺物共検出されていないが，周辺の一本桜南遺跡や船尾白幡遺跡であ

る程度まとまった集落が検出されているので，その周縁にあたり，何らかの痕跡が残ったものと考えられ

る。
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4.奈良・平安時代(第14-16表，第57図)

(1 ) 時期区分と集落の変遷

竪穴住居跡は， 1区北西部で 1棟， II区は中央から東部にかけて24棟，同時代の可能性の高い士坑は I

区 .II区で各 1基の計2基が検出された。昭和48年度調査区では，限定された調査のためか，遺構が検出

されていないが，奈良・平安時代土師器・須恵器が採集されている。以下，出土遺物から推定できる遺構

の時期について，検討したい。

同一支谷に面し，南側に近接する船尾白幡遺跡における奈良・平安時代時期区分における土師器杯を中

心とした土器群の様相は，次のとおりである 1)。

I期(8世紀前半) 非ロクロ成形で皿形。赤彩もあり。

H期(8世紀後葉-9世紀初頭) 箱形のロクロ土師器。回転・静止糸切り両方あり。

E期(9世紀第 1四半期頃) 口径:底径=2以下 1。口縁部から体部直椋的。箱形に近いロクロ土師

器・新治産須恵器杯の存在。

町期(9世紀第 2四半期頃) 口径:底径=2 1前後。口縁端部外反・肥厚化。皿形土器(高台付・無

高台)の出現。内面黒色土器増。

V期(9世紀第 3四半期頃) 口径:底径=2以上 1。口縁部端外反・肥厚化増。底部回転糸切り無調

整増。高台付椀杯類出現。

VI期(9世紀末-10世紀前半頃) 口縁端部外反大。口縁・体部屈曲点外面部顕著。高台付椀あり。小皿

出現。

以上を基本として，旧印膳郡域および周辺地域の編年を加味しヘ竪穴住居跡の位置・規模・形状の他，

遺物はカマド内外・床面・覆士別遺物の年代観をまとめ(第14表)，土師器・須恵器・施柚陶器の器種・

産地別破片数を遺構毎に集計して組成傾向の参考資料とし(第15表)，集落の変遷案を示した(第16表・

第57図)。ただ，近接する遺構問，例えば036・037・038・039竪穴住居では，接合・同一個体関係が相互

に認められたので，遺構の時期を推定する際に，覆土中の他の時期と異なる極少数のものは遺構の時期で

はないと推定した。また，組成については，破片数なので器種によって差があるため，本来は重量も計測

する必要があるが，石膏等による復元後なので割愛し， 1 cm四方未満の小破片は除外した。なお，須恵器

の「千葉」産は千葉市周辺地域窯の黒褐色(酸化炎焼成気味)のもの主体， I新治」産は茨城県新治窯群剖

「南比企」産は埼玉県南比企窯群， I東海」産は静岡県湖西窯他としたが，小片で判断に迷うものも多く，

灰軸陶器とした査・瓶類中には東海系須恵器も含まれる可能性がある。なお，灰軸陶器碗・皿については，

小片であるが，猿投窯黒笹90号窯式の 9世紀中葉頃と考えられる九全体の傾向としては，杯類・棄類共

に土師器主体で，特に杯類は須恵器が少量，童類は千葉産・新治産須恵器もある程度含まれ，東海産須恵

器は少量，南比企産須恵器と施軸陶器は微量である。土師器の編年観と比較すると， 9世紀代では，須恵

器は新治産から千葉産へ比重が増し，土師器黒色土器や施軸陶器は 9世紀中葉に多い傾向が考えられる。

その結果，本遺跡では，船尾白幡遺跡の時期区分方法を基本としながらも， 8世紀前半から中葉に推定

できる遺物が見られないので，ローマ数字と時期をずらす形で， 1期(8世紀末-9世紀初頭)， II期(9 

世紀第 1四半期)，皿期(9世紀第 2四半期)， N期(9世紀第 3四半期)， v期(9世紀第 4四半期-10

世紀前半)とし，さらに複数時期にまたがるものも多いと見られるので，各遺構の機能した時期を次のよ

うに推測した。



第14表奈良・平安時代遺構観察表

遺構

U2!1 

036 

032 

037 

039A 

039B 

040 

041 

047 

048 

004 

024 

035 

027 

044 

038 

033 

025 

026 

046B 

046A 

003 

043 

045 

規模 (m，m) 遺物推定時期
墨書・線刻・打 推定住居

グリッド 主軸 形状等 カマド 床下面層・ 欠，特殊遺物 時期主軸長 副軸長 床面積
肉・脇

覆土中

HG-tJl 2.21 1. !ltJ 楕方形円に近い長 89-末1~ |打欠工器 8末-9

8G-73 N-790 -w 3.28 3.04 8. 68 柱穴なし。床 8末~ 8末-9-墨「悌・蓮 8末-9-
面一部焼土堆 9-1 華J，打欠土器 1 
積

8G-56 N-50 -E 2.77 2.88 5.80 柱穴なし。焼 9-1.2 9-2主・ 墨「辰』・『千 9-1.2主
失住居か。 (9-4-10 ロJ，線

前) 「千J，打欠土
器

8G-62 N-0。 2.94 3.30 7.22 南東隅にピッ 8末~ 9-1. 2 墨「千正J，線 9-2主-3
ト 9-2 主 3 「麻主奉」

rXJ 
8G-81 N-980 -E 3.00 3.15 (7.00 焼失住居か。 039Bより

前後) 古。 9-初
頃か。

8G-81 N-7・-E 2.55 2.46 4.17 壁に績穴 9-2 9-2 「大層玉神 9-2 
(代) [ ]召
(邑)長[

] J ・「来』
「止』他，打欠

土器

70-98 N-220 -E 3.01- 3.94 10.93 柱穴なし。床 9-2 9-2 9-2 9-2 
3.28 面一部焼土堆

積。土坑055
が切る。

70-68 N-1140 -E 3.48 3.65 10.29 柱穴なし。床 9-2 9-2 9-2 
面一部焼土堆
積。

7G-47 N-290 -E 一部削平 3.90 (13.5) カマド左に 9-2 9-2 
ピット

60-02辺 N-440 -w 一部調査 2.97 不明 床にピット。 9-2 9-2 
区外

2A-12 N-15・-E 3.24 2.85 6.92 浅い主柱穴4 9-2.3 9-2 
「「僻長」I 鹿骨

9-2主-3

50-96 N-740 -w 3.04- 3. 27 9.22 貯蔵穴 9-2 9-2-3 墨「口」 9-2主-3
3.39 

80-99 N-450 -E 2.90- 2.84- 7.82 柱穴なし 9-2.3 9-2 9-2.3 墨『大加J，線 9-2-3 
3.13 3.15 r X J ， r土」

80-94 N-880 -w 3.10 3.17 7.36 柱穴なし 9-2.3 墨痕か，平瓦 9-2-3 

60-81 N-560 -w 3.16 3. 73 10.29 鉱張。壁際 9-2-3 9-2-3 
部焼土堆積。

8G-72 N-60 -E 2.61 2. 63 5.31 柱穴なし 9-2 9-3 9-2-3 『儀J，打欠土 9-2-3 
器

8G-53 N-50 -w 3.40 2. 91 7.97 柱穴なし 9c代 9c代

6E-60 N-390 -E 3.26 3.43 9.31 柱穴なし。土 9-3 9-2.3主 墨『口J，線 9-2-3主
坑055が切 rXJ他

る。

7E-13 N-520 -w 3.17 3. 73 9.20 貯蔵穴 9-2.4 9-3主 4) 墨 rOJ他，丸 9-3主.4
瓦

6G-95 N-130 -E (3.82) (3.18) 不明 046Aより
またはN- 古。 9-2
730 -w 頃か。

6G-95 N-480 -w 3.39 3.20 8.90 中央浅い窪み 9-3.4 9-3.4 9-2・3主 墨「長・口・ 9-3-4 
に焼土堆積。 人J，線

「奉?・継J， 
灰紬陶器碗

不整楕円形土 9-3 打欠土器 9-3 

2A-13 2.03 1. 80 坑。壁一部被
熱。

70-46 N-750 -E 2.98 2.99 7.66 柱穴なし。土 9-4-10 9-4-10 
坑057が切 前 前
る。

7G-06 N-1010 -E 3. 10 3.15 8.39 柱穴8ながし切。土 10M 緑紬陶器碗 10前
杭 05

※ 近接する遺構聞では，覆土中に相互に廃棄・流れ込みの可能性あり。特に036・037・038・039は，住居時期推定の際，極
少量のものは遺構に帰属する時期のものではないと推定した。



第15表奈良・平安 時 代 土 器 組 成 表 ( 破 片 数 )

土師器 須恵器 緑柚陶・器灰紬
遺構等 杯・皿・椀主 計 杯・血・椀 聾・壷・瓶・甑 総計

-般黒色小計 瓶合 |千葉|新治商比企小計|干葉|新治南比企東海小計 合計 碗皿帯施
|∞3 ヱ坑 1 1 21 22 。 。。 22 
∞4 竪穴住居 49 8 57 35 92 。15 15 15 107 
024 竪穴住居 47 2 49 147 196 。31 2 33 33 229 
025 竪穴住居 194 9 203 64 267 5 5 34 8 3 45 50 12 329 
026 竪穴住居 142 10 152 340 492 。18 6 24 24 14 530 
027 竪穴住居 163 20 183 152 335 。21 12 17 50 50 211 387 
029 土坑 4 4 4 。 。。 4 
032 竪穴住居 63 5 68 185 253 54 43 97 98 351 
033 竪穴住居 6 7 19 26 。 27 
035 竪穴住居 16 16 3 19 。7 6 13 13 32 
036 竪穴住居 75 75 147 222 22 3 25 12 16 28 53 275 
037 竪穴住居 121 122 128 250 8 5 13 10 36 47 60 310 
038 竪穴住居 47 18 65 47 112 2 6 8 15 15 23 135 
039A. B 竪穴住居 126 38 164 281 445 13 9 7 29 7 18 16 41 70 515 
ω。 竪穴住居 97 5 102 198 300 。10 10 10 310 
041 竪穴住居 45 8 53 40 93 。7 3 10 10 103 
043 竪穴住居 38 38 49 87 。 。。 87 
044 竪穴住居 23 23 127 150 8 3 11 12 162 
045 竪穴住居 31 2 33 15 48 。 49 
046A. B 竪穴住居 99 12 111 315 426 15 13 30 31 457 
ω7 竪穴住居 60 17 77 32 109 。31 31 31 140 
ω8 竪穴住居 9 9 63 72 。 2 2 2 74 
009 縄文陥穴 。 2 2 。 。。 2 
028-Pl 中・近世土坑 。 。 。 。。 。
028-P2 中・近世土坑 5 5 3 8 。 9 
028-P3 中・近世土坑 3 3 4 7 。 。。 7 
028-P4 中・近世土坑 3 3 4 7 。 8 
028-P5 中・近世土坑 2 。 。。 2 
028-P6 中・近世土坑 。 。 。 。。 。
028-P7 中・近世土坑 2 。 3 
028-P8 中・近世土坑 2 。 。。 2 
028-P9 中・近世土坑 。 。。
028-Pl0 中・近世土坑 3 3 7 10 。 。。 10 
028-Pll 中・近世土坑 。 。 。。
028-P12 中・近世土坑 。 。 。 。。 。
028-P13 中・近世土坑 4 4 5 。 6 
028-P14 中・近世土坑 。 。 。 。。 。
028-P15 中・近世土坑 。 。 。 。。 。
028-P16 中・近世土坑 。 3 3 。 。。 3 
028-P17 中・近世土坑 。 。。
028-P18 中・近世土坑 。 。 。 。。 。
028-P19 中・近世土坑 。 。 。
028-P20 中・近世土坑 2 。 。。 2 
028-P21 中・近世土坑 。 。 。 。。 。
028-P22 中・近世土坑 。 。 。 。。 。
028-P23 中・近世土坑 。18 18 。 。。 18 
028-P24 中・近世土坑 2 2 3 。 。。 3 
028-P25 中・近世土坑 2 3 。 。。 3 
028-P26 中・近世土坑 。 。 。 。。 。
028-P27 中・近世土坑 。 。 。。
028-P28 中・近世土坑 。 。 。 。。 。
028-P29 中・近世土坑 。 2 2 。 。。 2 
028-P30 中・近世土坑 。 。 。。
028-P31 中・近世土坑 。 。 。 。。 。
028-P32 中・近世土坑 。 。 。 。。 。
028-P33 中・近世土坑 。 。 。 。。 。
030 中・近世土坑 4 5 。 。。 5 
031 炭窯 。 。 。。
2A I区 2 2 3 。 。。 3 
6B E区 7 7 8 。 。。 8 
6C E区 11 11 11 22 。 。。 22 
60 E区 10 10 12 22 。 。。 22 
6E E区 。 3 3 。 4 
7B E区 3 3 4 。 。。 4 
7C E区 8 2 10 13 23 。 。。 23 
7D E区 7 7 2 9 。 10 
7E E区 5 5 5 。 。。 5 
8E E区 2 2 2 。 。。 2 

E区一括 51 2 53 60 113 。 12 3 15 15 128 
計 1588 162 1750 2571 4321 30 38 15 83 268 172 13 73 526 609 3 28 1堕里

※ 破片数は接合前段階。 1cm四方未満の破片は未集計。灰軸陶器の壷・瓶類は東海系須恵器の可能性もあり。



第16表奈良・平安時代集落変遷表

I期 E期 E期 W期 V期

遺構 種類 位置 |。品企コ士一 口 n-Hl-主コ哩宮司 nn n -Hl-主コ今宮司 nn 9世紀第3四 9世紀第4四
半期 半期~10世紀

029 土坑 E区南部

036 竪穴住居 E区南部

032 竪穴住居 E区南部

037 竪穴住居 E区南部

039B 竪穴住居 E区南部

040 竪穴住居 E区東部

041 竪穴住居 E区東部

047 竪穴住居 E区中央部

048 竪穴住居 E区北部

004 竪穴住居 I区北西部

024 竪穴住居 E区北部

035 竪穴住居 E区南東部

027 竪穴住居 E区南東部

044 竪穴住居 E区中央部

038 竪穴住居 E区南部

025 竪穴住居 E区北東部

003 土坑 I区北西部

026 竪穴住居 E区北東部

046A 竪穴住居 E区中央部

043 竪穴住居 E区東部

045 竪穴住居 E区中央部

I 期~n 期( 8 世紀末~9 世紀第 l 四半期) 029 <土坑〉・036

E 期~ m期 ( 9 世紀第 1 四半期~9 世紀第 2 四半期)でE期主体 032・037

E期 (9世紀第 2四半期) ro9B・040・041・047・048

m~町期 (9 世紀第 2 四半期~第 3 四半期)

皿期(第 2四半期)主体 004・024

m~町期(第 2~第 3 四半期) 027・035・044・038

N期(第 3四半期)主体 025 

W期 (9世紀第 3四半期頃) 003 <土坑〉

町~V期( 9 世紀第 3 四半期~10世紀前半) 026・046A

V期 (9 世紀第 4 四半期~10世紀前半) 043・045

なお， 033と重複住居の内古いもの (039A・046B) は出土遺物が極めて少量なため，時期が不明であ

るが， 039B .046A覆土中遺物や集落の全体的傾向から E期~m期( 9世紀前半)に収まるものと考えら

れる。



以上の推定から，集落の変遷をまとめると，次の様に推測できる。

I期(8 世紀末~9 世紀初頭) II区南部に 1棟 (036) と土坑 (029) が造られる。

E期 (9世紀第 1四半期) II区南部で 2棟 (032. 037)が造られ，計3棟だが，南部の 1棟 (036) は

この時期で無くなる。

E期(9世紀第 2四半期) II区南部 2棟 (032・037) は存続し，新たに I区北西部 1棟 (004)，II区北

部2棟 (024・048)・北東部 1棟 (025)・中央部 2棟 (044・047)・東部 2棟 (040・041)・南部 2棟 (038・

039B)・南東部 2棟 (027・035) と，縦長楕円形状に12棟造られ最大計14棟だが， II区の 7棟はこの時

期で無くなる。

町期(9世紀第 3四半期) 1区北西部 1棟 (004) とE区北部 1棟 (024) は存続するが，恐らく前半の

段階で無くなり，新たに I区北西部で土坑 (003)，II区で 1棟 (046A) が造られ，最大計9棟。

V期(9 世紀第 4 四半期~10世紀前半) II区北東部 1棟 (026). II区中央部 (046A)は存続するが， 026 

は前半の段階で無くなり， II区中央部 1棟 (043)・E区東部 1棟 (045)造られ，最大計4棟。

つまり， 8世紀末から 9世紀初頭に単独の住居が造られた後若干増え， 9世紀第 2四半期には爆発的に

増加し E区で長楕円形を呈する形で最大14棟の集落が形成されるが，第 2四半期から第 3四半期の中で 9

棟と減少し 9世紀第 4四半期以降には E区で僅か 4軒となり， 10世紀中葉以降は消滅する。

同じ支谷に面する鳴神山遺跡・船尾白幡遺跡の奈良・平安時代集落と比較してみよう。鳴神山遺跡では，

集落は 8世紀第 1四半期から形成され 9世紀第 2四半期にピークを迎え第 3四半期にはやや規模が縮小し

第4四半期に激減し10世紀中葉で終罵を迎える 510 船尾白幡遺跡では， 8世紀前葉に形成され8世紀後葉

から 9世紀初頭に増加するが 9世紀前半に減少し 9世紀第 3四半期に再びピークを迎え10世紀前半に柊嵩

を迎える。南西ヶ作遺跡で、は，集落の出現期が両遺跡より遅く，鳴神山遺跡同様9世紀第 2四半期に急増

するが，船尾白幡遺跡では減少する。また， 9世紀第 3四半期には，南西ヶ作遺跡と鳴神山遺跡でやや縮

小するが船尾白幡遺跡ではピークを迎える。 9世紀第 4四半期から10世紀前半の激減から終罵は同様であ

る。ただし，各遺跡の整理担当者の遺物編年観や分析方法が異なるために，若干ずれが生じている可能性

もないとは言えない。

(2) 文字・記号資料について

本遺跡出土の墨書は20点(土器19個)・線刻は11点(土器8個)・ヘラ書き 3点である。その内，主な墨

書・線刻文字・記号を集成した(第58図)。土器実測図では体部に書かれた文字等が歪むため，縮尺約 1/

2の正面図を作成し，遺構名と書かれた土器の部位，正位・逆位・横方向等，文字の方向を入れた。下段

は，近接する鳴神山遺跡と船尾白幡遺跡、出土墨書土器実測図(1/4 )を参考資料として掲示した。

墨書 1文字は「悌J2・「長J2・「辰J1・「儀J1・「来J1・「止J1・「人J1， IOJ 1・「口(不

明)J 6 (うち， 1点は「大J)の可能性あり)， 2文字は「大加J1・「千正Jl，長文は「大園玉神(代)・・・

召長・・.J 1，長文の可能性として「千口J1がある。線刻の 1文字は「千J1・「土J1・「継J2・

「夫(奉か ?)J2， 3文字「麻生奉」または「奉麻生J1， IXJまたは I+J2， I不明J2である。

「悌」墨書土器を出土した竪穴住居跡は，仏教的性格の強いものの可能性が考えられるが， II区で最も

古い H期に造られたと推測される036と， 1区北西部にW期に単独で、造られた004であり，前者は集落の草

分け的存在，後者は鳴神山遺跡でも指摘されているような，集落からやや離れた場で造られる僧侶の住居

の可能性が考えられる。また， 036周囲には 9世紀第 3四半期まで比較的密に住居が展開されるが，本遺
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跡の墨書・線刻土器集中地点であり， 036住居居住者として推定される僧侶の影響が想像される。ただし，

これら近接する住居覆土中出土遺物は相互の接合関係にあるものが多く，各住居の覆土出土遺物の帰属は

不明である。

長文墨書が出土した039住居も036住居に近接して 2棟重複する住居である。釈文は， 1大園玉神(代) [9 

字前後]召(呂)長 [2字前後JJである。参考資料として提示した鳴神山遺跡出土長文墨書土器の杯は

「同口[ J丈部万自女召代進上J，蓋は「国玉神上奉丈部烏万日」である。「大園玉」の下は

焼成時の黒色化により赤外線でも不鮮明で，鳴神山遺跡出土土器と対比すると， 1神Jまたは「代」の可

能性がある。欠損により文字の左側端のみが残存する部分を無理に推測すると， 1大圏玉神(代) [口総国

印口郡口口口召(呂)長[口口JJとなり，全文で17文字前後となる。「郡」と「召」または「日」の聞に

は人名が推測でき，下総国印据郡在住の人物 (00麻日か)が在地神である大圏玉神に対して何かを捧げ

て，或いは形代をもって何かを祈願したことが想像される。

また，同一支谷に面する台地上或いは谷内で調査された鳴神山遺跡，白井谷奥遺跡，船尾白幡遺跡，西

根遺跡の文字・記号資料と比較してみたい。なお，同一土器の複数部位に書かれたものは複数資料とした。

鳴神山遺跡と白井谷奥遺跡は同一台地上で連続する遺跡であり，墨書748点(内，長文6点)・線刻514点・

ヘラ書き41点と膨大な資料数で，船尾白幡遺跡、は，墨書404点・線刻101点・ヘラ書き14点，西根遺跡は墨

書57点(内，長文 3点)・線表JJ5点である。なお，奈良・平安時代竪穴住居跡は，鳴神山遺跡・白井谷奥

遺跡265棟，船尾白幡遺跡73棟であるが，西根遺跡の同時代遺構は自然流路である。ヘラ書きは生産時に

記されたものと考えられるので除いて，単純に 1棟あたりの墨書・線刻文字・記号については，鳴神山遺

跡・白井谷奥遺跡4.8点，船尾白幡遺跡6.9点に対して，南西ヶ作遺跡は1.3点と少量である。

数の上で主な文字では，鳴神山遺跡・白井谷奥遺跡では， 1大」が墨書135点・線刻32点， 1大加」が墨

書23点・線刻31点， 1冨」が墨書17点・線刻 6点， 1丈」が墨書14点・線刻 2点， 1千万」が墨書10点・線

刻3点， 1久弥良」が墨書8点・線刻15点である。船尾白幡遺跡では，則天文字が変化したと考えられる

11雨Jの点が無い様な文字」が墨書71点， 1千Jが墨書53点・線刻 1点， 1にんべん+王」が墨書10点・

線刻10点・11門Jのどちらか一方」が墨書17点， 1大万Jが墨書20点・線刻 1点である。西根遺跡では， 11雨」

の点が無い様な文字」が墨書10点， 1冨」が墨書 5点， 1大」が墨書4点である。また，宗教的文字・記号

については，鳴神山遺跡で墨書「悌J1点・「寺J3点 (1寺・波田寺・幡寺J)，線刻「神J3点，船尾白

幡遺跡で墨書「寺J2点，西根遺跡では墨書「悌J2点「神奉J2点，南西ヶ作遺跡では墨書「悌J2点・

墨画「蓮華J1点である。

また，氏族については，船尾白幡遺跡では不明であるが，鳴神山遺跡では長文墨書や「丈」墨書から「丈

部J(はせっかべ)姓一族の存在が推定できる。考古資料(県内出土墨書土器・平城京出土木簡)や文献

資料 (r続日本紀』・『常陸国風土記』・『駿河国税帳j. r万葉集』等)から， 7世紀の印波国造， 8世紀の

印膳郡郡領氏族は「丈部」姓が認識されており，一方， 1大生部(おおみぶべ)J・「生部」姓は，常陸で有

力勢力であり，埴生郡司の可能性も指摘されている。また，西根遺跡では，祭記に使われた土器に「大生

部直猪子形代J(8世紀第 3四半期)・「丈部春女罪代立奉大神J(9世紀前半)・「舟穂郷生部直弟万自女奉」

(9世紀中葉)があり，文献資料を含めて，旧印波国造勢力範囲の中で，古代松尾郷では， 1丈部直」姓

と「大生部直」・「生部直J姓の両氏族が並び立つていたという指摘がされたヘ南西ヶ作遺跡では，長文

墨書に氏名が記入されていたと推測されるが，他の墨書でも不明である。
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南西ヶ作遺跡では資料数が少ないため，鳴神山遺跡・船尾白幡遺跡や八千代市村上込の内遺跡・萱田遺

跡群などで見られる様に数の上で突出する文字等はないが，鳴神山遺跡で多い墨書「大加J.船尾白幡遺

跡で墨書が多い「千」の線刻が1点，さらに村上込の内遺跡で多い墨書「来」が1点見られ，いずれもこ

れらの 3遺跡で出土した字体と同様である。また，時期的な傾向としては. n-ill期 (9世紀前半)に集

中し.v期 (9世紀第4四半期)以降には殆ど見られなくなる傾向があり，おおよそこれら周辺遺跡と同

様である。つまり，これらの集落を形成した人々の交流や，一部が時期により相互に移動した可能性も考

えられる。各遺跡の調査範囲の違いも考慮しなければいけないが，集落規模や墨書土器の出土量は南西ヶ

作遺跡は鳴神山・船尾白幡遺跡には及ばないこと，両遺跡の南側谷津内の西根遺跡から出土した墨書土器

等からも，古代松尾郷の中心は鳴神山遺跡・船尾白幡遺跡にあり，南西ヶ作遺跡はその周縁の集落に相当

するものと考えられる。しかしながら，西側の村落内寺院に推定される大塚前遺跡出土下総国分寺所用瓦

窯産瓦と同系と考えられる瓦 2点，県内では佐倉市江原台遺跡と本遺跡の他に例を見ない蓮華墨画土器ヘ

カマド内の鹿骨出土等は，単純に周縁部とはいえない宗教的色彩の強い傾向がうかがえる。

(3) 打ち欠き・穿孔・破壊土器について

故意の打ち欠き土器は. I神仏に属する器に転化させるために行ったJ8)として推測されている。南西ヶ

作遺跡では 9遺構から15点出土している。出土地点については，カマド内が2点・カマド脇が4点・床面

が2点と，カマドや住居の廃棄儀礼に伴う可能性のある割合が高く，この時期の土坑2基それぞれから 1

点ずっと，これも儀礼的な出土状況といえる。また. 1区は北西部の住居・土坑から. n区は南部の遺構

に多く，墨書・線刻土器出土遺構に重なる傾向が強い。時期的には. n期-v期までに亘る。

打ち欠きは14点で，穿孔して破壊した土器は 1点である。打ち欠きは13点が土師器杯・ 1点が須恵器杯

で，土師器杯の内，灯明器が5点・墨書土器3点・線刻土器2点と，既に祭記的に使用された土器が対象

となる割合が高い傾向である。打ち欠き部位については.12点が口縁部・ 2点が口縁部から胴部全周で，

後者には039B-8の長文墨書土器がある。打ち欠き数は. 4か所が 1点 (038-4). 2か所が 1点 (032-

4)で，他13点は 1か所である。穿孔して破壊した土器は036-10の土師器杯で，灯明器の底部を穿孔後

全体を打ち割っていることが推測される。

以上をまとめると，墨書・線刻土器が出土した遺構内のカマド内外や床面に多く，土坑からも出土し，

墨書・線刻・灯明器として使用された土器が対象となっているものが多い傾向がある。打ち欠き等の故意

の土器破壊行為はカマド封鎖や住居廃棄に関連している可能性は高いが，カマドや住居同様今後は使わな

いものとしての意味をもたせる象徴的行為であると同時に，神仏との関連では竃神等に属するためとする

より，むしろ離れさせるためと考えたい九

5.中・近世

遺構の形状・覆土等から，中・近世および時期不明の遺構を，炭窯 3基，土坑213基，溝状遺構 1条と

した。土坑は.028 -P 1 -P 33と整理時点で番号を付けた土坑 6基および番号外土坑或いは柱穴173基で

ある。遺物については，調査時に中世陶磁器として認識されたものは竪穴住居跡出土の緑紬・灰軸陶器で

あり，採取された当該期の遺物は寛永通宝(新) 1点のみである。

炭窯は I区で 1基. n区で2基，計3基が離れて検出されたが. n区の内. 1基は重複している可能性

がある。 3基とも一辺或いは径が 2m前後とほぼ同規模ではあるが. 1区020は平面形が方形で深さ20cm
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ほどと浅く， 11区031は隅丸方形に近い楕円で深さ40cmで，楕円形で深さ40cmの炭窯が重複する可能性が

あり， 053は不整円形で深さ110cmほどと，ややぱらつきがある。

土坑はE区のみで検出されたが，大きく北東部・東部・中央部・西部の 4群に分けられる。 028の土坑

群は径が 1m前後と共通するが，更に深さや形状等の共通性から東群と中央群はそれぞれ小群が2群に分

けられ，それぞれ同様な性格が考えられる。また，西群の 5基は，径 1m前後・深さは深く 85cm前後で土

坑墓に類似するが，人骨・副葬品等が出土していないので，中・近世土坑墓ではないと考えられる。他の

深さ50cm前後の土坑も同様である。さらに，西群では，周辺のプランのみ確認された土坑・ピットが10m

前後の長さで複数の並びが窺えることから，畑作関係の小屋或いは柵列が想像できる。

溝状遺構は，明治時代初頭の地図に掲載された道と一致或いは併行する可能性が考えられ，西部や中央

部の土坑・ピットにこの溝状遺構と並ぶものがあることから，時代的・機能的にも関連する遺構であるこ

とが考えられる。

なお，全時代を通してであるが，本遺跡の中央を東西に通る北総線部分が，調査体制が整わない時期の

開通であったために，遺構・遺物の状況が空白であることが惜しまれる。

注 1 糸川道行 他 2004 r第8章まとめ 第2節奈良・平安時代集落の様相Jr千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告

書訓一印西市船尾白幡遺跡-j働千葉県文化財センター

2 藤岡孝司 1987 r八千代市北海道遺跡(旧印膳郡)J.石田広美 1987 r印藤郡栄町大畑・向台遺跡(旧埴生郡)J

『房総における歴史時代土器の研究』房総歴史考古学研究会 及び，藤岡孝司 1992 r八千代市萱田地区遺跡群

の歴史時代土器Jr研究連絡誌』第30号制千葉県文化財センター

3 赤井博之 1998 r古代常陸国新治窯跡群の基礎的研究(1)-奈良・平安時代の須恵器編年を中心に-Jr婆良岐考古』

第20号婆良岐考古同人会 を参考とした。

4 斎藤孝正 1994 r東海地方の施粕陶器生産一猿投窯を中心にーJr古代の土器研究会第 3回シンポジウム 古代の

土器研究一律令的土器様式の西・束3 施紬陶器一 資料集』古代の土器研究会

5 鳴田浩司・田形孝一 1999 r第4章まとめJr千葉北部地区新市街地造成整備事業関連埋蔵文化財調査報告書一印

西市鳴神山遺跡・白井谷奥遺跡一』肘千葉県文化財センター

6 小林信一他 2005 r第10章まとめ 第3節古墳時代後期~平安時代Jr印西市西根遺跡一県道船橋印西線埋蔵

文化財調査報告書一』働千葉県文化財センター なお，墨書土器に関する全般については，平川南 2000 r墨書

土器の研究』吉川弘文館 を参考とした。

7 糸川道行 2003 rr悌J墨書土器の出土状況一印西市南西ヶ作遺跡出土遺物の紹介を兼ねて-J r研究連絡誌』第

64号肘千葉県文化財センター

8 j，主1に同じ。

9 カマド破壊と関連すると捉えられる，土器の儀礼的な使われ方については.r竃神そのものを封印するのではなく，

カマドを封鎖することで，竃神を移還させることを目的とするものである」とする説(荒井秀規 2006 r竃神と

墨書土器Jr古代の信仰と社会』国士舘大学考古学会樹六一書房)に共感するものである。

-124-



第3章弐ト込遺跡

第 1節遺跡の位置と環境(第59図)

1.遺跡の位置

弐ト込遺跡は印膳沼の西岸に位置する。印膳沼は，南北に逆「く」の字形に大きく屈曲し，沼の北側部

分と西側部分に挟まれた台地上である。言い換えれば，印膳沼を二分する，東に突出した台地の基部付近

である。

弐ト込遺跡は，北側が印膳沼に流入する師戸川支流の角田川の低地に臨み，角田川の小支流により形成

された北に伸び、る標高は24m~28mの小舌状台地上に位置している( 1 )。南に基部があり，東西約300m，

南北約200mで，標高約27mの平坦面が広い，楕円形の台地である。角田川は弐ト込遺跡の北側で， 3支

流が合流している。北西からの支流，北東からの支流および東からの支流である。それぞれの支流の最奥

部は北部印膳沼との分水界である。弐ト込遺跡が属する水系は，師戸川の流域である。

現在は開発が進み，遺跡のほとんどは，鉄道(北総線)と，鉄道に平行する道路(国道464号)である。

2.周辺の遺跡

周辺の遺跡の状況としては，角田川の小支谷を挟んで，西側に角田台遺跡(2 ) ，東側に荒ク遺跡(3 ) 

が位置している。角田台遺跡は旧石器時代~中・近世，荒ク遺跡、は旧石器・縄文時代の遺跡である。

弐ト込遺跡南側の師戸川東流部分には遺跡が点在している。特に，小支谷の低地に臨む台地上に多く位

置している。師戸川は弐ト込遺跡の南側で南行する。南流部分の両側は樹枝状に舌状台地が発達し，遺跡

が東流部分よりも増加する。特に，南端の印描沼への流入付近では密度が高くなる。

弐ト込遺跡、の北側は，印膳沼低地が近接しているので，南側に比べて，樹枝状に舌状台地が発達してい

る。東流する小河川の低地に臨む台地上に遺跡が所在し，最奥部の北総浄水場付近，および¥印描沼低地

に臨む樹枝状の舌状台地上に遺跡が集中している 110

1王

1 ) 1997 W千葉県埋蔵文化財分布地図(1 )一東葛飾・印橋地区(改訂版)一』 千葉県教育委員会

第2節調査の方法と概要(第61・62図)

1.調査の方法

発掘調査を始めるに当たり，調査対象区域を公共座標に合わせて， 20mx 20mの大グリッドを設定した。

さらにその大グリッド内を 2mx2mに分割し， 100個の小グリッドとした。大グリッドは西から東へA，

B， C，……，北から南へ 1，2， 3，……，と記号をつけ，小グリッドについては北西隅を起点に00，01， 

…98， 99と番号を付け，これらを組み合わせて 2D-24のように呼称することにした。

調査は，上層確認調査→上層本調査→下層確認調査→下層本調査の順で実施した。上層確認調査につい

ては調査対象区域全体に公共座標を合わせて， トレンチを設定した。遺構が見つかったトレンチは適宜拡

張を行い，原則として調査対象面積の10%を調査し，遺構と遺物の分布状況を確認した。下層確認調査に

F
h
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っ“





第60図弐ト込遺跡地形図
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第61図 遺構・グリッド配置図
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ついては調査対象区域全体に公共座標を合わせて， 2mx2mのグリッドを設定し，石器検出グリッドを

随時拡張して調査対象面積の 4%を調査し，遺物の分布状況を確認した。

2.遺跡の概要

弐ト込遺跡の地形は，北に突出した舌状台地である。

調査の結果，検出された遺構は，検出された遺構は旧石器時代石器集中地点 1か所，縄文時代炉穴20基・

陥穴 6基・土坑 2基・早期包含層 1か所，弥生時代後期竪穴住居跡 3棟，古墳時代前期竪穴住居跡 6棟・

竪穴状遺構 1基，奈良・平安時代竪穴住居跡 9棟・掘立柱建物跡 1棟，中・近世井戸跡 1基・炭窯跡 7基・

ピット群 1か所・焼土遺構 1基である。

報告書記載の遺構番号と発掘当時の遺構番号とは異なっている。発掘当時は，アルファベットによる遺

構別の略号を独自に設定し，遺構別に通し番号を付している。報告書では，当財団における遺構略号を採

用し，改めて遺構別に通し番号を付した。

遺構番号の対照は第17表のとおりである。

第17表弐ト込遺跡遺構番号対照表

住居跡 (SI 011は欠番) No. 報告書遺稿番号 調査時遺構番号 時代 備考

No. 報告書遺構番号 調査時遺縞番号 時代 備考 33 SK013 FP013 縄文早期

SI001 H001 古墳前期 34 SK014 FP014 縄文早期

2 SI002 H002 古墳前期 35 SK015 FP015 縄文早期
3 SI003 H003 古墳前期 36 SK016 FP016 縄文早期

4 SI004 H004 古墳前期 37 SK017 FP017 縄文早期

5 SI005 H005 奈良・平安 38 SK018 FP018 縄文早期

6 SI006 H006 奈良・平安 39 SK019 FP019 縄文早期
7 SI007 H007 奈良・平安 40 SK020 FP020 縄文早期
8 SI008 H008 奈良・平安 陥穴
9 SI009 H009 奈良・平安 41 SK021 TP001 縄文早期 遺物無し
10 SI010 H010 弥生後期 42 SK022 TP002 縄文早期 遺物有り
11 SI012 H012 奈良・平安 43 SK023 TP003 縄文早期 遺物無し
12 SI013 H013 弥生後期 44 SK024 TP004 縄文早期 遺物有り
13 SI014 H014 古墳前期 45 SK025 TP005 縄文早期 遺物有り
14 SI015 H015 古墳前期 46 SK026 P003 縄文早期 遺物無し
15 SI016 H016 古墳前期 土坑
16 SI017 H017 弥生後期 47 SK027 P004 縄文早期
17 SI018 H018 奈良・平安 48 SK028 P001 縄文中期
18 SI019 H019 奈良・平安 井戸跡
19 SI020 H020 奈良・平安 49 SE001 P002 中・近世遺物無し

掘立柱建物跡 炭窯
20 SB001 H011 奈良・平安 50 SOOOl C001 中・近世

炉穴 51 S0002 C002 中・近世
21 SK001 FP001 縄文早期 52 S0003 C003 中・近世
22 SK002 FP002 縄文早期 53 S0004 C004 中・近世
23 SK003 FP003 縄文早期 54 S0005 C005 中・近世
24 SK004 FP004 縄文早期 55 S0006 C006 中・近世
25 SK005 FP005 縄文早期 56 S0007 C007 中・近世
26 SK006 FP006 縄文早期 ビット群
27 SK007 FP007 縄文早期 57 SA001 P-001 中・近世
28 SK008 FP008 縄文早期 P-002 
29 SK009 FP009 縄文早期 P-003 
30 SK010 FP010 縄文早期 焼土遺構
31 SK011 FP011 縄文阜期 58 SX001 3B301 中・近世
32 SK012 FP012 縄文早期

130 



第 3節旧石器時代

1.概要

旧石器時代では，石器集中地点が 1か所検出された。調査区の北東端部に位置している。ほかは，単独

の出土または，遺構からの出土である。

2.石器集中地点

第1石器集中地点(第63図，図版37)

調査区の北東端部に位置し，地表高は約27mで，主要なグリッドは 6N-01・02・03である。石器の集

中の大きさは東西約 5m，南北約 3mの範囲で，主な出土層位は rn~四層である。特に集中している層位

は，断面図から E層下部~町・ V層と考えられる。出土石器点数は接合資料も含めて721点で，総重量は

337.97 gである。点数に比較して重量が少ない (0.47g /点)のが特徴である。石材はほとんどが黒曜石

で，点数は720点(99.86%)，重量337.94g(99.991%)である。他石材はチャート製の砕片が 1点(0.14%)，

重量0.03g (0.009%)が出土している。黒曜石製石器の内訳は，ほとんどが，剥片または砕片である。

製品は接合資料も含めて 4点である。掻器が2点(接合) (0.28%)，重量17.22g (5.10%)，尖頭器が2

点 (0.28%)，重量3.78g(1.12%)である。剥片は小片も含めて166点(23.06%)，重量250.03g(73.99%) 

である。砕片・微細片は550点 (76.39%)，重量66.91g (19.80%)である。以上から，この集中地点は

黒曜石製石器の製作跡と考えられ，ごく短時間に形成されたと考えられる。

第 1 集中地点出土石器(第64~68図，第18表，図版56~60)

1 ~69は剥片である。石材はすべて黒曜石である。

1~9 はほぼ完存の剥片である。 10~12は尾部を欠損する。 13~17は頭部のみが遺存し， 17は両側辺に

使用痕がある。 18~21は頭部を欠損する。 21は調整痕がある。 22~25は尾部のみの遺存で， 25には調整痕

がある。 26~29は尾部および側辺部を欠損する。 30~33は小形の剥片で，側辺部を欠損する。 34~37は頭

部および尾部を欠損する，中間部のみの遺存である。他に比べて，大形と思われる。 38~40も中間部のみ

の遺存であるが，比較的小形である。 41~45は小形の剥片で， 45は側辺に使用痕がある。 46~54は加工片

(調整剥片)で，小形である。 55~60は調整痕がある剥片である。 61~63は 2 か所に調整痕が施された剥

片である。 64 ・ 65は小剥片である。微細な調整が施される。 66~69は頭部を欠損し，使用痕，調整痕があ

る。

70・71は調整痕がある剥片である。尖頭器が欠損したと思われる。

72は全体に調整が施され，掻器と思われる。

3.単独出土石器(第69図，図版37)

単独出土石器で，出土位置が明確な石器は， 4 F-10グリッド出土石器である。出土層位はw層である。

他の石器は，重機による確認調査時の出土で，グリッド一括で取り上げている。

単独出土石器(第69図，第18表，図版61)

1~5 は剥片である。縦長で、， 3. 5には両側辺に調整がある。 6は石核である。
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第70図単独出土石器

第18表 旧石器時代石器観察表

鱒園 香号
石器筆中地 適鞠

器種 石材 撞合・個体
是大長 書量大幅 量量:Jc厚

椙高 重量，，1 暗考
点・グリッド等 番号 {聞) (凹) (開)

掃園 番号
石届盤中地 通鞠

器種 石材 檀合・個体
量:Jc長 畳大幅 最大厚

標高 l!l鑑'" 惜考車ゲリッド等 書号 (醐} (田} {叩}

641 1 S一回1 99 副片 車曜石 ②9・+399 3回 2.85 0.47 27曲。 5.08 641 8 5--001 291 制片 畠曜石 305 1.55 0.32 26.921 1.22 直尾欠

641 1 S-<l刷 399 剥片 島砲石 ②個+3個 3.90 2.85 0.47 26.953 5.08 641 9 5-001 122 制片 属曜石 3.75 2.48 。70 27.105 4.93 下輔小R

641 2 S--oOI 154 制片 思曜石 ⑩却'→"4 2.15 4.70 0.70 27.031 6.17 半割 851 10 S-<l刷 570 制片 黒曜石 2.25 3.55 0.30 3.11 園田昌し尾女

641 2 S-il1l1 309 刷片 晶曜右 ⑩309→154 2.80 1.60 0.30 26.929 6.17 園欠 651 11 5-001 633 制片 属瞳石 2.15 2.90 0.30 26.868 2.19 尾欠

641 3 S-il1l1 511 制片 晶曜百 ⑩引1→525 2.30 1.30 0.30 27曲8 6.11 眉欠 651 12 S-il1l1 46 制片 串恒石 1.55 2.60 0.60 27.236 2.47 眉欠

641 3 S→田1 525 働l片 黒曜石 @511→525 2.63 3.50 0.65 28.898 6.11 65113 S-il1l1 8 副片 黒曜石 1.85 1.40 0.18 27178 0.52 尾欠

641 4 S，回1 395 剥片 県瞳石 ⑪395+527 3.15 2.75 0.45 27.077 3.25 651 14 S-il1l1 26 刷片 島曜石 1.65 1.50 0.13 27.143 0.44 尾欠

641 4 S-il1l1 527 剥片 県曜石 ⑪395+527 3.15 2.75 0.45 26.822 3.25 自51 15 S-OOI '00 制片 島晒石 1.25 1.75 0.48 27.113 1曲 尾欠

641 5 S-il1l1 87 制片 黒曜石 骨.87+124 3.60 2.30 0.45 27.079 2.43 651 16 S，回1 '42 制片 黒曜石 1回 1.75 0.30 27.0・8 0.79 尾欠

641 5 S-il1l1 124 制片 晶曜E 申・町+124 3.60 2.30 0.45 27.101 2.43 651 17 S-il1l1 330 制片 属庵右 2.20 1.05 0.20 26.986 0.48 尾失.u盛?

841 6 S-il1l1 409 制片 串圏石 5.35 3.70 。.5 27.012 11回 651 18 S-il1l1 30 副片 晶曜石 ⑨30+293 2.40 2曲 0・3 27.175 3.13 面欠

641 71 S-OOI 1610 副片黒 曜石 2.80 1.80 0.45 27.005 2.10 尾欠 651 16 S-il1l1 293 嗣片 晶曜右 ⑨30+293 2.40 2.90 0.43 27010 3.13 頭欠
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掃圃 番号 皐有・sグaリs仲，泊噌 量軸 畢種 石材 穣合・個体
量:1<畢 量大幅 量文庫

相富 11畳〈ω 歯考
番号 〈田) {四} {田) 樽園 番号 a宥--グaリ隆ッ司Pド地篭

遺晦
畢橿 石材 接合・個体

量大量 最大幅 量文庫
栂高 重量【・0 舗宥

番号 (on) {田) 【圃}

651 18 &舟町 410 制片 畠喧右 3.00 2.95 0.40 27.034 2・5 11.片側欠 5-001 2' '1、制片 畠喧石 1四 1・0 0.32 27.197 0.5・

白血 5-001 44 刷片 畠曜石 3.15 3.40 0.75 27.2i睡 7.97 頭欠 5-001 23 副片 鳳恒石 Z回 2.80 0.28 27.22・ 1.12 

851 21 S同曲1 31'‘ 嗣片 畠喧石 1.80 2.80 0.40 掴7輔 U2 .".片側小R S-<JOl 24 砕片 串瞳石 0.73 uo 。.20 27.1回 0.11 

851 22 5-001 201 剥片 畠曜石 1.47 1田 1曲 27.01陣 1.90 覇・片側欠 Sべ101 25 '1、制片 畠恒石 。，。 1.15 o~ 27.211 U4 鼠・尾lt

651 23 5-001 80 剥片 串喧石 1.85 1.70 a剖 2・... 0.97 扇・片側欠 S-<JOl 27 制片 届喧石 '曲 1.35 0.10 27.183 0.42 

851 24 S-<J01 39 制片 且岨右 2.10 1岨 0.30 27.174 0.87 5-001 28 '1、制片 畠喧石 1.40 1.53 0.15 27.179 0.50 国欠

851 25 S-<J01 352 制片 畠竃石 1.45 1.95 0.15 21.018 0.4・ 掴"下・4、R 5-001 29 '"片 且曜石 1.80 1田 0.20 27.139 0.47 尾欠

'" 26 5-001 148 制片 串瞳石 動 4・唱が醐 4・5 2.10 a曲 27皿2 5.46 高側lt 5-001 3' 砕片 畢曜石 0.09 uo 0.08 27.176 0.11 加工片2車

闘 2・ S-<J01 30・ 制片 属唖右 酌船冊。欄 4.65 2.70 a回 26.圃 忌岨 制片片 .....， 31 砕片 串竃石 0.7-0 0.75 0.10 27.17・ 。掴

曲掴 5-001 396 制片 属瞳石 骨骨....... 4.85 2.10 a・0 28.810 5帽 ーl片片
So{罰則 32 砕片 畢喧石 1.05 1.18 臥国 27.128 0.07 

蝿目 S唱。1 47 制片 轟曜石 哩)47-叶回+国1 V5 3.30 。個 27.1・・ 3.38 届・片側失 S-<JOl 33 時片 車瞳石 0.9。 0.55 o~ 27.132 0.14 

271 s-也町 183 制片 畠噂右 創刊回+叩 V5 3却 0・0 町田2 3.38 昌・片側先 S-<JOl 34 砕片 串園高 1剖 0.75 0.20 27.121 0~4 

271 s-001 331 剥片 串喧石 喧〉旬.，回+331 2.15 3拍 0.&0 踊 担5 3.38 尾・片個欠 S-<J01 3. 砕片 島曜石 a田 0.7-0 0.04 27.14・ 0.02 

281 S-(Xl1 403 制片 畠曜石 2回 2.15 0.28 28.998 1.93 片側欠 5-001 36 '1、制片 畠瞳石 1.55 1.40 0.38 27.185 0.75 期・居"21i

四5-001 .70 制片 且瞳石 Z四 2.25 。田 28.880 2.46 眉・片側欠 5-001 35 .掴抗 属喧石 0.45 0.45 。朋 27.185 0.01 

掴5-001 192 副片 串曜石 3.40 1甜 1.30 27.038 1掴 片側欠 S-<J01 37 微細片 属曜石 0.25 色.20 0.02 27.138 計調不可 2点

別 .... 刷 284 制片 畢喧石 1.80 1・5 0.30 血 蹄1 1回 間個虫

321 5-001 55 剥片 且曜石 1田 1.40 0.20 27凪S 0.88 薗・面倒欠
S-<J01 37 刷片 車瞳石

曲目+110+251
4開 3掴 0.38 27.138 5.05 

覇・園高
+担。'5同 側欠 2a

担5-001 .83 制片 昆曜石 1.90 1.30 0.30 0.18 
園面なし・
尾・片側虫

S-<J01 38 砕片 属曜石 0・0 1.25 0.08 27.1・2 0.02 

S-<J01 41 砕片 畢曜石 0.7-0 1.0・ o~o 27.121 0.32 

61 34 S園田1 .7 剥片 車置石 ③57-叫11 4.却 4.10 0.70 27.096 11.49 
軍属片側
"片側小R S-<J01 42 刺片 属瞳右 ⑥祖+178 2.10 S国 0.40 27.173 2.82 頭・片側lt

341 8-001 411 制片 属圃石 ③57-叫11 4.30 4.1。 0.70 27息調 11.49 
E・，..片副
欠片側小R

S-<J01 45 剥片 属曜E ⑩16叫5 ~60 a15 a田 27.127 a・4圃・属・片個先

S-<J01 49 砕片 属曜石 1.45 1.10 0.10 27.123 0.18 
351 S-<曲1 40 制片 畠曜石 ⑥仲崎掴 3.35 2.7-0 。日 27.201 4.34 国・尾・欠 5-001 50 砕片 轟曜右 0.70 a・5 。国 27.107 0.02 加工片ヲ

351 5-ODl 408 剥片 届曜石 喧川酔帽a 3.35 2.70 0.53 27.055 4.34 碩・屠欠 5-001 51 剥片 畠曜右 2.97 2.35 0.45 27.1曲 3.07 
381 S-<JOl 390 剥片 畠帽右 ⑪回附515 Z回 1.60 0.38 21.0掴 1.84 頭・尾欠 So{羽田 52 砕片 属曜石 1回 0.08 。岨 27.075 0.11 

361 5-001 515 剥片 圃恒石 咽悶冊+515 2.60 1.60 0.38 目i嗣 a 1制 蘭・昆虫 S-<J01 54 砕片 圃躍有 1回 1.25 0~5 27.0岨 0.29 
371 8-001 5 副片 串曙右 1四 O~O 0.40 27218 1.79 顕・尾長 5-001 56 砕片 畠曜石 0.52 0.7-0 0.10 27.078 0.03 加工片。

掴 .... 刷 297 剥片 且，11;11'1; 1.40 1.80 。却 2・973 0.53 国・居先 S-<JOl 59 砕片 属曜右 。開 U5 0.15 27.037 0.19 
391 5-001 10' 剥片 畠喧石 uo 2曲 0.20 27朗3 1.15 圃.u.片倒" S-<J01 8唱 砕片 畠曙右 0.70 1同 O~O 28.957 0.14 2a 
401 8-001 30。 制片 且曜石 1.45 1.80 0.23 "・57 0.87 111・昆曳 S-<JOl 61 砕片 畠瞳石 0.45 0.57 0.05 2・'57 0.01 
411 8-001 225 '1、刷片 且曜石 1.40 1.25 0.28 27凪a 0.36 眉欠 5-001 62 時片 車種石 0・a 1.93 0.28 28.942 0~8 2点

871 42 5-001 458 '1、制片 畠曙石 1.53 1.10 。15 27.035 O~. S→曲' 82 時片 属噂石 0.30 1.02 。，。 20.・42 0.04 
軒相 S-<J01 ?。 '1'刷片 畠曜石 1.7-0 1.1。 0.20 2.・57 0.35 2o S-<J01 83 砕片 属恒石 0.75 0.75 0.01 2・887 0.08 
871 44 5-001 235 '1'剥片 掴曜石 1.80 1.20 0.28 27.04・ 0.59 尾・片圃欠 S-<J01 84 砕片 属曜E 1.30 0.15 0.13 28.831 0.13 
871 45 宇田1

14'‘ '1'制片 畠曜右 1.10 1.50 。却 27.051 0.56 IIlt S-<J01 8. 砕片 畠曙右 1.05 0.85 0.17 28.975 0.10 
.71 48 S-<J01 43 砕片 畢唖石 1.40 1.43 。，。 27.1回 0.35 加工片 5-001 66 砕片 畠曜石 a回 1.40 0.10 2・蝿@ 0.19 加工片

611 47 S→田1 371 酔片 畠喧石 1.40 0.75 0.05 27.018 0.0・ 加工片 5-001 87 砕片 畠曙石 1.10 a制 0.10 27.0由 0.13 

611 48 5-001 274 時片 畠瞳E 1却 0.75 0.07 2・・'2 0.08 
135C同省
加工片

S-<J01 69 剥片 属瞳石 1.45 2.10 a担 27.0(泡 1.13 圃・庖・両個"

871 49 S司001 13. 砕片 畢壇石 1.30 0.80 0.01 目圃1 。畑
274と間材

加工片

S，回1 69 砕片 属瞳石 。曲 1.52 。却 踊田7 0.20 

S-<J01 72 民 27.002 車

87 田 5-001 202 砕片 届曜石 1.15 1曲 1.00 21.043 1凹 加工片 S-<JOl 73 制片 昌碩右 2.45 2.1。 0.62 2・.... 5.11 蘭・眉・虫

871 51 §也01 88 酔片 畠曜右 1.15 1.20 a国 "・87 0.13 加工片 ト凹1 74 砕片 車曜石 0.40 0.75 0.10 20.・41 0.02 
871 52 ... 曲1 321 砕片 畢曙石 0.75 1.35 0.15 27.027 0.11 加工片 S，凹1 75 砕片 届曜石 。52 0・7 0.05 26岨2 0.01 
871 53 S園田1 581 砕片 且曜石 0・5 1.10 。国 0.11 個副レ細工片

... 曲1 77 微細片 阜商置石 。田 0.50 0.03 四'岨 齢剖不可

671 54 5-001 354 時片 串曜石 0.7-0 1.40 0.10 27.012 0.15 加工片 5-001 78 砕片 且瞳石 0.75 。国 0.20 2・977 0.1・

671 55 ト曲1 71 鍋墨" 畢曙石
⑩'71-138+ 

3掴 2掴 1.00 26.995 8.78 ....再細工
510→国4 5-001 79 時片 畠喧石 0.52 1凪 0.10 26.943 。回

671 55 5-001 138 砕片 属曜石
⑩，71→138+ 

1.80 1.05 0.35 目刷。 8.78 径畢噂銅片
510-国4

S-<J01 80 砕片 車曜石 a曲 0・0 0.15 26.9・・ 。掴

S-<JOl 81 砕片 串障石 0.45 1.10 0.30 20.'剖 0.11 

871 55 S-<JOl 510 砕片 属曙石
⑪71→ 

1.20 1.40 。柑 26.923 8.78 鑑昼.. 鍋片
13自"'0-輔4

S-<J01 82 砕片 属喧石 0.52 0.70 0.10 2・858 0.04 

871 55 5-001 58' 砕片 轟瞳石
⑩71→ 

1.45 1同 0.50 8.78 
圃置なし・

1拍喝10-国4 置昌司直樹片

... 曲1 83 砕片 属曜石 0.75 1.10 。却 蹄岨1 0.17 

S-<J01 自4 時片 畠瞳石 。田 。田 0.08 28.846 0.04 
87 掴 5-001 22 砕片 鳳瞳石 1.00 1.40 0~5 目1田 0.28 n企同省"1附 S.回1 85 鎗細片 属鹿右 0.28 0.43 0.01 28.834 計調不可

671 57 S-<J01 207 砕片 畠曜石 1.18 0.50 a国 27JJ17 0.50 加工蜜 S-<JOl 88 砕片 属曜石 1.7-0 1.05 。国 21.0・a 0.21 

871 58 宇田1 .82 砕片 畠曜石 1.35 0.75 。田
"・" 0.55 加工直 Sベ101 回砕片 県瞳石 0.7-0 1.40 。周 目1国 0.07 

671 5・ S-<J01 113 酔片 串喧石 2.45 a・0 0~3 町田7 0.33 加工直 S-<J01 89 砕片 轟瞳石 1.25 0.55 0.30 27.032 0.15 2o 

"冊 S-<J01 120 砕片 畠唖石 1.25 1.75 0.35 27.118 。同
711:閏材
掴工片

S-<J01 89 砕片 昌曜右 0.40 0.45 0.20 27.032 0.03 

871 61 S-<J01 393 制片 畠曜右 2.95 3.25 0.75 27.004 5.73 属調片に圏側失..  
S→回1 包0 砕片 畠喧石 。曲 2.00 0.10 27.011 0.18 

S-<J01 91 砕片 属曜右 1.28 0.85 0.08 27圃5 0.10 

871 62 S-<JOl "8  制片 且曜右 1.70 2.00 0.46 目圃5 1.08 府舗に調.. ト曲1 92 砕片 畠曜石 0.78 1.03 。13 27.075 0.15 

67 ・3 S-<JOl '8 剥片 且曜右 0.95 1・0 a冊 27.138 1国 扇町み・国
聾億

671 64 $-(羽田 12 碑片 属恒石 1.45 1.15 0.33 27.13・ 0.35 下舗にIJ¥R

87 ・5 5-001 8 砕片 皐曜石 1.10 0.95 0.17 27.178 0.11 下醐にIJ¥R

輔 &噂刷 2.2 制片 畠瞳石 喧)292崎制 4.20 2.75 0.38 2・8・4 U3 加工直

ト曲1 93 砕片 畢曜石 0・0 。75 0.30 27圃8 0.24 

5-001 94 砕片 車種石 1.30 1.25 0.40 27.073 0.75 

S-<JOl 95 時片 串竃石 0.83 0.80 0.12 27.072 0.04 

S→曲1 98 砕片 畢瞳石 1国 1.00 0.08 27.013 0.18 

回S-<JOl 894 事l片 属曜石 ⑤却2+6・4 4掴 2.75 。掴 2・561 3.23 掴工片
S-<IOl 97 砕片 串喧石 0.43 0.7-0 0.10 27.113 0.04 加工片?

871 5-001 .3 '"片 属曜石 3.40 1.15 1曲 27.070 4.1。
斑・片側
lt.u. 

5-001 98 時片 車電石 1.20 0.50 0.32 27.115 0.17 

5-001 102 砕片 属曜石 1.02 0・0 0.10 27.124 0.10 

回 ... 曲1 市05 剥片 畠瞳石 3国 2.70 。帽 27.053 3.43 片側U檀 Sぺ加1 103 砕片 属恒石 1.18 1.03 0.18 27.143 0.24 

帥5-001 294 制片 串喧石 3帥 1.40 0・5 2・..， 2.82 E欠・U蜜 S-<J01 104 砕片 畠瞳石 0.50 1叩 0.05 27刷2 0.01 

701 S-<J01 112 剥片 且曜石 1.33 2師 0.35 27曲7 1.39 
加工直・覇

片側欠

711 5-001 58 ポイント 晶噴石 国-5・8 3.9。 1田 0.70 27.0掴 3.78 ポイント片

711 5-001 .88 酔片 畠恒石 0・→醐 1.30 0.38 0.32 0.04 ポ園イ面ン怠トし小・片

5-001 市08 砕片 畠曜右 0.63 1.10 。岨 27.119 。周

S-<JOl 市07小制片 畠曜石 1.30 1.55 。四 目息却 a国 尾欠

S-<J01 唱08 砕片 畠曜石 0・5 0・0 0.10 27.D37 。回

S-<JOl 109 砕片 晶曜石 0.97 0・0 。，。 27.092 0.05 

721 5-001 76 軍畢? 畠曜石 ①78+285 2.;岨 4.10 0.78 2・97' 8.44 園側欠 S-<羽田 110 砕片 属曙E 。田 0・5 0.09 目蝿4 。血 加工片?

72 ト曲1 285 軍恩? 且曜石 ①珂+285 2回 4.10 0.78 目田e 8.44 調倒lt
S-<J01 1 副片 且曜石 1.85 1.20 O~O 27.157 a・e国・庖・片値"

S-<JOl 2 鞘片 畠唖右 t回 1.45 0.15 27.157 a田 圃・面個欠

5-001 3 I/J、制片 畠瞳石 1拍 1.33 0.22 27.17・ 0.42 11.片側欠

5-001 4 時片 畠曜右 1・5 0・0 0.10 27.159 0~2 

S-<J01 ? 刷片 畠曙右 1回 UO 0.13 27.178 0.38 国.11.片個"

S-<J01 8 制片 畠喧右 2却 1.45 0.40 27.214 1.81 尾lt
.... 刷 '0 碑片 届喧右 0・0 0.15 0.15 27.1・5 0.04 

.... 刷 刊制片 畠瞳石 t蝿 UO 0.'。 27.116 1曲 覇・居先

S唱。1 13 1/)、制片 畠曙右 1掴 0・0 0.10 27.153 0.24 国・尾lt
5-001 14 砕片 畠瞳石 a剖 0.7-0 0.1。 27.172 0.07 

S剖 1 ，. 砕片 畠喧石 1.18 1朗 0.10 27.112 a却

S-<J01 ，. 嗣片 畠曜E ⑩1酔帽 2曲 3.15 0.50 27.1国 a84 -属・片個"

5-001 行砕片 属恒石 0.... 0・5 0.10 27.140 a闇

.... 剖 市砕片 轟瞳石 a回 1.35 a個 27.172 0.0' 下暗に"、R

5-001 19 碑片 届唖有 2.05 0.92 。却 27.113 0.55 

S-<J01 20 砕片 畠曜右 0・5 a曲 0.1。 27.154 。凪

S-<J01 110 制片 畠晒石
創 刊10.251

4.90 S却 0.38 目.054 5.05 鳳・鳳・両個虫+320唱曲

S-<JOl 1唱1 砕片 畠曜石 0.10 0.98 0.40 27.054 0.12 2o 

S-<J01 11唱 砕片 畠曜寄 0.47 。42 0.03 目S副 0.01 

.....， 114 砕片 属瞳石 0.55 0.9。 0.08 27.137 0.01 加工片

5-001 115 徹畑片 轟喧石 0.40 0.43 0.10 27.128 0.01 

S-<JOl 118 小刷片 届恒石 1舶 1却 O~O 21.014 0.38 片側lt
5-001 市17 砕片 晶橿右 0.75 1.05 0.08 27.107 0.07 

5-001 唱18 砕片 畠曙右 0 ... 。回 0.10 目'刷 0.03 加工片

5-(羽田 11・ 砕片 畠腫石 0・0 。曲 0・0 27.053 0・3

&喝刷 121 砕片 串曜石 0.78 0.7-0 0.08 目'個 0.04 

S吋曲1 123 砕片 畠曜石 1.05 1.20 0.07 27.105 0.13 

5-(抱1 唱2. 砕片 畠曙石 1.20 1.60 0.30 27.071 0.40 24 

5-001 可25 時片 轟曜石 0.43 1.00 0.23 27.07・ 0.07 

S-<J01 126 時片 属曜石 1.1。 1.35 巴10 目蝿? 。14

5-001 127 砕片 属喧石 a曲 1.00 OM  目邸蝿 0.1・

... 凹1 128 時片 車車石 0.9O 0.52 。15 27.071 0.11 
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挿図 番号
書..... 泊 遺骨 畢種 石輔 揖合・個体

量:1<畢 量大幅 量文庫
宿直 霊量'al 瞳考ii.ゲリヲド噂 番号 【聞) {聞) {聞)

挿圃 番号 a石暴グaリEッゆド創寄a 
量輸

畢橿 軍輔 障会・個体
.:1<畢 量大幅 最:1<111

標高 量量'" 歯考
番号 {開) {聞) (冊}

S~凹1 129 砕片 車曙石 。曲 2担 0.50 27.870 0.85 S~I 228 徹細片 畠檀石 0.30 0.40 0.02 27.051 齢調不可

S-i割引 130 '1'剥片 畠曜右 1.02 1.20 0.15 0.104 0.17 S~I 229 砕片 畠曜右 1.05 0.90 0.20 27.047 0.21 

~1 131 剥片 畠瞳右 2.35 2.50 0.35 27.126 '.80 薗・両面欠 ~I 230 砕片 且曜石 。70 0.72 0.07 27M9 0.01 

~凹1 132 砕片 串曜右 0.85 0.7。 0.10 27.048 0.10 ~I 231 砕片 畠曜石 0.70 0.40 0.05 27.074 。01

S~1 133 砕片 畠喧右 1.10 '回 0.20 27.152 0.28 S~曲1 232 砕片 畠曜石 1.13 1.00 0.08 27.0田 0.10 加工片

S-叩 1 134 砕片 属喧石 0・0 1曲 。15 27.078 0.1‘ S~I 233 ...片 串瞳否 。田 0.32 0.02 27.027 It調不可

~1 136 砕片 畠喧石 0.70 0.62 0.80 27.130 0.03 加工片? S~I 234 砕片 畢瞳石 0.70 1.00 。剖 27叫S 0.15 

~1 137 砕片 属瞳石 0.30 。52 0.05 27.115 0.01 S~I 236 砕片 晶瞳石 0.43 0.95 0.08 27凪8 0.02 

S~， 139 'T制片 属橿石 1.40 1.20 0.20 27田S 0.49 直・片側欠 ト回1 237 砕片 血曜石 1.82 0.75 0.10 27個3 0.12 

S~， 市40 制片 串喧石 2田 1個 。.2 27田6 1.64 ".眉・片倒" ト曲1 238 時片 畠瞳石 1.70 1.15 0.28 27.0・2 0.36 

~， 市41 制片 属曜石 1・5 1.50 。却 目1田 0.53 彊欠 ト回1 239 時片 属曜石 0.83 0・0 0.01 27個8 。岨

~1 唱43 砕片 圃曜石 0.80 1.40 0.10 27.070 0.19 S~I 240 砕片 畠曜石 。聞 a拍 0.08 27蝿 2 0.01 

S-叩 1 145 小劇片 畠喧石 1.25 1.55 0.28 27JJ7・ 0.56 頭欠 ト曲1 241 '1、刷片 畠喧石 0・7 1.10 0.18 27田・ 0.18 置先..，エ片?，

S寸加1 146 砕片 畠曜右 1.48 1.85 0.12 27.4岨 0.21 ~I 242 欠番 欠番

S~1 147 砕片 畠曜石 1.40 0・5 a・0 27.070 0.34 S~I 243 砕片 且曙石 0.75 0.48 0.80 27.028 0.03 

S~1 149 砕片 畠曜右 a回 0.12 0.05 27朗@ 0.03 ~Ol 244 砕片 畠曙石 0.40 0.42 0.02 27.059 0.01 

S~1 150 砕片 畠晒石 a世 0.83 0.10 27.084 0.03 S~I 245 砕片 畠曜石 0.90 0.50 。叫 27.0・5 0.01 

~1 151 時片 轟曜石 。冊 1.25 0.08 27.075 0.17 S~I 246 砕片 揖曜右 0.40 1.40 0.08 27.0皿 0.04 

~1 152 砕片 畠曙E 0.95 <.30 0.30 27.101 0.22 S~I 247 砕片 串曜右 0.85 1.10 。15 町田4 0.12 

S~1 153 制片 畠曜石 1.40 3田 臥柑 21.035 1.43 覇・尾・虫 ~I 24目 砕片 轟曜E 1.12 0.70 0.10 27.0描 0.0・

S~1 155 制片 畠曜石 。155+684 2.00 a田 a柑 21.038 2.78 薗.11・欠 S-曲1 249 砕片 車曜E 0.30 0・0 0.0・ 27田' 0.01 

S~I 市56小制片 蝿瞳石 1.38 1.30 0.15 27凪・ 0.35 薗・画圃欠 S~刷 250 砕片 畠曙石 0.70 0.43 0.01 27圃g 0.02 

S~I 157 砕片 l1li曜石 1却 1.1。 0.13 目凪8 0.17 

S~I 158 砕片 チャート 0.65 0.82 0.0・ 26.985 。03

S~I 159 砕片 晶曜石 1.45 1.1。 0.18 28.998 0.22 

~I 160 砕片 晶瞳石 1田 0.95 0.25 28.998 0.26 2点

S~I 160 砕片 畠咽石 0.57 0.75 0.09 26.198 。33

S~I 161 砕片 畢曜石 a田 0.53 0.05 26.950 。01

S~I 162 砕片 串喧石 0・2 1朗 0.10 26.闘7 。04加工片

ト曲1 163 砕片 畠曜石 0.35 。.3 0.20 26.995 0.04 

S-i却1 164 砕片 畠曜石 。曲 a曲 0.07 26.979 0.02 

Sぺ訓01 251 制片 畠瞳石
曲目'+110+251

4開 3甜 0.39 27.050 5.05 .尾蘭倒欠
+3~5・8

S~I 252 砕片 轟曜石 1.25 0.40 0.28 27凪0 0.10 

S~I 253 砕片 畠曜石 0.75 a曲 0.15 27掴 D 0.12 

Sペ淘1 254 観細片 且曜石 0.30 0.53 0.03 27.0引 It剖不可

S-i悶1 255 砕片 畠恒石 。冊 0.73 0.02 27刷8 0.11 

S~I 256 砕片 畠曜石 0・7 0.43 0.07 27.035 0.01 

S~I 25ヲ 砕片 串喧石 1.15 0.58 0.07 27β83 0.04 

S~I 258 砕片 属喧石 0.43 0.50 0.07 27.04・ 0.01 

ト曲1 165 a・a片 畠曜E 0.32 0.33 0.04 27.013 
S-田1 259 砕片 畢唖石 0.70 0.38 0.02 27.044 0.03 

長田1 166 砕片 轟曜石 0.72 0.55 0.08 28:曲@ a国
S-田1 260 徹細片 晶曜百 0.40 0.25 0.02 27.01睡 締罰不可

ト曲1 167 砕片 畠曜石 <.05 0.90 0.20 26.9輔 0.18 
S~I 261 砕片 轟曜宥 0.42 0.45 0.0・ 27.027 0.01 

ト曲1 168 砕片 畠曙石 0.30 0・3 。，。 26，叫9 0.01 2点
~I 262 砕片 畠曜右 0.15 a舶 0.12 27.036 0.11 

ト曲1 168 砕片 畠喧石 0.35 0.50 。，。 28.四， 0.01 

S~回1 169 時片 属曜石 0・0 0.50 0.07 27.157 0.0咽

S~I 263 酔片 串曜E 1.30 0.65 0.10 27.033 0.10 

S~I 264 '1'制片 属瞳石 1.15 1回 0.20 27皿g 0.43 顕・尾欠

S司001 170 砕片 畠喧石 0・5 1凹 0.45 27.155 0.19 

S~I 171 '1、制片 畠曙右 1.10 1却 0.13 27.181 。却 片側:1:

S~I 172 砕片 畠曜右 0.52 0.70 0.05 27.121 0.02 

Sベ加1 265 信網片 畢曜石 0.20 0.40 0.03 27.018 術調不苛

S~I 266 砕片 畢曜石 1.03 1国 0.10 27.035 。11

S~I 267 砕片 属瞳石 0.43 0.45 0.10 27.029 0.01 

S~I 173 砕片 畠喧右 0・0 0.85 0.0・ 27.1曲 0.03 
Sベ淘1 2.目 砕片 島曜右 0.30 0.73 0.07 21.034 0.01 

~I 174 砕片 畢曜石 。開 0.70 0.08 27国5 。国 加工片

ト個1 175 砕片 属曜右 0.40 0.15 0.05 27.028 0.01 

S~I 269 砕片 畠曜石 0.80 1・0 0.30 26.989 。36

S~曲1 270 砕片 畠曜右 0.75 0.50 0.01 27.031 0.02 

S~I 176 砕片 且曜石 0.53 。70 0.08 27.0・4 0.01 
Sイ101 271 砕片 畠喧石 0.90 1.30 028 27.049 。.20

ト曲1 177 砕片 畠曜右 。70 0.4。 0.10 目崎4 0.02 
S.叩 1 272 砕片 畠曜右 0・0 0.90 。国 27.043 0.04 

S~I 178 剥片 晶瞳石 ⑥42+178 2.70 3.00 0.40 27刷。 2.82 碩・片側失

~I 179 副片 畠曜石 2回 3.1。 0.55 27朗自 5.34 頭・畠欠

ト曲1 273 砕片 串喧石 0.45 。開 0.05 27掴 S 1.01 

S~I 275 砕片 畠瞳石 0.70 。回 0.36 27.031 0.21 

S~I 180 砕片 島喧石 1拍 0・5 0.28 自国1 0.31 
S~I 27. 'T制片 畠曜石 1.30 1国 。却 26.991 0.62 置:1:

s-i泊1 18可 砕片 串瞳石 0.72 0.39 0.08 27.037 0.01 
S~I 277 ーl片 畠曜石 1.35 2.2。 0.30 27周。 0.93 園・庖:1:

S~I 182 砕片 l1li曜石 1曲 0.45 。05 27闘e 0.01 

~I 184 砕片 届曜石 1.18 。曲 0.07 目個2 0.08 

S~I 278 砕片 畠曜石 0.80 0・7 0.15 26.998 0.11 

S~I 279 砕片 畢曜石 。83 0.45 0.07 27田1 0.01 

S~I 185 砕片 晶喧石 0.40 0.95 。95 27.078 0.95 

S~I 186 制片 串喧石 ⑩186+565 2曲 2.10 2.10 27田g 2.10 

~I 187 砕片 晶瞳石 。98 0・0 0.80 27.07・ 0・0

S~I 280 砕片 車曜石 1.0・ a曲 0.10 21田e 0.13 

S~I 281 砕片 畠喧石 1.15 1.10 0.12 21.078 0.14 

S~I 282 砕片 串瞳石 0・0 1田 0.21 27.024 0.35 

S-佃 1 188 時片 届曜百 0・0 1.00 1曲 27.099 1曲

S~I 189 砕片 晶瞳石 0.85 a田 0.90 27.058 0.90 

~I 190 砕片 畠瞳石 a回 0.53 0.53 27朗自 0.53 

S一回1 191 時片 島曜百 1.30 0.98 。曲 27.057 0.98 

S~I 283 制片 畢曜百 1.00 '.80 。却 27.051 0・4 屠のみ

S~I 286 砕片 車置E 0・7 0.43 0.28 蹄 977 0.12 

S圃001 287 砕片 属曜右 0.85 1.15 0.50 四圃' 0.40 

S圃凹1 288 砕片 畢曜石 0.90 0.18 。，。 担割。 0.08 

S~I 193 時片 畠曜石 '曲 1.20 1.20 27踊 3 1.20 
S-冊1 289 砕片 皐曜石 1.10 0.85 0.20 ..・.. 0.22 

S~I 194 砕片 畢曜石 0.85 1.00 1曲 27.04・ 1.00 
S-冊1 290 酔片 黒曜石 0.53 0.52 0.10 2・933 0.02 

S~I 195 時片 畠曜百 0.90 0.98 0・a 27n陣 0・8
S-曲1 295 砕片 皐瞳石 0.80 0.53 0.10 2.帽7 0.04 

~I 196 砕片 畠瞳石 0.83 3却 1.20 27.0剖 1.2。
S~I 2・6 制片 畠喧石 '四 2.00 0.20 26.9B7 0.63 麗・眉:1:

S~I 197 砕片 畠喧石 1.12 0.55 0.55 27.072 0.55 

s-冊1 198 砕片 畠曜石 0.0。 。国 。田 27朗5 a田

S~I 199 '1、刷片 畠喧右 1.35 '回 1.80 27皿7 1回 尾欠

~I 200 碑片 畠曜石 1.10 0.35 0.35 27.039 0.35 

S~I 298 砕片 且曜石 0.80 0.75 臥国 27.0四 0.01 加工片

S~I 299 砕片 畠曜石 1.45 1.03 。圃 27.0四 。17

~I 301 砕片 畠檀石 0.70 1.30 0.10 ，.曲・ 0.07 

S~I 302 砕片 畠曜石 1.15 1.'。 0.20 28.877 0.33 

S~I 203 砕片 島唖石 0.65 。個 0.9。 27.042 a冊
S~I 303 。、制片 畠曙石 '却 1.40 0.25 2・940 0.41 覇究

S~I 204 砕片 畠瞳石 0.70 0.75 0.75 27.01・ 0.75 

~I 205 砕片 属喧石 0.65 1凪 In3 27.044 1.03 2点

S~I 304 'T制片 畠曜石 1.10 1.85 0.30 2・... 0.45 国欠

S~I 305 砕片 畠喧石 1.15 1.70 a却 2・.940 0・4

S~1 205 砕片 畠曜石 0.57 0.50 0.50 27.044 0.50 
~I 306 砕片 属曜右 0.83 0.35 0.01 ε6B58 0.0' 

~I 206 砕片 皐曜石 0.50 0.32 0.32 割担睡 0.32 

S~I 208 砕片 串瞳右 1.20 1朗 。凪 27.089 0.15 

~I 307 徹個片 畠曜石 0.50 0.35 。田 2&.843 

Sイ却1 310 制片 畠曜右 0.92 '.40 0.15 26.879 0.36 畠由み

S→曲' 209 砕片 属瞳石 0.70 0.52 0.05 27.089 0.01 
S~I 311 砕片 車曜右 0.70 0.42 。国 26.899 0.01 

S~I 210 砕片 属曜石 0・8 0・0 0.0・ 27.080 。国

S~I 211 砕片 晶喧石 0.45 0.53 0.08 27.0且 0.01 

~I 2市2 砕片 車曜石 0.23 0..5 0.07 27.0副 0.01 

S~I 312 砕片 車曜右 0.43 0.60 。国 26.876 0.01 

S~I 313 砕片 思瞳石 0・0 1叩 0.10 ...... 0.03 加工片

S~I 315 砕片 串喧石 0.65 a・0 。崎 26.957 0.0' 

ト曲1 213 砕片 畠曜右 0.75 。開 0.07 27蝿 2 0.05 

S司001 214 砕片 畠唖石 0.83 。回 0.15 27.070 。10

ト回1 215 砕片 畠唖石 。師 a・3 。凪 27n・2 。01

S-i淘1 316 砕片 畢曜石 1.18 。m 。国 ....却 0.08 

~回1 317 砕片 畠曙石 1.00 0・7 0.10 27.013 0.11 

~曲1 318 酔片 畠曙右 。田 0.52 0.07 27.0桝 0.01 

S~I 216 土.片 27.188 

ト曲1 217 欠番 欠書

ト回1 319 砕片 思瞳石 0・0 0.57 0.05 28.974 。阻

S→曲1 320 制片 畠喧石
曲目.+110+251

4冊 3.30 0.38 28.999 5.05 扇・尾関側失+3 ...... 

S吋曲' 218 砕片 畠喧石 0.50 0・2 。凪 27.045 0.01 ~I 322 。、制片 畠喧石 1田 '日 0.18 28.995 0.5・ 蹟・昌史

~I 21. 砕片 串喧石 uo 0・5 。国 27.070 。出 ~I 323 砕片 畠曙石 。闘 0.43 0.07 26.932 。田

ト回1 220 砕片 属曜石 0.75 0.70 0.07 27.074 0.03 
135と同柑
加工片

~国t 221 砕片 轟瞳石 0.43 0・5 0.10 目畑・ 0.01 

~I 222 酔片 鳳曜石 1.00 0.75 。07 27.01陣 0.04 

~I 324 砕片 串曙有 0・0 1.15 0.10 26.979 。18

~曲1 325 時片 属哩石 1.00 0.55 。12 28.957 0.18 

S~I 326 砕片 属曜右 a田 1.25 0.15 28・4・ OJ・

~I 223 砕片 畢喧宥 。田 0.47 0.0・ 目β掴 0.01 
~I 327 砕片 畠曙右 0.80 a・5 0.07 28.982 O.刷

~1 224 酔片 鳳曜石 0.52 1>40 0.0・ 27.0・7 0.01 
s-i割引 328 砕片 串噂右 。40 0.8。 0.0・ 2・・41 0.02 

~I 226 信制片 畠曜石 0.32 0.30 1>03 27.04・ It剖不可
~刷 329 砕片 畠曜石 1.15 1.40 。岨 26.917 012 

S~I 227 微細片 鳳曜右 0.23 0.30 0.02 27.04・It創不可
~I 332 砕片 畠暗右 0.90 1.50 0.07 2a田a 0.10 

S~I 333 骨片 串曙石 0.52 。帽 0.07 28.9:叩 0.01 
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挿園|番号1;，努鴻|禦|開| 石 材 | 縫 合 僻 | 号 制 号2F|号2F|標高|盟叶 儲

M 叩目 10“ー・l肝内 l偏睡句

S咽 1 13351砕片|皐瞳石

S咽 1 13361砕片|畢瞳石

S-<l01 13371小剥片|黒曜石

S咽 1 13381砕片|黒曜石

印 1 13391附 |畢醒石

印 1 13401附 |畢曜石

S-<l01 13411砕片|属曜E

S-<l01 13421砕片|畠曜右

H01 13431砕片|黒曜石

S4刷 13441砕片|畠曜軍

S-<l01 13帽|砕片|畢曜石

S咽 1 13461砕片|畠廟

S咽 1 13471砕片|黒曜石

S咽 1 13咽|砕片|黒曜石

S-<l01 13491小剥片|黒曜E

S咽 1 13田|微細片|串曜E

S咽 1 13511肘|黒曜石

S咽 1 13531酎|黒曜石

S咽 1 13551砕片|畠曜石

印 1 13561肘|畢曜石

印 1 13571砕片|黒曜石

S咽 1 13581砕片|畠曜右

S咽 1 13日|僻片|畢瞳石

S咽 1 13601砕片|黒曜石

S咽 1 136' 1砕片|黒曜石

S咽 1 13回|砕片|晶曜石

S-<l01 13回|砕片|畠曜石

S-<l01 13641砕片|属曜右

S咽 1 13651棚片|黒曜石

印 1 13661砕片|黒曜石

印 1 13671剥片|串瞳石

S咽 1 13681砕片|黒曜石

S-<l01 13691砕片|畠曜右

s叩 1 13701附|畠曜石

S咽 1 13721醐片|黒曜石

S咽 1 13731砕片|畠曜石

S咽 13741砕片|毘曜石

S咽 1 13751砕片|昌躍石

S咽 1 13761砕片|昌曜右

S咽 1 13771砕片|畠曜石

S咽 1 13781砕片|騨石

印 1 13781砕片|黒曜石

S咽 13791岬片|畢曜石

S-<l01 13801砕片|黒曜石

S-<l01 13引|徹細片|黒曜石

S-<l01 13821砕片|車電石

S-<l01 13831砕片|轟曜右

S-<l01 13841徹餓片|畠躍E

S咽 13851砕片|畠曜石

S咽 1 13861砕片|車躍右

S咽 13871副片|晶闘

叩 1 13881附|黒曜石

M01 13回|砕片|晶曜右

S-<lO1 1叩|砕片|且師

S咽 1 13目|剥片|晶瞳右

S4剛 13941附|晶師

S咽 1 13971附|黒曜石

S咽 1 13981砕片|黒曜石

S咽 14001砕片|晶曜右

S咽 14011岬片|属躍E
S4刷 14021小制片|属曜石

S-<l01 14041砕片|晶躍有

S咽 1 14051砕片|毘躍有

S咽 1 1棚|醐片|轟軒

S咽 1 14町|砕片|畠曜石

S咽 1 14'21副片|墨田

s咽 1 14131砕片|黒曜石

S咽 1 14141砕片|騨石

S咽 1 14'51附|黒曜石

S咽 1 14161砕片|黒曜右

S咽 1 14171砕片|畠曜右

S咽 1 14'91砕片|黒曜石

S咽 1 14201砕片|昌曜石

S咽 1 142' 1砕片|畠曜石

S咽 1 14221砕片|畠曜右

S咽 14231小耐|展曜石

印 1 14241制 片|晶闘

S咽 |担51砕片|晶曜石

S-<l01 14剖|砕片|畠曜石

S咽 1 14271砕片|畠曜宥

S咽 1 1明|附|畢曜石

S剖 1 14291砕片|串醒石

S咽 |岨01砕片 |属軒

S咽 |相|附|皐曜石

S咽 1 1叫|耐|黒曜石

S咽 1 1制|附|晶軒

S咽 1 1制|砕片|輔石

S咽 1 14351刷片|属醒石

s-<l01 14361砕片|晶曜E

5-<l01 14371砕片|属曜石

123 1 1.15 1 0叫 126制 21 0.12 

M81 100 1町 31踊摘。 10，17 

M01 0凪 10岨 127皿01 0.05 

1回 1 1.15 1 0.10 1阻 "'1 0.25 1尾欠

1剖 1O.印 10曲|皿醐 10.Q1 

1皿 10.151 0田 127.0日 10.01 

M01 1皿 10.Q11目 凪91 0.10 

0判 10.63 1 0.01 1祖 師'1 0.02 

uo  1 0.10 1 0.01 1姐叩 10.03 

M010，4110周 | 組 問 10，03 

a50 1 0.51 1 0，01 126，醐 10.02 

1.25 1 0.85 1 0.13 1盟即 10.16 

M3  1目 21 O.皿 126.田11 0.02 

1回 10.501 0四|組側|山3

093 1 0，10 1 0.15 127.011 1 0，11 

117 1 1拍 10.22 127刷 10.41 1尾欠

。咽 1041 1 0血 127皿61間関

M31 0.101 0.18127.0町 10.04 

O柑 1 1.10 1 0.18 127刷 '1 0周

回 010.1010.01127.0町 10，01 

M11 0拍 10田 126.9岨 10.01 

1.301 0帽 10.30 126.912 1 0.18 

0，48 1 0，60 1 0.01 12日日 10，01 

0朋 10田 10，10 126.9田 10刷

。曲 10.151 o.町 12日制 10叫

O田 10.15 1 0.20 1白 血51 0.14 

1却 1 1251 O.田 126.9611 0.14 

098 1 0.50 1 O.町 126醐 10.03 

1凪 1 1却 10.18 12帥帥 10.17 

m1  0.30 1 0田|目脚|間不可

1皿 1 1.101 0.281目血'21 0.41 

1田 1 145 1 0.20 127.015 1 0.68 1頭尾片側欠

a田 10田|引o127.0171 0.01 

a回 1 1皿 10.13 127訓 31 0.22 

Mo  1 0.10 1 0田|目脚| 問

a柑 10却 10.10 127脚|醐不可

Mo  1 0.18 1 0.01 126..回 1O.町

110 1 0.10 1 0，18 127.010 1 0，田

1四 10351 0冊 127.0511 0田

a10 1 0.11 1 0曲 127.0101 O.倒

a四 10..81 0.13127血 '1 0倒

a剖 10，65 1 0却|訂刷11 0.15 12点

1.60 1 1皿 1 1.08 127.041 1 0.19 

1.55 1 1.25 1 0.15 127.0061 0.33 

M01 o.田 10.0・127.0341 0.0' 

M51 o.四 10.02 127.0甜|齢翻不可

M11 o.掴 10.15 12岡市 10倒

a10 1 0.95 1 0.0・126，9141 0踊

a171 o.却 10.03 126.9" 1開明

M5  1 0.15 1 0田|削曲 10.02 

1.20 1 1.60 1 O.曲 127凪 21 山 2

285 1 130 1 0，13 1訂刷 10日|半割

1.30 1 0.'0 1 0.10 127.0341 0.Q1 

1帽 10.90 1 0.01 127.033 1 0.15 

0.5 1 0.18 1 0.08 127.0591 0叫

1柑 13，301 0，田 127皿 '1 1剖|頭・眉欠

0.45 1 0，65 1 0担 127.0四 10，02 

010 1 0.10 1 0.13 127脚 10.17 

1皿 10.40 1 0.05 127皿.1 0.01 1加工片今

回 11 0回 10.05 127鵬|馴

1回 1O.田 10，28 12..982 1 0，31 

1皿 1 1.1510.28126.蛸 10.291尾欠

1抽 10.15 1 0.35 127脚 10.21 

帥 51 0.81 1 0.01 127凪 21 0.04 

042 1 0.23 1 0.01 121皿 11閥不可

附 10.51 1 0.10 127刷 10.02 

181 1 1回 10抽|盟国11 0.18 1昌欠

113 1 115 1 0.01 1目 1輔 10.09 

1皿 1 1四 1O.却 127.0451 0.31 

1周 1 1.33 1 015 1担醐 10.1. 

0.80 1 1.05 1 O.田 127凪 11 0.30 

0，'0 1 0，55 1 0，08 1211田 10皿

1珂 10田 10田 126.9011 0.1' 

M01 0.131 0.10126，9四 10凪

115 1 1却 102312...担 10担

。拍 10田 10.12126..回 10血

1.30 1 1悶| 目。 1 2•.•制 1 0皿|屠・片側欠

1凪 12.101 o.四 126曲51 1.13 1掴属片側欠

a町 10珂 10.08 126日 10.02 1加工片

M1  1 0.5 1引 o128.'" 1 0.01 

a98 1 0.10 1 0.13 128.96.1 引 O

M01 0曲 10.0・126.9451 0.02 

M.1 o.田 10.05 126.9日 10，03 

1551 o.田 10.12 126.9111 O.四

a501 o.皿 10.20 126.9121 0.12 

1回 12.00 1 0，50 1回開 1 1.34 1扇欠

目。|附 10.Q11阻捌 10田

1却 10.58 1 0.10126.9141 0.12 

1.55 I 1.15 I O.柑|回開01 1岨|覇属片側欠
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鱒圃 書号
石密集。網島 直軸

畢種 吉本章 縫合・圏!*
亜大長 最大幅 最大厚

標高 宣量〈ω 曲考
点グリッド等 番号 (酬) (醐) {醐)

S-<lOI 438 砕片 晶庖石 0.53 0.85 0.23 2・991 0.07 

S-<lOI 439 砕片 暴曜右 0，80 0.65 0，08 26.920 0.04 

S-<lOI 440 砕片 属曜石 0.88 0.75 0.07 26.960 0.04 

S-<lOI 44' 砕片 晶曜石 130 1.00 0.10 26.820 0.22 

S→田1 442 事l片 畢曜石 2.03 1.10 0.10 26.968 0.40 尾，片倒"
崎小関

S→田1 443 砕片 属庖石 0.45 0.83 0.08 27.012 0.02 

S-<lOI 444 砕片 晶曜石 0.70 0.85 0.07 27皿3 0.04 

S-OOI 445 砕片 畠瞳右 0，40 0.70 0国 26.895 0.01 

S-OOI 446 砕片 且曜石 0.80 0，60 0.07 26.898 0.02 

S-<lOI 447 砕片 属曜右 0.95 0.68 0.10 26.896 0.13 

S-<lOI 448 砕片 島曜石 0.80 0.95 0.10 26.837 0.07 

S-<lOI 449 砕片 罵曜石 0.75 0.40 0.08 26.816 0.02 

8-001 450 砕片 晶曜右 0.70 130 0.10 26.634 0.08 

8-001 451 砕片 畠瞳石 0.70 1.60 。国 26.889 0.09 加工片

5-001 452 微細片 最瞳石 0.45 0.32 a曲 26.996 計調不可

S-OOI 453 砕片 属曜右 1.25 0田 。曲 26.855 0.10 加工片

5-001 454 砕片 畠瞳石 1.12 0.40 0.12 27.026 0.04 

S-OOI 455 制片 畠瞳石 1.20 1.80 0.35 27.034 0.80 国・届両側欠

S-OOI 457 砕片 且瞳石 1.10 1.15 0.10 26.882 0.12 

5-001 458 砕片 晶曜石 0.60 0.60 0.06 27.030 0.01 

5-001 459 砕片 黒曜石 0.57 0.57 0.10 27.025 0.02 

8-001 460 微細片 品曜石 0.30 0.30 0.06 27.030 齢制不可

S一回1 46' 砕片 畠曜E 0.70 0.80 0.08 27.021 0.07 

s一回1 462 砕片 黒曜石 0.70 0.55 0.08 21.0同 0.02 

s一回1 463 砕片 黒曜石 0.43 0.90 0.10 27.018 0.02 

S-<lOI 464 砕片 畠瞳石 0.47 0.20 0.07 27.020 0.01 

5-001 465 ，)、刷片 畠曜石 1εo 1.65 0.13 27.026 0.32 面欠

S-<lOI 466 砕片 鼠曜石 1.07 1凹 0.10 27.049 0.16 倒週 蛸IJ'R

S-∞1 467 砕片 島曜右 0.65 1.05 0.10 27.046 0.11 

S-<lOI 468 砕片 属曜右 0.65 1田 0.10 27.026 0.09 

S-<lOI 469 砕片 l!I曜右 0.45 0.60 0.17 27.040 0.01 

5-001 470 砕片 届曜右 0.53 0，47 0.10 27.029 0.02 

5-001 47' 砕片 属躍石 0.48 0.47 0.08 26.967 0.01 

8-001 472 'j、制片 展曜右 1.05 2.10 0，30 26.949 0.61 尾欠

8-001 473 砕片 黒曜石 0.75 0.53 0.12 26.959 0.08 

S-<lOI 474 砕片 黒曜石 0.80 1.20 0.10 26.970 0.12 

Sイ泊1 475 砕片 黒曜石 0.85 0.53 0.10 26.953 0.03 

S-<lOI 476 制片 晶曜石 2.75 1.30 0.40 26.964 0.90 頭・片側欠

S-<lOI 477 剥片 晶曜百 2，40 1.30 0.13 26.952 0.41 半割

S-<lOI 478 砕片 黒曜石 0.90 0.68 0.03 26.965 0.02 

S→曲1 479 砕片 属曜右 0.75 1.25 0.07 28.986 0.09 

S-<lOI 480 砕片 黒曜右 0.92 0.70 0.08 28.942 0.07 

S-<lOI 48' 砕片 畠曜石 1.20 1.10 0.15 28.929 0.18 

8-001 483 微細片 晶曜石 0.23 0.40 0.05 28.994 針翻不可

8-001 484 砕片 畠曜右 0.53 0.70 0，冊 27.015 0.02 

8-001 485 砕片 晶曜右 0.80 0.83 0.20 27.012 0.07 

8-001 486 砕片 鳳曜石 1.48 0.60 0.08 26.987 0.09 

8-001 487 砕片 属曜右 0.70 1.40 0.10 26.984 0.12 

8-001 488 砕片 品曙石 1.25 0.75 0.08 27.016 0.10 加工片?

8-001 489 砕片 黒曜E 0.90 0.82 0.13 27.022 0.16 

S一回1 490 砕片 畠曜E 0.83 0.70 0.20 27.036 0.09 

S-<lOI 49' 砕片 島曜石 0.53 0.75 0.07 27.016 0.02 

S-<lOI 492 微細片 車曜右 0.43 0.15 0.02 27.022 計翻不可

8-001 493 砕片 黒曜石 1.40 包囲 0.15 26.・43 0.21 

8-001 494 'j、刷片 晶曜右 1.20 1.30 0.28 26.953 0.53 尾欠

8-001 495 微細片 畠曜石 0.40 0.28 0.01 26.925 計調不可

8-001 496 微細片 属曜右 0.40 0.30 0.01 21回2計調不可 2点

8-001 496 微細片 畠醒右 0.20 0.40 0.01 21皿2針謝不可

8-001 497 砕片 串晒石 0.62 0.80 0.07 26.986 0.03 加工片

8-001 498 砕片 皐瞳石 0.50 0.32 0.03 26.962 0.01 

S-<lOI 499 砕片 晶曜石 0.28 0.52 0.03 2・95. 0.01 

S-(淘1 500 砕片 黒曜石 0.50 0.60 0.07 27.038 0.05 

S→田1 50' 砕片 畠曜石 0，80 0.42 0.02 27.026 0.01 

S-<lOI 502 'j、制片 毘曜石 1.95 1.30 0.25 27.029 0.69 尾欠

Sベ回1 503 砕片 畠躍右 0.65 0.70 a叫 27.027 0.05 

S'曲1 504 砕片 思曜石 0.65 1.40 0.10 27.022 0.12 

S，凹1 505 微細片 属曜有 0.30 0.32 0.02 27.038 約週間不可

S-<lOI 506 砕片 晶曜右 0.97 0.80 0.05 26.977 0，03 

S-<lOI 507 剥片 畠種右 @-507+529 2.80 2.40 0.30 四@田 2.31 片倒欠

8-001 507 砕片 畠曜石 0.42 0.55 0.08 26.9田 0.01 

8-001 508 砕片 畠曜右 0.45 0.63 0.08 26.9叩 0.02 

8-001 509 砕片 晶曜石 0，45 0.80 0.80 26.949 0.02 

S-<l別 512 砕片 黒曜石 1.60 0.90 0.30 26.696 0.41 

S-曲1 5'3 'j、制片 晶曜右 1.10 2.00 0.20 26.735 0.62 頭欠

S-<l剖 5'4 砕片 暴曜百 0.80 0.50 0.10 28・.. 0.02 

S一回1 5'6 砕片 鳳醒右 0.73 0.62 0.10 26.829 0.02 

ト田1 5'7 砕片 晶瞳百 0.70 1.30 0.0・26.81且 0.07 

S-∞1 5'8 砕片 晶曜右 0.70 0.70 0.10 26.815 0.03 

S-<lOI 5'9 微細片 畠曜右 0.20 0.20 0.02 26.820 計調不可

S-<lOI 520 場l片 畠曜右 2.20 2.25 0.45 26.700 2回 尾欠

8-001 521 砕片 畠曜右 1.60 1.20 0.50 26.727 1.0唱

S-<l町 522 砕片 畠曜右 0.75 1.20 0.15 26.876 0.12 

S-<lOI 523 砕片 畠瞳石 1.42 0.70 0.20 28.929 0.23 

S-OOI 524 欠f書 欠番

S-<lOI 526 砕片 黒曜石 0.90 1.35 0.08 28.722 0.09 

8-001 528 僻片 晶曜右 1四 1.15 0.40 26.755 0.47 

S-<lQl 529 ii¥lJ片 属曜右 ⑪ 507+529 2，80 2.40 0.30 26.745 2.31 険個.下細小司

5-001 530 砕片 属曜右 0.70 0.83 0.08 26.823 0.02 

S-<l刷 53' 砕片 県南石 1.67 0.90 0.15 2・755 0.17 

S-<l別 532 砕片 串陪石 1.10 1.65 0.01 26.710 0.06 
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樟園 番号 a石・eグ・リヲ中ド地等
量輸 畢祖 石材 擁合・個体

量:t;畢 最大幅 量文庫
割高 重畳t・0 曲考

骨骨 【圃} 〈圃} {帽}
帽園 番号 骨石aそ帥....骨、姐‘ 

適鞠 畢橿 石材 笹倉・個体
量:t;畢 量大幅 量文庫

楓寓 量畳'" 惜考
番号 {醐} {田} {圃)

5-001 533 .掴片 畠瞳石 02。 0~1 0.03 四訓5肘調不可 :HIOl .24 砕片 畠喧石 0.57 0.45 0.15 踊随. 0.02 

5-001 534 砕片 属喧寄 。国 0.45 a国 踊 蝿S 。血 :HIOl .25 制片 畠曜石 1.70 122 。15 26:回e 。田 畠・片側失

:HIOl 535 砕片 畠喧E 。83 0.57 0.01 掴>>7，・ 。血 :HIOl .26 砕片 畠事石 1.00 0.15 。周 掴>>48 0.06 

:HIOl 536 砕片 畠喧石 1.75 1.10 0.1。 踊凪2 021 :HIOl .27 砕片 且曜石 0.55 。，。 。圃 掴s83 0.01 

，...，曲1 537 砕片 畢瞳石 1.85 。田 020 掴脱却. 0.40 :HIOl 62. 時片 畠竃石 0・0 。田 0.05 掴'四 0.02 

:HIOl 538 小網片 畠瞳石 1.10 1周 。18 26.7・3 024 軍占昆 5-001 629 碑片 且瞳石 1.00 。掴 2.00 掴 754 。18124

H 刷 53・ 砕片 畠喧石 a田 a・2 0.10 2‘7・3 a田 S司001 629 砕片 思喧右 D.3O a・5 0.10 21.754 0.01 

H 刷 540 砕片 畠喧石 0.73 0・0 a国 2・・5・ 0.03 5-001 630 砕片 畠瞳石 a而 0.11 0.01 祖 72・ 0・4

，...，国' 54' 砕片 畠瞳右 。市 U5 D.1。 旭町・ 。13 S同001 631 刷片 串曙石 ~1。 a刷 0.43 ..1掴 2.43 尾・片個先

:HIOl 542 砕片 畠喧石 a回 0.48 a国 2U掴 a阻 §舟町 632 砕片 串瞳石 0.97 1却 。却 姐・23 0.18 

H 刷 543 砕片 畠置E 。掴 1.10 0.1。 26.・岨 D.15 .-<10' 63. 砕片 畠瞳石 0.50 0.57 。臨 掴畠輔 0.01 

:HIOl ... 砕片 畠咽石 也咽 0.57 0.10 2・・77 0.02 :HIOl 636 時片 畠瞳石 0.53 0.回 0.01 28.8制 。01

:HIOl 545 砕片 畠瞳石 1.12 1田 0.10 2・U褐 0.10 2血 §噂01 636 調片 属瞳石 1・5 125 。副 2・73・ 1.93 圃ー庖・片個先

5-001 545 骨片 畠喧石 1周 1.10 0.10 28>>田 0.15 .-<101 637 .掴片 島曜石 023 0.60 0.02 2・7・5... 陣苛

:HIOl ..6 砕片 畢曜石 1.1。 a・0 0.05 四S国 。国 ，...，回1 63. 制片 畠瞳石 320 2.1。 0・0 掴 7.. '.82 片側小R

§也副 547 時片 昂瞳石 0.72 a回 0.10 四'田 0.07 24 H 刷 639 砕片 畠喧石 0.57 0.40 0.02 2・・83 0.01 

:HIOl 547 徹細片 畠瞳石 0.26 0.27 0.01 四'国 齢調不可 :HIOl 640 砕片 畠曙石 0..。 。盟 0.15 2・・54 a闘

:HIOl 548 小剥片 畠曜石 1.35 0.88 0.18 掴 凪2 0.11 且J< :HIOl 6" 砕片 畠瞳石 1.00 0.85 0.10 2・・.. 0.17 

H 副 549 時片 畠曙石 1.18 0.80 0.D7 圃'睡 0.08 :HIOl 6'・2 砕片 且曜石 0.75 0>>0 。掴 2・・.. 0.刷

:HIOl 550 砕片 島喧E 0.31 a田 。凪 踊'曲 0.01 ，...，回1 643 砕片 畠喧石 0.7。 0.40 0.09 2・.83・ 0.02 

:HIOl 551 砕片 畠喧冒 1.15 。却 。圃 27掴7 。蝿 :HIOl 644 砕片 鳳喧石 0.45 0.50 0.06 2・>>1・ 0.02 

，...，国' 552 欠番 .-<101 645 砕片 畢曙石 a回 1.1。 0.10 26.7制 0.10 

5-001 553 砕片 畠唖石 1.15 1.10 0.10 2・833 0.12 s-冊1 646 時片 属曜石 0.83 a曲 0.10 組島四 0.0・

5-001 554 砕片 畠喧石 1.15 1.52 0.22 2・857 D.3' S-<IOl 6.7 砕片 属曜石 1.18 a・0 0.1。 掴町S o.凪
:HIOl 555 碑片 属畢石 0.40 0.45 0.0・ 26.8圃 0.02 .-<101 6.. 砕片 畠瞳石 0.45 0>>0 0.12 四回3 0.02 

:HIOl 556 砕片 畠曜石 。田 0.82 0.0・ 掴 825 0.02 .-<101 6'・ 砕片 畠瞳石 1田 a・0 0.1。 踊.75 a胴

.-<101 557 砕片 串喧石 0.70 0.72 0.10 掴S輔 0.03 .-<101 650 時片 属曜石 0.98 0.78 。15 踊>>78 0.12 

:HIOl 558 砕片 畠瞳石 0.70 。国 0.0・ 皿....， a田 .-<101 661 剥片 畠曜石 唖畑51・・7・ uo 4.1。 a却 掴腫7 2>>3 国・尾・失

:HIOl 55・ 碑片 属曙石 0.40 D.8O 0.1。 掴・2・ 0.03 5-001 662 徹.片 畠曜石 。唯 D.2O 0.01 血>>13齢酒不可

ト曲1 560 砕片 晶咽E 巴田 。同 0.D8 26:・帽 0.03 :HIOl 663 砕片 畠喧石 0.40 a回 0.12 首>>77 a匝

:HIOl 56' 砕片 畠喧書 1.15 D.8O 。，。 a刷 図面なし :HIOl 654 砕片 畠喧石 a回 0.75 028 2・>>77 0.21 

:HIOl 552 砕片 轟喧石 1.10 0・0 023 021 園面怠し :HIOl 655 -片 畠喧石 0.45 020 0.01 踊8帥 齢E聞不可 2慮

:HIOl 563 時片 畠瞳石 1.30 1.15 020 0.19 圃面なし :HIOl 0.. a飼片 且曙石 023 0.31 0.01 2・-...不可

，...，曲1 565 制片 畠曜石 @18伽§輔 2.0。 2.10 0.42 。84園面なし s-<羽田 656 碑片 且瞳石 0.70 0.52 0.0・ 2・... 0.01 

:HIOl 555 砕片 轟曙石 a田 0.55 0.10 0.07 図面なし :HIOl 657 剥片 畠曙石 1.40 '田 a姐 2・・32 a・4尾・片側欠

ト回1 557 時片 畠曜石 0.53 0.81 a凪 0.02 園面なし :HIOl 65. 砕片 畠曙石 巴闘 。回 0.10 28.115 0.0・

ト曲1 56・ 砕片 畠喧冨 。曲 。85 0.0・ 0.01 園面なし :HIOl 659 砕片 畠曙石 0.57 0.45 0.07 2・・35 。田

s-<抱1 57' 制片 車庫石 125 220 0.43 0.'7 園面怠し .-<101 660 砕片 属哩右 0.70 0.60 0.07 掴S岨 0.02 

.-i淘1 572 。、制片 畠植右 1.15 ~1。 0.20 0.32 図面なし s-i栂1 6.， 制片 鳳曜石 ~15 Z却 。国 盟掴' 1.82 国・属・田園先

s-<抱1 573 砕片 畠喧石 1.13 1.1。 0.18 。18圏直なし .-<101 662 -凶風鈴 昆11晋 喧畑田φ個1 0.32 a掴 0.01 姐a輔 齢創不可

，...，回1 .74 砕片 畠橿石 120 a回 0.10 0.1。 図面怠し 5-001 863 偉掴片 車庫石 a却 0.40 。01 2‘a・7...不宵

5-001 575 砕片 畠咽右 。曲 0>>0 0.09 a田 図面牢し :HIOl 66. 制片 属瞳石 120 1.15 。却 28.921 0・4 尾J<

，...，回1 576 砕片 畠恒石 0・0 1.00 0.1。 。同 園面怠し 5-001 ..5 砕片 鳳曜石 0.55 D.2O 0.07 掴7回 0.01 

.-<101 577 砕片 晶瞳石 。78 120 0.15 0.12 
図面宜し土
暗に小R

s-<調。， 578 酔片 車闇石 0.10 120 0.0・ 。朗 図面なし

5-001 .79 砕片 畠瞳右 1.17 0.70 0.10 0.05 園面怠し

:HIOl 580 砕片 轟喧石 1曲 0.85 0.15 0.13 図面なし

.-<101 582 砕片 畠喧石 臥75 0.70 。n・ 0.03 圃薗なし

§咽1 584 小刷片 畠瞳石 1回 1.10 0.10 0.34 園面(j:し

:HIOl 585 砕片 畠喧石 凪岨 0.75 0.09 0.10 国画怠し

.-<101 5.6 制片 畠喧石 2刺 2.55 0.38 28.751 1." .~下鑓盆

:HIOl ..7 砕片 属曜石 。圃 0.70 0.07 踊s45 a皿

:HIOl 56. 碑片 掴瞳石 。且 。且 。踊 踊刷a 0.01 

:HIOl 5.・ 砕片 畠喧右 。凪 1.70 D.2O 2U35 0.21 

:HIOl 590 砕片 且曜石 0.45 0.43 a国 2・・38 0.01 

S→回1 5・1 砕片 畠瞳石 1.2・ 0.85 。国 28.150 0.0・

ト回1 .92 時片 畠瞳石 1.10 a回 0.09 2・..・ 。11
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帥 .， I侃106 瞳否檀 」至聖 3.01 a4。 220 18.21 
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第4節縄文時 代

1.概要

遺構は，住居跡は検出されなかったが，炉穴20基，陥穴 6基，土坑 2基，および遺物包含層を検出した。

遺構は主に遺跡の西端部，中央部，東端部の 3か所にそれぞれ集中して検出された。西端部は炉穴4基，

陥穴4基で，陥穴が多い。中央部はさらに分布が2か所に分かれ，中央西側には炉穴 2基，中央東側には

炉穴 3基，陥穴 1基が検出された。東端部は遺構数が多く，炉穴11基，陥穴 1基，土坑 2基が検出された。

包含層は遺跡北側谷部の斜面際に帯状に検出された。時期および位置.(グリッド)の土器出土量に差はあ

るが，遺構の分布とほぼ重なる。住居跡は伴わないが，炉穴，遺物包含層から集落跡と推定される。

2.遺構

炉穴

炉穴は20基検出された。 1基についての炉床の数は 1か所のものが多いが， SK009・016・019は2か所

以上である。形状は，平面形が楕円形または長楕円形で，中央部または端部に炉床がある。

SKOOl (第71図，図版38)

調査区の中央部東側に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 3 J -66である。

平面形は楕円形で，規模は105cmx 50cm，深さは45cmで、ある。長軸の方位はN-280-Eである。西半部

が削平され，大きさは推定であり，深さは E層からである。

炉床は中央に位置し，平面形は楕円形で，規模は50cmx 28cmで、ある。

SK002 (第71図，図版38)

調査区の中央東側に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 4 J -55である。

平面形は楕円形で，規模は154cmx 82cm，深さは21cmで、ある。長軸の方位はN-800 
- Eである。土層断

面から重複の可能性がある。

炉床は中央に位置し，平面形は楕円形で，規模は41cmx 28cmである。

SK003 (第71図，図版38)

調査区の西端部に位置する。標高は20mで，主なグリッドは， 2 G -95である。

平面形は楕円形で，規模は146cmx 78cm，深さは19cmで、ある。長軸の方位はN-120-Wである。石器が

出土している。

炉床は中央に位置し，平面形は横長楕円形で，規模は48cmx 57cmである。

SK004 (第71図，図版38)

調査区の西端部に位置する。標高は20mで，主なグリッドは， 1 G -98である。

平面形は楕円形で，規模は133cmx 107cm，深さは18cmである。長軸の方位はN-430 -Wである。床面中

央部がくほむ。
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炉床は中央に位置し，平面形は楕円形で，規模は61cmx 51cmで、ある。

SK005 (第71図，図版38)

調査区の中央東側に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 3 K -84である。

平面形は楕円形で，規模は77cmx 47cm，深さは 9cmで、ある。長軸の方位はN-680 
- Eである。土器が出

土している。

炉床は中央に位置し，平面形はややゆがんだ円形で，規模は径32cmで、ある。

SK006 (第71図，図版38)

調査区の西端部に位置する。標高は20mで，主なグリッドは， 1 D -83である。

平面形は楕円形で，規模は74cmx 51cm，深さはlOcmで、ある。長軸の方位はN-OO-E (ほぽ南北)であ

る。

炉床は中央に位置し，平面形は楕円形で，規模は38cmx 26cmで、ある。

SK007 (第73図，図版38)

調査区の西端部に位置する。標高は20mで，主なグリッドは， 1 D -76である。

平面形は楕円形で，規模は94cmx 49cm，深さは 8cmで、ある。長軸の方位はN-4.50 -Wである。

炉床は中央に位置し，平面形は楕円形で，規模は38cmx 26cmである。

SK008 (第73図，図版40)

調査区の東端部に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 7 L -46である。

平面形は長楕円形で，規模は276cmx 78cm，深さは85cmで，炉床が深い。長軸の方位は，炉床の位置に

より， N-1740 -Eである。

炉床は端部に位置し，平面形は楕円形で，規模は58cmx 54cmで、ある。

SK009 (第72図，図版39)

調査区の東端部に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 7 L -90である。

大形の炉穴で，炉床が2か所で，全体の平面形はL字形である。それぞれの端部に炉床が位置している。

R 1は東西方向である。平面形は楕円形で，規模は279cmx 118cm，深さは137cmで，炉床が深い。長軸

の方位は，炉床の位置により， N -870 
- Eである。炉床はほぼ円形で，径73cmで、ある。

R2は南北方向である。平面形は楕円形で，規模は264cmx 150cm，深さは75cmで，炉床が深い。長軸の

方位は，炉床の位置により， N-IO-Eである。炉床はほぼ円形で，径75cmである。

R 1の掘り込みが深く，土層観察から， R 2より新しいと考えられる。 R1から大形の深鉢形土器 1

個体が出土している。
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SK010 (第73図，図版40)

調査区の東端部に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 7 M -66である。

平面形は楕円形で，規模は183cmx 117cm，深さは42cmで、ある。炉床は深い。長軸の方位は，炉床の位置

により， N-530-Wである。

炉床は端部に位置し，平面形は楕円形で，規模は198cmx 63cmで、ある。

SK011 (第73図，図版40)

調査区の東端部に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 7 M-22である。

平面形は長楕円形で，規模は105cmx 55cm，深さは 4cmで，炉床は浅い。長軸の方位は， N-600 -Wで

ある。

炉床は中央に位置し，平面形は円形で，規模は径35cmである。

SK012 (第73図，図版40)

調査区の東端部に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 7 M-23である。

平面形は長楕円形で，規模は157cmx 57cm，深さは 6cmで，炉床は浅い。長軸の方位は，炉床の位置に

より， N-600 -Wである。

炉床は端部に位置し，平面形は楕円形で，規模は40cmx 33cmである。

SK013 (第73図，図版40)

調査区の東端部に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 7 M-41である。

平面形は長楕円形で，規模は237cmx 103cm，深さは46cmで，炉床は深い。長軸の方位は，炉床の位置に

より， N-1230-Eである。

炉床は端部に位置し，平面形は楕円形で，規模は62cmx 55cmで、ある。

SK014 (第74図，図版40)

調査区の東端部に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 6 K -89である。

平面形は長楕円形で，規模は183cmx 86cm，深さは31cmで、ある。長軸の方位は，炉床の位置により， N

-960 
- Eである。

炉床は端部に位置し，平面形は楕円形で，規模は72cmx 54cmで、ある。

SK015 (第74図，図版40)

調査区の中央西側に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 2 H -64である。

平面形は長楕円形で，規模は174cmx 80cm，深さは71cmで，炉床は深い。長軸の方位は，炉床の位置に

より， N-1620 -Wである。

炉床は端部に位置し，平面形は楕円形で，規模は60cmx 49cmで、ある。
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SK016 (第74図，図版40)

調査区の中央西側に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 3 H -10である。

平面形は長楕円形で，規模は237cmx 98cm，深さは37cmで、ある。長軸の方位は，炉床の位置により， N

-490 
- Eである。

炉床は 2か所に検出された。中央部と端部である。中央部は，平面形は楕円形で，規模は56cmx 51cmで

ある。端部は，平面形は楕円形で，規模は57cmx 42cmで、ある。

SK017 (第74図，図版41)

調査区の東端部に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 6 M-87である。

平面形は長楕円形で，規模は225cmx ll1cm，深さは59cmで，炉床は深い。長軸の方位は，炉床の位置に

より， N-440-Wである。

炉床は端部に位置し，平面形は楕円形で，規模は83cmx 64cmである。

SK018 (第76図，図版41)

調査区の東端部に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 7 N -16である。

平面形は楕円形で，規模は290cmx 187cm，深さは57cmで，炉床は深い。長軸の方位は，炉床の位置によ

り， N-100 -Wである。

炉床は端部に位置し，平面形はややゆがんだ楕円形で，規模は117cmx 69cmである。

SK019 (第75図，図版41)

調査区の東端部に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 6 M-34である。

平面形は，炉床が4か所検出されたため不定形で，全体の規模は344cmx 227 cmで、ある。楕円形の炉穴が

4基重複していると思われるが，それぞれの規模は不明で、ある。炉床はそれぞれの炉穴の端部に位置する

と考えられる。 深さはR1が73cmR2が42cmR3が35cmR4が38cmである。

炉床の形，規模および方位は次のとおりである。 R1は，最も新しいと考えられ，炉穴全体が把握でき

る。炉穴の規模が162cmx 86cm，炉床は楕円形で，規模は90cmx 72cmで、ある。長軸の方位は，炉床の位置

により， N-900 -Eである。

R2-R4は炉穴の規模は不明である。炉床はR2は楕円形で，規模は75cmx 48cm，長軸の方位は，炉

床の位置により， N -850 
- Eである。である。 R3は楕円形で，規模は64cmx 41cm，長軸の方位は，炉床

の位置により， N -450 
- Eである。 R4は楕円形で，規模は67cmx 58cm，長軸の方位は，炉床の位置によ

り， N -1790 
- Eである。

SK020 (第76図，図版41)

調査区の東端部に位置する。標高は27m，で，主なグリッドは， 6 L -38である。

平面形は楕円形で，規模は184cmx 140cm.深さは42cmで、ある。長軸の方位は，炉床の位置により. N-

1360 
- Eである。

炉床は中央やや南寄りに位置し，平面形は横長の楕円形で，規模は66cmX 69cmである。
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陥穴

陥穴は 6基検出された。調査区の西端部に 4基集中して分布する。

SK021 (第77図，図版41)

調査区の西端部に位置する。標高は21mで，主なグリッドは， 3 C -37である。

平面形は長楕円形で，規模は357cmx 98cm，深さは119cmである。長軸の方位はN-130 
- Eである。短軸

断面が漏斗状で，底面幅は36cmで、ある。

SK022 (第77図，図版41)

調査区の中央東側に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 4 K -32である。

平面形は楕円形で，規模は270cmx 121cm，深さは174cmである。長軸の方位はN-870-Wである。短軸

断面が漏斗状であるが，先細りは弱く，底面幅は42cmである。

遺物は，土器が少量出土している。

SK023 (第77図，図版42)

調査区の西端部に位置する。標高は20mで，主なグリッドは， 2D-llである。

平面形は長方形で，規模は207cmx 110cm，深さは80cmで、ある。長軸の方位はN-470-Wである。底面に

ピットが 1基検出された。円形で，径18cm，底面からの深さは19cmである。

SK024 (第78図，図版42)

調査区の西端部に位置する。標高は21mで，主なグリッドは， 3D-70である。

平面形は楕円形で，規模は274cmx 137cm，深さは195cmである。長軸の方位はN-900-Eである。短軸

断面が先の短い漏斗状で，底面幅は23cmで、ある。底面はほぼ平坦である。

遺物は，土器が少量出土している。

SK025 (第78図，図版42)

調査区の西端部に位置する。標高は20mで，主なグリッドは， 3D-20である。

平面形は長楕円形で，規模は317cm x 153cm，深さは181cmで、ある。長軸の方位はN-860-Wである。短

軸断面が先の短い漏斗状で，底面幅は24cmである。底面はほぼ平坦で、ある。

遺物は，土器が少量出土している。

SK026 (第78図，図版42)

調査区の東端部に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 6 M-48である。

平面形は楕円形で，規模は106cmx 52cm，深さは36cmで、ある。長軸の方位はN-510 -Wである。ほかの

5基と比べて小形であるが，短軸断面の形から陥穴とした。
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土坑

土坑は 2基検出された。調査区の東端部に位置する。

SK027 (第79図，図版42)

調査区の東端部に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 60-80である。

平面形は楕円形で，規模は232cmx 135cm，深さは42cmである。長軸の方位はN-760-Wである。底面は

浅い皿状である。

遺物は，土器が少量出土している。

SK028 (第79図，図版42)

調査区の東端部に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 60-初である。

平面形は楕円形で，規模は88cmx 72cm，深さは18cmで，浅い。長軸の方位はN-350 
- Eである。底面は

浅い皿状である。

遺物は，土器が出土している。 1は土坑底面に埋め込まれた状態で出土している。また，焼土も検出さ

れているので，炉跡の可能性があるが，明瞭な，住居跡の掘込みは検出きれなかった。

3.遺物

遺構出土遺物(第19表)

計測値等は表に記載したので，ここでは器形等の特徴を述べる。

炉跡出土遺物

SK003 (第80図，図版62)

1は深鉢形土器の胴部片である。 Rの撚糸文が施される。 2は敵き石である。打撃により剥離がみられ

る。平面は縦長の楕円形で，断面は丸みのあるやや扇平な三角形である。

SK005 (第80図，図版62)

1・2は同形と考えられる。無文の深鉢形土器で，尖底または非常に小さな平底と思われる。

SK009 (第81図，図版62・63)

1は深鉢形土器である。口縁は波状で，直下に，補修孔と思われる穿孔が， 2穴施される。胴部の丸み

は弱く，直線的に底部に至る。底部は尖底と考えられる。外面に条痕文，内面にナデが施される。

2 • 3は深鉢形土器の口縁部片である。口縁部に一段の屈曲を持ち，文様帯を構成する。口縁および屈

曲部に刻み目，文様帯部には棒状工具による浅い沈線文が施される。文様は不明瞭であるが，残存部から， 2 

は唐草状の文様， 3は波状の文様と思われる。 3には補修孔と思われる穿孔があり，内外面に条痕文が施

される。

4 . 5は深鉢形土器の胴部片である。 4は文様から上半部と考えられる。全体に横方向のやや細かな条

痕文が施される。横沈線で，上下に二分され，上部には斜格子の沈線文が施される。内面にも，横方向の

やや細かな条痕文が施される。 5は内外面に， 4と同様のやや細かな条痕文が施される。
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SK013 
。

(1/2) 5cm 

第82図炉穴出土遺物(3)(SK013) 

SK013 (第82図，図版63)

出土土器は小片のため，実測していない。石器が3点出土し， 1 . 2は円喋加工具(敵・磨石)である。

平面がやや三角状の楕円礁を使用している。 1は扇平で，断面は，片側がやや薄い。 2は厚みがあるが， 1 

と同様に断面は片側が薄い。

3はスタンプ形石である。やや下ぶくれの長楕円喋製円喋加工具の折損部を再生している。断面は片側

がやや薄い。

SK017 (第83図，図版63)

1・2は深鉢形土器で，同形である。 1は口縁から胴上部である。口縁部はほぼ垂直で，口縁に刻み目

が施される。胴上部に二段の屈曲があり，屈曲を境に文様帯を構成する。内外面全体に条痕文が施される。

口縁部文様帯は，沈線による方形および三角形の区画が施され，区画内を正格子文および斜格子文で埋め，

円形刺突文を加えている。下部文様帯は口縁部と同様に，沈線文で三角形の区画を施し，区画内を斜格子

状で埋め，円形刺突文を加えている。 2は下部文様帯から下で，文様構成は 1と同様で、ある。
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SK018 (第84・85図，図版64)

1・2は深鉢形土器である。 1はやや小形である。口縁部から胴部で，口縁はやや尖り，刻み目が施さ

れる。胴部の丸みは弱く，直線的に底部に向かう。内外面全体に条痕文が施される。 2は口縁部から底部

付近の遺存である。 1と同形と思われるが，底部付近は直線的で、はなく，やや内轡する。

3は円喋加工具(敵・磨石)である。扇平な楕円形喋を使用し，打撃により破損している。

SK019 (第85図，図版64)

1・2は深鉢形土器である。 2はやや小形である。 1は口縁に刻み目が施される。直線的な胴部で，内

外面に条痕文が施される。

3は口縁直下に突帯が施される。口縁は丸く，ほほ直立する。深鉢形土器と考えられる。

以上は縄文早期の遺物である。

陥穴出土遺物

遺物の出土は少なく，破片のみの実測である。

SK022 (第86図，図版65)

1は小形の深鉢形土器と思われる。条痕文が施される。

SK024 (第86図，図版65)

1・2は小形の深鉢形土器である。 1は胴部下部， 2は底部である。丸底で，同形と思われる。単節R

L縄文が施される。

SK025 (第85図，図版65)

1は深鉢形土器の口縁部である。口縁は丸く肥厚し，全体に撚糸文 (L)が施される。

以上は縄文早期の遺物である。

す l "---ζア2 r 
SK025 

SK022 SK024 。
(1/3) 

第86図 陥穴出土遺物
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土坑出土遺物

遺物は 2時期に区分される。 SK027は早期， SK028は中期である。

SK027 (第87図，図版65)

1・2は深鉢形土器の口縁部である。 1は外面に沈線文が条痕状に施される。内面にはナデが施され，

口縁は四角状である。 2は内外面に条痕文が施される。口縁がやや尖り，刻み目が施される。

SK028 (第88図，図版65)

1は深鉢形土器の口縁部から胴部である。出土状況から底部欠損後再利用として，土坑に埋め込まれた

と思われ，底部は出土していない。キャリバー形で，口縁部は隆帯の渦巻き文と楕円区画文が交互に施さ

れ，楕円区画文の内部はLR単節縄文が施される。胴部は擦消し縄文が施された二重の懸垂文で区画が施

され，二重の懸垂文の聞は， LR単節縄文が施される。 2は深鉢形土器の口縁部~胴部片である。口縁部

に隆帯による楕円区画文があり，内部にL撚糸文が施される。胴部は懸垂文で区画され，区画内はL撚糸

文が施される。 3-5は深鉢形土器の胴部である。 3は懸垂文で区画が施され，懸垂文の聞は， LR単節

縄文と擦り消し縄文が交互に施される。 4は擦消し縄文が施された二重の懸垂文で区画が施され，二重の

懸垂文の聞は， RL単節縄文が施される。 4は懸垂文で区画が施され，懸垂文の聞は， RL単節縄文と擦

り消し縄文が交互に施される。

ハハハ
M

3 

5 

。
(1/3) 10cm 

4 

SK027 

第87図土坑出土遺物(1)(SK027) 
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文様帯模式図

第88図土坑出土遺物(2)(SK028) 
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第19表遺構出土縄文土器・石器観察表

遺者 出土縄文土器
図 N乱闘 遺構名 時期・型式名等 注記 部伯 焼成 色調 胎土 重量(g) 備考

80 11 SK003 後期? IF問03-4 円、 良 黒褐色 自やや多，砂 25.09 |混入か

SK005 早期後葉~末葉 FP005-2・4-6・9・ 庁、 良 暗褐~暗赤褐色 自少，赤，繊維少 304.49 外面炭化物付着。

17-19・29-31・33

2 SK005 早期後葉~末葉 FP005-1・3・6-8・ 阿1 良 暗縄~暗赤褐色 白多 420.96 F問05-1-1と間個体。

11・14-16.20-
23・26-28・31・32

81 1 1 SK009 早期後葉・条痕文系 F内09-5・7・9・10・ r 良 暗褐色 白，砂 3060.00 内外面炭化物付着。重量石

12-17・21・22・24
-26 

2 SK009 早期後葉・茅山下層 FP009-6 

3 SK009 早期後葉・茅山下層 FPOO9-19 

4 SK009 早期後葉・茅山下層 FP∞9-4.8・20

5 SK009 早期後葉・条痕文系 FP009-3 

83 I 1 SK017 早期後葉・鵜ヶ島台式 FP017-1・2・4・5・8・
10・12-17

2 SK017 早期後裳・鵜ヶ島台式 FP017-1・2・3・6・7・
11 

84 1 1 SK018 早期後葉・条痘文系 FP018-1・2・9・16・
20・21

2 SK018 早期後葉・条痕文系 FP018-2・5・6・7・8・
12・13.22

85 I 1 SK019 早期後葉・条痕文系 FP019-8-14・17・
18・22.24-26

2 SK019 早期後葉・条複文系 FP019-1-7 

3 SK019 早期後葉・条痕文系 FP019-26 

86 11 SK022 早期後葉・条複文系 TP002-1 

SK024 早期前葉・撚糸文系 TP004-1 

2 SK024 早期後葉・条複文系 TP004-2 

SK025 阜期前葉・井草E TP005-2 

87 1 1 SK027 早期中葉・沈線文系 内04-1

2 SK027 早期後葉・条復文系 問。4-1

3 SK027 早期後葉・茅山下層 P004-1 

4 SK027 早期後葉・茅山下層 P004-1 

5 SK027 早期後葉・条寵文系 問。4-1.6091-1

88 I 1 SK028 中期後藁加曽事'IE斬しい部分 問。1-3

2 SK028 中期後慈・加曽"'IE古い都分 P001-22・30・32.表
採

3 SK028 中期後襲加曽"'1巨額しい郁分 P001-1・3.4・13・
17.18・20・21・23-
26・28・29

4 SK028 中期後葉田加曽事'IE新しい部分 P001-5-7・12・14・
16 

5 SK028 中期後葉・加曽"'IE新しい部分 P001-2・9・27

※都位摘の記号は. rがロ縁部. mtJ<胴部. bが底部を意味する。

※色調は外面の色調である。

r 良 黒~褐色 白少，砂，赤，繊維少

r 良 暗褐色 自，砂，赤.繊維

『判 良 黒縄色 砂.繊維

円、 良 暗褐~褐色 白少，繊維少

r 良 暗褐~褐色 自，繊維少

rr、 良 暗褐~褐色 色繊維少

r 良 黒褐~褐色 白少，砂，赤，繊維少

r 良 集褐~褐色 自，砂，繊維少，雲母少

r 良 暗赤褐~褐色 自白砂少，繊維少

r 良 黒褐~暗褐色 自，織維少

r 良 黒褐色 自，繊維

問、 良 呆褐~褐色 白，繊維

rr、 良 褐色 自，砂，赤少

w、 良 褐色 自，繊維少

r 良 褐灰色 白，砂

r 良 暗褐色 自，砂.赤少

r 良 にぶい黄櫨色 自少，砂，繊維

町、 良 灰褐色 鼠繊維少

町、 良 黒褐色 自.繊維少

π、 良 黒褐~褐色 白，砂，繊維少

r 良 褐色 自，砂少

r 良 暗褐色 白，砂少，赤

円、 良 黒褐色 白，赤.黒

庁、 良 黒縄~褐色 白，砂，赤少

問、 良 黒褐~褐色 自，砂，赤少

※胎土欄の記号は，自が白色粒子，砂が砂粒，赤が赤褐色粒子，黒が黒色粒子. (大)は大粧を意味する。

※重量は同一個体分含む。

遺者 出土縄文石器

図 N~ 遺構名 種類 注毘 石材
愚大長 量大幅 愚大厚 重量
(聞) (cm) (cm) (g) 

80 1 1 SK003 円.製加工具 FP003-1 流紋岩 5.98 3.99 3.18 ~ 

82 1 1 SK013 円程農製加工具 FPOI3-1 砂岩 7.81 5.86 1.77 110.95 

2 SK013 円.製加工具 FP013-2 石英斑岩 6.66 4.62 2.85 118.06 

3 SK013 ス告ンプ形石器? FP013-3 砂岩 6.95 4.36 2.57 93.84 

85 3 SK018 円型車製加工具 FP018-3 角関右片麻岩 7.69 6.42 2.65 176.01 

※石材の同定は柴田徹氏による
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膏分含む。

95.95 

142.77 補修孔あり。外面スス付
着。

286.66 重量右膏分含む。

89.86 外面炭化物付着。

1240.00 外面スス・肉薗炭化物付
着。

898.00 F石PO膏17分-含1-む1と。同一個体。重量

510.00 内面炭化物付着。重量石膏

分含む。

121. 38 重量石膏分含む。

1090.00 外面炭化物付着。重量石膏
分含む。

710.00 外面炭化物付着。

20.11 

6.71 

21. 65 

21. 57 

18.52 

26.16 

15.26 

42.09 P∞4-4-1と同一個体。

51. 97 

120.48 

980.00 

145.60 

1960.00 内面スス付着。重量右膏分
含む。

232.42 

117.72 POOト3-1と同一個体。

遺存度 備考

二部交裏

完形

完形

完形
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グリッド出土縄文土器(第89~101図，第20 ・ 21表，図版66~73)

遺構に伴わず出土したいわゆるグリッド出土の縄文土器と，他の時代の遺構覆土中で出土した縄文土器

を一括して扱う。出土した土器は早期から後期にわたり，時期比定が可能な文様のある土器を中心に図化

した。

調査区内の広い範囲で，比較的多くの土器が出土しており，出土状況の概要がわかるよう，グリッド別・

時期別の出土状況一覧表を作成した(第20表)。また，特に早期及び中期の土器が多く出土したため，こ

れらについては，別途グリッド別出土状況概略図を作成した(第89図)。

土器の記載は，概ね古い時期のものから順におこなう。図化した土器については観察表を作成した(第

20表)。胎土中に繊維を含む土器の断面図に特に網掛け等はおこなわなかったので，観察表を参照願いた

い。土器拓影図で内面の拓本を示す場合は，向かつて左側に外面の拓本，中央に断面図，右側に内面の拓

本を置いた。縄文の表記については， r日本先史土器の縄紋j(1)を参考として， 1段右撚りの縄を R，左

撚りの縄を L，2段正撚りの縄はRL，LR， 3段正撚りの縄はRLR，LRLなどと，簡略化して表記

することとした。

土器出土状況(第89図，第20表)

第20表は，グリッドごとの土器出土量を示したものである。出土量の多い早期については，早期前葉・

撚糸文系土器，早期中葉・沈線文系土器，早期後葉・条痕文系土器に分離した。中期には一部後期初頭の

土器を含む。各時期のグリッドごとに，口縁部点数と土器重量を示した。遺構出土の土器については，そ

の遺構の大部分が含まれるグリッドに帰属させた。遺構の含まれるグリッドがほぼ半々の場合は，その遺

構から出土した土器の全重量及び口縁部点数の 1/2を，それぞれのグリッドに振り分けた。

調査区全体での縄文土器の出土量は，土器総重量として52，693.42 g ，すなわち約52.6kg，口縁部総点

数223点である。

第89図は，第20表に基づき，ある程度出土量のまとまっている，早期と中期の土器について，大グリッ

ドごとの重量と，口縁部点数を示したものである。

早期前葉・撚糸文系土器の分布は， 89-1に示した。撚糸文系土器全体の出土量は，総重量4，648.32g， 

口縁部点数50点である。 2D・3Cグリッドを中心とした調査区北西部と， 3 Jグリッドを中心とした調

査区中央部に， 1，000 gを越える土器を出土したグリッドがあり，土器のやや強い集中が認められる。ま

た，調査区南東部 6Mグリッドや 70グリッドでも弱い集中が認められる。該期の遺構は検出されていな

いが，こうした土器の分布状況から，主に台地北側の谷沿いに生活の痕跡が窺えよう。

早期中葉・沈線文系土器は， 89-2に示した。沈線文系土器全体の出土量は，総重量7，861.11g，口縁

部点数30点である。 2Dグリッドで6，000gを越える土器量が出土し，強い集中が認められる。 2Gグリ

ッドでは1，000gを越えるやや強い集中が認められる。概ね調査区北西部に偏った分布と見なせよう。 2

Dグリッド付近に存在する炉穴である FP003 . F P004・FP006 . F P007や， 2 Gグリッド付近に存在

する炉穴である FP015 . F P016は，出土遺物がほとんどなく，時期がはっきりしない。土器の分布状況

から見ると，こうした炉穴群の一部と，沈線文系土器の関連を考慮するべきかもしれない。

早期後葉・条痕文系土器は， 89-3に示した。条痕文系土器全体の出土量は，総重量20，708 . 38 g ，口

縁部点数92点である。弐ト込遺跡ではもっともまとまった土器量が出土した時期であり，多数の炉穴群の
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第20表 グリッド出土縄文土器集計表

時期
早期前葉・
撚糸文系

早期中葉・
沈線文系

早期後葉・
条痕文系

前期
中期 (一部
後期初頭)

分類不可 備考

13.99 1 I 41.37 70.36 

訂
一
M
一肝
一肝
一汗

3 I 236.58 

L日巴竺 35.93 

20.94 

2J 18.83 62.00 19.83 

3J 6 673.76 3 166.85 40.82 104.27 

4J 76.33 3 1091.81 80.00 75.47 

5J 316.78 25.58 7.79 

6J 4.57 110.30 2 726.87 38.68 H005住出土分含む

7J 2 390.14 48.07 6.41 

8J 470.42 567.37 H008住出土分

170 



時期
早期前菜・ 早期中葉・ 阜期後葉・

前期
中期(一部

分類不可 備考
繰糸文系 沈線文系 条痕文系 後期初頭)

ゲリッド名
ロ縁

量量(.l 
口鰻

量量 (.l
日 銀

置量 (.l 回線
量量 (.l

口組
量量(.l 

口.
量量 (.l (点} (点) (点) (点) (点) (点)

6K 3.37 212.93 3 327.38 28.62 

?麗 3 479.96 15.26 4 497.85 68.58 鰍櫛告量織土分含む

8K 舗.30 1 16.91 7ω.38 附ω4量分会む

4L 20.43 

5L 8.93 57.80 

6L 29.39 528.45 60.32 20.65 

7L 66.21 42.46 99.79 H007住出土分含む

aL 127.69 

T 5蝿 14.34 

6薗 102.30 2 良国6.43 43.56 44.67 21.84 

~ 7腫 18.76 96.47 

8・1 28.24 4 1208.58 17.79 

5N 20.12 

6N 41. 58 5 1280.78 18.81 9.90 

7N 0.5 183.77 0.5 6.77 17.57 H018住1/2出土分含む

aN 455.65 10.03 165.50 64.84 

60 10.総 3 135.57 6 2707.34 9.ω 

“ 70 158.51 42.67 1.5 217.09 0.5 27.47 17.57 間18住1/2・HOl9t量級土分

表採 18 3060.81 9 1469.14 115.71 

車禄C地点 150.98 360.68 

合計 50 4648.32 30 7861. 11 92 20708.38 8 704.61 44 14905.79 9 3865.21 2253i m 抑制i蹴同

※遺術分は，遺構の大半が属するゲリヲドに含めた。ゲリヲドがほぼ半々のものは，重量・口縁部点数を1/2してそれぞれのゲザヲドに振り分けた。

存在と関連し，条痕文期の活発な活動痕跡を示すものであろう。土器の分布は，調査区全体でまんべんな

く出土しているが，特に 2Gグリッド・ 4Jグリ ッド・ 60グリ ッド・ 8Mグリッドで3，000gを越える

土器出土量があり，集中が認められる。概ね炉穴群の分布と重なるように土器が出土していると見なせ，

生活領域の比較的近辺に土器が廃棄されたことが想像できょう。

前期の土器は，少量の出土のため，分布については図化しなかった。前期の土器の出土量は，全体で704.61

g，口縁部総点数8点である。調査区の広い範囲で散在する。

中期は89-4に示した。中期全体の出土量は，総重量14，905.79g，口縁部点数44点である。早期の土

器に比べると，やや調査区の南側で土器が出土しているように見える。調査区南端付近の 7Eグリッドで

4，000 gを越える土器が集中している。この他に， 2 Dグリ ッド ・4Eグリッド・ 5Gグリッド・ 8Jグ

リッド・ 8Kグリッドで1，000gを越える土器が出土し，土器の集中地点がスポット的に存在するように

見える。弐ト込遺跡において中期の明瞭な遺構は， 6 Kグリ ッドに位置する P001しか発見されていない

のであるが，こうした土器の集中した地点では，本来は何らかの遺構が存在した可能性もあろう。調査区

南端付近の集中では，南側の未調査範囲に，中期の遺構が存在するのかもしれない。
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グリッド出土土器(第90-101図，第21表)

(1) 早期前葉・撚糸文系土器

第90図 1-4. 第91・92図7-66が相当する。第90図にはある程度器形が窺えるものをまとめた。

第91図7は口縁部内面にも縄文を施す土器である。口唇部の肥厚は弱い。口唇部及び口縁部内面にRL

単節縄文を横方向に回転施文し，口縁直下も横方向にRL縄文を回転施文する。

8-11は，頭部に胴部とは異なった回転方向の縄文を施す施文帯をもっ，井草 I式に相当するものであ

る。 8-10は口唇部および口縁部直下にRL単節縄文を横方向に回転施文するものである。 8は口唇部の

肥厚弱く. 9はやや強く. 10は強く肥厚する。 11は口唇部及び口縁直下にR撚糸を横方向に施文するもの

である。口唇部の肥厚は強い。

第91図 1-3・12-27は井草E式・大丸式である。 1-3は口頭部が図上である程度復元できた土器で

ある。 1・3はいずれも口縁部直下に指頭圧痕文をもっ土器である。 1は特に明瞭に押圧され，爪の跡が

良く残っている。両者とも RL単節縄文を用いる。指頭圧痕文は12-14にも認められる。 12は口唇上にR

L単節縄文を横方向に回転施文し，胴部には同じ縄文を縦走させる。 13は強く肥厚した口唇部の外寄り上

面にRL単節縄文を施す。 14は口唇部上面に LR.口唇部外面にRL縄文を施す。

2 . 15-22は，口唇直下にやや幅広く縄文が施文されない部分が認められるものである。口唇部の肥厚

は15・17・19などが比較的強いが，それほど顕著ではないものが多い。 2は，ある程度器形が窺えるもの

で，若干肥厚した口唇部が外反し，胴部は弱く張る。補修孔を有する。縄文はすべてRL単節縄文が用い

られるようで，口唇部では横方向に回転施文し，胴部は縦走させる。

23・24は口唇直下から縄文を施文するものである。 23の用いる縄文はR無節か。 24はRL単節縄文であ

る。

25-27は口唇部及び胴部に撚糸文を施すもので，大丸式であろう。 25・26は密な撚糸文を用いるもので，

口唇部と胴部で撚糸文の施文方向を変えている。 26は口唇直下に指頭圧痕文をもっ。 27は口唇部の撚糸文

のみが確認でき，口唇直下は広い無施文域となっている。補修孔を有する。撚糸文はすべてRの原体を用

いる。

28-33は夏島式と判断したものである。 28は口唇部が若干肥厚し，口唇部外面に縄文が乗っているが，

胴部と一連で施文されており，夏島式の範障であろう。 29-31も口唇部が若干肥厚，外反する。 29の縄文

原体は判然としない。 30はRL単節縄文.31も摩滅してはっきりしないが，同じ縄文か。 32・33は撚糸文

施文のものである。 32は肥厚した口唇部の直下からR撚糸文を施す。 33は口唇部の肥厚やや弱く. L撚糸

文か。

34は稲荷原式である。口縁部が弱く外反し，口縁部下に浅い沈線を引き，以下は判然としないが，おそ

らく撚糸文を施す。調査区内で唯一の資料であった。

35-46は撚糸文系土器の胴部及び底部破片である。細別時期は明らかにし難いが，口縁部破片の様相か

ら見て，井草 I式から夏島式に伴うものであろう。 36-38・41・42は縄文施文のもので，原体はすべてR

L単節縄文である。 35・39・40・43-46は撚糸文のもので.35・44はL撚糸文.39・40・43・45・46はR

撚糸文である。 35の内面はケズリに近い調整痕が顕著に認められる。 46は丸底に近い底部破片である。
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(2) 早期中葉・沈線文系土器

第90図5・6，第92図47-72が相当する。概ね田戸下層式の範障に収まる土器群と判断できょう。 5. 

6は図上である程度器形が復元できたものである。

第92図47-58は沈線で幾何学的な文様を構成するものである。 47は多くの同一個体破片が存在した。あ

まり接合しないため，小破片から推測する限りではあるが， 7-8条の集合沈線を 1単位として，横位沈

線文帯と，斜線文をパッチワーク状に配した斜線文帯を重畳させる文様構造と考えうる。口唇部の断面は

丸頭状に近い。 48は細く鋭い沈線により，口縁部に10数条の横位沈線，以下に斜沈線を配するものである。

色調等が47と類似するが，沈線の太さや条数が異なるため，別個体と判断した。口唇部断面は角頭状に近

く，内面との稜がはっきりしている。 49・50は口縁部に多条の横位沈線を配するものである。 49は口唇部

断面が角頭状で，沈線はやや細い。 50は口唇部断面が外削ぎ状に近く，沈線はやや細く浅い。 51は口縁部

に細い沈線を斜行させるものである。口縁部断面は丸頭状である。 52は， 5条程度の狭い横位沈線文帯と

短い斜線文帯を重畳させるものである。 54-56はおそらく胴部下半の破片で，横位沈線が残るものである。

54の沈線は細く， 55・56は中程度の沈線である。 57は太い沈線で幾何学的な文様を描くものである。 58は

細沈線と太沈線が組み合わされるものである。

59はやや多くの同一個体片が存在したが，胴部のみで口縁部を欠く。全体の文様構成ははっきりしない

が，細い 3条一組の斜沈線で幾何学的な文様を描き，これに沿って，おそらく多裁竹管を用いたヘラ状工

具による連続刺突文を配する。 60は斜沈線と員殻復縁文を組み合わせた文様をもつものである。 61は貝殻

復縁文と半裁竹管による刺突文を組み合わせたものである。

第90図5・6，第92図62-64は指頭状工具による横方向のナデの痕跡を器面に強く残すものである。お

そらく器面の乾燥がそれほど進まないタイミングで，文様的な効果を狙っておこなわれたものであろう。

特に 6は，上下のナデの聞が隆線状になっており，より装飾的な効果を上げている。 5・63はナデの単位

がやや不明瞭なものである。口唇部断面は， 5が角頭状， 6・64は外削ぎ気味の角頭状， 62・63は丸頭状

である。

65・66は器面に，砂粒の移動の痕跡が目立つもので， 67もこれに近いものである。 65は角頭状の口唇部

断面で，内面は凹凸が目立ち調整は丁寧でない。 66は外削ぎ気味の口唇部断面で，内面に比較的丁寧なミ

ガキが施され，補修孔をもっ。 65は角頭状に近い口唇部断面で，外面にやや凹凸がある。 70はこうした土

器の胴部破片である。 68・69は無文め土器で， 68は丸頭状の口唇部断面をもち，外面には斜方向のやや細

かいミガキの痕跡が残る。 67は尖頭状の口唇部断面で，内面には横方向の擦痕がのこる。少量の繊維を含

む。あるいは次期まで下る土器かもしれない。

71・72は底部付近の破片と底部破片である。 71は該期に特徴的な，いわゆる「天狗の鼻状Jの尖底部に

続く破片である。 72はそこまでではないものの，かなり鋭角な尖底部である。

(3) 早期後葉・条痕文系土器

第93図73-第97図160までが相当する。第93図には図上である程度器形復元できたものをまとめた。

第94図80-82は子母口式に相当するものであろう。 80は口縁部にごく細い横位隆線が1条配されるもの

である。内面は弱い擦痕が認められる。 81.82は口縁部に円孔文が施されるものである。土器焼成以前に

棒状工具によって外面から孔を穿っている。 81はやや細い工具で， 2か所確認できる孔のうち， 1か所は

未貫通である。 81は調整痕が目立たず， 82は内外面とも擦痕である。
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83~85は鵜ヶ島台式に相当する。いずれも沈線による文様区画線の交点を中心に 刺突が施されるもの

である。 84は区画内に押引文を充填する。いずれも内外面とも条痕が認められる。

87・88・90は文様区画線内に充填文をもつもので，区画交差点への刺突を欠くものである。鵜ヶ島台式

と茅山下層式の中間的な様相をもつものである。 87は狭い区画内に押引文を密に充填する。区画線の一部

も押引文による。口唇部の内外端にキザミを施す。 88はおそらく 2段のくびれをもっ土器で，口縁部文様

はわずかしか残っていないが沈線区画内に押引文を充填するようである。胴部文様には押引文と員頂部の

押圧が区画線的に用いられている。 90は2段のくびれをもっ土器である。口縁には小突起があり，口唇部

内外端にキザミを有する。口縁部文様は崩れた裡状区画，胴部には円形の中心とした文様を構成し，区画

内に半裁竹管による刺突文・押引文を充填する。

86 ・ 89 ・ 91~111は，概ね茅山下層式に相当するものである。

86 ・ 89 ・ 91~93は刺突文・押引文により文様を構成するものである。 86は突起の一部で，半裁竹管によ

る押引文をもっ。突起上部と口唇上にも押引文が施されるが，狭い部分に合わせて施文具を変えている。

89は円形の文様を構成するものである。 91はおそらく 2段の土器であるが，口縁部・胴部ともに連続刺突

文がごく浅く施される。 92は連続刺突文をもつものだが，文様構成は判然としない。 93は2段のくびれを

もっ土器で，半裁竹管による連続刺突で直線的な文様を構成する。

94~97は，沈親文と円孔文を組み合わせるものである。口縁端部の円孔文は，焼成前に器面外側から穿

孔されるもので，器内面の孔の周囲は粘土が盛り上がっている。同様の土器は八千代市問見穴遺跡SB009 

C住居跡などでも検出されており(ヘ印膳沼周辺における茅山下層式では，円孔文は比較的一般的な存在

のようである。

98~107は沈線により文様を構成するものである。 98はヘラ状工具による浅くやや幅広の沈線で，大ぶ

りの鋸歯状の文様を構成する。 99・1011ま格子日文をもつものである。 100は拓本ではかなりはっきりとし

た押引文に見えるが，押し引きはごく弱く，ほとんど斜沈線のように見えるものである。 102はごく浅い

縦位の沈線が認められるものである。 103は口縁部に低い縦位隆線を配し，その上に貝頂部の押圧を連続

させる。これを囲むように曲椋的な沈線を配するものである。 104は胴部の斜行沈線である。 105~107は

浅くやや幅広の沈線により，曲線的な文様を構成するものである。 106と107は同一個体である。

108~111は指頭状工具によるいわゆる凹線文により文様を構成するものである。いずれも凹線文は浅く，

あまり明瞭ではない。 108は口縁部に円文と流水文，山形文などが口縁部文様帯に配されるようである。

110も口縁部破片で，狭い口縁部に押捺を施した縦位の隆線を配し，凹線文で格子日に近い文様を描くも

のか。 109・111の文様構成ははっきりしない。

112は茅山上層式かと思われる破片である。ごく小さな双頭状の突起をもち，口唇上に浅い沈線をヲlく。

113は貝殻復縁文をもっ土器で，文様構成上は早期末葉の打越式を想起させるが，小破片でもあり，確定

できない。

114以下は顕著な文様をもたないもので，細別時期が特定しづらい。概ね茅山下層式以降のものであろ

う。 114~118は段をもっ器形の土器で，口唇部及び段の部分にキザミをもつものである。 114 ・ 115はごく

狭い口縁部の土器である。 114は口唇上のキザミ， 115は口唇部外側端にキザミをもっ。 117はごく細かい

キザミである。 119は太い隆帯をもっ土器である。

第93図73~79 ・第96図120~第97図156は顕著な文様をもたない土器で，概ね早期後葉に位置付けられる
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第90図 グリッド出土縄文土器(1)
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第93図 グリッド出土縄文土器(4)
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ものの，細別時期が特定できないものである。

第93図73・74・第96図120-127・129は口唇部にキザミをもっ口縁部破片である。 120は口縁端部に細か

いキザミをもつもので，器面の調整痕は目立たない。子母口式に伴うものであろうか。 74・121はやや張

りだした口唇部外側端にキザミを施すものである。 73・122-125は口縁部にほぼ直交して口唇上にキザミ

を施すものである。 73は外面の条痕は顕著であるが，内面の調整痕は丁寧にナデ消している。 126は口縁

部に対して斜行するようにキザミを施すが，部分的にキザミの方向を違えており，キザミが格子目状にな

る部分がある。 127・129はやや太い棒状工具を用いた，探くしっかりとしたキザミである。 128・130・132

は，口唇上に口縁と並行する方向で押引文・刺突文を施すものである。いずれも半裁竹管を用いているよ

うである。

第96・97図131・133-141は条痕のみの口縁部破片である。 131・133・135は口唇部断面が尖頭状， 134・

136が丸頭状， 137-141は角頭状に近いものである。いずれも条痕が顕著に残るものである。

第93図75-79・第97図142-156は条痕等の調整痕以外，文様をもたない胴部破片である。 75-77は内外

面とも比較的条痕が顕著に残るものである。 143-149・151も同様に内外面とも顕著な条痕が残る破片で

ある。 145は植物束による内外面条痕の可能性がある。 150は内面の条痕がナデ消されたものである。 78は

条痕がナデ消され痕跡的に残るもので， 152も同様である。 79はいわゆる擦痕が残るもので， 153-156も

同様である。 156は薄手で，子母口式に伴う可能性がある。

第97図157-160は条痕文系土器の底部をまとめた。 157は小型で鋭角な尖底である。 158・159は比較的

径の大きな平底で， 159は若干上げ底状の底部に条痕が施される。 160は径の小さな平底である。底面まで

条痕が施される。

(4) 前期の土器

第98図161-171が相当する。 161-166が前期前半の土器， 167-171が前期後半の土器である。

161-166は胎土中に繊維を含むいわゆる繊維土器で，前期前半に相当するが，いずれも文様要素が少な

く，細別時期は特定しづらい。 161は角頭状の口唇部断面で，口唇部が内側にやや突き出す。口唇上には

細かいキザミを施す。縄文は不明瞭だが， LR単節縄文か。 162は角頭状の口唇部断面で，外面にL無節

の縄文を施す。 163は口縁端部に低い隆帯を貼り付け，隆帯上を含めて， LR単節縄文を施す。接合しな

い同一個体片がやや多く出土した。 164は口縁端部に上向きの高い隆帯をもっ土器で，隆帯上も含めRL

単節縄文を施す。 165はLR単節縄文を施す胴部破片である。 166は小型の上げ底の底部破片か。

167-171は前期後半の土器である。 167は諸磯a式土器であろう。器面の状態が悪く，文様は判然とし

ないが，口縁端部に横位の区画沈線を持ち，以下に櫛歯状工具による波状沈線を配するようである。 168

は浮島E式か。凹凸文をもつものである。 169は輪積痕を残す土器で，浮島式系の土器と判断した。同一

個体破片がやや多く存在する。 170・171は沈線を有するもので，やはり浮島式系の土器に伴うものであろ

つ。

(5) 中期の土器

第98図172-第101図231は中期後葉の加曽利E式土器である。第98図に口縁部破片，第99図は復元資料

と，同一個体破片が多い資料，第100図中段以下に胴部破片を集めた。加曽利E式の細別に関しては，呼

称の問題を含め，様々な問題がある。ここでは主に，磨り消し縄文の有無が加曽利E式の古・新の区分の

定点であるとする，山内清男の考えωに基づいて，記載をおこないたい。
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172-176は深くシャープな沈線を用い，整った楕円区画をもっと思われる口縁部破片である。概ね加曽

利E式古い部分に相当するものが多そうである。 177も比較的シャープな沈線をもっ土器で，楕円区画聞

が突き出し，その下に蕨手状の沈線が配される。楕円区画内も沈線が蕨手状になっている。地文の縄文は

172-175・177がRL単節縄文， 176はLR単節縄文である。

178-181は，にぶく浅い沈線で口縁部の楕円区画をおこなうもので，加曽利E式新しい部分に相当する

もであろう。 181は頚部のくびれがほとんどなく，胴部の磨り消し懸垂文が明瞭である。 182-184は口縁

部の楕円区画が崩れ，口縁部下端区画の意識が希薄なものである。加曽利E式新しい部分に相当する。地

文は182-184がRL単節縄文， 178・179・181がLR単節縄文であろう。

185・187-189はごく浅い沈線により区画をおこなうもので，やはり加曽利E式新しい部分に相当しよ

う。 187はおそらく口縁部楕円区画が単位文的に配されるものであろう。 187-189の地文の縄文はRL単

節縄文である。 186は鉢形土器で，後述する。

190は口縁部に 1条の隆線をもつもので，加曽利E式末葉の土器であろう。隆線以下の縄文は明瞭でな

いが， LR単節縄文か。 191は波状口縁で，口縁端部に 2条の沈線を配し， RL単節縄文を施す。口唇部

内面の稜が明瞭である。おそらく大木9式の影響の強い土器であろう。

第99図192・193は器形がある程度復元できたもので，体部の磨り消し懸垂文が明瞭なものである。 192

は2本一組の磨り消し懸垂文が多数垂下する。 193も2本一組の磨り消し懸垂文が底部付近まで垂下する

ものである。 194はあまり接合しないものの，多量の同一個体破片が存在する。ある程度器形が推測でき

る大型破片を図化した。かなり大きな土器と思われ，おそらくキャリバー形の器形で，体部の縄文の磨り

消しは幅が広い。 195も接合しないものの，同一個体破片が多く存在するものである。隆線による曲線的

な文様を口縁部以下体部に展開するようで，おそらくいわゆる意匠充填文系土器群ωと思われる。 192-

195とも用いる縄文はRL単節縄文である。

第98図186・第100図196-199は鉢形・浅鉢形土器である。 186は無文の口縁部に胴部が張る器形の鉢で

ある。縄文はLR単節縄文である。 196・197は浅鉢の口縁部で，口唇部から内面に沈線による文様をもっ。

199は頭部のくぴれと胴部の張りの強い鉢で，胴部の縄文帯は単位文的になっている。縄文はRL単節縄

文である。

200以下は胴部破片を中心にまとめた。 200-207は隆線による文様をもつものである。 200は低い隆帯の

両脇に細い沈線が引かれるもので，加曽利E式の古い部分であろう。 201・202は2本一組の隆線である。

203は陸線による渦巻き文が残るものである。 204-207は胴部に隆線による曲線的な文様を描くもので，

意匠充填文系の土器であろう。いずれも低く扇平な隆帯であるが， 205の隆帯は部分的に断面台形状に整

えられている。縄文は200・201・204-207がRL単節縄文， 202がLR単節縄文である。

208-第101図226は沈線による懸垂文をもつものである。 208は地文上に 2本一組の沈線を垂下させるも

のである。沈線聞は磨り消きれず，加曽利E式古い部分に相当する。地文の縄文はRL単節縄文か。 209

-225は懸垂文聞の磨り消しが明瞭な加曽利E式新しい部分に相当する土器である。 209-214は3本一組

の沈線文で懸垂文を描くものである。 209の地文にはLRL複節縄文が用いられ，縄文の特徴と出土位置

から209aは同一個体の口縁部であろう。 210・211・213もLRL複節縄文をもつものである。 212はやや

細い沈線による懸垂文をもつもので，地文の細かいLR単節縄文が特徴的である。 214はRL単節縄文で

ある。
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215-225は2本一組の沈線による懸垂文をもつものである。 221は一部だけ 3本一組の懸垂文が認めら

れる。沈線聞の幅が狭いものとしては220・222・223・224が挙げられ，逆に広いものとしては225があり，

ある程度の時間的な差異を反映するものであろう。縄文は215-217・220・222-225はRL単節縄文

で， 215・222などは 0段多条の細かい節の整った縄文である。 218・221はLRL複節縄文を用いている。

219はRLR複節縄文か。

226はL撚糸文を地文として 3本一組の懸垂文を垂下させるもので，懸垂文間の地文は磨り消されない。

加曽利E式古い部分の土器である。 227-229は櫛歯状工具による条線をもっ土器である。

230・231は底部である。 230は2本一組の沈線による懸垂文が，底部付近にまで施されるものである。

231はやや丸底気味の不安定な底部である。縄文はいずれも RL単節縄文か。

(6) 後期の土器

232-236は後期初頭の称名寺 I式土器である。 232・233は口縁部破片である。 232は波状口縁の波頂部

から短い縦位の貼り付けが垂下し，この上にも縄文が施される。口縁端部には上向きの弧状の沈線により，

無文帯が形成される。 233は口縁部に縄文帯による U字状の文様が配される。 234・235は胴部破片で，細

い縄文帯による文様の一部が残る。 236は底部で，底部付近に弧状の縄文帯が配される。縄文はいずれも

節のきわめて細かいLR単節縄文が用いられる。

237はRL単節縄文を地文として，口縁端部に 2条の横位沈線を配する。補修孔が残る。後期前葉の土

器であろう。

(7) 底部

中~後期で，細別時期の判然としない底部を便宜的にまとめた。 238は239は内面の調整が丁寧で，鉢か

浅鉢の底部であろう。 240・241は底部が若干外に張り出す形態で，後期前葉によく見られるものである。

241の底面は顕著な整形痕が残る。

注 1 山内清男 1979 r日本先史土器の縄紋』 先史考古学会 (1997再刊 示入社)

2 田中 裕・大内千年ほか 2005 r船橋印西線埋蔵文化財調査報告書4一八千代市間見穴遺跡(2)一』 償却千葉県文

化財センター

3 山内清男 1940 ["第医輯加曽利E式J r日本先史土器図譜』 先史考古学会 (1997再刊 示入社)

4 加納 実 1994 ["加曽利Ern.w式土器の系統分析 配列・編年の前提作業として-J r貝塚博物館紀要2U

千葉市立加曽利貝塚博物館

縄文時代土製品(第102図，第22表，図版73)

1 . 2はミニチュア土器と判断したものである。 1は口唇部が若干肥厚し，縦位の短い細沈線が施され

る。体部には横方向の調整痕が残る。早期前葉であろうか。 2は尖頭状の口縁部断面で，口縁部に補修孔

をもっ。器面は砂粒の移動の痕跡が顕著で，細い棒状工具が当たった跡がある。早期中葉か。

3 -19は土器片再利用の土製円盤である。土器片周囲の加工の痕跡が明瞭なものを図化した。 3-10は

早期前葉・撚糸文系土器を用いたものである。 3は土器片の周囲をごく丁寧に研磨し，隅丸方形に近い形

に成形したものである。土器片周囲を比較的丁寧に研磨するものとして他に， 6・7・9がある。逆に土

器片周囲の研磨があまり顕著でなく，打ち欠きの痕跡が残るものとして， 4・5・10がある。 8は研磨の
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第102図縄文時代土製品

痕跡がほとんど認められないものである。完形は 3・5のみで， 4は図の右下部分， 6は下半を欠損して

おり， 7は左上の 1/4が残存したものである。 8. 10は左側 1/2を欠損しており， 9は右上の 1/4が

残存したものである。

11~17は早期後葉・条痕文系土器を用いたものである。 すべて胎土中に繊維を含む。 11 . 15・17は条痕

が良く残る土器片を用いている。土器片の周囲を比較的丁寧に研磨するものが多く， 11のみやや打ち欠き

の痕跡が残る。すべて一部が欠損したもので， 11 ~13 ・ 15は図の下半を欠損しており， 14・16は図の左上

1/4が残存したものである。

18・19はおそらく中期後葉の土器を用いたものである。いずれも縄文のみが施された土器片を用いてお

り，土器片の周囲を若干研磨する。18は右側， 19は下部を欠損している。

20は中期後葉の土器片を加工した土器片錘である。図の下方は欠損しており，裏面に糸掛け用の切り込

みの一部がわず、かに残っている。

グリッド出土縄文時代石器(第85図，図版64)

1 ~15は石鍛， 16は石搬の未製品である。1~ 6・8~14は無茎鍛である。 基部に扶りが入る。 2~4 ・

11・14は小形である。4・8は身部に段がある。5・11・12は扶りが小さく，平基型に近い。6・9・10

は扶りが大きく脚部が長い。7は有茎織である。鍛身はほぼ三角形で，茎部は小さいと思われる。13はこ

の中で最も大きく，脚部端が丸く成形されている。15は欠損のため，基部は不明である。16は小形と思わ

れる。17は左側辺に使用痕がある剥片である。
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18は石槍である。先端部と基部が欠損しているが，両側，両面から丁寧な剥離が施される。

19-22は石斧である。 19-22は小形で，使用による剥離がみられるが，磨製石斧である。 22は刃部およ

び左側片下部のみを成形しているが打製石斧と思われる。刃部欠損後，基部利用して敵石に転用としたと

考えられる。

23は大形の板状で，破損面以外は磨耗しているので，石皿と考えられる。

24は台石である。扇平な喋製で，中央がややくぽむ。中央および側辺に蔽打痕があり，全体に磨耗して

いる。

25-42は円喋製加工具(敵石・磨石・凹石)である。 30・32・33・37-41は被熱により赤変している。

25はやや厚みがある楕円形で，中央および側辺に敵打痕があり，全体に磨耗している。 26は上下辺に大き

な剥離がみられ，下辺に敵打痕がある。全体に磨耗している。 27・28は棒状である。 27は上端に敵打痕が

ある。 28は上下端および側面に蔽打痕がある。 29は扇平で，蔽打痕はないが全体に磨耗している。 30は下

端に敵打痕があり，全体に磨耗している。 31は上下端に敵打痕があるが，明瞭な磨耗はみられない。 32・

33は明瞭な敵打痕はなく，全体に磨耗している。 34は上下端に弱い敵打痕があり，全体に磨耗している。

36は片端部に敵打痕があるが，明瞭な磨耗はみられない。37-42は欠損品である。端部に敵打痕があり， 37・

38・41は全体に磨耗している。

第21表 グリッド出土縄文土器観察表

図 INo. I鏡番| 時期型式名等 注記 同町官官7 色調 胎土 重量(g) 備考

90 早期胃I裳・井草E 3J34-1. 3J37-3 r 艮 褐色 妙，赤 4U.4U 重量石膏分含む。

2 早期前葉・井草E 2025-16. 2075- r 良 灰黄縄色 白少，砂，赤(大) 135.95 重量石膏分含む。
3. 2084. 3K84 

3 早期前葉・井草E 2C28-3. 2064- v 良 灰黒褐~黄白色 自多，砂少 160.46 重量石膏分含む。
1. 2085-1. 2E65-1 

4 早期前葉・繰糸文系 lC79-2.1C89- w、 良 貧褐色 砂多 92.90 重量石膏分含む。
6.1060-1.1080-7 

5 早期中葉・沈線文系 20. 2015-3. 2022- r 良 褐色 白多，砂 517.56 重量石膏分含む。
7. 2024-7. 2025-
2・6・7・8.2026-
6.202TR-18・20・
25 (2016. 25. 26) . 
H003-35・93・153・
275・290・294・東・
西

6 早期中葉・沈線文系 1091-3.2000- r 良 褐色 自{大)多 4114.53 重量石膏分含む。
1.2004-2.2011-
3・4・7.2012-4・6・
7・9.11・13-17・
18-20・23・25・
26・32.2013-6・8・
9・11・12.2021-2・
5.2022-1・2・4-
6・8-16・19-21・
23-32 

2023-14.18-
22. 2024-2. 2032 
4・7-9・11.2061-
8. 2075-7. 201TR-
19・23・24・26・27・
36・43・49・53・59・
67・72・74・77・
78・
84 (2010.11.20.2 
1.30.31.41).H∞ 
1-7 

91 7 早期前葉・表裏縄文土 2H42-1. 2H64 r 良 灰暗褐~褐色 白多，砂少 21.54 
器 1. H014-86 
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図 h 敏番 時期・型式名等 注記 却位 焼成 色調 胎土 霊量(g) 儲考

8 早 期事I裳・芥草 I
35J-110TR.-12(3J11)，3 

v 艮 黒褐~褐色 自，砂，赤少 45.77 

J20-4.3J21-2 
9 早期前菜・井草 I 31-181-1.3139-3 r 良 暗褐~褐色 自，砂 21. 30 
10 早期前菜・井草 I 6L67-1 r 良 灰黒褐~賞褐色 自多，砂 15.02 

11 早期前業・井草 I 6NOO-l ， 良 黒褐~褐色 自，砂少，黒 14.60 
12 早期前葉・井草E HOI9-1.4 F 良 暗褐色 自.砂 68.14 
13 早期前業・井草E 3JI5-1.3J53-3 r 良 縄色 自少，砂 41. 21 
14 早期前菜・井草E 1070-6 r 良 褐色 白多 10.34 
15 早期前菜・井草E 問。2-21 v 良 灰貧褐色 自，赤 32.50 

16 早期前薬・井草E 2012-21.2021- r 良 暗赤褐色 白，砂少 50.49 
4.201TR-
28 (2021 ) . 2022-

17 早期前葉・井草E 3J49-2 r 良 暗褐色 白，砂少 34.12 
18 早期前菜・弁草E HOO3-91 r 良 暗褐色 自，砂 19.03 
19 早期前菜・井草E 301TR-22 (301 0) r 良 灰黒褐色 白少，赤少 13.28 
20 早期前薬・弁草E 3118-2 r 良 灰色 白多 17.11 

21 早期前菜・弁草E 2023-15 r 良 灰暗縄色 砂，赤 17.22 
22 早期前菜・井草E 3H15-1 r 良 黒縄色 白，砂，赤少 18.49 

23 早期前菜・井草E lC99-3 r 良 暗赤禍色 自，赤少 22.65 
24 早期前菜・井草E 301TR- r やや良 暗褐色 白，砂(大) 34.66 

19.20(3031) 
25 早期前葉・大丸 3J15-2 r やや良 灰暗褐色 自，赤少 15.09 

26 早期前葉・大丸 3128-2 r 良 暗褐色 砂.赤少 11. 84 

27 早期前菜・大丸 2051-1 r 良 黄白色 白少 17.69 補修孔あり。

28 早期前菜・夏島? 3CI6-1. 3C2TR- r 良 黄褐色 白多 95.20 重量石膏分含む。
75. 108 (3C17) 

29 早期前業・夏島 2012-31 v 良 灰黄褐色 自少，砂 19.78 
30 早期前菜・夏島 3C2TR侍 r 良 暗赤禍~褐色 自少，赤少 50.99 

60. 69. 117. 129 (3 
C17. 18. 27. 28) 

31 早期前菜・夏島 3C2TR-35 (3C37) r やや良 暗褐色 自少.砂 23.86 
32 早期前菜・夏島 tω17-4 r 良 黄白~褐色 砂少，赤少 9.52 

33 早期前葉・夏島 3C2TR-138 (3C28) r 良 黒褐色 自 6.84 

34 早期前薬・稲荷原 3H66-1 r 良 褐色 自，砂 12.45 

35 早期前葉・篠糸文系 2CI8-1. 202- 胃、 良 暗褐色 自多，赤(大)少 104.33 重量石膏分含む。
3. 2012-5. 2042-8 

36 早期前葉・様糸文系 2CI6-1. 2C38- IT、 良 灰暗褐色 自.砂(大)少 47.67 重量石膏分含む.
2.2C46-1 

37 早期前菜 .11糸文系 303TR- IT、 良 灰縄~褐色 自，赤 78.17 肉面スス付着。
3. 6. 7(3071) 

38 早期前菜・燃糸文系 2033-5. 2042-6 IT、 良 縄色 自，砂 56.86 重量石膏分含む。

39 早期前葉・燃糸文系 H017-2 vγ、 良 褐色 自，砂 12.25 

40 早期前業・慾糸文系 3612-1 w、 良 晴褐色 砂，赤少 10.63 

41 早期前菜園様糸文系 3130-1 IT、 良 灰~暗赤褐色 自，砂少，赤少 27.79 

42 早期前菜・慾糸文系 3H34-1 町、 良 灰暗褐色 自多 43.19 

43 早期前菜 '11糸文系 2095-3 町、 良 灰黄褐色 自少，砂 17.25 

44 早期前菜・機糸文系 3 J 94-1 IT、 良 灰縄色 自，砂，赤少 9.44 

45 早期前菜・銀糸文系 3J1TR-17 (3J21) IT、 良 黒褐色 自，砂，赤少 12.60 

46 早期前葉・撚糸文系 3HlO-l b 良 縄色 砂，赤 30.19 

92 47 .-f 早期中葉・田戸下層 2605-1. 2614- r. IT司 良 黄白色 白.砂やや多 223.26 
1.2615-1.2616-
1. H014-5・8・19

48 早期中葉・回戸下層 3F52-1 r 良 黄白色 白多.砂 56.36 

49 早期中葉・回戸下層 1 C90-1. 1090- r 良 暗褐色 自(大)多 33.87 
2.2C07-5 

50 早期中葉・回戸下層 6092-1 r 良 褐色 自やや多，砂，赤少 51. 30 
51 早期中葉・回戸下層 6092-1 r 良 褐色 白やや多，砂 8.16 
52 早期中葉・回戸下層 2616-1 IT司 良 灰黒縄色 自，雲母少 40.55 

53 早期中_.固戸下層 1685-1 町、 良 暗褐色 自多.砂少 15.89 

54 早期中葉・田戸下層 6091-1 町、 良 灰暗褐色 自，砂，赤少 17.74 

55 早期中葉・田戸下層 2615-1 rγ、 良 褐~黄白色 自少，砂，雲母少 27.01 
56 早期中葉・図戸下層 1070-2・3 IT、 良 暗褐色 白やや多 55.17 
57 早期中葉・回戸下層 2110-1 IT、 やや且 灰黒褐色 白，赤少 27.11 
58 早期中葉・回戸下層 2H44-1 IT、 良 褐色 自少，砂 16.01 
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図 h 強番 時期・型式名簿 注毘 部位 焼成 色翻 胎土 重量(g) 備考

59 .-0 早期中東・四戸下層 |23C.217C-358-2C37 
rr、 艮 時褐~褐色 目少.砂 223.13 

1. 2C66. 2052-
4. 2053-4. 2054-
3. 2054-5. 2055-
3.2064-2.2073-4 

60 •. b 早期中葉・回戸下層 2H54-1 rr、 やや良 黄白色 砂 26.33 

61 早期中葉・田戸下層 1073-1 rr、 良 暗赤褐色 白少 6.61 

62 早期中葉・沈線文系 2H64-1. 3H43-1 r 良 黄褐色 自やや多，砂 52.23 

63 早期中葉・沈線文系 2015-11.2025-1 r 良 褐色 白多 58. 76 

64 早期中葉・沈線文系 2014-2.2023- r. rr、良 暗褐~褐色 自多，雲母少 128.97 
6.2024-
5. 2025. 2026-
8.2030-2 

65 早期中葉・沈線文系 2187-1 r 良 褐色 自少，砂，雲母少 48.67 

66 早期中薬・沈線文系 2G16-1 r 良 灰黒褐色 自(大)やや多 21.98 補修孔あり。

67 早期中葉・沈線文系 2033-8 r 良 暗褐色 白砂少 29.68 

68 早期中葉・沈線文系?2E35-1 r 良 稽褐色 自少，砂 73.59 

69 早期中葉・沈線文系?3F44-1 r 良 暗褐色 繊維少，白少，砂 49.02 

70 早期中葉・沈線文系 3H55-1 rr、 良 褐色 白(大)多 72.30 

71 早期中葉・沈線文系 1C89-1 rr、 良 暗褐色 自少，砂少 73.03 

72 早期中葉・沈線文系 2003-4.2042- b 良 暗褐色 白，砂，雲母少 127.40 重量石膏分含む。
3. 2043-2. 201TR-
41 (2001) 

93 73 早期後葉・条復文系 8M86-1 v 良 晴褐色 繊維，自 312.64 

74 早期後葉・条痕文系 6041-1.6051- r 良 褐色 繊維，砂 255.85 
1.6061-1 

75 早期後葉・条疲文系 6040-1.6041- rr、 良 褐~灰黄縄色 繊維少，自，砂 348.58 
1. 6052-1. 6060-
1.6061-1 

76 早期後葉・条疲文系 6041-1.6050- 町、 良 褐色 繊維少，砂やや多 169.09 
1.6051-1 

77 早期後葉・条痕文系 6061-1.6081- rr、 良 褐~灰貧褐色 繊維少，砂 98.91 
1.6091-1 

78 早期後葉・条痕文系 3C2TR-15・16・42・ 町、 良 暗赤褐色 繊維少.自，砂 228.04 
92・105・139・
147 (3C27. 28. 37) 

79 早期後葉・条痘文系 4158-1.4J48- rr、 良 灰貧縄~褐色 繊維，砂少 113.39 
1. 4J54-5. 4J63-2 

94 80 早期後葉・子母口 2E44-1 r 良 灰黒褐~貧褐色 繊維少，白.雲母少 25.54 

81 早期後葉・子母口 4J02-5 r 良 灰暗褐色 繊維.白 39.82 

82 早期後葉・子母口? 3C1か1 r 良 褐色 繊維少.白少.砂少 86.39 

83 早期後薬・鵜ヶ島台 8L28-1 rr、 良 褐色 繊維少.砂少 20.93 

84 早期後葉・鶴ヶ島台 6M68-1 rr、 良 縄色 繊維少，砂，赤少 22.17 

85 早期後葉・犠ヶ島台 6050-1 rr、 良 暗褐色 繊維少.白少 12.92 

86 早期後葉・茅山下層 (表採) r 良 暗褐色 繊維少，白少.砂少 10.31 

87 早期後葉・茅山下層 {表採) r 良 褐色 繊維少，砂少 52.45 

88 早期後葉・茅山下層 6081-1.6091-1 rr、 良 黒褐~灰暗褐色 繊維，自 72. 69 

89 早期後葉・茅山下層 2E83-1. 2E95-1 r やや良 黒褐~貧白色 繊維少，砂多 19.55 

90 •. b 早期後葉・茅山下層 1G74-1.26-15- r 良 灰黒褐~暗褐色 繊維少，白，雲母少 147.25 
1.2G35-1 

91 早期後葉・茅山下層 1G93-1 r 良 褐色 繊維少，砂 41.87 

92 早期後葉・茅山下層 6082-1 rr、 良 黒褐色 繊維少.自やや多 57.00 

93 •. b 早期後葉・茅山下層 6091-1 r 良 灰黒褐~黄白色 繊維少.白 135.56 

94 •. b 早期後葉・茅山下層 6N77-1. 6N79-1 r 良 暗褐~褐色 繊維，白少，砂，赤 145.74 

95 早期後葉・茅山下層 6071-1 r 良 褐色 繊維少，白少，砂 37.07 

96 早期後葉・茅山下層 2G11-1 r 良 赤褐色 繊維少，砂 13.23 

97 早期後葉・茅山下層 6040-1 m 良 黒褐~暗褐色 繊維少，砂少 40.00 

95 98 早期後葉・茅山下層 H008-14・79・ r やや良 暗褐~褐色 繊維少，砂 148.61 
155. HOll-2 

99 早期後葉・茅山下層 6M52-1 r 良 貨褐色 織錐少，自少，砂 31. 88 

100 早期後葉・茅山下層 3619-1 r 良 褐色 繊維，白少，赤 27.58 

101 阜期後葉・茅山下層 6K91-1. (表採) 町、 良 黒褐色 繊維，自少，砂 96.00 

102 早期後葉・茅山下層 7001-1 円、 良 灰暗褐色 繊維少，砂 46.29 

103 早期後葉・茅山下層 (表探) r やや且 暗褐色 繊維.砂 27.45 

104 早期後業・茅山下層 2H60寸.2H70-1 円、 良 褐~黄白色 繊維少，砂 107.19 

105 早期後葉・茅山下層 (表篠) r 良 褐色 繊維少，白少，赤少 28.15 
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図 肱 枝番 時期・型式名等 注記 節位 焼成 色調 胎土 重量(g) 備考

106 早期後葉・茅山下層 7J41-1 r 艮 灰暗褐色 繊維少，日少，砂 11.81 
107 早期後葉・茅山下層 7J41-1 町、 良 灰暗縄色 繊維少，白少，砂 34.22 106と同一個体。重量石

膏分含む。

108 早期後葉・茅山下層 3037-1，3038-1 r やや良 褐色 繊維，砂，赤 194.30 
109 早期後葉・茅山下層 2H36-1 rr、 良 褐色 繊維少，白少 38.62 
110 早期後葉・茅山下層 (表採) r 良 暗褐色 繊維，白 58.64 
111 早期後葉・茅山下層 2H24-1 m やや良 灰褐色 繊維，赤少 48.25 
112 早期後葉・茅山上層 (表採) r やや皇 黄褐色 繊維少，自 15.46 
113 早期末葉~前期 8M23-1 町、 良 暗褐色 繊維，白少 7.61 
114 a. b 早期後葉・茅山下層 2F05-1， 2F45-1 r ，町、 良 黒褐色 繊維，砂.赤少 35.37 
115 早期後葉・茅山下層 (表採) r 良 暗褐色 繊維少，砂 25.28 
116 早期後葉・茅山下層 8M41-1 『γ、 良 褐色 繊維.白，砂少 57.39 

96 117 早期後葉・茅山下層 2649-1 町、 良 灰褐色 繊維，白 72.24 

118 早期後葉・茅山下層 (表採) 町、 やや良 灰暗褐色 繊維少，白少，砂 93.04 
119 早期後葉・茅山上層?2E85-1 rr、 やや皇 灰黒褐色 繊維，白 83.36 
120 早期後葉・条疲文系 4J49-1， 4J2TR- r 良 黒褐色 繊維少，白 41. 77 

3 (4J26) 
121 早期後葉・条痕文系 1673-1 r 良 灰暗褐色 繊維少，白，砂少 30.70 

122 早期後葉・条疲文系 6N79-1 r 良 灰黒褐色 繊維少，白やや多 27.69 

123 早期後葉・条痕文系 3J82-3，3J92-2 r 良 灰褐色 繊維，自少 29.58 

124 早期後葉・条痕文系 6N77-1 r 良 暗褐色 繊維.白少，砂少 31. 54 

125 早期後葉・条痕文系 1691-1 r 良 黒褐色 繊維少，白 26.12 

126 早期後葉・条複文系 8M86-1 r ，町、 良 灰暗褐~黄褐色 繊維少，砂 129.53 

127 早期後葉・条痕文系 6092-1 r 良 灰黒縄色 繊維少.白少 30.53 

128 早期後葉・条痕文系 {表採) r 良 黒褐色 繊維少，白 20.62 

129 早期後葉・条痕文系 2E18-1 r 良 褐色 繊維少，白，砂 17.86 

130 早期後葉・条痕文系 2C96-2 r 良 灰黄白色 繊維少，自少 28.51 

131 早期後葉・条痕文系 5J15-3・6 r 良 灰黄褐色 繊維，自少 15.60 

132 早期後葉・条痕文系 2C08-1 r やや良 褐色 繊維少，砂，赤 33.04 

133 早期後葉・条痕文系 2644-1 r 良 暗縄色 繊維少，白.赤少 17.61 

134 早期後薬・条痕文系 (表採) r 良 縄色 繊維，砂 137.87 補修孔あり。

135 早期後葉・条痘文系 2023-7 r 良 褐色 繊維少，砂少 12.42 

136 早期後葉・条疲文系 7K96-1 r 良 灰暗縄色 繊維少，砂.雲母 63.64 

137 早期後葉・条疲文系 6N94-1 r 良 黒色 繊維，白 58.76 

138 早期後葉・条復文系 2030-3 r 良 灰貧褐色 繊維少.白少，砂 33.94 

139 早期後葉・条痕文系 8M23-1 r 良 灰暗縄色 繊維，白 67.26 

97 140 早期後葉・条痕文系 2C27-5 r 良 黒褐色 繊維少.白，砂，雲母 50.35 

141 早期後葉・条痕文系 H019-3 r 良 灰暗褐色 繊維砂 40.58 

142 早期後葉・条疲文系 1669-1 rγ、 良 褐色 繊維，砂 61.81 

143 早期後葉・条痕文系 5J07-1 rr、 良 暗褐色 繊維，白少 67.78 

144 早期後葉・条痕文系 6N56-1 w、 良 黒縄~褐色 繊維少，自，砂 59.29 

145 早期後葉・条疲文系 2606-1 町、 良 暗褐色 繊維少，白少 27.43 

146 早期後葉・条痕文系 2C87-1 m 良 灰暗褐色 繊維，白，砂 62.93 

147 早期後葉・条痕文系 7010-1 rr、 良 灰暗褐色 繊維少，砂 57.04 

148 早期後葉・条痕文系 2J99-4 m 良 暗赤褐色 繊維少，白少 59.19 

149 早期後葉・条痕文系 6K44-1 w、 良 灰暗褐色 織維，砂 30.48 

150 早期後葉・条痕文系 8N41-1 rr、 良 褐色 繊維，自.砂 76.29 

151 早期後葉・条復文系 6061-1 町、 良 灰暗褐色 繊維少， a，砂 69.35 

152 早期後葉・条痕文系 6051-1 府、 良 灰黄白色 繊維少，砂 76.14 

153 早期後葉・条痕文系 3C10-1 町、 良 褐色 繊維少.自少，赤少 62.90 

154 早期後葉・条痕文系 3J13-1，3K50-1・2 m 良 縄色 繊維，砂少 91. 10 

155 早期後葉・条痘文系 5J2TR-5・ 町、 良 褐色 繊維，自少 27.32 
8 (5J08， 17) 

156 早期後葉・条痕文系 3C2TR-32・127・ rr、 良 灰暗褐色 繊維少，白多 57.68 
142 (3C18， 28， 37) 

157 早期後葉・条痘文系 6N59-1 b 良 灰黒褐色 繊維，白 24.90 

158 早期後葉・条痕文系 7N04-1 b 暗赤縄色 繊維，自少 25.25 

159 早期後葉・条疲文系 8N41-1 b 良 褐色 繊維.自少 79.41 
160 早期後葉・条復文系 6N99-1 b 良 暗赤褐色 繊維少，白 117.78 

98 161 前期前半・繊維土器 H018-3 r 良 黒色 繊維，自 13.54 

162 前期前半・繊維土器 6M38-1 r 良 黒褐色 繊維少.白，赤少 12.93 

163 a-d 前期前半・繊維土器 4K51-3・5・ r ， rr、やや良 黒~褐色 繊維，自(太)多 174.79 
6，4K3TR-3・4・5・8
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図 地 枝番 時期・型式名等 注毘 部位 焼成 色闇 胎土 重量(g) 儲考

164 前期前半・繊維土器 6N73-1 r 艮 晴褐包 繊維 18.81 

165 前期前半・繊維土器 6M05-1 IT、 良 褐色 繊維，赤 10.11 

166 前期前半・繊維土器 8N2O-2 b 良 褐色 繊維.白少 10.03 

167 前期後半・諸磯a 3120-1. H016-4 r やや良 黒褐色 白やや多 58.74 

168 前期後半・浮島 H013-6 庁、 良 褐色 自少，砂やや多 25.25 

169 a. b 前期後半・浮島 2002-4.2003-1・ 町、 良 暗褐色 白，砂，赤少 122.84 
3.2013-2・13・
14.2023-
32.2031-
2.201TR-
35 (2011) 

170 前期後半・浮島 2F65-1. 2F66-1 r 良 黒褐色 自，砂，赤少 41. 37 

171 前期後半・浮島? H019-43 IT、 良 褐色 自，砂やや多 20.70 

172 中期後葉・加曽~JE 6J07-1目(表採) r 良 黒褐色 砂少 38.43 

173 中期後葉・加曽~JE 6J17-1 r やや良 灰黒褐色 自 35.21 

174 中期後葉・加曽利 E H008-155 r 良 暗縄~縄色 白少，砂少 46.22 

175 中期後葉・加曽利 E 7E64-1 r 良 暗褐色 砂 20.94 

176 中期後葉・加曽利 E (表採) r 良 暗褐色 白少，砂，赤少 57.53 

177 中期後葉・加曽~JE 2091-2.203TR r 良 暗褐色 砂少.赤少 76.82 
12(2090). H003-
53 

178 中期後葉・加曽事IJE新しい部分 (表採) r 良 灰暗褐色 自少.砂 111.13 

179 中期後葉加曽利巨額しい節分 6K46-1 r やや良 褐色 砂少 31.70 

180 中期偉業・加曽利E新しい節分 4K1TR-2 (4Kll) F 良 黒褐~暗褐色 自(大)多 68.88 

181 中期後葉加曽事IJE斬しい節分 6M93-1 r 良 暗褐色 自，砂 20.99 

182 a. b 中期後葉加曽利E新しい部分 2061-2・3・ r 良 灰暗褐~褐色 白，砂少，赤少 328.68 
4.2073-8・
9. 2083-15. 2084-
15. 2094-5. 2095-
2 

183 中期後葉・加曽串IJE新しい部分 661TR-7(6611) r 良 暗褐~褐色 砂，赤少 52.19 

184 中期後葉・加曽事IJE新しい部分 2648-1 r 良 暗赤褐色 白多，砂少，赤少 41. 50 

185 中期後葉・加曽利E新しい部分 3014-1 r 良 灰黒褐~褐色 白，赤少 44.59 

186 中期後葉・加曽和IJE 8N2O-2 町、 良 褐色 砂 94.82 

187 中期後葉田加曽利E新しい部分 7K96-1 r 良 灰黄褐色 白，砂 53.66 外面スス付着。

188 中期後葉・加曽事IJE新しい節分 7K96-1 r 良 暗褐色 砂 24.86 

189 中期後葉・加曽申IJE新しい部分 (表採) 「 良 褐色 白少，砂 52.01 外面スス付着。

190 中期後葉・加曽利E末葉 4E65-1 r やや良 褐色 白.砂少.赤少 74.94 

191 中期後葉大木9系 7E64-1 r やや良 黄褐~褐色 砂，赤少 41. 58 

99 192 中期後葉・加曽利E新しい部分 6J4ト1.(表採) 円、 良 暗褐~黒褐色 白少，砂 344.93 

193 中期後藁・加曽事IJE斬しい部分 7K40-1. (表採) m. b 良 褐色 自少，砂少，赤少 130.19 

194 a-d 中期後葉・加曽fOJE新しい部分 7E64-1. 7E65-1 r . IT、 良 灰黄褐色 自(大)多 1352.21 

195 a-f 中期後葉・加曽fOJE新しい部分 7E60-1.7E64- r . IT、 良 暗褐~暗赤褐色 自少，砂少 821.47 
1.7E65-1 

100 196 中期後葉・鉢 6K46-1 r 良 暗赤褐色 白少，砂 81. 59 

197 中期後葉・鉢 C地点ー1 r 良 黒褐~暗赤褐色 白少.砂 35.42 

198 中期後葉・鉢 6J66-1 庁、 良 黄白色 白少.砂少 24.40 

199 中期後葉・加曽串IJE新しい部分 612TR-2・4・ IT、 良 黒褐色 白少.赤少 111.79 
5 (6115) 

200 中期後葉・加曽事IJE古い部分 4E77-1 IT可 良 灰暗褐色 自少 34.34 

201 中期後藁・加曽事IJE古い節分 3H14-1 IT、 良 暗褐色 白少，砂やや多 30.69 

202 中期後葉・加曽串IJE古い部分 7E64-1.7E65-1 IT、 良 黄褐色 白少.砂やや多 79.56 

203 中期後葉・加曽事IJE新しい部分 4E65-1 IT、 良 灰晴褐色 砂少 32.62 

204 中期後葉・加曽利E新しい部分 4F79-1 rγ、 良 灰暗褐~褐色 自(大)多 36.67 

205 中期後藁・加曽事IJE新しい部分 4B1TR-9・ 官、 良 暗赤褐色 自多，砂，赤少 141. 32 
10 (4B43) 

206 a. b 中期後藁・加曽fOJE新しい部分 564TR-5・7・8.15・ IT、 良 情褐色 白やや多 136.68 
17・16(5655. 56) 

207 中期後葉目加曽利E斬しい部分 4F64-1. 4F93-1 IT、 良 黒褐~楕褐色 自やや多 70.51 
208 中期後震・加曽事IJE古い郁骨 611TR-l・2(6101) rT、 良 黒~暗褐色 自，砂，赤少 144.60 
209 a. b 中期後葉加曽事IJE新しい部分 4F93-1.4674- r.庁、 良 褐色 自やや多.砂少 480. 79 

1. 4696-1. 4699-
1. 4H58-1. 4H3TR-
8・13(4689・
99). 562TR-4・
6(5608. 
17). H013-7 
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園 圃‘ 極書 時期・霊式名等 注飽 郵位 焼成 色周

210 |申期優票加冒潤E覇しい郡河 7E64-1 円、 艮 褐色

211 中銅像業・加曽利巨額しい郎分 5G3TR-6・8(5G81) 町、 良 褐色

212 中期優嚢・加曽利E斬しい鶴分 7J46-1 『γ司 やや良 暗褐色

213 中期後援・加曽利E額Lい卸分 H008-4・74 町、 良 褐色

214 中期笹譲・加曽事IJE訴しい節分 7E64-1 町、 良 褐色

215 中期後譲・加曽利E衝しい卸分4G9O-1 町、 良 褐色

216 中期後業・加曽串IJE衝しい卸分 7E64-1 rr、 やや且 褐色

217 中期後藁・加曽串IJE斬しい旬分 (表篠) 町、 良 暗褐色

218 申編後議・加曽串IJE厳しい節分 8胞9-1.同09-ω 町、 良 晴縄色

101 219 中期後譲・加曽制E斬Lい留分 (衰篠) 町、 良 褐色

220 中期後麓・加曽事IJE新しい細分 {表標) 町、 良 黒褐色

221 中期復譲・加曽事IJE衝しい部分 H008-46・62・78・ 町、 良 褐色
80 

222 申細書量藁・加曽事IJE斬Lい萄分 (表採) 開、 良 黒ー灰貧褐色

223 中期後嘉・加曽事IJE斬しい樟分 6L89-1 町、 良 暗褐色

224 中期偉業・加曽申IJE衝しい部分 3177-1 m 良 赤褐色

225 中期後藁・加曽利E続Lい個分 関3TR-l0(5G71) m 良 灰農縄色

226 I.b 中期後議・加曽剥E奮い悔分 6J96-1. (表篠) rr、 良 暗褐~暗赤縄色

227 中期後葉・加曽利E 4E6O-1 町、 良 灰貧褐色

228 中期後業・加曽利E 4H85-1 円、 良 褐色

229 中期後葉・加曽利E 5F65-1 阿古 良 黒褐~暗褐色

230 中期後.・加曽事l巨額しい留分 4F63-1 b 良 褐ー灰暗褐色

231 中期後葉・加曽和IJE 7E“一1.7E65-1 m. b 良 褐色

232 後期初頭・称名寺 I 3134-2 F 良 灰黒褐色

233 後期初頭・称名寺 I 3134-1 r 良 灰貧色

234 後期初顕・称名寺 I 7K91-1 m 良 暗赤褐色

235 後期初頭・称名寺 I 6J91-1 rr、 良 灰貴縄色

236 後期初頭・称名寺 I (表採) b 良 褐色

237 後期前菜 2D2TR-42(2∞6) r 良 暗褐色

238 中~後期 6K91-1 暗赤褐色

239 中旬後期 3145-5 b やや良 阪黒褐~褐色

240 中旬後期 3ClO-1 b 良 褐ー灰白色

241 中旬後期 2C17-4・6.2C18- b 良 褐色
4.2C27-1・2・3

※部位欄の記号は rが口縁部.mが胴部. bが底部を意味する。

※色聞は外面の色調である。

胎土 重量{ω 備考

日.<<P少 82.67 

自やや多.砂少 107.81 

自.砂少 42.58 

砂少 51. 10 

砂 66.89 

砂 35.33 

砂，赤少 52. 14 

自 24.56 

砂少.赤 366.33 

自，砂 121.19 被需品慮多.

自 45. 72 

自少，砂 251. 86 

自少.砂 55.63 

自，砂 41.68 

自少.砂 45.88 肉薗スス付着。

砂少 34.20 

自少 175.96 内面スス付着.

砂少 17.47 

砂 38.03 

砂少，赤少 34.06 

自やや多.砂 113.78 

自.砂やや多 299.74 

自，砂少，雲母少 39.20 

砂少 25.35 
自 11. 68 

自.砂.赤少 26.71 

砂.赤少 39.24 

白，雲母 17.38 補修孔あり.

自多，砂 56.81 

白(大)多 27.47 

白.砂 27.37 

白.砂 268.16 内面スス付着。

※胎土欄の記号は，自が白色粒子，砂が砂粒.赤が赤褐色粒子.黒が黒色粒子. (大)は大粒を意味する。

※重量は同一個体分含む.

第22表縄文時代土製品観察表

園 H且 種類 時期 注飽
患大長 最大幅 最大厚 重量

造存度 備考
(cm) (cm) (cm) (g) 

102 =ニチュア土器 早 期 胴 裏 3lil J K-l:J ¥31i41) J.IIU よl.lU U.:JII 3.11 1-1&'1/0凪 F

2 ミニチュア土器 早期中葉 2G15-1 4.01 2.90 0.68 8.43 口径1/6以下 補修孔あり

3 土製円盤 早期前葉 2C17-7 3.20 3. 75 0.58 10.18 完形

4 土製円盤 早期前葉 4J4TR-23 (4J65) 2. 74 3.46 0.82 6.92 2/3 

5 土製円盤 早期前業 2C26-1 3.90 4.05 0.55 11.38 完形

6 土製円盤 早期前藁 3C2TR-125 (3C28) 2. 79 4.36 0.93 11. 67 1/2 

7 土製円盤 早期前藁 2D1TR-79 (2Dl1) 4.20 3.82 0.83 14.59 1/3 

8 土製円盤 早期前葉 2D31-1 4.80 4.81 0.65 17. 10 2/3 

9 土製円盤 早期前藁 2G59-1 5.31 4.23 0.80 21.76 1/2か

10 土製円盤 早期前葉 舗86-1 6.86 4.60 0.95 25.52 2/3 

11 土製円盤 早期後葉 6K96-1 2.60 3.35 1. 07 7.75 1/2 

12 土製円盤 早期後葉 2E85-1 2. 70 3.58 1. 05 8.58 1/2 

13 土製円盤 早期後葉 3C2TR-81 (3∞7) 2.95 4.94 0.86 11.84 1/2 

14 土製円盤 早期後葉 4J22-1 3.62 4.08 0.85 11.15 1/4 

15 土製円盤 早期後葉 lG73-1 3.91 4.96 1. 20 21. 64 1/2 

16 土製円盤 早期後葉 2E85-1 4.02 4.85 1.20 21. 17 1/3 

17 土製円盤 早期後葉 C地点ー1 4.20 5.26 1. 15 24.40 2/3 

18 土製円盤 中期後葉 2D83-7 4.00 3.81 1. 05 18.80 2/3 

19 土製円盤 中期後葉 3ω8-1 4.47 6.25 1.40 41. 33 2/3 

20 土器片錘 中期後葉 7K96-1 5.90 5.46 1.44 38.88 一郎欠損
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第23表 グリッド出土縄文時代石器観察表

図 No. 器種 グリッド等番号 石材
最大長 畳大幅 量大厚

重量(g) 遺存度 備 考(聞) {聞} {聞}

103 石鯨 lP65-1 チヤ}ト 2.41 1. 47 0.31 O. 72 左脚郵欠

2 右舷 2C26-3 チヤ ト 1.44 1. 32 0.39 0.45 完形

3 石鎌 2C28-1 チヤ ト 1. 37 1. 37 0.21 0.46 先錨~中央郵欠

4 石儀 2C29-3 チヤ ト 1. 65 1. 23 0.21 0.46 右脚端欠

5 石鍍 202TR-35 チヤ ト 2.93 1. 87 0.52 1.77 完形

6 右鎌 2E16-1 チャート 1. 82 2.05 0.39 O. 79 先端欠

7 石鯨 2195-1 チャート 2.09 1. 51 0.40 0.91 茎鵠欠

8 石鎌 41<13-2 安山岩 2.65 1.71 0.50 0.98 左胸端欠

9 石鎌 5E60-1 頁岩 2. 16 2.ω 0.37 0.86 先端欠

10 石鯨 301TR-17 チヤ ト 2.82 1. 81 0.53 1. 57 完形

11 右犠 間02-17 チヤ ト 1.71 1. 31 0.45 O. 70 左脚端欠

12 石鍍 H002-1 チヤ ト 2.22 1. 47 。.38 0.68 完形

13 石鎌 3C67-1 黒曜石 3.37 2.12 0.51 2.57 完形

14 石鯨 3061-1 黒曜石 1.54 1. 17 0.30 0.33 脚卸方のみ

15 右犠 Hω9-77 チヤ ト 1.76 1. 20 0.36 
O.“ 先端部のみ

16 石鎌来製品 381 TR-4 (3833) チャート 2.19 1. 64 0.55 2.39 

17 使用痕のある剥片 2013-3 チャート 3.23 3.18 0.61 4.82 完形

18 石鎗 381 TR-4 (3833) 頁岩 6.38 1. 91 0.88 11.77 先鋪・基部欠

1倒 19 局卸磨製石斧 3ElO-l ホルシフヱルス 5.30 2.90 0.65 15. 10 刃節節欠鍋

20 局部磨製石斧 6N57-1 かんらん省 6.39 4.20 1.12 45.77 完形

21 局部磨製石斧 8NOo-2 変質玄武岩 4.29 2.81 1. 28 19.15 完形か

22 打製石斧 2023-11 混岩 13.ω 7.45 4.糾 4∞.30 完形

23 石皿 4J42-1 砂岩 10.21 13.∞ 5.30 850.∞ 1/6以下

105 24 台石 附10ー3 細粒はんれい岩 9.69 9.54 3.12 制5.37 完形

25 同様製加工具 相3TR-l0仰i63) 安山岩 11.10 8.65 5.21 720.∞ 完形

26 同様製加工具 6061-1 砂岩 8.40 7.42 4.31 326.39 完形

106 27 同様製加工具 7J69-1 砂岩 15.70 6.47 4.67 547.58 完形

28 同様製加工具 2E84-1 閃緑岩 9.99 4.21 3.10 191. 26 完形

29 問機製加工具 4Jl TR-6 (4Jll) 緑色岩 7.98 4.50 1. 67 81. 16 完形

30 円礁製加工具 1070-4 砂岩 7.93 6.20 4.98 290.24 完罰事 被害品・赤化.

31 問機製加工具 2H50-1 砂岩 8.52 6.03 5.10 323.90 完形

32 問機製加工具 6N96-1 砂岩 6.48 5.49 2.52 122.39 完形 被害品・赤化.

33 同様製加工具 同09-163 石英斑岩 7.76 6.97 3.33 274.99 完形

34 同様製加工具 同14-125 砂岩 6.ω 5.11 2.68 112.39 完形 被鶴・赤化.

35 問機製加工具 3J64-1 安山岩 5.33 6.25 3.50 149.65 完形

36 同様製加工具 3J82-2 安山岩 4.89 4.53 3.69 116.97 完形

37 問機製加工具 同19-58 砂岩 6.51 6.56 2.41 122.32 2/3 被富島・やや赤化.

38 同様製加工具 同15-11 安山岩 4.96 6.28 4.86 160.71 1/2 被験・やや赤化。

39 同様製加工具 3H34-1 石英斑指 4.98 6.45 5.12 192.80 1/2か 被熱・やや赤化。

40 同様製加工具 3K94-1 花嗣宕 4.43 6.81 2.95 115.73 1/2 

41 同様製加工具 2E43-1 石英斑岩 6.50 7.50 3.40 168.42 1/2 被害事・赤化.

42 同様製加工具 H014-113 安山岩 6. 70 3.83 4.26 125.93 1/3 

※石材の同定は柴田徹底による.
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第5節弥生時代

1.概要

遺構は，竪穴住居跡を 3棟検出した。遺構は主に調査区のほほ中央に位置する。他の遺構は検出されな

かった。住居跡の分布から，調査区外に集落が広がる可能性がある。

2.遺構

竪穴住居跡 3棟である。内容は次のとおりである。

SI010 (第108図，図版43)

調査区の中央南西側に位置する。標高は27mで，主なグリッドは 5F -08である。時期は出土土器から弥

生時代後期である。

平面形はやや小判状の縦長隅丸方形である。規模は7.27m x 5.39m，検出面からの深さは0.40m-0.52

mである。床面積は35.06niである。炉跡を基にした長軸方位はN-150 -Wである。床面は平坦で，中央

部の柱穴聞が，帯状に堅轍である。壁溝は南東壁下に検出された。検出長は3.08m，幅0.66m，深さ0.13

mである。壁溝としては幅が広いので，他の施設の可能性がある。

柱穴は 4基検出された。平面形は楕円形で， P 1は， 50cm x 40cm，深さ71cm，P 2は， 45cm x 34cm，深

さ77cm，P 3は， 76cm x 63cm，深さ60cm，P 4は， 44cm x 24cm，深さ65cmである。

出入口ピット P5は壁溝に接している。楕円形で， 58cm x 43cm，深さ52cmである。

炉跡は床面中央北西寄りに位置する。楕円形で，規模は67cmx 53cm，深さ15cmである。

SI013 (第109図，図版43)

調査区の中央やや西側に位置する。標高は27mで，主なグリッドは 4G -43である。時期は出土土器か

ら弥生時代後期である。

平面形は小判状の縦長隅丸方形である。規模は6.05mx4.87m，検出面からの深さは0.50m-0.65mで

ある。床面積は22.91ばである。炉跡を基にした長軸方位はN-380-Wである。床面は平坦である。壁溝

は検出きれなかった。

柱穴は 4基検出された。平面形はP1がゆがんだ楕円形で，ほかは楕円形である。規模は， P 1が， 33 

cmx28cm，深さ38cm，P 2は， 54cm x 50cm，深さ71cm，P 3は， 29cm x 22cm，深さ36cm，P 4は， 40cm x 

35cm，深さ49cmである。

出入口ピット P5は，楕円形で， 53cm x 36cm，深さ33cmである。

炉跡は床面中央北西寄りに位置する。楕円形で，規模は66cmx 46cm，深さ 8cmで、ある。

SI017 (第110図，図版43)

調査区の中央やや西側に位置する。標高は27mで，主なグリッドは 2G -99である。時期は出土土器か

ら弥生時代後期である。

平面形はやや小判状の縦長隅丸方形である。規模は4.94mx4.12m，検出面からの深さは0.32m-0.38

mである。床面積は16.68niである。炉跡を基にした長軸方位はN-380 -Wである。床面は平坦で，全体

に堅轍である。壁溝が検出されなかった。北東壁中央から床中央にかけて，撹乱を受け，炉跡はほぼ削平
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第110図 SI017

され，北端が残るが，規模は不明で、ある。

柱穴は 4基検出された。平面形は楕円形で， P 1は， 35cm x 27cm，深さ 8cm， P 2は， 45cm x 33cm，深

さ8cm， P 3は， 44cm x 40cm，深さ10cm，P 4は， 42cm x 34cm，深さ18cmで、ある。 P5は貯蔵穴である。

円形で，径50cm，深さ13cmである。東南壁下中央に位置し，出入口ピットの可能性がある。

3.遺物

遺物の法量・調整等は第24表に記載したので，ここでは主に器形の特徴について述べる。

竪穴住居跡出土遺物

SI010 (第111図，図版76)

遺物は少なく。実測点数は 2点である。

1は聾の胴部片である。外面にハケ目が施される。こ 2は聾の口縁部片である。折返し口縁で，折返し

部にLR縄文が施される。 uこついては古墳時代前期の遺物と考えられ，混入と思われる。
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第111図住居跡出土弥生土器

SI013 (第111図，図版76)

遺物は少なく。実測点数は 3点である。

1は棄の口縁部片である。口縁にR撚糸文が施される。 2. 3は棄の胴部片である。外面にRLにLの

附加条縄文が施される。

SI017 (第111図，図版76)

遺物は少なく。実測点数は 2点である。

1は聾の胴部片である。外面にRLにLの附加条縄文が施される。 2は砥石片である。

遺構外出土弥生土器(第112・113図，図版76・77)

1-8は折返し口縁の蓋である。 1は折返し部下端にタテヨコの刻みが施される。折返し部にRL縄文，

胴部上端に 2段の結節縄文，胴部にはRLにLの附加条縄文が施される。 2は折返し部にRL縄文が施さ

れる。 3は折返し部に LR縄文にRの撚糸文が重なって施される。 4は折返し部にRL縄文が施される。

5は口縁および折返し部下端に刻み目状の押圧が施される。 6は口縁に原体の刻み目状の押圧，折返し部

にL撚糸文，折返し部下の口縁部に横方向の櫛描文が施される。 7は口縁に原体の刻み目状の押圧が施さ

れる。 8は口縁に原体の刻み目状の押圧が施される。折返し部下端にはナデが施され，口縁部との段差が

弱くなる。

9は素口縁の輩である。口縁にLR縄文が施され，口縁部に櫛描波状文の区画が施される。横方向は 4

条で，縦方向の櫛描波状文により，長方形の区画が作られる。 10は棄の口縁部片で，櫛描の山形文が施さ

れる。 11-18は棄の口縁部下部から胴部上端部片である。 11は口縁部に縦横方向の櫛描波状文による区画

が施され，胴部との境に横方向の櫛描文が施される。胴部にはL撚糸文が施される。 12は口縁部に 2条一
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第113図 遺構外出土弥生土器(2)
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組の横方向の S字結節文が2段以上施される。胴部にはRLにLの附加条縄文が施される。 5は口縁部下

端に 5条の S字結節文が施され，胴部にはLRにRの附加条縄文が施される。13は口縁部との境に 2条の

S字結節文が施され，胴部にRLにLの附加条縄文が施される。15・16は同じ文様構成で，結節縄文に，

RLにLの附加条縄文が施される。17はS字結節文にR撚糸文が重ねて施される。18は口縁部との境に 2

条の S字結節文が施され，胴部にRL縄文が施される。

19~30は蓋の胴部片である。 19~25 ・ 29 ・ 30は RL に L の附加条縄文が施される 。 26は RL縄文. 27・

28はLRにRの附加条縄文が施される。

31~35は棄の胴部下部~底部である 。 31~34は底部に木葉痕がある。 32は胴部に RL に L の附加条縄文

が施される。33・34はLRにRの附加条縄文が施される。35は底部および胴部にナデが施される。

36~39は壷の胴部片と思われる。 同個体の可能性があり，沈線文，刺突文，櫛描文で構成される 。
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第24表弥生時代遺物観察表

( ) Iまg匝元也 [ J Iま現存値を表す

置繍・
得園 畢橿 口橿 庖笹 畢高 温存車 色調 胎土 鎗威 特徴 量箱書号
番号

SI010 1聾圃錫片 時 向鐙色 掴砂絵やや多 良好
外にぷい置色 」

510tO 2壷口信留片
5‘ 向明徳掴色 個砂粧やや多 良鰐 続置しロ邑 2 

外明赤帽色

SI013 1聾ロ縁錦片 5略 向にぶい買褐色 個砂砲やや多 阜鰐 1 
外にぷい掴色

SI013 2111踊侮片 叫 向にぷい褐色 掴砂粧やや多 良野 5 
外島色

SI013 3聖園鶴片
5‘ 

向檀色 掴砂粧やや多 良好 3 
外明貧蝿色

SI017 1盟関部片 5弘 同にぶい橿色 掴砂粧やや多 良鰐
外にぷい担色

SI017 2右組品砥石片 [4.9J [2.3J [2.1] 2叫 灰掴色 腫11(1量買

量栂外 1111口量侮片 20.8 1曲 向 にぶい赤褐色 掴砂粧やや多 良俗 軒置し口瞳外ロ揖都 RL縄文・剖み目・ナヂ胴飾2 9.2.13 
e←37R 外庇帽色 陸曽田縄文.RLにLCI)醐旭条縄文スス付着向ナデ

量織外 2聾ロ11鶴片 向医褐色 個砂粒・個量母粧 良好 続置しロ縁外ロ揖部 RL輔文・ナデ向ナデ 括
4E~悶 外灰帽色 やや多

量傭外 3壷ロ鎗鶴片 向赤帽色 個砂絵やや多 且野 野直しロ韓外ロ録画 LR蝿文にR栂糸支が置なるナ 1
4E~ 外檀椙色 デ 向 ナ デ

量繍外 4111ロ瞳偲片 肉にぶい褐色 掴砂粧やや多 '1、且野 続遍しロ縁外口健節目縄文・ナデ向ナデ
4E-72 外医褐色 長石多

遺構外 5111ロ瞳穏片 向外 Lぷい帽色 砂粒・スコリア少 良鰐 4荷量し口瞳外 ロ縁部街置し御上下醐み目状縛E ス 8
四-3TR ス付婚向ナデ

量鶴外 6聾臼縁留片 向帽匝色 砂砲やや多 且解 街蓋しロ録外 ロ録画面体の剖み目・ L瞳条文・舗方 2
31~ 外医褐色 向衝鏑文向ナデ

量得外 7豊口館協片 肉外にぷい褐色 個砂粧やや多 良好 S荷量し口健外口瞳偏眉1*の嗣み目向ナデ
5E-15 

遺構外 8置ロ揖器片 16.6 1価 向 1=ぷい..褐褐色 砂粒やや多 良野 続車し口健舛口健司圃体の剖み目・ナデ向ナデ 1
4E~ 外にぷい赤色

遺構外 '聖ロ睡師片 17. 5 1叫 向にぶい赤帽色 個砂粧やや多 畠好 外ロ揖師団縄文・櫛描童扶文・ナデ向ナデ
4εイ拘 外庇褐色

量宿節外 10壷園鶴磁片 向にぷL'iI<蝿色 個砂粧やや多 良好 外樹楢山静文・ナデ向ナデ 2 
2か輔 外にぷい帽色

量舗外 11聾胴銅破片 同外 にぶい蝿色 砂粧やや多 阜好 fI櫛描君愛敏文・ナデ.1¥1楢文・ L盤糸文 向 ナデ
4E~掬

量繍外 12園周部磁片 向 1=ぷい赤帽色 個砂粧やや多 且鰐 外 2条組S字詰館文・ナヂ.RLにLCI)附加条蝿文向 1 
4&-剖 外皮帽色 ナデ

量織外 13聾園田破片 向にぶい 褐色 個砂槌・個富@勉 良好 外 5条S字詰苗文・ナデ.LRにRの附加象縄文向ナデ 惜
邸4 外民帽色 やや多

遺構外 14直胴侮片 向外にぷい補色 掴砂腫多 良好 外ナデ・舘聞文.RLIこLCI)酎加条縄文向ナデ 13 
a←3TR 13.20.21同一個体

遺構外 15畳圃旬破片 向原赤色 掴砂粧やや多ス 良好 外ナデ・結節文・ RLI二Lの附掴象縄文向ナデ 1 16と篠合I

4E-65 外 にぷい赤帽色 コリア少 6.15.17措合しないが
同一個体

遺構外 16軍園部磁片 向明椙色 個砂粧やや多 且鋒 外信聞文.RLにLCI)附掴条縄文向ナデ
4忌-65 外匝褐色

遇措外 17聾嗣飼磁片 肉明褐色 個砂粧やや多 良好 外ナヂ・館町文.R僅糸文向ナデ 1 
4E~路 外檀帽色一部匝鼠色

置a両外 18畳胴侮磁片 向にぶい掴色 掴砂植やや多 且僻 外ナデ・結由主.LRにRの酎細条縄宜向ナデ 67 
同14 外褐灰色一部医畠色

遺織外 19聾岡部磁片 向匝帽色 個砂粒やや多 畠野 外 lRI::Rの酎個条縄文向ナデ

4E-6S 外にぷい帽色

遣事情外 20聾園鶴磁片 向にぶい 褐色 細砂粧やや多 良俗 外阻にLの附加象縄文向ナデ 4 
51←lTR 外灰帽色

量.外 21畳圃部磁片 向波誼帽 色 掴砂絵多砂絵少 且解 外 RLIニLの酎個条蝿文向ナデ
4←3TR 外 語種纏褐色

量構外 位置園田磁片 向にぶい 帽色 個砂槌・個里録紘 且野 外 RLにLの酎個条輯文向ナデ
5E-15 外にぶい帽色 やや多

遺構外 23彊園都磁片 向にぶい 褐色 個砂駈やや多 島野 外 RLI=Lの酎個条蝿文向ナヂ 2 
9←ITR 外匝褐色

遺構外 24畳胴圃破片 向淡檀褐 色 嗣砂粒・掴冨1t軸 且鰐 外 RLI=Lの附加量縄文向ナデ 10.11 
同14 外波明帽色 やや多

遺構外 25畳圃郁磁片 向にぷい 褐色 個砂軸やや多 且鰐 外 RLにLCI)酎掴象縄文向ナデ 7 
e←3TR 外匝褐色

遺構外 26111園鶴磁片 向にぷい 褐色 掴砂絵やや多 且鰐 外 RLにLCI)附加条蝿文向ナデ 12 
48-1TR 外匝褐色一師匠畢色

遺構外 27置園鶴破片 向にぷい赤褐色官事 砂粒多 良鰐 外 L橿糸文向ナデ 3 
38-1TR 畠帽色

外幅灰色

遺傷外 28畳圃舗磁片 向にぷぃiI<蝿色 砂馳・掴量Ii馳や 良鰐 外 LRIこRの附加条蝿文向ナヂ
7H栂 舛匝帽色 や多 22四倍合しないが同

一個体
量繍外 29聾圃官事磁片

外向 ににぷぶいい褐帽色色
掴砂粧やや多 良鰐 外祉にLの聞加条縄文向ナデ 1 

4E~ 

車織外 30圏圃留破片 同波明褐 色 掴砂粒・掴量母艦 良鰐 外 RLI=Lの附加条蝿文向ナヂ 12 
同14 外 語良明蝿色 やや多

量繍外 剖聾庖錫 (5.1) 5弘 向波明帽 色 長石・石英・砂絵 良僻 外ナデ向ナデ庖外本車庫 2 

211-‘4 外匝轟色 多 曹且か

量舗外 32111底部 (5.5) 1叫 向撞咽縄 色 掴砂韓多砂瞳少 且鰐 外 RLIこLCI)醐銅条縄文向ナヂ車外木草痘 36 
2IH4 外波橿褐色

遺構外 33型車古都 (5.6) 5略 肉淡明褐色 砂誼・冨Iilll多 良俗 外 LRIこRの酎個条縄文向ナデ庭外本車禽 括
5E-15 fI 腕褐色
5f-15 

遺構外 34畳直観 (4.4) 15恒 向民賀帽色 掴砂砲やや多砂 且野 外 LRにRの附加条蝿文向ナデ庫偲外薗に'*'重信有?
5E-15 外にぷいiI<相色 馳少 り スス付着旨
5F-15 

量繍外 話量底部 (5.0) 製鴻 向原畠色面匝褐色 掴砂組・掴晶右組 良好 車外へ7 ナデ

51←3TR 外 iI<蝿色 多

適槍外 36壷園田磁片 向にぷい赤褐色 個砂粧やや多砂 且鰐 外車輔文・胴突文・臨繍文向ナヂ

211-‘4 外にぷい褐色 総少 3一2個33体撞合し毎いが同

遺織外 37盛田線磁片 向 1=ぶい赤褐色 掴砂粧やや多砂 良鱈 外l:I:瞳文・櫛描ヨヒ向 ナデ 1 
治H4 外事E色 教少

遇措外 38壷園田磁片 向波明帽 色 個砂勉多砂粒少 良鐸 外車線文・胴突文向ナデ 1 
211-毛4 外渡明縄色

遺構外 39壷嗣部磁片 向褐色 掴砂絵やや多 良好 外車館文向ナデ
2IH4 外渡檀褐色
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第6節古墳時代

1.概要

古墳時代の遺構は竪穴住居跡6棟および竪穴状遺構 1基である。調査区の西端部および中央西側に位置

する。遺跡の台地北側斜面に沿って並んで分布しているので，調査区外に住居跡が広がる可能性は少なく，

小規模な集落と考えられる。

2.遺構

竪穴住居跡

81001 (第114図，図版44)

調査区の中央北側に位置する。標高は27mで，主なグリッドは 31 -06である。時期は出土土器から古

墳時代前期である。

平面形はやや横長の隅丸方形である。規模は4.93mx 5.80m，検出面からの深さは0.42mである。床面

積は19.57rrlである。炉跡を基にした主軸方位はN-210 Eである。床面は平坦で，全体に堅撤である。

柱穴，壁溝は検出きれなかった。

貯蔵穴が2基，壁際に検出された。平面形は楕円形で， P 1は， 44c皿x38cm，深さ16cm，P 2は， 39cm 

x 31cm，深さ36cmである。ピットが2基検出された。 P3は楕円形で， 42cm x 43cm，深さ11cm，P 2は長

楕円形で， 34cm x 16cm，深さ 7cmである。

炉跡は中央からやや北西に位置する。楕円形で， 69cm X43c皿，深さ 5c皿である。

床面から土師器聾片(1 )，土製勾玉(2 )が出土している。

81002 (第115図，図版44・45)

調査区の西端部に位置する。標高は21mで，主なグリッドは 2C-58である。時期は出土土器から古墳

時代前期である。

平面形はわずかに縦長の隅丸方形である。規模は4.70mx4.62m，検出面からの深さは0.32m-0.48m

である。床面積は18.18rrlである。炉跡を基にした主軸方位はN-390Wである。床面は平坦で，全体に堅

撤である。

柱穴，壁溝は検出されなかった。炉跡は床面中央やや北西寄りに位置する。楕円形で， 75cm x 64cm，深

さ日cmである。

遺物が多く出土している。完形か完形に近い土器が多い。特に，床面中央から北西壁にかけての，炉跡

周辺から多く出土している。北側壁付近の床面から土師器聾 (2-4)，異形器台 (12・13)がまとまっ

て出土している。また，高杯1) (11)が南壁付近から出土している。

81003 (第116・117図，図版45・46)

調査区の西端部に位置する。標高は21mで，主なグリッドは 2D-46である。時期は出土土器から古墳時

代前期である。

平面形はやや縦長の隅丸方形で，やや小判状である。規模は6.48mx5.76m，検出面からの深さは0.38

m-0.59mである。床面積は32.97rrlである。方位はN-150 -Wである。
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床面は平坦で，全体に堅績である。壁溝が検出された。全周する。幅は10cm-28cm，深さ 5c mである。

床面南東隅に間仕切り溝が検出された。長さ100cm，幅は 9cm-13cm，深さ 5c mである。

炉跡は 2か所に検出された。北側が新しい。楕円形で， 90cm x 66cm，深さ13cmである。南側は古く，楕

円形で， 96cm x 67cm，深さ20cmである。

柱穴は 4基検出された。 P1は円形で，径32cm，深さ68cm，P 2は楕円形で， 35cm x 29cm，深さ55cmで，

段を持ち，間仕切り溝に接続する。 P3は円形で，径39cm，深さ62cm，P 4は円形で，径39cm，深さ61c皿

である。

南壁下に貯歳穴 (P5)が検出された。ややゆがんだ方形で， 60cm x 40cm，深さ16cmである。ほかにピ

ットが2基検出された。 P6はややゆがんだ方形で， 30cm x 20cm，深さ 2cmで，床面の焼土化である。 P

7は円形で，径29cm，深さ28cmである。

床面付近から土師器室(4・6-8)，高杯 (15-17)，杯 (19)，須恵器杯 (20)，管状土製品 (21-23，25 

-29・32)，土玉 (34)，土製勾玉 (35)が出土している。
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81004 (第118図，図版46)

調査区の西端部に位置する。標高は21mで，主なグリッドは 2D-81である。小竪穴と，思われる。時期

は出土土器から古墳時代前期である。

平面形はややゆがんだ横長の楕円形で，規模は1.94mx2.14m，検出面からの深さは0.55mで、ある。床

面積は1.31 rrlである。短軸方位はN-320Wである。床面は平坦で，全体に堅轍である。

柱穴等の内部施設は検出されなかった。

覆土から土器，床面付近から土玉(3 )が出土している。

81014 (第119図，図版46)

調査区の中央やや北西に位置する。標高は26mで，主なグリッドは 2G -28である。時期は出土土器か

ら古墳時代前期である。

平面形はやや外側にふくらんだ縦長の隅丸方形である。規模は5.82mx5.13m，検出面からの深さは0.27

m-0.41mである。床面積は26.71ばである。炉跡を基にした主軸方位はN-640Wである。床面は平坦で，

全体に堅敏である。

柱穴，壁溝は検出されなかった。炉跡は床面北西寄りに位置する。楕円形で， 99cm x 94cm，深さ 8cmで

ある。南壁下に貯蔵穴 (p1 )が検出された。楕円形で， 50cm x 44cm，深さ18cmで、ある。

床面は平坦で，全体に堅轍である。床面に 5か所の焼土堆積が検出され，遺物が多く出土している。床

面付近から土師器査(1 )，霊 (2・3・4・6)，高杯(5 )，器台(7 )が出土している。
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81015 (第120図，図版47)

調査区の中央やや北西に位置する。標高は26mで，主なグリッドは 2G -28である。時期は出土土器か

ら古墳時代前期である。

平面形はやや外側にふくらんだ，わずかに縦長の隅丸方形である。規模は4.47mx 4.25m，検出面から

の深さは0.41m-0.54mである。床面積は15.19mである。炉跡を基にした主軸方位はN-270Wである。

床面は平坦で，全体に堅綾である。

柱穴，壁溝は検出きれなかった。炉跡は床面北西寄りに位置する。楕円形で， 53cm x 45cm，深さ 8cmで

ある。

北西隅の床面に遺物が集中し，土師器査 (1-3)，要 (4-6)が出土している。

81016 (第120図，図版47)

調査区の中央北側に位置する。標高は27mで，主なグリッドは 3T-23である。時期は出土土器から古

墳時代前期である。

平面形はやや外側にふくらんだ，わずかに縦長の隅丸方形である。北隅が土坑によって，揖乱されてい

る。規模は4.71m x4.64m，検出面からの深さは0.13m-0.17mで，遺存は不良である。床面積は19.26

dである。炉跡を基にした主軸方位はN-560Wである。床面は全体に平坦である。

柱穴，壁溝は検出きれなかった。炉跡は床面北西寄りに位置する。楕円形で， 89cm x 61cm，深さ 8cmで

ある。南壁下に貯蔵穴 (p1)が検出された。楕円形で， 50cm x 44cm，深さ18c皿である。

床面は平坦で，全体に堅撤である。遺物はほとんどが細片である。

3.遺物

遺物の法量・調整等は第25表に記載したので，ここでは主に器形の特徴について述べる。また， S 1016 

の遺物は細片のため図示していない。

竪穴住居跡出土遺物

sω01 (第121図，図版78)

遺物は少なく。実測点数は 3点である。床面付近から 1・2が出土している。

1は土師器蔓の胴部片である。全体の形は不明であるが，球形に近いと思われる。 2は土製勾玉である。

頭部と尾部の変化が明瞭で，尾部はやや尖っている。面取り状のナデが施され，断面が六角形状である。

3は砥石片である。小形と思われ，平面的な磨耗である。

81002 (第121・122図，図版78)

遺物は比較的多く，実測点数は15点である。床面付近の出土が多く，覆土出土は 1・14・15である。

1は土師器壷の折返し口縁部片である。折返しの上下端に刻み目が施される。 2-6は土師器重である。

2は折返し口縁で，口縁は丸い。いわゆる頭部をもち，口縁部は強く外反する。胴部はやや扇平な球形で，

底部は平底である。折返し口縁部を除いて，外面全体にハケ目が施される。内面はナデが施されるが，底

部にハケ目が残る。 3 • 4も2とほぼ同形であるが，口縁が素口縁である。 3は焼成後底部に穿孔が施さ
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れ，甑に転用されたと考えられる。 5は胴部， 6は胴下部から底部であるが，これらも同形と考えられる。

7 • 8は土師器大形高杯の杯部である。体部が外傾して，稜をもって立ち上がり，直線的に口縁部に至

る。口縁はやや尖っている。 9は土師器杯である。丸底で，扇平な半球形の体部から口縁部が外傾して，

短く立ち上がる。口縁はやや尖っている。 10・11は土師器高杯である。 7・8よりも小型で， 7は杯部に

丸みがあり，口縁は丸い。脚部は円形透かしが， 3か所に施され，透かし部分から広がりが大きくなる。

12・13は異形器台である。脚部は長く，広がりは小さい。台部は中空で，ソロパン玉状である。

14・15は軽石片である。平面的な磨耗が見られ，砥石と考えられる。

81003 (第122-124図，図版78・79)

遺物は多く，実測点数は39点である。床面付近出土は 4・6・7・8・15-17・19-23・25-29・32・

34・35である。他は覆土出土である。

1は土師器査の口縁部片である。折返し口縁である。 2-13は土師器歪である。 2-6はハケ目が施さ

れ， 7 -13はハケ目が見られず，ナデが施される。 2は小さな平底で，胴部がやや縦長の球形である。口

縁部が外傾して，短く立ち上がり，断面が「く」字状である。口縁が外反する。聾はほぼ同形である。 3

は口縁が直線的である。 4は胴部が球形に近く，口縁がわずかに内聾する。 5は底部を欠くが，同形と思

われる。口縁が小さく外反する。 6は口縁部が外反する。 7-12は胴部下半から底部を欠くが，同形と思

われる。 7・9・10は直線的な口縁部である。 8. 11・12は口縁部が外反する。 13は上半部を欠くが，同

形と思われる。小さな平底で，わずかに突出している。

14-17は土師器高杯である。杯部は扇平な半球形で，脚部は円形透かしをもち，透かし部から大きく広

がる。 15は杯部下端に稜がある。 16は坪部である。体部が屈曲し，外面に線刻がある。 17は杯部で，口縁

が小さく外反し，やや尖る。

18・19は土師器杯である。 18は小さな平底で，体部が外傾して，立ち上がり，ゆるやかに内聾している。

口縁部に至る。口縁部はほぼ直立する。 19は丸底で，扇平な半球形の体部から口縁部が外傾して，短く立

ち上がる。口縁はやや尖っている。 20は須恵器杯である。体部はゆるやかに内脅し，口縁は丸い。

21-31は管(玉)状土製品である。外面全に体ナデが施される。やや長いもの (21)と，短いもの (22)

がある。装飾的なもの，または，土錘と考えられる。 32-34は土玉である。 32はやや縦長である。

35は土製勾玉である。頭部と尾部の変化は少なく，尾部がわずかに尖っている。縦方向に細かなナデが

施される。

36-38は軽石片である。小片のため，砥石か浮子かは不明である。 39は鉄製品である。形状から鉄鉱と

考えられる。

81004 (第124図，図版79)

遺物は少なく。実測点数は 3点である。床面付近出土は 1・2である。

1は土師器聾で，下半部を欠く。小形で，口縁部はほぼ直立し，口縁はやや尖っている 2は土師器高杯

の脚部である。裾端部がやや強く外反する。 3は土玉である。ほほ球形で，全体にナデが施される。
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81014 (第124図，図版79・80)

遺物は少なく，実測点数は 7点である。すべて，床面付近出土である。

1は土師器壷である。折返し口縁で，折返し下端に刻み目が施される。 2-5は土師器蓋である。外面

にハケ目が施される。 2はやや小形で，口縁部はやや外傾して立ち上がり，上半部がほぼ直立する。口縁

がわずかに内管する。口縁上半部にヨコナデ，胴部下端部にヘラケズリが施される。 3は底部を欠く。胴

部がほぼ球形で，口縁部が外傾して，短く立ち上がり，断面が「く」字状である。口縁部にヨコナデ，胴

部下端部にヘラケズリが施される。 4は胴部下部から底部である。外面にヘラケズリが施され，内面には

ハケ目が施される。 5は胴部片である。ハケ目が施される。

6は土師器高杯の杯部から脚部上端である。下端に稜があり，体部が稜部から外傾して立ち上がり，わ

ずかに内管して口縁に至る口縁はやや尖っている。外面の体部上半にヨコナデ，下半にハケ目が施され，

内面にハケ目が施される。脚部にはナデが施されると思われる。 7は土師器器台である。小さな皿状の台

部に， Iハ」字状に開く脚部を持つ。台部端は面取り状で，断面が四角である。脚部は下半部がわずかに

内轡する。脚部の 3か所に円形の透かしが施される。

81015 (第125図，図版80)

遺物は少なく，実測点数6点である。すべて，床面付近出土である。

1 . 2は土師器査である。 1は口縁部で，折返し口縁である。大きく外反し，折返し下端に刻み目が施

される。 2は胴部上端部から口縁部である。口縁を欠く。口縁部がほぼ直立し，ゆるやかにが違反して口

縁に至ると思われる。 3は土師器柑である。小形である。底部はわずかに上げ底で，胴部はほぼ球形，口

縁部は外傾して立ち上がり，直線的に口縁に至る。口縁は丸い。 4は土師器壷の胸部下部から底部である。

底部は小さく突出し，内外面にナデが施される。

5 . 6は土師器蓋である。 5は底部は平底でやや小さく，胴部はわずかに扇平な球形である。口縁部は

外傾して，立ち上がり，外反して口縁に至る。口縁は丸く，口縁部にハケ目，胴部に，ヘラケズリが施さ

れる。 6はやや小形である。底部は平底で小さく，胴部はほぼ球形である。口縁部は外反して立ち上がり，

大きく開いて口縁に至る。口縁に刻み目が施される。口縁部にヨコナデ，胴部にヘラケズリが施される。

遺構外出土遺物(第125図，図版80)

1・2は土玉である。 1はやや扇平な球形， 2は球形で，器面全体にナデが施される。 3-5は管状土

製品である。 3は長く， 4は極端に短い。 5は3と同形と思われるが，破片である。器面全体にナデが施

される。

注

1) I杯」の字は原稿に従うが，南西ヶ作遺跡の記述で使用する「杯jと同じ意味である。
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第25表古墳時代遺物観察表

¥ J 1..克也， 阻害見仔寵.，."

量繍. 栂書号図 畠種 ロ橿 底橿 畢薗 温存直 色調 胎土 焼成 特種 量柏署号

SI曲' 1土師畢聾 時 体肉 畠に4褐E色い褐色 砂植やや.. 良野 外 面 ハ ケ 固 23. 24. 30. 32 

剖国1 2土劃晶勾玉 轟2.3 帽1.0 庫0・句1.0 事事 明褐色 掴砂艦1> 且傍 置さ2.74o 11 

SI個1 3右組晶砥石 畢 [5.81 幅[3.61 庫 [2.61 首s iII褐色 置さ制四g 砂岩置 盟

SI側担 ?土師.. 師 向に;;.い掴色 瞳 両外ナT g 
併に;;.い褐色

SIOO2 2主師墨壷 剖' 7.4 23.6 完IIJ
外向 傘明褐審褐色色 畢片百・骨石軍量 'l!I・ 直鰐 向ナ7 124 

1> ・スコ 外目録侮ナデ嗣郁，、ヶ目。車部内ラナデ
リアやや.. 

SI曲2 3ま師轟壷 (16町 7.3 25.7 7田 向褐色・暗褐色 掴砂粧やや.. 良俗 向 事ロロS緑乳創師ナデ，向面金体が茸れてい晶 64蝿 118.120
外暗褐色・晶褐色 外属睡 ナデ，腸圃ハケ目.圃下鶴ナデ.庫部ナデ・幌

SIOO2 4土師畢量 17.4 7.0 21.7 開‘ 向明赤褐色 砂岨やや.. ，~石 畠僻 向 田ロ邑値薗圏ナナT. 周土器ミガキ 童郁画が荒れてい晶 崎町 126.128
外聞事褐 色 少 外 デ。園都，、ヶ国庫ナヂ

剖曲2 E土師器量 目圃録土画'留m 
向赤褐色 1T1It.細砂瞳少 阜僻 向口信鶴ナヂ向函圭俸が圃輯 17. 52. 55. 58. 71. 72. 73 
外赤褐色 外ハケ目 75.78.79・1.1曲 1師

30'1 111.112.118.133.137 
141. 142不明

SIOO2 6土師畠壷 7.2 聞車下留薗ー 外向 a赤R褐帽色色 砂瞳・幅砂植少 良野 向 向圏全体酎庖輯 35.36日 目 個 個別
外ハケ目，車割，、ラナデ 1担 142

3輔
剖似担 7土師畢高梼 但5.2) 停留1叫 向 I:'$L¥貴縄色 掴砂瞳.・スコリア 阜僻 向外ミガキ H 曲 127.1岨

外 Iこ;;'L'置檀色 .. 植少

SIOO2 S土師暑聾 t田町 (8.5) 5.35 5‘ 向瞳色 細書.1It.. .組少 阜僻 向外ナヂ 1個 101.130.131
外置色 庖ft. _、ラケズリ

SI曲2 S土師器事事 (13.8) 但 9) ‘3 3開 向に4務E調L'iIl褐色 細砂瞳やや多砂 且傍 向ナT ・ミガキ 27掴 32.37帽柑 10
外明色 瞳少 外ナデ 4.129 

車外ナデ

SIOO2 叩土師罰商事事 11.1 事事鶴田‘ 向に$.い貴檀色 個砂岨・スコリア 良好
外向 ミミガガキキ・ナデ

1・1・
外 1=;;'い貴橿色

'‘ 
SIO(盟 11土師器高秤 10.3 卸傷3蝿 向明赤褐色 細書'瞳やや.. 量得

向外 ナミ7ガキ・ナデ
118 

外事褐色

町田2 12土師畠昆穆畢台 4.2 11.3 16.3 完惨 向 明畢;;.褐い褐色 細書'瞳やや， ス 且僻 向ナT ・へラナT 掴 41.121.144
外に 色iIl褐色 コリア少 外ナデ

剖曲2 13土師畢属帯畢台 4.9 12.0 18.2 完穆 向明棒鋼色 掴砂植やや， ス 畠野 向へラナT 125 
外に;;.い歯帽色明器 コリア少 外ナデ

褐色

剖倒盟 14騒百 轟ロ 91 幅 [4.7] 庫[1.81 E四 車置縄色 置さ4.18. 14 

剖002 間程石 轟[4.7・1 幅[3.31 庫 [2.71 4田 量買褐色 置さ6.80. 15 

SI曲3 1土師畠壷 鴎以下
向外 明明褐春褐色色

細砂種少 畠僻 向ナデ 四7
ft. ，、ヶ・ナデ

SIO(踊 2土師事聾 (18.0) 5・ 24.4 
‘'‘ 

向に$.い薗褐色・轟 砂岨多 直信 向 日健卸ハケ目，周郁，、ラナデ 22. 23. 27. 38. 42町

外 縄畠色色・橿色
ft. ，、ヶ目 制限珊 74.7・同盟

87.131. 132. 173. 183 
187車一括.iIー措

SI皿3 2土師器聾 (10・} (5.1) 21.8 ヨ'‘ 向に;;'L'薗褐色 砂魁やや量島 畠揖
向外 ハロaケ，目，・、岡ヶ下目旬・一部旬ナヘ7ラケ園ズ鶴リヘ，庫ラ卸ナデ，、ラケズリ

曲師 1国 130.1時
外置色 175.17・1闘'圃叩S

1輔車一括

SIOO3 4土師畢聾 16.1 4.8 17.3 711'1 
外向 且暗褐褐色色

@睡少 畠野 向 口糧緑師圃ナデ 田l1li，、ヶ固 回車橿・酉措
外ロ ナヂ，園面，、ケ白車圃*-鹿

SIOO3 5土師畢曹 (15.0) ロ値由a-向に;;.い貴橿色・且 .. 植やや多 量lEf 外向 ，口、組ヶ部目ハケ目・ 鶴ナヂ 岡部ヘラナデ 21.38副髄 61個 77
胴上面 褐色 115車一括・酉一括
訴鳩 外に;;.い貴檀色

SI曲2 -土師罰圃 14.4 4.5 18.1 現'‘ 向畠褐色 個砂粒.. 且師
外向 ヘ目録ラ圃ナナ7デ，田園，、ケ目，庫薗，、ラケズリ

8.117-12・221.22・m

外且褐色 234.237町 240.242-
244車一括・酉一括

剖側目 7土師.. (18.8) ?冊 向 島且褐褐色 細晴雄.. 砂粒少 良野 向ヘラナデ 宜阻

ft.色 外 ，、ヶ・ナデ

剖仮調 -土師畢聾 18.6 3踊 肉に$.い貴褐色 個ITIItやや多砂 良野 向ナ7 2闘
外にぷい貴橿色 植少 外ヘラケXリ・ナデ

剖003 '土師.. (14.2) 硝 向にSい橿色 組暗腫やや.. 良好 向ナT ・ハケ 45.48 
併に$.い笹色

SIO(淘 10土師畠E (15.8) 副 同にSい笹色 個砂粧やや.. 畠傍 向ハケ 町 75.200.211車措
ft. 1=;;'い揖色 外 ，、ヶ・ナデ

剖003 H 土師畢聾 (14.8) 田 向に;;.い褐色 個砂鐘やや.. 車時 向外ナデ・，、ヶ 同
外 I::'$L¥褐色

SIOO3 世土師暢聾 (14.0) 輔
外向 畠且褐縄色色量縄色

砂植やや多 且鐸 向 ハ ケ 76 
ft. ，、ヶ・ナデ

SIOO3 13土田昌置 8.0 S硝 ，向~ iIにE帽;;.色い褐色
畢石・石葺・砂組 畠傍 向ヘラナデ 日 72.73.1担 1括 3蝿
やや多 舛ハケ・ナデ 却'車一括・酉一括

剖003 14土師畠高事事 (18.8) (12.0) 12.8 2町
外陶 器車い島橿暗明色褐畢色褐色 に;;.

個槌惜・粧やや，gb• 且時 向外ナT 時回個 178.1刷.1刷
スコリア 剖・ 2制 282車一揖

SIO曲 時土師畢薗事事 16.6 8.6 11.8-12.2 7崎 向島褐色 個骨粗やや書ス 畠野 向舛ナデ 24.担割引輔 37.40
併にSい量密色 コリア1> 16・171.177.245.276

百一橋

SIOO3 同土師畢寓停 (23.0) 百踊 向 明赤泰緬褐色色
個砂値やや多 向へラナT E闘

外明 外ハケ・ナデ._、ラ書き有り

SIOO3 H 土師'事事 (18.6) 副
，向S 橿にぷ色い"褐に色;;.い揖色

個晴雄少 直野
向外 ，ミ、ヶガキ・ナデ

165.167 

SIOO3 18土師.符 (16.0) (5.0) 5.6 1011 向にぷいiIi蝿色に 掴..やや.. 
重“ー 車向外併 ナナヂヂ

18酉櫨

ft. ぷにいぶ揖ぃ色..帽色

剖個3 1・土師暴符 (12.3) (3.4) 5.1 4副 向に;;.い橿色 .車量少 且岬 向ナ7 2・7
外橿色

外車 ハナデケ

SI曲3 四舗..... (12.0) 崎 向畠色 圃睡瞳1> E掛 向舛 ナへラデナT
236.278酉梧

ft. 畠色
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壷構・ 挿番号函 畢畢 ロ桂 車笹 畢高 量存置 色調 曲土 韓瞳 特惜 遺物番号

51凹3 21土担品曽根土橿 畢さ 幅 ロ量 100'1 明褐色 掴砂粧やや多ス 良鋒 量さ16.66. ナデ 112.110 
6.9 3.55 上0.6 コ'Jア少

下0.1

51003 22主製品曹状土鍾 長さ 幅 口笹 10凹 量明褐色 個砂粒やや多 良好 置さ剖 36. ナデ 3 
5.2 3.15 よ1.25

下1.15 

51003 23土盟晶曹状土睡 長さ 幅 口径 側苅 明褐色 個砂組やや多 良鰐 重さ柑 38，ナデ 2 
4.65 2.85 上1.2

下0.9

S山田 24主魁品曹状主鍾 ..さ 幅 口笹 5醐 淡瞳色 掴砂給やや多 且軒 重さ45.38g ナデ 108 
3.8 3.2 よ1.25

下1.1

51003 25土輯晶曹状主睡 長さ 幅 口量 5帥 畠帽色 掴砂粧やや多 且鰐 重さ35.71g ナデ 11。
4.15 3.1 上1.4

下1.3

51003 26土製品曹核土橿 長さ 幅 ロ豊 5同 幅色 掴砂軸やや多 且僻 重さ34.74g ナデ 109 
3.5 3.2 上0.8

下0.1

S同国 21土製品管状土橿 長さ 帽 口笹 5叫 明帽色・畠褐色 掴砂軸やや多 良好 置さ33.70g ナデ 11 
4.2 3.05 上0.5

下0.6

S叩田 28土製品曹状土鍾 長さ 幅 ロ笹 5叫 明幅色ー畠褐色 掴砂粧やや多 車聾 置さ29.02. ナヂ 7 
3.0 3.1 上1.1

下0.9

51003 29土担品曽状土睡 畢さ 幅 ロ笹 以苅 波櫨色 個砂粒やや多 且鰐 置さ31.52g ナデ 106 
3.35 3.35 上0.8

下0.55

51凹3 30土盟品曹状土睡 長さ 帽 25弘 橿色 個砂粒やや多 良鰐 置さ24.84. ナデ 51 
3.15 3.3 

51田3 31土蝿晶曹状土鍾 畠さ 幅 口径 印怖 明褐色・匝畠色 個砂総やや多 阜鰐 置さ31.96g ナデ 5 
3.4 3.2 上1.15 

下1.15

引田3 32土劃品土王 晶さ 幅 口笹 11)(施 畠褐色 掴砂勉少 a鰐 置さ29.06. ナデ 211 
3.15 2.8 上0.45ω

0.1 
下0.5

51003 33土盟品土玉 晶さ 幅 口笹 10叫 明掴色・畠褐色 個砂粒少 良鰐 重さ9.96. ナデ 269 
2.1 2.25 上0.6

下0.55

51003 剖土製品土玉 長さ 幅 口径 10叫 匝掴色 掴砂粒少 且鰐 量さ17.49g ナデ 14 
2.5 2.9 上5.5

下5.5

510回 35土製品勾玉 量さ 幅 厚 100'1 明褐色 掴砂純少 良鱈 置さ5.0・zナデ 94 
2.1 1.9 1.3 

S同田 36土且品粘土鎗 量さ 幅 庫さ 語集担色 個砂粒少 且鐸 置さ6.16. ナデ手握ね 291 
3.0 2.65 1.85 

S叩田 31土盟品粘土鳩 量さ 幅 厚さ 民幅色 掴砂粒少 良好 重さ 12.16g ナデ・手担ね 酉括
3.65 2.4 2.5 

S叩田 38土且品粘土舗 量さ 幅 庫さ 淡橿色 輯砂蝕少 良鰐 量さ2.38g ナヂ・手哩ね 152 
1.9 1.6 0.9 

510田 39睡織 長 幅 庫 4叫 置さ6.16g 34 
[5.3J 1.9 0.25 

S印刷 1小型聾 (1.4) 1叫 同 10ぷい掴色 掴砂粧やや多 且好 向ヘラナデ 5 
外赤担色外面赤寄与 外ナデ

51004 2土師畢富符圃舗 (11. 8) 
5‘ 向に..，い褐色 個砂粒多 良好 向ヘラナデ 4 

外にぶい置 色 外ミガキ

S印刷 3土製品土軍 畠さ 幅 口径 100'1 褐色・晶褐色 個砂粧やや多 畠鰐 重さ24.97g ナデ
3.05 3.2 よ065

下0.7

51014 1土師畢壷 22.8 S鳴 向にぶい貫置色 砂粒やや多 良好 同 ヘラナデ・ナデ 13.16.141 
併にぷい貴檀色 外ナデ

51014 2土師畠小聖聾 10.5 5.4 14.3 9叫 向畠褐色 砂粒やや多 良好 向ヘラナデ 21.22.28.50.52.55.56 
外畠褐色 外 ナデ・ハケ目・ヘラナデ 日 58.61.94制~

庫手待ちへラケズリ 1田 105.106.101.1回
110.118.121向

135.138.139.140.144 

51014 3土師畢聾 13.5 7叫 向にぷい鍵椙色 掴砂絵多砂勉少 且好 同 ヨコナヂ・へラナデ 62.65.66.68.69.70.74 
底部欠 外畠褐色 外 ヨコナデ・へラケズリ・ハケ目 11.18.83.102.112.11 

4.115.116.117.121. 13 
1.144 

51014 4土師畢鎗 4.8 
5‘ 向にぶい赤揖色 砂粒やや多 良好 向へラナデ・ナデーハケ 30.63.64.61.82 

外にぶい赤褐色 外ナデ・ヘラケズリ
車ヘラナデ

51014 5土師畢高杯 14.2 6叫 向明帽色 砂粒・個砂粒少 且好 向 ミガキ・ナデ 142 
外明褐色 外 ミガキ・ナデ

51014 6土師畢畳 師以下 向瞳色 砂粧やや多 良好 向ナヂ・ヘラナデ 12 
外担色

51014 7土師畢高符 10.8 8.3 5叫 向にぶい赤褐色 掴砂軸やや多ス 良好 向 ミガキ・ナデ 7.60.15.93.124 
外にぶい赤蝿色 コリア少 外 ミガキ・ナデ

3か所穿孔有り

51015 1企師畢壷 16.5 2田 向明赤帽色 個砂組やや多量 且鋒 向 ヘ ラ ナ デ 22. 23. 24. 35. 36 
外務褐色 石少 外 ナデ・ヘラナヂ・手持ちへラケズリ，折亜しロ揖下暗

刻み目

51015 2土師畢壷 1聞 向明赤帽色 掴砂組・スコリア 且鰐 向ナデ 1.4.28 
外明赤帽色 少 外ナデ

SI015 3土師鶴虫歯 (8.3) 4.3 11.7 8叫 向明赤褐色 幅砂粒やや多・砂 良好 向ナデ 4.25.26.27.29 
外 g惨禍色 組少 外ナデ・手持ちへラケズリ

庖手持ちへラケズリ
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趨構. 繍署園骨 畢種 ロ橿 庫署 書高

SI015 4土師.. 7.0 

SI015 S土師畠聾 (17ω 6.2 19.9 

SI015 e土師'小型聾 (13田 4.6 13.4 

量暢外 t土担晶土玉
量2さ8 2幅3 

ロ睡

置》ー7・ .t0.7 
下0・

温島欄咽外 Z主魁晶止玉 墨書 個 ロ橿
2.6 2・土0・

下0・
量E舗.g外S 

3土組畠土曹 轟書 幅 ロ置
5.8 2.5 よ1.2

下1.4

量Z暢ト回fI. 4主鰻晶土曹 畢書 幅 」ロ~O橿・2.2 2.5 

下0・
量.fI. 5土製品土玉

I畢Sさ5] [3幅H Zト.2TR

第 7節奈良・平安時代

1.概要

量存車 色 圃 胎土 蜂属 骨骨 量蜘書号

首'‘ 外向 傘畠褐褐色色・・明咽億惨褐禍色色
個... |島町 8.10.18 

厳踊
向外 橿檀色色 -スaコリ-個ア墨や骨や粗.・

畠鰐 向 ，、ラナ.ヂ，、ラ・ナT 4掴 40
fI.ナヂ ナデ1・手持ちへラケズリ
庫亭骨ち，、ラケり

流協
外向 島明縄褐色色 細置惜少粧やや多 量 畠野

同，s，ナ、ヂラナ・手ァ揖・ナちヂへラケ;;(リ. ロ栂韻刻み目
4.帽割引担割

底手骨ちへラケ1・J
101嶋 併贋圏構色 細暗.やや. 且師 置さ24.0&ナァ • 
101四 併にSい褐色 個・aやや. 且軒 置さ柚.0. ナデ

101珊 fI. に$.也、褐色 個骨組やや多 且野 置さ岨 oaナ7 s 

'“高 外縄E色 個砂種やや' 畠野 量書18.0. ナデ 13 

首'‘
外に$.い褐色 個・粧やや多 畠野 ナデ 40 

奈良・平安時代の遺構は竪穴住居跡9棟および掘立柱建物跡 1棟である。他に遺構は検出きれなかった。

調査区の東端部に集中して検出された。調査区の甫境に接して検出されているので，調査区外まで遺構が

広がると考えられる。

2.遺構

竪穴住居跡

51005 (第126図，図版48)

調査区の東端部南西側に検出された。主要グリッドは 6J -68で，標高27mである。平面形はやや縦長

の隅丸方形である。規模は3.78mx3.16m，検出面からの深さはO.35m-O.45mで，床面積は10.67rrlで

ある。

柱穴，出入り口ピットは検出きれなかった。壁溝はカマド両側を除いて全周する。幅14cm-23cm，床面

からの深さは 5cmである。床面は平坦で，破線の範囲が特に堅致である。

カマドが新旧の 2基が検出された。北西壁から北東壁に作り替えられた。新カマドは北東壁中央に位置

し，長さ91cm，幅134cmである。壁の掘り込みは三角形で， 69cmである。袖の突出は少ないが，右側が長

さ58cm，幅48cm，左側が長さ27cm，幅24cmである。火床部はほぼ円形で，径34c血，床面への掘り込みは浅

く， 7 cmである。煙道部の傾斜角度は約24度である。主軸方位はN-62。ーEである。

旧カマドは，残長は壁の掘り込みと同じで81cm，幅128cmである。壁の掘り込みは三角形である。火床

部は楕円形で， 38cm x 28cm，床面への掘り込み15cmである。中央に小ピットがあり，深さは 6cmである。

旧カマドによる主軸方位はN-280 -W，煙道部の傾斜角度は約26度である

覆土はレンズ状堆積で，自然堆積と考えられる。床面下に掘方が検出された。深さ22cm-55cmである。

遺物は，床面付近から土師器杯(1 )，聾 (11)，土製支脚 (11)およびカマド内から聾 (8・9)，土

製支脚 (12)が出土している。
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51005 土層
1 黒色士 10 暗褐色土 ローム粒含・しまりがない
2 暗褐色土 ローム粒含 11 旧カマド
3 暗褐色土黒色土粒・ローム粒少 12 暗褐色士 ローム粒少
4 暗褐色土 ローム粒含 13 ロームプロック
5 暗褐色土 ローム粒多 14 ロームプロック 。 4m 
6 暗褐色土焼土粒・山砂粒混 15 黒色士 (1/80) 

7 暗褐色土焼土粒・山砂粒少
8 暗褐色士山砂粒少
9 カマド

ミ〈 <，: 〉 〉

l!::l 
σ自、

〈

E
申.ド
N
〈

51005 カマド土層
l 山砂プロック
2 暗褐色土焼土層
3 焼土プロック
4 暗褐色土焼土粒・山砂粒少
5 焼土・山砂プロック
6 山砂プロック
7 暗褐色土焼士粒・山砂粒
8 灰
9 ロームプロック

81005 

第126図 SIO05
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51005 旧カマド土層
1 暗褐色土 ローム含
2 暗褐色土 ローム粒・山砂粒・焼土粒
3 山砂プロック
4 暗褐色土焼土粒，しまりがない
5 ロームプロック
6 暗褐色土 ローム粒含 。

()/4O) 1m 
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なさ三宝こ)ゴ: 51006 土層
1 暗褐色土 ロームプロック・黒色土粒含
2 暗褐色土 ロープロック・焼土粒・炭化粒含
3 暗褐色土焼土粒，炭化材多，ロームプロック含
4 焼土・山砂プロック
5 山砂プロック
6 暗褐色土 ローム粒含，しまりがない
7 カマド
8 ロームプロック混暗縄色土(貼床)
9 暗褐色土焼土粒・ロームプロック・黒色土粒含

2 

D.~2m .一 一.D'

。
(1/80) 4m 

〉 〉

I~智S 

j 
51006 カマド土層
1 暗褐色土焼土粒多
2 山砂・焼土粒多
3 焼土
4 山砂・焼土プロック
5 焼土プロック
6 焼土 しまりがない
7 暗褐色土焼土粒含
8 暗褐色土焼土粒・山砂粒多
9 暗褐色土焼土粒・山砂粒少
10 褐色土 焼土粒・山砂粒少
11 暗褐色土 ローム粒含
12 暗褐色土焼土粒合 3宅 B'-

〉 一・B'

。
(1/40) 1m 

第127図 SI006
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SI006 (第127図，図版49)

調査区の東端部南西側に検出された。主要グリッドは 7K-65で，標高は27mである。平面形はわずか

に縦長の隅丸方形で，規模は3.97mX 3.95m，検出面からの深さはO.39m-0.50mで，床面積は13.91rrl

である。

壁溝，柱穴，出入り口ピットおよび小ピットが検出された。カマドは北西壁中央に位置し，カマドを基

準とした主軸方位はN-32.50 -Wである。

壁溝はカマドおよび撹乱を除いて全周する。幅16c皿-25cm，床面からの深さは 4cm-8cmである。

柱穴は 4基で，平面形は楕円形 (Pl， P2， P4)または円形 (p3)である。規模P1が49cmx37

cm，深さ38cm，P 2が49c皿x35cm，深さ43cmで，内面に段がある。段までの深さは25cmである。 P3が径

19cm，深さ32cm，P 4が38cmx31cm，深さ49cmである。 P5は出入り口ピットである。ほほ円形で，径24

cm，深さ37cmである。 P6は小ピットで，柱穴で固まれた内側に位置し，ややゆがんだ円形で，径15cm，

深さ18cmである。床面は平坦で，全体に堅致である。

カマドは，長さ102cm，幅1l5cmである。壁の掘り込みは半円形で， 27cmである。袖は，右側が長さ73cm，

幅57cm，左側が長さ80cm，幅33cmである。火床部は半円形で， 42cm x 96cm，床面への掘り込みは浅く， 10 

cmである。煙道部の傾斜角度は約25度である。

床面全体に，焼土，炭化材が出土しているが，焼失ではなく，廃棄後の焼却と考えられる。

覆土はレンズ状堆積で，自然堆積と考えられる。床面下に掘方が検出された。深さ 8cm-29cmである。

遺物の出土は少なく，掘方内から須恵器蔓片(2 )が出土している。

SI007 (第128図，図版50)

調査区の東端部やや南西側に検出された。主要グリッドは 7L -32で，標高は27mである。平面形はや

や横長で，わずかに隅丸の方形で，規模は3.64mx 3.85m，検出面からの深さはO.48mで，床面積は12.20

dである。

柱穴はないが，壁溝，出入り口ピット，貯蔵穴および小ピット 5基が検出された。カマドは北壁中央に

位置し，カマドを基準とした主軸方位はN-40 -Eである。床面は平坦で，全体に堅致である。また，床

下から旧住居の床面を検出し，拡張または建替えが行われた。

壁溝は北壁北西部を除いて全周する。幅12cm-18cm，床面からの深さは 5cm-8 cmである。

P 1は出入り口ピットである。楕円形で， 18cm x 14cm，深さ14cmである。 P2は貯蔵穴である。南東隅

に位置し，楕円形で， 68cm x 47cm，深さ17cmである。

P3-P7は小ピットである。配置および大きさから柱穴ではないと考えられる。 P5-P7は南西岡に

集中している。平面形は楕円形で， P 3は， 15cm x 12cm，深さ 8cm， P 4は， 30cm x 17cm，深さ10cm，P 

5は， 14cm x 12cm，深さ10cm，P 6は， 15cm x llcm，深さ 5cm， P 7は， 24cm x 18cm，深さ10cmである。

カマドは，長さ1l6cm(火床部を含む)，幅108cmである。壁の掘り込みは半円形で， 10cmである。袖は，

右側が長さ61cm，幅34cm，左側が長さ58c皿，幅25cmである。火床部は楕円形で， 77cm x 73cm，床面への掘

り込みは18c皿である。煙道部の傾斜角度は約29度である。

南隅に粘土堆積が検出された。範囲は長さ1l8cm，幅74c血の楕円状で，堆積の厚さは最大13cmである。

旧住居跡はやや横長の隅丸方形で，規模は2.95mx 3.67m，新住居床面からの深さは0.18mで，床面積
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は8.89niである。壁溝状の溝が全周している。幅34cm-70cm，旧床面からの深さはllcmである。 P8は出

入り口ピットである。円形で，径28cm，深さ33c皿である。ほかにピットが2基検出された。 P9は北東隅

に位置し，楕円形で， 31cm X 27cm，深さ24cmである。 PI0は北西隅に位置し，楕円形の浅い皿状で，で， 87 

cmX 62cm，深さllcmである。旧住居の方位はN-30 -Eである。

覆土はレンズ状堆積で，自然堆積と考えられる。

遺物は，カマド前面に集中して出土している。床面付近から土師器杯 (2・3)，聾 (10・16)が出土

し，特に小型聾(6 )には，内面に「一二三四五六六七八八九十」のヘラ書きが施される。

81008 (第129図，図版51)

調査区の東端部南西端に検出された。主要グリッドは 8J -18で，標高は27mである。平面形は壁が外

側にふくらんだ，わずかに横長の隅丸方形で，西壁の一部が揖乱されている。規模は3.93mx4.12m，検

出面からの深さは0.46m-0.58mで，床面積は13.89niである。

壁溝および出入り口ピットが検出された。カマドは北壁中央やや東に位置し，カマドを基準とした主軸

方位はN-IO-Wである。

壁溝はカマドを除いて全周し，幅llcm-30cm，床面からの深さは 5cm-8cmである。 P1は出入り口ピ

ットで，南壁下中央に位置する。楕円形で， 47cm X 34cm，深さ26cmである。

カマドは，長さ109cm，幅120c皿である。壁の掘り込みは三角形で， 55cmである。袖は，右側が長さ42cm，

幅33cm，左側が長さ35cm，幅41cmである。火床部は焼土，灰が堆積しているが，掘り込みは無い。

床面は平坦で，中央部が堅致である。床下に掘方が検出された。深さは 8cm-21cmである。煙道部 の

傾斜角度は約25度である。

遺物が多く出土している。接合個体が多いが，覆土出土が多い。住居廃棄後の投棄と思われる。床面付

近出土は，土師器杯(1・5)，聾 (8-11・14・15)，須恵器聾 (18・19)，土製支脚 (22)である。カ

マド内出は，聾 (12・16)である。

81009 (第130図，図版52)

調査区の東端部南西端に検出された。主要グリッドは 8L-54で，標高は27mである。平面形はややゆ

がんだ，わずかに横長の隅丸方形で，西壁中央付近が撹乱されている。規模は3.84mx3.87m，検出面か

らの深さは0.53mで，床面積は13.79niである。

壁溝が検出された。カマドは北壁中央に位置し，カマドを基準とした主軸方位はN-OO-Wである。

壁溝はカマドを除いて全周し，幅llcm-25cm，床面からの深さは 4cmである。

床面は平坦で，カマド前面から床中央にかけて，帯状に堅致である。床面に焼土，炭化材が多量に堆積

している

カマドは，長さ107cm，幅128cmである。壁の掘り込みは三角形で， 73cmである。袖は，右側が長さ33cm，

幅18cm，左側が長さ25cm，幅16cmである。火床部は，掘り込みは無く，楕円形に焼土化している。規模は

37cmx33cmである。煙道部の傾斜角度は約25度である。

遺物が多く出土しているが，床面から離れた状態で，焼土および炭化材の堆積面から出土している。

床下に掘方が検出された。深さは 4c皿-18cmである。
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51008 土層
l 暗褐色土 ロームプロック・焼土プロック少
2 黒褐色土 ローム粒・暗褐色土粒合
3 暗褐色土 ロームプロック多，黒褐色土粒少
4 暗褐色土 ローム粒やや多，ロームプロック微
5 暗褐色土 ローム粒やや多
6 暗褐色土 ローム粒多
7 暗褐色土砂質粘土プロック・焼土プロック含
8 砂質粘土混暗褐色土
9 暗褐色土混黄褐色土(貼床)
10 暗褐色土 ロームプロック多(鮎床)
11 カマド
12 撹乱
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7 暗褐色士 山砂粒多
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9 暗褐色土 焼土プロック多
10 暗褐色土 焼土粒多
11 暗褐色土 焼土粒徴
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14 焼土
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1 暗褐色土山砂粒少含
2 暗褐色土焼土粒・山砂粒多
3 暗褐色土焼土粒多
4 焼土プロック
5 灰白色土灰層
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9 暗褐色土山砂粒多
10 暗褐色土焼土粒徴
11 暗褐色土焼土粒やや多

b.~加.ー _.b' 

ぷ 立た

.. 

唖

4m (1/80) 
。

SI009 

-237一

SI009 

第130図

1m (1/40) 
。



〉-

N
叶
・
由
自

E

-

-

.... 

市ーω4

4札"

'B' 

〉

A 

B'-

一・B'

ー・〉、B.~.6m ・-

=ー

ー・〉、

51012 カマド土層
1 黒褐色土 ローム粒・ロームプロックを少量，焼土

粒微
灰褐色士 山砂粒多，ロームプロック・黒褐色士粒
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ロームプロック多，しまりがある(貼床)
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1 暗褐色土
2 黒褐色土
3 黒褐色士
4 黒褐色土
5 黒色士
6 黒褐色土
7 黒褐色士
8 カマド
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51018 土層
1 黒色土 ローム粒微
2 暗褐色土 ローム粒多
3 暗褐色土 ローム粒多，焼土粒徴
4 暗黄褐色士 ローム粒多，焼土粒微
5 暗褐色土焼土粒，炭化粒微
6 暗黄褐色土 ローム粒多，焼土粒徴
7 暗褐色土 ローム多，焼士粒微
8 暗褐色土 ローム粒少，焼士粒徴
9 カマド
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51018 カマド土層
1 黒褐色土焼土粒少
2 赤褐色土焼土粒多，炭化粒・山砂粒少
3 黄褐色土焼土粒・山砂粒多
4 赤褐色土焼土粒多，炭化粒少
5 暗褐色土焼土粒少
6 焼土プロック
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81012 (第131図，図版53)

調査区の東端部やや西側に検出された。主要グリッドは 6L -92で，標高は27mで、ある。平面形はわず

かに横長の隅丸方形で，規模は3.28mx 3.43m，検出面からの深さはO.26m-O.38mで，床面積は9.30ni

である。

壁溝が検出された。カマドは北壁中央に位置し，カマドを基準とした主軸方位はN-50 -Eである。

壁溝は部分的で，カマド左側壁下および西壁下である。幅12cm-23cm，床面からの深さは 4cmである。

床面は平坦で，全体に堅致である。

カマドは全面に構築材が遺存する。長さ125cm，幅150cmである。壁の掘り込みは半円形で， 70cmである。

袖は，右側が長さ61cm，幅55cm，左側が長さ62cm，幅54cmである。火床部は，楕円形で， 51cm x 49cm，深

さ4cmである。煙道部 の傾斜角度は約25度である。

床下に掘方が検出された。深さは10cm-23cmで、ある。

覆土はレンズ状堆積で，自然堆積と考えられる。

遺物は，床面付近から土師器杯(3 )，カマド内から土師器杯(1 )，蓋 (4・7-9)が出土している。

覆土中の出土で，接合資料であるが，墨書「太J，I・・大園・-口敬奉J，I・・玉奉Jが施された土師器

杯 (2 )が出土している。

81018 (第131図，図版53)

調査区の東端部東端に検出された。主要グリッドは 7N-29で，標高は25mである。平面形は隅丸正方

形で，規模は一辺2.87m，検出面からの深さはO.29m-O.35mで，床面積は6.64niである。

壁溝，柱穴，出入り口ピットは無い。カマドは北西壁中央に位置し，カマドを基準とした主軸方位はN

-270 -wである。

床面は平坦で，全体に堅致である。少量の焼土が堆積している。

カマドは遺存が悪い。長さ128cm，幅107cmで、ある。壁の掘り込みは半円形に近い三角形で， 66cmである。

袖は，右側が長さ17cm，幅14cm，左側が長さ20cm，幅28cmである。火床部は，半楕円形で， 64cm x 79cm， 

深さ 7cmである。煙道部の傾斜角度は約27度である。

覆土はレンズ状堆積で，自然堆積と考えられる。

遺物は，床面付近から土師器杯(1・3)，皿(6・7)，聾(8・9・12)，須恵器仏鉢形土器 (15)が出

土している。カマドからは土師器皿(5 )，聾 (11)が出土している。 7はヘラ書き「貞」が施される。

81019 (第132図，図版53)

調査区の東端部東端に検出された。主要グリッドは 70-13で，標高27mである。平面形はややゆがん

だ横長の隅丸方形である。規模は3.18mx 3.51m，検出面からの深さはO.38m-O.53mで，床面積は8.32

ばである。

壁溝，柱穴，出入り口ピットは検出きれなかった。

床面は平坦で，堅致である。北側 1/4を中心に焼土，炭化材が少量出土している。

カマドが新旧の 2基が検出された。北西壁から北東壁に作り替えられた。新カマドは北東壁中央やや東

に位置し，長さ91cm，幅128cmである。壁の掘り込みはわずかで， 10cmの半円形である。袖は右側が長さ

-239一



67cm，幅45cm，左側が長さ77cm，幅38cmである。火床部は楕円形で， 49cm x 41c皿，床面への掘り込みは無

い。煙道部の傾斜角度は約31度である。主軸方位はN-420 
-Eである。

旧カマドは，残長は壁の掘り込みと同じで36cm，幅50cmで、ある。壁の掘り込みは三角形である。煙道部

の傾斜角度は約26度である。火床部は楕円形で， 69cm x 52cm，床面への掘り込み 4cmで、ある。旧カマドに

よる主軸方位はN-480-Wである。

覆土はレンズ状堆積で，カマド前面から西壁にかけて帯状に焼土，炭化材の土層が検出された。廃棄後

の焼却跡と考えられる。

遺物は，床面付近から土師器杯(1 )，皿(8 )，棄 (10・14)・須恵器杯(9 )が出土し，カマド内か

ら土師器皿(5 )，土製支脚 (15)が出土している。

81020 (第132図，図版54)

調査区の東端部中央に検出された。主要グリッドは 6N-32で，標高は27mである。平面形はやや横長

の隅丸方形で，規模は2.75m x 2.92m，検出面からの深さは0.33m-0.40mで，床面積は6.63rriである。

壁溝，柱穴，出入り口ピットは無い。カマドは北東壁中央に位置し，カマドを基準とした主軸方位はN

-43。ーEである。

床面は平坦で、，全体に堅致である。

カマドは長さ120cm(火床部を含む)，幅100cmである。壁の掘り込みは半円形で， 52cmである。袖は，

右側が長さ26cm，幅35cm，左側が長さ45cm，幅31cmである。火床部は，楕円形で， 76cm x 69cm，掘り込み

は無い。煙道部の傾斜角度は約25度である。

覆土はレンズ状堆積で，自然堆積と考えられる。

遺物は，床面付近から土師器杯 (1-4)，甑(5 )，転用硯(須恵器棄片) (8)，南隅から土師器杯(2 ) 

が出土している。

掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は 1棟である。調査区の南境付近であり，調査区外に遺構が分布する可能性がある。

88001 (第133図，図版54)

調査区の東端部西南端に検出された。主要グリッドは 8J -06で，標高は27mである。

規格は 3間x2間で，規模は5.12mx3.67mで、ある。柱間の距離は 2間部分が1.84m，3間部分が1.46

m-l.73mである。柱穴は円形で，径は50cm-69cm，深さ27cm-52cmである。桁行方位はN-610 -Eである。

東隅の柱掘方内から，土師器杯(1 )が出土している。

3.遺物

遺物の法量・調整等は第26表に記載したので，ここでは主に器形の特徴について述べる。

住居跡出土遺物

81005 (第134図，図版81)

遺物の出土はやや多く，実測点数は12点である。床面付近出土は 1・3・4・10，カマド出土は 8・9
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S1019 カマド土層
1 褐色土 焼士プロック多
2 赤褐色土焼土粒多
3 灰層 焼士粒少 n 
4 暗褐色土 山砂粒多，焼土粒・灰微 W

5 暗褐色士山砂粒，灰微
6 暗褐色土焼土粒多，山砂粒少

第132図 S1019• S1020 

S1019 土層
1 黒色土
2 暗褐色土
3 暗褐色土
4 暗褐色士
5 褐色土
6 暗褐色土
7 暗黄褐色土
8 暗褐色土
9 暗黄褐色土
10 暗黄褐色土
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ローム粒少
ローム粒多
ローム粒多，炭化粒微
ローム粒多，焼土粒少
焼土粒多
炭化粒多，焼土粒微
山砂粒，ロームプロック徴
炭化粒・焼土粒微，ロームブロック少
ローム粒多
ロームブロック多(貼床)
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時l3¥ FB 3 暗褐色土 ローム粒多
4 黒褐色土 ローム粒多，ロームプロック微 S1020 カマド土層

7 54 5 暗黄褐色土 ローム粒多 1 黒色土焼土粒少

BツちeyB
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を少し含む，黒色士も
含む

2 暗褐色土粗いローム粒を含む
3 黄褐色土 ロームブロック
4 黒褐色士 ローム粒を若干含む
5 暗褐色土 ローム粒多(柱の抜取

り痕)

(1/80) 4m 

1-3はロクロ土師器杯である。 1は平底で，体部が外傾して立ち上がり，わずかに内聾して口縁に至

る。 2は口縁から体部で，体部は直線的に口縁に至る。 3は体部下部から底部である。底部は中央部が薄

くなる。 4-6は土師器非ロクロ杯である。 4. 5は底部を欠く。半球形の体部から口縁部が小さく直立

し，境に稜がある。 6は平底で，底部と体部の境が屈曲する。体部は外傾して立ち上がり，わずかに内脅

して口縁に至る。 7は須恵器杯である。体部がわずかに外反して，口縁部に至る。口縁は小さく外反する。

8-9は土師器棄である。 8は底部を欠く。倒卵形の胴部から口縁部が小さく外反し，口縁は直立して

受け口状である。 9は底部を欠く。 8と同形である。 10は底部を欠く。やや扇平な半球形の胴部から口縁

部が小さく外反する。口縁は小さく外反し，わずかに受け口状である。

11・12は土製支脚である。破片であるが縦長の載頭円錐形と思われる。器面にナデが施される。

時代は，奈良時代， 8世紀後葉と考えられる。
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81006 (第134図，図版81)

遺物の出土は少なく，実測点数は 4点である。 2は掘方出土で，他は覆土出土である。

1は土師器聾の口縁部である。口縁が小さく外反し，わずかに受け口状である。 2は須恵器斐の口縁部

片である。下半部で，上半は大きく外反すると思われる。 3・4は鉄鉱である。 3は茎部である。断面が

ほぼ正方形である。 5は頭部先端を欠く。頭部は長楕円形と思われ，断面は扇平な菱形である。茎部と箆

被部の境が不明瞭で、，徐々に細くなり，断面はほぼ正方形である。

時代は，奈良時代. 8世紀後葉と考えられる。

81007 (第134・135図，図版82)

遺物の出土は多く，実測点数は20点である。床面付近出土は 2・3. 6・7・10・16・19で，他は覆土

出土である。

1~3 ・ 5 はロクロ土師器杯である。平底で，体部が外傾して立ち上がり，わずかに内聾して口縁に至

る。 1は口縁が小さく外反して，肥厚する。 2は体部中央からわずかに外反する。 3は底部中央が薄く，

口縁がわずかに外反する。 5は口縁部を欠く。底部が他の杯に比べて厚い。体部中央からわずかに外反す

る。 4は土師器非ロクロ杯である。底部中央を欠く。平底で，体部が外傾して立ち上がり，内管して口縁

に至る。口縁はほぼ直立する。底部外面に線刻 ixJが施される。

6~9 は土師器小形棄である。 6 は口縁部を欠く。やや大きな平底で，胴部はやや扇平な球形と思われ

る。内側に漢数字のヘラ書きがある。「一三三四五六六七八八九十」で，蓋はミニチュアと思われる。 7

は平底で，胴部は上部が開いた円筒形である。口縁部は短く外反する。 8 • 9は7に比べて胴部が丸い。

底部中央を欠き，口縁部が短く外反し，口縁はやや尖る。 10~16は土師器聾である。 10は底部を欠く。胴

部は倒卵形で，長胴である。口縁部は短く外反し，口縁は直立して受け口状である。 11は口縁部から胴部

上半部である。 10と同形で，口縁が受け口状である。 12・13は胴部下部から底部である。平底で，胴部の

立ち上がりおよび，外面の調整から10と同形棄の底部と考えられる。 14はやや小形である。口縁部から胴

上半部である。胴部の丸みは弱く，口縁部が肥厚して，短く外反し，口縁は丸い。 15・16は胴部下部から

底部である。平底で，胴部の丸みは弱い。 14と同形棄の底部と考えられる。

17は須恵器棄の胴部下部から底部である。平底で，胴部が外傾して，直線的に立ち上がる。 18は土師器

甑の底部である。底無し型である。 19は土師器甑の把手片である。突出が小さい。 20は棒状土製品の破片

である。全体の形は不明であるが，ていねいなナデが施される。

時代は，奈良時代. 8世紀後葉と考えられる。

81008 (第136・137図，図版82)

遺物の出土は多く，実測点数は23点である。床面付近出土は 1 ・ 5 ・ 8~11 ・ 14 ・ 15 ・ 18 ・ 19 ・ 22. カ

マド出土は12・16で，他は覆土出土である。

1~5 ・ 7 は土師器非ロクロ杯である。平底で，体部は外傾して立ち上がり，ゆるやかに内脅して口縁

に至る。口縁は外傾する。 2・3は底部中央部を欠く。 4は底部中央が薄い。 1は内面底部に線刻 ixJ

が施される。 7は口縁から体部片である。体部に墨書が施されるが，破片のため文字不明である。 6は土

師器盤である平底で，体部は外傾して，大きく聞き，ゆるやかに内聾して口縁に至る。口縁は小さく外反
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し，やや尖る。

8 -17は土師器棄である。 9は平底で，胴部は倒卵形の長胴である。口縁部は短く外反し，口縁は直立

して受け口状である。 8・10・11は口縁部から胴部上半部である。 9と同形で，口縁が受け口状であるが， 10

は口縁が外傾して聞き， 11は口縁が小さく外反する。 12・13はやや小形である。 12は底部中央を欠く。平

底で，胴部はやや縦長の球形，口縁部は肥厚し，短く外反する。口縁は小さく外反しわずかに受け口状

である。 13は胴部下部から底部である。底部中央を欠くが，極端に中央部が薄くなる。胴部の立ち上がり

および，外面の調整から12と同形嚢の底部と考えられる。 14はやや小形で，鉢に近い形状である。平底で，

胴部は扇平な半球形である。口縁部が短く外反し，口縁は丸い。 15-17は小形である。形状は通常の葺と

同じである。 15・16は口縁部から胴部上半部である。 17は胴部から底部である。他の蓋に比べて胴部が球

形に近し、。

18・19は須恵器斐である。 18は胴部片で，球形に近い胴部と思われる。横方向の叩き目が施される。 19

は胴部下部から底部である。底部中央を欠く。平底で，胴部が外傾して直線的に立ち上がる。

20・218は土師器甑である。 20は口縁部から胴上半部である。胴部の丸みは弱く，口縁部は短いが，大

きく外反し，口縁は直立して受け口状である。胴部上端にヘラケズリ成形された把手が付く。 2か所と思

われる。 21は胴部下部から底部である。底無し型である。 20と同形の下半部と考えられる。

22は土製支脚である。縦長の哉頭円錐形と思われる。器面にナデが施される。 23石製転用硯である。扇

平な磨石を使用している。両面に使用痕がある。

時代は，奈良時代， 8世紀後葉と考えられる。

SI009 (第137・138図，図版83)

遺物の出土は多く，実測点数は24点である。カマド出土 (16・17・21)以外は焼土，炭化材堆積の上面

出土で，床面から離れている。

1 . 2は土師器非ロクロ杯である。平底で，体部は外傾して立ち上がり，ゆるやかに内聾して口縁に至

る。口縁は外傾する。口縁部の打ち欠きが施される。 3-10はロクロ土師器杯である。平底で，体部が外

傾して立ち上がり，わずかに内轡して口縁に至る。 3は口縁が小さく外反して，やや肥厚する。 4は体部

上半がわずかに外反する。 5は丸みが強い。 5・6は内面に黒色処理が施される。 6は体部外面に墨書「工」

が施される。 7は体部外面の 2か所に墨書「工Jが施され，口縁部に打ち欠きが施される。 8は底部と体

部の境が屈曲する。底部の内外面に椋刻IXJが施される。 9は体部片である。外面に墨書が施されるが，

破片のため文字不明である。 10は底部である。平底で，内面に黒色処理が施される。

11-19は土師器歪である。 10は平底で，胴部は倒卵形の長胴である。口縁部は短く外反し，日縁は直立

して受け口状である。 12は口縁部から胴部上半部である。 11と同形で，口縁が受け口状であるが，口縁が

小さく外反する。 12とは調整が異なり，胴部にヘラケズリが施される。 13は胴部下部から底部である。平

底で，長胴である。 13-17はやや小形である。ほぽ同形である。 14は平底で，胴部はやや縦長の球形，口

縁部は短く外反する。口縁は小さく外反し，わずかに受け口状である。 15・16は底部中央を欠く。 17は口

縁部から胴部上部である。 18・19は小形である。形状は通常の聾と同じである。 18は口縁部から胴部上半

部である。 19は胴部から底部である。底部中央を欠く。

20は須恵器聾である。胴部下部から底部である。底部中央を欠く。平底で，胴部が外傾して直線的に立
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ち上がる。 21・22は土師器仏鉢形土器である。大形で， 21は口縁部から体部上半部である。やや縦長の球

形と考えられる胴部の上端が内管し，そのまま口縁部に至る。 22は体部下部から底部である。平底で，体

部が外傾して立ち上がる。 21と同個体と思われる。

23・24は砥石片である。 23は大形で，割石を使用している。 24は肩平な喋を使用している。

時代は，奈良時代， 8世紀後葉と考えられる。

81012 (第139図，図版83~85)

遺物の出土は少なく，実測点数は 9 点である。床面付近出土が 3 ，カマド出土が 1 ・ 4 ・ 7~9 で，他

は覆土中である。

1は士師器非ロクロ杯である。平底で，体部は外傾して立ち上がり，ゆるやかに内響して口縁に至る。

口縁は外傾する。 2 • 3はロクロ土師器杯である。 2は平底で，体部は外傾して立ち上がり，ゆるやかに

内聾して口縁に至る。口縁はわずかに外反する。体部外面に長文の墨書が施されるが，破損のため全文は

不明である。判読文字は「・・大圏・-口敬奉」である。底部内外面にも墨書が施される。内面は「太J，

外面は「玉奉」と考えられる。 3は底部中央を欠く。厚い平底で，体部は外傾して立ち上がり，直諌的に

口縁に至る。口縁は丸い。

4~8 は土師器棄である。 4 は口縁部から胴部上半部である。口縁部が短く外反し，口縁が内傾して立

ち上がり，受け口状である。 7~5 はやや小形である。 5 は 4 と同形と思われる。口縁部がやや大きく広

がり，口縁が直立する。 6~8 は胴部から底部である。平底で，胴部はやや縦長の球形と思われる。

9は土製支脚である。ほぽ完形で，縦長の載頭円錐形である。カマド内で使用され，被熱で，器面が荒

時代は，奈良時代， 8世紀後葉と考えられる。

81018 (第139・140図，図版84)

遺物の出土はやや多く，実測点数は12点である。床面付近出土は 1 ・ 3 ・ 6~9 ・ 12 ・ 15，カマド出土

は5・11で，他は覆土中である。

1~4 はロクロ土師器杯である。平底で，体部は外傾して立ち上がり，ゆるやかに内脅して口縁に至る

口縁は小さく外反する。 2・4は口縁が肥厚する。 3は底部が小さく突出する。

5~7 はロクロ土師器皿である。 5 . 6は高台付皿である。低い高台が付く，小さく突出した底部から，

体部は大きく開いて，直線的に立ち上がり，口縁に至る。口縁は外反し，ほぽ水平である。 7は口縁部か

ら体部である。 5. 6とほぼ同形と考えられる。体部外面に線刻「貞?Jが施される。

8~13は土師器蓋である。 8 ~10は口縁部から胴部上部である。ほぼ同形で，胴部は丸みの弱い長胴と

考えられ，口縁部が短く外反し，口縁が受け口状である。 8は口縁がほぼ直立する。 9は口縁が小さく外

反し， 10は立ち上がりがごくわずかである。 11はやや小形で，底部を欠く。胴部は丸みの弱い長胴で，口

縁部が短く外反する。口縁は外反し，受け口状である。 12・13は胴部下部から底部である。 12はやや上げ

底で，胴部が外傾して直線的に立ち上がる。長胴と考えられる。 10はやや小形である。底部中央を欠く。

平底で，胴部は外傾して立ち上がり，ゆるやかに内聾する。やや長胴と考えられる。

14は，須恵器棄の胴部下端部から底部である。転用硯と考えられ，内面に磨耗がある。外面にヘラ書き

「十」が施される。 15は須恵器仏鉢形土器である。口縁部から体部上半部であるが，鉢形と考えられる。
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半球形の体部から口縁部が内管する。

時代は平安時代. 9世紀前葉と考えられる。

81019 (第140図，図版84・85)

遺物の出土はやや多く，実測点数は16点である。床面付近出土は 1・8-10・14.カマド出土は 5・15

で，他は覆土中である。

1-3は土師器非ロクロ杯である。 1は平底で，体部は外傾して立ち上がり，ゆるやかに内脅して口

縁に至る。口縁は外傾する。 2は底部を欠く。 1と同形であるが，口縁がやや尖る。 3はやや丸底で，中

央を欠く。口縁が小さく外反する。 4はロクロ土師器杯である。平底で，体部は外傾して立ち上がり，ゆ

るやかに内骨して口縁に至る。口縁は小さく外反する。口縁内側に沈線状のナデが施される。口縁が肥厚

する。 5は土師器非ロクロ皿である。底部中央を欠く。体部が大きく開いて立ち上がり，ゆるやかに内智

して口縁に至る。口縁はわずかに外反する。 6-8はロクロ土師器皿である。 6は平底で，中央部を欠く。

体部は大きく聞いて立ち上がり，直線的に口縁に至る。口縁は小さく外反する。 7は底部に小さな高台が

付く。体部は大きく聞いて立ち上がり，直線的に口縁に至る。口縁はやや大きく外反する。底部内面に線

刻が施される。 8は平底で，中央が薄い。体部は大きく聞いて立ち上がり，ゆるやかに外反して口縁に至

る。底部外面に線刻 ixJが施される。

11・12は土師器聾である。 11は口縁部から胴部上半部である。丸みがある長胴で，口縁部が短く外反し，

口縁が直立して，受け口状である。 12は口縁部である。口縁が内轡して立ち上がる。

13は仏鉢形土器である。丸底で，体部は半球形である。口縁部は内脅する。

14は棄の口縁部である。焼成後の補修孔と考えられる孔が施される。形状から弥生土器か古墳時代土師

器と考えられ，混入と，思われる。 15は土製支脚である。縦長の載頭円錐形で，器面にナデが施される。被

熱で器面が荒れている。 16は砥石片である。自然礁を使用している。

時代は平安時代. 9世紀前葉と考えられる。

81020 (第141図，図版85)

遺物の出土は少なく，実測点数は 8点である。床面付近出土は 1-5・8で，他は覆土中である。

1は土師器非ロクロ杯である。平底で，体部は外傾して立ち上がり，ゆるやかに内骨して口縁に至る。

口縁は外傾する。口縁がやや尖る。口縁部に打ち欠きが施される。 2-4はロクロ土師器杯である。 2は

底部が平底で厚く，体部は外傾して立ち上がり，直線的に口縁に至る。口縁は小さく外反する。口縁部に

打ち欠きが施される。 3は平底で，体部は外傾して立ち上がり，ゆるやかに内轡して口縁に至る。口縁は

外傾する。 4は平底で，体部は外傾して立ち上がり，直操的に口縁に至る。口縁は小さく外反する。

5は土師器甑である。胴部下半部から底部で，底無し型である。胴部は外傾して，直線的に広がる。

7・8は須恵器壷である。 6は胴部上端部. 7は底部である。胴部はほぼ球形と考えられ，底部は高台

が付く。 8は須恵器棄の胴部片である。転用硯と考えられ，内面に磨耗がある。外面は叩き目が施される。

時代は，奈良時代. 8世紀後葉と考えられる。
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掘立柱建物跡

88001 (第141図)

遺物は少量で，実測点数は 1点である。東隅の柱掘方内の出土である。

1は土師器非ロクロ杯である。平底で，底部中央を欠く。体部は外傾して立ち上がり，ゆるやかに内管

して口縁に至る。口縁は外傾し，やや尖る。

時代は，奈良時代， 8世紀後葉と考えられる。

遺構外出土遺物(第141図，図版86)

1・2・4はロクロ土師器杯である。 1は平底で，体部は外傾して立ち上がり，ゆるやかに内聾して口

縁に至る。口縁は外反し，やや尖る。底部内面に墨書「日」が施される。 2は平底で，体部は外傾して立

ち上がり，直線的に口縁に至る。口縁は小さく外反する。 4は体部片で，外面に墨書が施される。破片の

ため文字不明である。 3は土師器棄である。口縁部から胴部上端部である。胴部はやや縦長の球形と思わ

れ，口縁部が短く外反する。口縁が小さく外反し，わずかに受け口状である。 5は砥石片である。短冊状

の切石を使用している。

第26表奈良・平安時代遺物観察表

、J ，...1111......邑. '晶唱帽"'lIS~_'

量傭 栂番薗号 畢置 ロ量 車量 圏直 遭存直 色調 胎土 瞳慮 特徴 量抽番号

511X渇 1土師畢野 (14.9) (8.6) 4.8 制鴻 肉且色 掴..瞳・個砂種 且鰐 向 ミガキ向面畠色岨理 副

外櫨色 やや多スコリア 外 国転転ヘラケズリ・ナデ(ロクロ]
少 庫因縁切り

51005 2土師畢lIf (13.0) '叫 向檀色 個や量やe多e躯ス・掴コ砂リ植ア 畠師 向ナデ(ロタロ} 43 
外橿色 外 回転ヘラケズリ・ナデ(ロタロ)

少

511X路 3土師畢置 6.0 3聞 向にぷい赤褐色 個砂岨.. 皇師 向ナデ 19 
外畠帽色 外ヘラケズリ

庖全面手待ちへラケズリ

51005 4土師畢坪 (11.8) 1醐 向明褐色 掴冨母馳・個砂 且僻 向ナデ e 
舛明褐色 組・ スコリアや 外ナデ・手絡ちへラケズリ

や多
511X路 5土師畢鐸 (11.75) 開 向に，;;.い倉帽色 銅砂瞳・スコリア 直野 向ナデ 4B 

外 I::&L、褐色 やや多 外 字組鰐ちへラケズリ・ナデ
向外園調有り

51005 e土師畢停 (14.0) (7.6) 3.25 1聞 向 明赤褐掴色 掴砂租・スコリア 良野 向ナデ 16 
外明赤色にぷい貴 やや多

外庫 手圭持画手ちへ絡ラちへケズラケリズリ
瞳色

51005 7須車畠野 (13.0) 51 向にぷい貴檀色 個砂粒多 良野 向ナデ [ロタロ) 50 
ft. に，;;.い揖檀色 外ナデ 〈ロタロ)

511X路 S土師畢聾 (19.6) 1叫 向務帽色・掴色 量石・石葺... 且好 向ナデ 1.24. 27. 29. 36 
外にぷい褐 色 粧・砂績やや.. 外 ミガキ・ナデ 同個体有り

4.10. 13. 17. 25. 28却

35.37甜岨輔副日
52 

51田5 '土田昌置 (22.6) 時 向にSい褐色 轟2・石・石葺・砂躯 且鰐 向ナヂ 3.29.31-34.37.52同
外帽色 E・植やや.. 外 ミガキ・ナヂ 一個体有り

9.12.26.45輔 副

SIIX掲 同土師畢聾 (19.6) 1叫 向 に.s:い事色縄色 個冨.腫・掴砂 且静 向ナデ 18 
外明..帽 組・ スコリアや 外ナデ・手持ちへラケズリ

ゃs・
51005 11土盟主圃 畢 幅8.3 庫7.0 3Il'I ..帽色 個砂軸橿.. 砂置 不阜 ナデ 21 

[11.2] 

剖 曲5 12土担宜脚 量 幅7.7 庫[・ 0] 田満 量明褐色 個砂軸極多砂買 不良 ナデ 53 
[11.1] 

51C岡崎 1土師畢聾 (14.0) 蝿 向に.s:い赤帽色 輔砂岨やや.. 畠野 向外ナデ s 
外にぶい赤帽色

51006 2頭車畢畳 s‘ 同鹿賀色 個砂馳少且色継 鹿野 向ナデ (ロクロ) 3 
外反黄色 やや.. 外ナデ (ロタ口)向面に自鑓軸

51側諸 3融聾 畢 幅 庫 4叫 lI!7.531 6 
[7.0] 0.4-0.5 0.4-0.5 

511X謁 4儀量 呈 帽 厚 S叫 量7.05. 6 
[8.2] 館身1.2 鐘島0.4

甚師0.25甚部0.25-向。 5 0.5 

51田7 1土師畠坪 12.0 6.6 4.35 65‘ 向 にぷい褐掴色 掴砂粧やや多ス 且傍 向ナデ {ロタロ} 9. 24. 35. 61. 63. 70. B3 
外に&L¥ 色 コリア少 外ナデ {ロタロ) ."ラケズリ[回転}

庭 園転糸切り・外周回転ヘラケズリ

51007 2土師畠野 (12.5) (6.6) 3.8 4開 向掴色 量右・個砂粒・ス 良時 向ナデ {ロタロ} 80.81.82制帽
外掴色 コリア少 外ナデ 【ロクロ) ヘラケズリ{手絡ち)

車不明・金圃手持ちへラケズリ

51田7 3土師畢梼 (11.6) (6.0) 4.2 盟'‘ 向檀色 個砂粒・スコリア 良好 向ナデ 〈ロタロ] 16.17.18 
外橿色 少 外ナデ (ロタロ} ヘラケズリ{回転)

庖回転糸切り
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温情・ 挿図
番号

器唖 口笹 庫笹 畢高 遺存宜 色 掴 胎土 構成 特徴 遺帽番号

51曲7 4土師畢停 (10η (8.3) 4.1 4岨 向明泰帽色 個砂粧やや多ス 良鰐 向 ヘ ラ ナ デ 1.41.51. 81. 82. 83 
外明赤褐 色 コリア少 外ヘラケ耳目J(手持ち)

庫金周手持ちへラケズリ・

51001 5土師畢符 6.1 
15‘ 向 Lぶい瞳色 砂組・スコリア少 且，IJ 向ナヂ (ロタロ} 21 

外にぷい檀色
外庫 ナ回転デ朱切(ロりタ・金ロ周}手・ヘ持ラちケへズラケリズ(手リ持・外ち}面幅打削有ち矢り倉

51001 6手哩相土器 6.0 7蝿 向車色 砂植やや多スコ 車鰐 向ナヂ 16 
外車色・に.s:い檀色 リア少 外ヘラケズリ{手持ち}

庫圭周手持ちへラケズリ・向薗字劃有り

51叩7 7土師畢鈴 16.3 6.3 13.0 以苅 向明赤帽色 個砂租・スコリア 皇IJ 向ナデ ・ヘラナデ 11 
外明赤禍 色 やや多 外ヘラケズリ(手持ち}

51001 B土師畢小型車 (10.4) (5.6) 8.4 却‘ 向明赤褐色 砂馳やや多 且野 向ナデ・ヘラナデ 9.15.31.81.85 
外明春帽 色 外庫 ，手、縛ラケちズへラリケ{手ズ持リち) ナデ

51曲7 9土師畢小型車 (10.9) (6.6) 9.4 15‘ 向 にぷい禽揖色 砂馳やや多 良野 向 ナ デ 28. 44. 46. 65 
外にぷいi!>褐色 外車 ，手、持ラケちズへラリケ(手ズ待リち) ・ナデ

町田T 10土師畢聾 18.3 [31.3J 8叫 向 にぷい貫褐色・畠 畢石.'6葺・量母 良好
外向 ヨヨココナナデヂ・・ヘヘララナケデズリ {手縛ち) .，、ラナデ

18. 19. 20. 24. 35. 40. 55 
帽色 粧・砂艦やや多 58. 60. 62. 12. 14. 19. 8 
外にぷい買褐色 0・2.83

51001 H土師器量 19.8 刻刻 向に.s:い掴色 畢石・石葺・砂岨 畠野 向ナデ 19却24.19個 別
外にぷい褐色 やや多量母軸少 外ヘラケズリ・ナデ

51001 12土圃畢壷 (1.0) 
15‘ 向にぷい褐色 豊富・石葺・璽lt 良好 向 ナ デ 20. 24. 19. 80. 82 

外に.s:い買檀色 穂・砂種多 外ミガキ
庫本軍復

51曲7 13土師畢聾 (9.0) 
15‘ 向明帽色 量石・右多翼・冨母 車IJ 向ナデ 34.38.19 

外属褐色 軸・砂瞳 外1I11キ
庫毎回聾

51田7 14土師畢小型聖 (13.1) 1叫 向 縄色縄 掴砂軸少 且野 向ナデ 10.13 
外皐色 外ヘラケズリ〈手待ち}・ナデ

51曲7 15土師畢聾 8.0 3国 同暗掴色 掴砂植やや多 良野 向ヘラナデ 12.11.18 
外にぷい褐色 外 ，、ラケズリ【手待ち)

庫金周手持ちへラケズリ

51田7 16土師畢小型畳 (9.6) 
向外 ににぷぷいい赤赤帽帽色色

掴砂躯・掴量偲岨 良好 向 ナ デ 7 
少 外ヘラケズリ・ナヂ

51回7 11調車器量 (16.0) 1叫 向にぷい褐色 畢石・右翼・砂粒 車解 向ナデ "'、ラナデ 8 
外且蝿色 多量@組少 外ヘラケズリ(手絡ち}

51田7 18土師畢臨 (11.8) 日以下 同褐色 掴砂馳多 皇聾 向ナデ・ヘラナデ 82 
外にぷい縄色 外ヘラケズリ

51田1 19土師畢臨 日以下 向明赤褐色 掴砂腫・砂粒・ス 且野 向ナデ 23 
外にぷい赤褐色 コリ71> 外ナデ

51回7 20土掴晶 量 [2.6J 幅 厚 3叫 明褐色 掴砂躯少 良鰐 ナデ 83 
0.1-0.9 0.6-0.8 

511X施 1土師畢野 12.0 1.5 3.65 完形 向明赤帽色 砂粒・スコリアや 車時 向ナデ 11 
外置色 や多量母組・個 外 ヘラケズリ〈手持ち}・ナデ

砂絵少 庫金属手鱒ちへラケズリ・向面圃剖有り

剖朗自 2土師畢符 (12.4) (1.2) 3.1 1硝 向明赤褐色 砂絵・スコリア少 且聾 同ミガキ 126 
外檀色 外 ヘラケズリ{手持ち】・ナデ

51田g 3土師畠野 (12.4) (1.6) 3.5 15弘 向 明赤審褐褐色 砂植・スコリア少 良鐸 向ナデ 56.61 
外 明色 外 ヘラケズリ{手鱒ち)・ナデ

車全周手待ちへラケズリ

S叩曲 4土師畢符 (12.3) 1.1 3.5 邸苅 向明赤褐 色 書lt軸・圃砂軸・ 車腎 向ナT 21.28.29.19.89.95.11 
外にぷい褐色 砂組・スコリア少 外 ヘラケ耳目J (手持ち]・ナデ 6.155 

庫全圃手持ちへラケズリ

51008 5土師畢野 (13.4) 
15‘ 向明赤褐色・にぶい 個冨lt岨・掴砂 且腎 向ナデ 65.106 

褐色 瞳・スコリア少 外 ヘラケズリ{手持ち)・ナデ
外明赤褐色・属色

51叩8 6土師畢血 (11.6) (10.4) 2.15 
15‘ 向にぷい檀色 昌lt腫・掴砂腫・ 直野 向ナデ 91. 141 

外にぷい檀色 砂岨・スコリア少 外ヘラケズリ{手待ち}・ナデ
庫圭周手持ちへラケズリ

51凹8 7土師畢坪
ロ体揖圃"片m 向外 ににぷぷいい赤赤褐帽色色

瞳母艦・砂絵・ス 且聾 向ナデ 18 
コリア少 外 ，、ラケズリ(手待ち}・ナデ

外面に畳書有り

511X凋 S土師畢量 向暗褐色 掴砂組多 良揖 128 
外暗褐色

51008 '土師畢E (20.1) (8.9) 31.8 e田 向にぷい褐色 長石・石葺・置lt 且鰐 向ナデ・ヘラナデ 3.16.18.24.69.19.80 
外にぷい褐色 腫・砂種多 外ナデ・ヘラケズ 'J (手待ち) .，、ラナデ，車l1li'、ラナ 86.98.99.121. 123. 131 

デ 113S2S 133134136144 

510回 10主師畢壷 (22.2) 1冊 向檀色 個砂瞳・スコリア 且野 向ナデ・ヘラナデ 23 
外に.s:い褐色 やや多 外 ，、ラケズリ t手持ち] ・ナデ

51国S 11土師畢壷 11.0 4崎 向明帝褐 色 スコリアやや多 且鮮 向ナデ.，、ラナT 11.12.18.118.1四 1却
外明赤褐 色 掴砂組少 外ナデ・ナデ

51008 12土師畢置 14.6 1.1 15.5 岨強 向明棒褐色・褐色 組砂軸・スコリア 且僻 向ナデ 11. 19. 143.145.146. 14 
外明褐色・に.&::L¥褐 やや.， 外ヘラケズリ(手持ち}・ナデ 1.1岨 1岨 1冊目1

色 庫室周手持ちへラケズリ

51冊8 13主師畢小型置 5.6 20¥ 向にぷい褐色 個砂稔・スコリア 量僻 向ナデ 6.1.9.19 
併にぷい褐色 やや多 外ヘラケズリ{手持ち)

庖金周手持ちへラケズリ

51田a 14主師器障 {却 2) 8.0 13.3 曲情 向明褐i!>色 個砂粧やや多ス 且軒 向 ，、ラナT 曲 13.81.1叫 1曲 10・
外明褐色橿色 コリア少 外 ，、ラケ1リ"手持ち} 135 

庖圭圃手待ちへラケズリ

51008 15土師畢小型車 (10.0) 副 肉赤色・明掴色 組砂植やや多ス 且軒 向ヘラナデ 94 
外赤帽色 コリア少 外 ヘラケズリ{手持ち)・ナヂ

511X渇 16土師畢小型車 日0.8) 時 向暗褐色 細書'植やや多ス 畠野 153 
外暗褐色 コリア少 外 ヘラケズリ(手持ち)・ナデ

S問団 11土師畢小型車 5.6 4崎 肉に.s:い費褐色 掴砂粧やや多 且好 向ナデ・ヘラナデ 49.51.53.55.18.19.88 
外明i!>帽色・串褐色 外ヘラケズリ 93.122.130.155 
色 JII 金周手縛ちへラケズリ

51曲8 18須車畢壷 胴侮片 向 E色 量右・石葺・砂栓 向 ，、ラナデ 13 
外民色 .， 外タタキ

51008 19頭車器量 (16.8) 5鳴 向 島掴帽色・明徳掴色 轟石.'6葺・量lt 良好 向ナデかなり副障してる 21.1却
外島色 艦・個砂粒・スコ 外タタキ

リア多
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遺構・ 循番園号 器種 ロ笹 底径 器高 温存産 色調 胎土 焼成 特徴 過鞠番号

stOO8 20土師器甑 (30 8) 5% 同 Lぷい褐色 掴砂粒・スコリア 良僻 向 ナデーへフナデ 47_ 48_ 50. 78 
外 にぶい赤褐色・黒 やや多 外 ヘラケズリーナデ

色

SIOO8 21土師器甑 (114) 5% 向 にぷい褐色 掴砂粒ースコリア 良好 向 ヘ ラ ナ デ 52.53 
外に，S~い褐色 やや多 外ヘラケズリ

底へラケズリ

SI曲8 22土製宝田 長 幅11.7 庫9.0 判も 明褐色 個 砂 馳 橿 多 砂 買 やや不車 ナデ 137 
[13 1] 

SI008 23石製品爵石 量 幅9.57 車1.7 完形 匝色 両面磨耗畳直有り 硯として憧用 39 

8.0 重160.31g 腫E糧買

SI009 1土師畢杯 12.7 7.8 3.6 完形 向瞬褐色 細 砂 粒 ス コ リ ア 良好 向ナデ 23 
外檀色 少 外 ヘラケズリ(手持ち)・ナデ

庖 全周手持ちへラケズリ ロ韓僚に意図的と思われる闘

れ口有り

SI009 2土師器持 11.5 6.4 3.6 完形 向明赤褐色 砂粒・個砂粒ス 良野 向ナデ 48 括

外明赤褐色 コリア少 外 ヘラケズリ(手持ち)・ナデ
底 圭眉手持ちへラケズリ・ロ縁信事に章圃的と思われる割
れロ有り

SIOO9 3土師器杯 12.5 6.7 3.7-4.2 完形 向明券褐色 細砂粒・スコリア 良鰐 向ナデ〈ロタロ) 159 
外橿色 やや多 外回転ヘラケズリ ナデ(ロクロ)

庖 回転糸切り・外周囲転ヘラケズリ

SI009 4土師器野 (12 1) (6.0) 4.1 相偽 向檀色 掴砂粒・スコリア 良好 向ナデ(ロクロ) 145 
外檀色 多 外 ヘラケズリ(回転) ナヂ(ロクロ)

底回転糸切り復外周回転ヘラケズ')

SI009 5土師畢杯 (16 6) 10弘 向島色 個砂粒・スコリア 良解 向ミガキ 62 . 7-2と間個体

外にぷい揖色 少 外ナデ

黒色処理

SIOO9 6土師畢係 14.3 向島色 細砂紐やや多 且解 向ミガキ 7. 11.59 
外にぶい泰褐 色 外 ヘラケズリ・ナデ 8-2同一個体

底 企画回転ヘラケ;(，)・向島

SI009 7土師畢係 11.8 7 0 3.4-3.9 85% 向 1=ぷい赤褐色 掴砂胞やや多ス 良好 向ナデ{ロタロ) 拍括

外明券褐色 コリア少 外 ヘラケズリ(回転)・ナデ〈ロクロ)
庭 回転糸切り直・外周回転ヘラケズリ.1*錦外商 2か所
に鐘書有り目録舗に油煙がかっかている

SIOO9 8土師畢跨 12.45 6.0 4 2 完形 向明赤褐色 .1=，ふい 掴砂粒スコ ')7 良解 向ナデ(ロクロ) 42 
赤帽色 少 外 国転ヘラケズリ・ナデ(ロタ口)
外明赤帽色 庖回転ヘラ切りー向外面に韓剖 ヘラ書き有り

SI009 9土師畢係 体郡片 向に，~い赤褐色 砂組長石璽 良野 向ナデ 括
外にぷい赤帽 色 ji.スコリア含 外 ナ デ 量 書 有 り

SI009 10土師畢係 7.5 251地 向島色 掴砂粒・スコリア 且好 同ミガキ 56・7-1と閏個体
外にぷい櫨 色 少 外ナデ

串色処理

SIO四 11土師器量 (188) 7.5 33.3 6同 向明褐色 長石田石英・量母 良好 向ナデ 25. 28. 53. 55. 73 括
外橿色・にぶい褐色 粒多砂粒やや多 外 ヨコナデ・ナデ・ヘラナデ

庖木聾復

SI009 12土師器聾 21. 2 2明 向 1=ぶい赤褐色 掴砂粒多量石・ 良好 同 ヨコナデ・ヘラナデ 9叩 6576 括
胴下郎欠 外にぷい赤 褐 色 スコリア含 外 ヨコナデ・へラケズ')

肉外面スス付着

SIO帥 13土師畢壷 (70) 胴下鶴~ 向匝褐色 掴砂馳多量石 良鰐 向ナデヘラナデ 9_ 37. 38. 39. 50_ 66. 67 
底部 外灰褐色 スコリア含 外へラケズリ P スス付着 161 措
2開 庖ヘラケズリ(手持ち)

S叩帥 14土師畢小型車 12.7 6.6 14.3 70% 向 1=ぶい赤褐色 掴砂粒多量石・ 且鰐 向 ヨコナデ・ナデ 44.45.46.47.58 括
外にぷい泰 褐 色 スョ')ア含 外 ヨコナデ・へラケズ')

底ヘラケズリ(手持ち)

SIO曲 15土師器小型車 14.7 7.3 15.5 75略 向 Lぶい褐色 掴砂粒・スコリア 良好 向ナデ 16.34.35.52 68.69.70 
車郎中灸 外車褐色・にぷい貫少 外 ヨコナデ・ヘラケズリ 74.75一括

3巴 褐色 底ヘラケズリ(手持ち)

SI009 16土師器小型車 15.0 6.4 16.0 底舗中失 向に，S~い赤褐色 砂紘多量石ス 且好 向 ヨコナデ・ナデ 148.152.153.154.155 
欠 外にぷい赤褐色 コリア含 外 ヨコナデ・ヘラケズリ 161 

車ヘラケズリ(手持ち)

SIO四 17土師器小型車 14.2 15も 向 I::，~い罪褐色 砂 粒 多 量 石 ・ ス 良鰐 同 ヨコナデ・ナデ 156 
胴下部欠 外にぶい赤 帽 色 コ')ア含 外 ヨコナデ・ヘラケズリ

SI009 18土師鑓小型壷 12.8 25も 向に，S~い赤褐色 掴砂絵多 良好 向 ヨコナデ・ヘフナデ 27.158.161 
胴下旬欠 外にぷい審褐色 外 ヨコナデーへラケズリ

SI009 19土師器小型車 6.0 岡下郁司 向 1=ぶい赤帽色 量石吉田スコリア 良鰐 向ナデ・ヘラナデ 22 
庖爾 外 iこぶい赤帽色 少 外ヘラケズリ・ナデ
10弛 底ヘラナデ

SI田9 20調車畢車 14.0 向庇色 長石・右葺やや多 且鰐 向 ナデ・ヘフナデ・当て昌也 72 
外灰色 外ヘラケズリ・タタキ

庖ヘラナデ

SI009 21土師瞳仏鯵彬土器 18.0 向 1=ぶい赤褐色 砂粒・長石・昌 良好 向 ナデーへフナデ 157 
外にぷい赤 帽 色 母・スコリア吉 外ヘラケズリーナデ 15と同一個体1:且われ

151:同ー個体と且われる る

SI凹9 22土師畢聾 (8.4) 胴下部m 向 にぶい赤褐色 砂組長石・昌 良俗 向ナデヘラナデ 14.15.21.24.68 
庫郎 外に-S~い赤帽色 ji・スコリア吉 外ヘラケズリナデ 19と同一個体と思われ
1聞 底ヘラナデ る

SI叩9 23石製品亜石 長 幅 厚 柏崎 匝色 量790g 砂岩買 141 
[12.5] 10.5 6.1 

SIO帥 24石製品極右 霊主 幅 厚 S凹 波貧褐色 量136_24g 下輔の割れ面が磨粍 片省買 141 
7.3 7.6 1.8 

SI012 1土師器杯 11.4 7.0 3.5 田% 向に品、い赤褐色 個砂粒，富母・ス 且飾 向ヘフナデ 35 
外にぷい赤 帽 色 コリア含 外手待ちへラケズリ

底手持ちへラケズリ

SI012 2土師器杯 12.0 7.6 4.2 国私 向にぷい褐色 個 砂 粧 や や 多 ス 良解 向ナデ。底面畳書':>" 2.4.7.11 
外にぶい褐色 コ')ア少 外 回転ヘラケズリ 量畠「 大圏・・噛.J

庫回転糸切り鹿周縁回転ヘラケズリ 畳書「王宮』

SI012 3土師畢杯 (11.8) (7.1) 3.0 15% 向 にぶい褐色 個砂組・掴冨a. 良鋒 向ナデ 3.6 
底鶴中央 外にぷい褐色 スコ ')7含 外ロクロナデ

欠 底周縁回転ヘラケズ')
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遇措・ 番挿号図 畢置 ロ笹 車笹 畢高 遺存車 色闇 胎土 焼成 特徴 童相香号

SI012 4土師畠亜 (19.8) 2臨 向に.s;LlW褐色 砂総・長石量母 良好 向 ヨコナデ・へラナヂ 1.27 
外 にぶい赤帽色 含 外 ヨコナデ・ナデ

SI012 5土師畢曹 (15.6) 1叫 向医色 細砂馳・スコ 'Jア 且好 向 ヨコナデ・《ヲナデ 13 
外に.s:い褐色 吉 外 ヨコナデ・ヘラケズリ

SI012 6土師畢聾 (9.0) 1叫 内にぷい赤褐色 組長石・石葺'l!!縁 且鰐 向ナデ 9 
直面B中央 外匝貴褐色 -砂馳多 外ヘラケズリの後ナデ

欠 直木童画

引012 7土師器盟 6.4 4四 同 にぶい赤褐色 掴砂粒・スコ 'Jア 且鰐 向 ナデ・ヘラナデ 29.32.34.36.37.57 
外にぶい赤帽色 宮 外ヘラケズ'J (手持ち)

車手持ちへラケズリ

SI012 8土師器聖 6.2 4拙 向にぶい置色 掴砂瞳・スコリア 且釘 向ナデ・ヘヲナデ 24.26.31.33.38.57 
外にぷい橿色 含 外ヘラケズリ(手持ち)

庖手鱒ちへラケズ'J

SI012 9主盟主聞 長20.3 幅10.6 庫9.3 完売多 明帽色 個砂粒瞳多砂買 やや不良 ナデ手哩ねの成形値 30 

SI018 1土師畢鋳 13.0 6.3 4.75 7醐 向置色 スコリア少掴砂 良好 向ナデ(ロクロ} 2. 3. 11.49. 50. 52. 57. 7 
外担色 軸極少 外ナデ(ロタロ) 6.93 

底回転糸切り

SI018 2土師畢符 14.7 6.7 39.5-4.6 55略 向担色 個砂粒・スコ 'Jア 良好 向ナデ(ロクロ} 1. 36. 53. 78. 82. 97. 100 
外檀色 少 外回転ヘラケズリ ナデ{ロクロ) 113 

底 回転糸切り・外周回転ヘラケズリ

SI018 3土師畢杯 12.6 5.2 4.25 7叫 向置色 スコリア少個砂 良野 同ナデ(ロタロ) 3.54.96 
外置色 紘極少 外ナデ[ロクロ)

底回転糸切り

SI018 4土師畢高台付録 14.5 55弘 向明赤褐色 良鰐 向ミガキ 25 
外明赤帽 色 外 回転へラケズリ・ナデ(ロクロ)

底 団転糸切り・外局回転ヘラケズリ

SI018 5誼車畢?高台付皿 13.7 6.4 2.44-2.95 100% 向I!色 砂粒多スコリア 車鰐 向ナデ{臼タロ) 123 
外瞳色 少 外ナデ{ロクロ)

庖回転ヘラケズ'J 

SI018 6土師畢血 (13.8) (6.8) 1.85 3聞 向明赤褐色 個砂粒・スコ 'Jア 良聾 向ナデ(ロクロ) 4.92 
外明赤褐色 少 外ナデ(ロタロ}

底回転糸切り 外周回転ヘラケズ'J

SI018 7土師器皿 (13.8) S施 向明褐色 個砂軸やや多砂 且聾 向ナデ 77 
外明赤褐色 粒少 外ナデ

外面にヘラ書き有り

SI018 8土師畢聖 (27.2) 5首 向 赤帽色・誼色 個砂粧やや多ス 良好 向ナデ・ヘラナデ 1.29.69.70.72. 117 
外赤褐色・檀色 コ'Jア少 外ナデ・ヘラケズ'J (手待ち)

SI018 9土師畢聾 (28 0) 10弛 向 明者旨椙色 掴砂粒やや多ス 且鰐 同ナデ・ヘラナデ 30.31.39.58.108.119 
外明赤褐 色 コリア少 外ナデ

SI018 叩土師畢曹 (26.2) 1凹 向檀色・届褐色 掴冨.腫・個砂粒 且111 向ナデ・へフナデ 1. 22. 23. 44. 45. 46. 65 
外にぶい買帽色属多 外 ヘラケズリ(手格ち)ーナデ 67.69.89 
帽色

SI018 11土師器盟 18.8 7~弘 向 10ぷい赤褐色 掴砂粧やや多ス 良好 向ナデヘラナデ 122.124.125.126.127 
底部欠 外赤褐色 コリア少 外 ヘラケズ'J (手鱒ち)・ナデ 128.129.130.131. 132 

134.135.136 

SI018 12土師畢聾 7.6 151品 向 I=~い褐色 豊百・石葺・昌母 良好 同へ7 ナヂ 1.11.20.135 
外にぷい赤褐色 馳・砂軸多 外ヘラケズリ(手待ち)

SI018 13土師畢聾 (6.8) 10も 向明赤褐色 掴冨俸給・掴砂粒 且鰐 向ヘラナデ 1. 33. 47 
外明赤褐 色 やや多 外ヘラケズリ(手持ち)

底金周手持ちへラケズリ

SI018 14誼車畢転用硯 14.0 向民色 個砂粒多スコリ 良好 向ナデ 58 
外匝色 アやや多 外ヘラケズリ(手持ち)

庫ナデ・車外面に線剖有り・畳付着

SI018 15調車畢仏鯵形土器 (15 6) 1叫 向匝買色 掴砂粒多量石少 良解 向ナデ 24.51.74 
底侮欠 外暗匝貧 色 外ヘラケズリ・ナデ

SI019 1土師器坪 11.9 7.4 3.1 完軍参 向にぶい帽色 個砂粒やや多掴 良好 同ナデ 79 
外民褐色 昌.軸・スコリア 外 ヘラケズ'J (王手持ち) ・ナデ

少 底全面手待ちへラケズリ

SI019 2土師畢揮 11.0 2田 向にぷい褐色 個 砂 粒 掴 圏e母艦 良野 向ナデ(ロクロ} 1.91 
外に.s:い椙色 やや多スコリア 外 ヘラケズリ(手持ち)・ナデ

少

SI019 3主師器符 12.4 7.5 3.9 2叫 同にぷい褐色 掴砂組・個冨. 且解 向ナデ(ロクロ) 67.75.85 
外にぷい赤褐色 軸・ スコ 'Jアや 外 ヘラケズリ{手持ち)・ナデ

や多 車全面手持ちへラケズリ

SI019 4土師器涛 14.8 7.2 4.3 20% 向匝買褐色 掴砂軸やや多掴 畠鰐 向 ナデ(ロクロ)・ヘヲミガキ 1.2.53 
外匝貰褐色 宮母微少 外ナデ(ロクロ)

車全面手縛ち，、ラケズリ

SI019 5土師畢皿 15.0 8.7 2.6 70も 向 にぷい稼褐色 掴砂馳・スコリア 良野 向ナデ 1.86.87.90.91 
外にぷい赤帽色 やや多個雲母馳 外 ヘラケズリ(手待ち)・ナデ

少 底全面手持ちへラケズリ

SI019 6土師畢皿 13.4 8.0 2.75 8聞 向にぶい褐色 個砂粒・掴冨母粒 畠鰐 肉ナデ(ロタロ) 1. 4. 7. 10. 40. 55. 69 
外にぷい褐色 やや多 外ナデ(ロタロ)

車 回転糸切り・外周囲転ヘラケズリ

SI019 7土師畢皿 13.2 5.8 2.8 向にぶい褐色 細砂粒書スコリ 且時 向ナデ(ロクロ) ヘラミガキ 2.4.11. 12. 13. 14. 17.2 
外にぷい赤帽色 ア少 外ナデ[ロクロ) 0.67 

底 回転糸切り・ナデ・向函韻剖有り

SI019 8主師器皿 15.3 9.5 2.1 30% 
外向 ににぶぷいい幅幅色色

掴砂粧やや多量 良好 向ナデ(ロクロ} 72 
石スコ 'Jア少 外ナデ(ロタロ)

車 全面手持ちへラケズリ・車留外面髄剖有り

SI019 9頭車器'1、鉢 7.9 5.4 2.7 95誌 向既寅褐 色 掴砂粧やや多掴 良野 向ナデ.，、ラミガキ 61 
外臣賞褐 色 冨母継少 外 ヘラケズリ(手待ち)・ナデ

底全面手持ちへラケズリ

SI019 10土師器聖 7.0 5% 向 にぷい赤帽色 個砂粒・掴冨@粒 良好 向ナデ 81 
外赤褐色 やや多 外手持ちへラケズリ

庖全面手待ちへラケズリ
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温檎・ 梅番園号 器橿 口径 直径 畢高 温存度 色調 胎土 焼成 特徴 通鞠香号

SI019 11土師畢聾 (20.3) 3凹 向明褐色 長右・右葺冨Ii 良鱈 向ナデ 1.4.18.19.21. 22. 23. 3 
外明褐色 組・砂躯多 外 ヨコナデーへラナデ胸部磨耗ため調整不明暗 7.45.47 50.52.63.67 

51019 12土師畢壷 (23 6) 口線鶴 向赤褐色 掴砂粒多 良野 同ナヂ 15 
10弛 外 w帽色 外ナデ

SI019 13調車器仏鋳形土器 17.8 15% 向 E貴褐色 掴砂粒ー掴富母総 皇好 向 ナデ・ヘラミガキ 1.2.4.5.31.46.64 
外匝褐色 やや多 外 手持ちへラケズリ・ナデ

車全面手待ちへラケズリ

SI019 14縄文理倉本型土畢 口揖錦片 向庇貧帽色 輔砂段目掴昌俸給 皇鰐 向ナデ 71.91 
外医褐色 やや多 外手持ちへラケズリ ロ輯直下後成桂の穿孔

SI019 15土副主聞 長17.4 幅93 厚8.4 完形 明褐色 細砂積極多砂置 やや不良 ナデ 89 

SI019 16右割品畦石 長 幅 厚 30偽 匝色 重27.45g 担匝岩買 42 
[5 7] [2.7] [2.0] 

SI020 1土師畢鋳 14.8 7.0 5.4 95鴨 向匝貧褐 色 掴砂粒多 良好 向ナデーへフナデ 29 
外灰褐色 外 ヨコナデ手待ちへラケズリ+ナデ

車ヘラナデ
日韓櫛スス付着・ 2か所に打ち欠き

SI020 21:t師器梼 (128) 6.1 3.5 70処 向に，~い赤帽色 掴砂軸多スコ 'J 且解 向ナヂ 31 
外にぶい赤 褐 色 ア少 外 ロクロナデ

庖 静止糸切り復・周蝿錦ナデ
ロ縁倒2/3打ち欠き

SI020 3頭車畢鐸 13.2 7.7 3.9 70弘 肉質匝包 掴砂絵多スコリ 良鰐 向ナデ 3.24.25.26.32 
外貫匝色 ア少 外 ロタロナデ回転ヘラケズ'J

庫回転ヘラ切り値周縁手持ちへラケズリ

SIO:却 4調車畢杯 13.1 8 2 4.2 95弘 向配置帽 色 長石・石葺・量母 良好 同ナデ 30 
外灰貴褐色 粧砂総多 外 ロクロナデ

車手持ちへラケズリ
口縁部2/3打ち欠き

SI020 5土師器甑 (10 8) 3同 向にぶい褐色 砂粒・長石・冨母 且鰐 向ヘラナデ+ナデ 27 
外に，ふい褐色 含，スコリア多 外ヘラケズリ

底ヘラケズ'J

SI020 6・7 軍車畢壷 口頭飾お 向匝幅色 掴 砂 粒 極 少 晶 色 且鱈 外 白書書軸 6.7.17.16.18 
よ日田下 外匝オリ ブ色ー暗 粒多 底ヘラケズ'J
学鶴欠 赤褐色

SI020 8頭車器転用唖 胴部片 向匝黒色 掴砂粒極少黒色 良好 向当て具瞳 14.19.22.28 
外匝色 組少 外町き目

盟国1 1主師器係 (14 8) (104) 4.5 20% 向檀色 掴砂粒多砂粒・ 且解 向ナデ 3.4 
外にぷい帽色 スコリア少 外ヘラケズリ〈手持ち)

庫金周手持ちへラケズリ

量構外 1土師畢界 15.1 1.4 4 2 50弛 向波明椙 色 掴 砂 粧 や や 多 ス 良好 同なで〈ロタロ)
&ト4TR 外明暗色 コリア少 外 回転ヘラケズリ・ナデ(ロクロ)

庭 回転糸切り・外周回転ヘラケズリ
庖師向薗畳書有り

量線外 2土師器野 11.3 6.9 4.3 判% 内外にぷい 褐色 掴砂粒多スコリ 良好 向怠で(ロクロ) 1 
6Eー15 アやや多 外回転ヘラケズリ ナデ〈ロタロ)

底 回転糸切り・舛周回転ヘラケズリ

遺構外 3土師畢小型車 17 3 20弘 同外匝赤 色 個 砂 粧 や や 多 ス 良好 向 へフナデ・ナデ 1 
6E-15 コ'Jア少 外手持ちへラケズリ ナデ

遺構外 4土師器磁片 車鶴片 向外 1=ぷい赤褐色 掴砂勉やや多 良好 畢書有り・文字不明
6K-36 

遇措外 51:C盟晶砥石 長 幅 厚 3時 匝色 重18.81g 躍匝岩買 1 
6H6 [3.9] 2.9 1.3 
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第8節中・近世

1.概要

中・近世の遺構は，井戸跡 1基，炭窯跡7基，ピット群 1か所，焼土遺構 1基である。

調査区内での分布は井戸跡，炭窯跡は中央部に位置しているが，ピット群，焼土遺構は西端に位置する。

2.遺構

井戸跡

井戸跡は 1基であるが，居住遺構は検出されなかった。

8E001 (第142図，図版55)

調査区のほほ中央に位置する。標高は27mで，主なグリッドは， 6 J -22である。

平面形は丸みのある方形で，規模は287cmx 287cm，深さは250cmで、ある。底面は長方形で，規模はll1cm

x 98cm，長軸の方位はN-400 -Eである。上端の形はほぼ正方形であるが，底面は長方形である。底面が

平坦である。断面が注ぎ口が広い漏斗状であるので，井戸跡と考えられる。

遺物は出土していないが，奈良・平安時代以降と考えられ，中・近世として報告する。

炭窯跡

炭窯跡は 7基検出された。調査区のほぼ中央やや東に分布する。標高は約27mで、ある。円形または楕円

形の土坑状で，出土遺物が炭化材のみであるので，炭窯跡とした。

80001 (第143図，図版55)

主なグリッドは， 4 J -16である。

平面形はほぼ円形で，規模は径160cm，深さは23cmである。底面は平坦で、ある。

80002 (第143図，図版55)

主なグリッドは， 3 K -60である。

平面形はほぼ円形で，規模は径154cm，深さは30cmである。底面は平坦である。

80003 (第143図，図版55)

主なグリッドは， 3 J -39である。

平面形はほぼ円形で，規模は径142cm，深さは18cmで，浅い。底面は浅い皿状である。

80004 (第143図，図版55)

主なグリッドは， 3 J -39である。

平面形はほぼ円形で，規模は径158cm，深さは25cmである。底面は浅い皿状である。

80005 (第143図，図版55)

主なグリッドは， 3 J -88である。
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SEOOl土層
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平面形は円に近い楕円形で，規模は161cmx 151cm，深さは26cmである。長軸の方位はN-no-Eである。

底面は平坦である。

S0006 (第143図，図版55)

主なグリッドは， 4 J -68である。

平面形は楕円形で，規模は199cmx 148cm，深さは15cmで，浅い。底面は平坦である。長軸の方位はN-

4.50 
- Eである。底面は平坦である。

S0007 (第143図，図版55)

主なグリッドは， 4 J -68である。

平面形はほぼ円形で，規模は径161cm，深さは32cmである。底面は浅い皿状である。底面は平坦である。

ピット群

ピット群は 1か所で，ピットが3基検出されている。ほかに遺構はなく，掘立柱建物跡または柵列の様

に規則的な配列ではないので，ピット群として報告する。
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SAOOlのP003士層
1 黒褐色土 黒色土粒多
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3 暗黄褐色土黒色土粒少

第144図ピット群 (SA001)
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図版55)(第144図，SAOOl 

調査区の西端に位置し，標高は27mである。構成はピット 3基で，それぞれの内容は次のとおりである。

3 3 D-70に位置する。平面形は楕円形で，規模は57cmx 46cm，深さは32cmである。 P002は，P001は，

3 D-72 P003は大形で，D-71に位置する。平面形は楕円形で，規模は52cmx 44cm，深さは17cmである。

を中心に位置する。平面形は楕円形で，規模は187cmx 151cm，深さは64cmである。長軸の方位はN-46。ー

Wである。底面は浅い皿状である。

焼土遺構

焼土遺構は 1基である。底面に焼土を確認したが，少量のため炉穴，炭窯ではないと判断した。

図版55)(第145図，SXOOl 

3 B -24である。調査区の西端斜面に位置し，標高は19m-20mである。主なグリッドは，

平面形はゆがんだ楕円形で，規模は163cmx 115cm，深さは18cmで，浅い。底面は西に向かつて傾斜し，

凹凸がある。

遺物は出土しなかった。

ロームプロック・焼土粒徴
焼土粒少
ローム粒・焼土粒徴
ロームプロック・焼土粒・炭化粒微
ロームプロック少・ローム粒微
ローム粒プロック
砂質粒多
プロック

SXOOl土層
1 暗褐色土
2 暗褐色土
3 暗褐色土
4 暗褐色土
5 暗褐色土
6 暗褐色土
7 暗褐色土
8 焼土
9 撹乱
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焼土遺構 (SX001)
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3 7 B -36 北壁 (南から)

下層遺物出土状況等
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図版18 南西ヶ作遺跡
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南西ヶ作遺跡 図版19
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旧石器時代石器



図版20 南西ヶ作遺跡
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縄文土器(グリッド出土)(1) 



南西ヶ作遺跡 図版21
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縄文土器 (グリッド出土)(3) 



図版22 南西ヶ作遺跡

4 

遺構出土縄文土器

弥生土器
3 3 

004-11 

004-5 

縄文土器(グリ ッド出土)(4) 82 
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004-15 

遺構出土縄文土器，弥生土器，縄文土器 (グリッド出土)(4)，奈良 ・平安時代土器(1)(004) 
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図版23

026-2 

026-3 

026-7 

026-10 

026-12 

027-1 

027-2 



図版24 南西ヶ作遺跡
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図版26 南西ヶ作遺跡
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図版28 南西ヶ作遺跡
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南西ヶ作遺跡 図版29
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図版31南西ヶ作遺跡
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図版32 南西ヶ作遺跡
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南西ヶ作遺跡 図版33

004カマド出土鹿骨 (S= 1/2) 



図版34 弐卜込遺跡

弐 ト込遺跡航空写真



弐ト込遺跡 図版35

確認調査 (昭和61年度)

確認調査 (昭和61年度)

確認調査 (昭和61年度)



図版36 弐ト込遺跡

調査近景



弐ト込遺跡

第 1石器集中地点検出状況

第 1石器集中地点土層断面

左 4 F -10石器出土状況

土層断面

右 80-41・42土層断面
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弐ト込遺跡 図版39
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SK009遺物出土状況

SK009土層断面
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SK022 SK022土層断面
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弐卜込遺跡

SI010 

SI013 

SI017 



弐卜込遺跡

SI001 

SI002 

SI002遺物出土状況



弐ト込遺跡

SI002土層断面

SI003 

SI003遺物出土状況



弐ト込遺跡

SI004 

SI004遺物出土状況

SI014 



弐卜込遺跡

SI015 

SI015遺物出土状況

SI016 



弐卜込遺跡

SI005 

SI005遺物出土状況



弐ト込遺跡

SI006 

SI006遺物出土状況



弐卜込遺跡

81007 

81007掘方

81007遺物出土状況



弐ト込遺跡

81008 • 88001 

81008遺物出土状況 81008カマド



弐ト込遺跡

81009炭化材出土状況 81009遺物出土状況



弐卜込遺跡
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81019 



跡

88001柱跡検出状況

88001 



弐ト込遺跡
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弐卜込遺跡 図版57
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図版58 弐卜込遺跡
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図版60 弐卜込遺跡
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弐卜込遺跡 図版61
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図版62 弐卜込遺跡
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縄文時代遺物(1)(炉穴出土)



弐卜込遺跡 図版63
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図版64 弐ト込遺跡
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弐ト込遺跡 図版65
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図版66 弐ト込遺跡
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縄文時代遺物(5)(グリッド出土土器)



弐卜込遺跡 図版67
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図版68 弐卜込遺跡
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弐卜込遺跡 図版69
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図版70 弐ト込遺跡
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縄文時代遺物(9)(グリッド出土土器)



弐ト込遺跡 図版71
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図版72 弐卜込遺跡
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縄文時代遺物(13)(グリッド出土石器)
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ふりがな 所ふり在が地な
::I ド

北緯 東経 調査期間
調査面積

調査原因所収遺跡名 市町村'遺跡番号 rti 

首首F存這蕗 断言消首昔r岸172ほか
35度 140度 19921201 

12327 CN702 47分 7分 ~ 2，260 宅地造成
58秒 45秒 19930205 

19930401 
~ 2，289 
19930610 

19940117 
~ 8， 770 
19940324 

19940405 
~ 2，346 
19940518 

矢i芝翫 い印ん磨ばぐ郡ん本もと埜のむ村ら角つの田だあ字さ 35度 140度 19861210 
12328 003 47分 11分 ~ 5，275 鉄道・道路建設

弐に とト込ごめ117ほか 15秒 54秒 19870326 
19880701 

~ 3，314 
19881130 

19890801 

~ 4，800 
19890930 

19891001 

~ 6，340 
19891222 

日本測地系による

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

南西ヶ作遺跡 集落跡 !日石器時代時代 石器集中地点 1地点 旧石器時代石器，縄文土 縄文時代は早期主
包蔵地 縄文 炉穴 4基 器(早~後期) ，縄文時 体。奈良・平安時

陥穴 17基 代石器，弥生土器，奈 代は 9世紀主体
土坑 5基 良・平安時代土師器・須 で，墨書・線刻土

奈良・平安時代 竪穴住居跡 24棟 恵器・緑紬陶器・灰紬陶 器や下総国分寺同
土坑 2基 器・瓦・鉄製品，近世銭 系瓦が注目され

中・近世 炭窯 3基 貨 る。
土坑 201基
溝状遺構 1条

弐ト込遺跡 集落跡 旧石器時代時代 石炉器穴集中地点 1地点 旧石器時代石器，縄文土 旧石器は黒曜石単
包蔵地 縄文 20基 器(早~後期) ，縄文時 一石材の集中で，

陥穴 6基 代石器，弥生士器，古墳 短期間の形成。縄
土坑 2基 時代土師器(前期) ，奈 文時代は早期主
早期包含層 1か所 良・平安時代土銅器・須 体，条痕文の良好

弥生時代 竪穴住居跡 3棟 恵器・鉄製品 な資料。古墳時代
古墳時代 竪穴住居跡 6棟 は異形器台が出

竪穴状遺構 1基 土。奈良・平安時
奈良・平安時代 竪穴住居跡 9棟 代は墨書「・・大

掘立柱建物跡 1棟 園・・敬奉」が出
中・近世 井戸跡 1基 土。

炭窯跡 7基
ピット群

11基か所
焼土遺構

南利西根ヶ川作遺と跡印搭沼に挟まれ，南北から支谷に開析された，標高22m~24mの台地上に位置する。旧石器時代
は西部を中心に石器の小規模なブロックや単独出土がみられる。縄文時代は西部を中心に早期炉穴・陥穴
があり，早期主体の土器包含層がある。奈良・平安時代は南部を中心に集落が展開する。中・近世は南部

要約
に炭窯・土坑群が展開する。
弐ト込遺跡
印搭沼の西岸，印嬬沼に流入する河川に形成された，標高24皿~28mの北に伸びる舌状台地上に位置する。

旧石器時代は北東端部に黒曜石単一石材の集中がある。縄文時代は早期主体で，西端部，中央部，東端部
に炉穴，陥穴，土坑があり，これらと重なるように早期土器包含層がある。弥生時代は後期住居跡がほぼ
中央部にある。古墳時代は前期住居跡が西部に広がる。奈良・平安時代は東部に住居跡が広がる。
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